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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第１章　赤毛赤せき眼がんの狼おおかみ娘むすめ







　意い識しきが朦もう朧ろうとする中で、彼は木の幹みきに肩かたを預あずけて倒たおれこんだ。


　背せに刺ささった矢は抜ぬかず、そのままにしている。失血を防ふせぐためだ。けれどそれは意味のないことだった。鏃やじりには毒が塗ぬられていた。


　これ以上動けそうになかった。彼は腕うでの中の小さな温ぬくもりを残った力で抱だき締しめる。


「殿でん下か、私の力が及およばず、このような……。どうか、お許ゆるしを……。両陛へい下かにも申し訳わけなく……」


　切れ切れの言葉を呟つぶやく。天を仰あおぐと、梢こずえの隙すき間まから碧へき空くうが覗のぞいていた。それがぐるぐると回るような感覚に襲おそわれ、いよいよかと覚かく悟ごを決める。


「どうした、旦那だんな。死ぬのかい？」


　野太い声はすぐ正面から聞こえた。目を開けているはずなのに、その姿すがたはぼやけて見えない。体を蝕むしばむ毒に視し力りよくを奪うばわれ始めていた。


「何者……。マリンベルの犬か……？」


　血を吐はくように声を絞しぼり出し、腕の中にあるものをきつく抱く。渡わたすわけにはいかない。


「マリン……？　誰だれだ、そりゃあ。知らねぇな。俺おれはしがない盗とう賊ぞくよ」


「盗賊……」


「ブラッディ・ファングのモルダ。以後お見知りおきを……って、死ぬ奴やつに名乗ったって意味ないわな」


　呵か々か、と低く笑うのが聞こえた。声はずいぶん高いところからする。大おお柄がらな男なのだろうなと彼はぼんやり考えた。


　たしかに、今この状じよう況きようで噓うそをつくなど無意味なことだ。本物の追っ手であれば、ただ黙だまって彼の死を待っているはずだろうから。


「では、盗賊殿どの……。私の頼たのみを聞いてはくれまいか……」


「ぁん？」


「この方を……守り、育ててくれ……」


　言い、彼は大切に抱いていた絹きぬの包つつみをモルダに差し出す。赤ん坊ぼうだった。


　ふくふくとした頰ほおは熟うれた桃もものように瑞みず々みずしく、寝ね息いきの漏もれる唇くちびるは赤く透すき通るようだ。うっすら生えた柔やわらかな髪かみは葡ワ萄イ酒ンの色で、同色の睫まつ毛げが伏ふせた瞼まぶたの縁ふちを飾かざっている。まだ首も据すわらぬような赤ん坊であったが、なぜかすぐに女児と知れた。
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「……代だい価かは？」


　しばしの間を置き、モルダは言った。感かん情じようの読めぬ声だった。


「私の、持っているものなら、なんでも……。けれど、剣けんだけは、この方の物です……。決して離はなれ離ばなれにならぬよう……」


　彼の言葉が示しめす剣とは、その背に背負った長剣のことだろう。柄つかと鞘さやには金の細工が施ほどこされているが、その精せい密みつさには目を見み張はるものがある。とても人の手によって作られたとは思えなかった。鍔つばの左右に垂たれ下がっている赤い房ふさ飾かざりも練糸のように輝かがやき、強きよう烈れつな存そん在ざい感を放っている。


「いいだろう。交こう渉しよう成立だ」


　言うなりモルダは彼の背に刺さった矢を抜いた。血の流れが勢いきおいを増ます。けれど体にめり込こむ異い物ぶつが取り除のぞかれたことに、彼は痛いたみの苦鳴より安あん堵どの溜ため息をついた。


「楽になったろう」


　モルダの言葉に頷うなずいて応こたえる。かすかな声で、ありがとう、と呟いた。


　モルダは剣を鞘ごと奪って背負い、男の服を弄まさぐったが所持金はわずかなものだった。最後に彼の首から下がるペンダントに目をつけ、手にとって見る。ロケットだった。金の浮うき彫ぼりの中に翡翠ひすいが一ひと粒つぶはめ込まれている。


　蓋ふたを開き、モルダは片かた眉まゆを吊つり上げた。中にあったのは小さなポートレート。幼おさない少年の健康的な笑え顔がおだった。目の前の男と似にた面おも差ざしをしている。


「こいつぁ、いらねぇや。俺には何の価か値ちもない」


　それを聞いて彼は笑った。ひどく弱々しかったが。


「あなたなら、安心して託たくせます……」


　モルダは、ふんっと荒あらく鼻息を漏らした。照れているのかもしれなかった。


　慣なれない手付きでモルダは赤ん坊を抱き上げる。その不ふ快かい感に子こ供どもも顔を歪ゆがめたが、泣くこともなくモルダの腕に収おさまった。


「どうか、健すこやかに……」


　聞き取りが困こん難なんなほど小さな呟きだった。


「安心しな。うちにも最近、ガキを産んだ奴がいるからよ、頼みゃあ乳ちちくらい分けてくれるさ」


　じゃあなと言い置き、モルダは踵きびすを返す。


　木漏れ日を浴びてロケットが輝いていた。それを握にぎる力さえ、彼にはもう残っていない。


　もはや何も映うつさなくなった目を空に向け、彼は謝しや罪ざいの言葉を囁ささやき続ける。


　忘わすれ形見の名を混まぜながら。
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「モルダぁ！」


　狩かりから帰って来るなり、長剣を背せ負おった赤毛の少女は彼に抱だきついた。周囲には十数頭の狼おおかみが群むれて、彼らを取り囲んでいる。


「巧うまくいったか？」


「ばっちりさ！」


　得意満面の笑顔で少女は答える。狩りの時に着ていた薄うす紅べにのドレスと帽ぼう子しは脱ぬぎ捨すて、仲間たちと同じような軽けい装そうになっている。


「ひらひらした服着て『いやーん盗賊が出たの助けてー』って駆かけ寄よったらさ、のこのこ馬車から降りて来やがんだ。笑っちゃうね。狼たちに追い立てさせたら積荷を捨てて逃にげてったよ。下手に金なんか持ってる連中は脳のう味み噌その軽い根こん性じようなしばっかりだ」


　紅こう玉ぎよくの瞳ひとみをきらめかせ、少女が楽しそうに言うとモルダは豪ごう快かいに笑った。


「そいつぁ見たかったなぁ」


「酔よって転んで捻ねん挫ざなんかするからだろ。さっさと治しなよね。うちの連中じゃあ魔ま導どう治ち療りようなんか出来ないんだから」


「しかし、いつもながらルビーの演えん技ぎは冴さえてるな。さすが俺たちの姫ひめ君ぎみだ」


　彼女に遅おくれてやって来たディーゴが戦利品をモルダの前にぶち撒まけながら言う。他ほかの仲間たちも同じく、狩りが成功した時恒こう例れいの宴うたげの準じゆん備びに取り掛かかっていた。


「ルビーはほんに、ええ娘むすめに育ったのぉ。悪わる賢がしこくて結けつ構こうだわぃ」


　最近はめっきり足あし腰こしを弱くし、狩りには出ず家事全ぜん般ぱんを担たん当とうしている長老のエマソンが鶏にわとりを絞しめながら笑う。食料用の家か畜ちくの管理もエマソンの役目だ。


「長老、それ何にすんの？　蒸むす？　焼く？」


「香こう草そう蒸しだ。ルビー、好きじゃろ」


「やった！」


　モルダから離れ、跳とび跳はねる。すかさず狼たちが寄よって来て彼女に群むらがった。その狼の群れを引き連れ、赤毛の少女は駆け出していく。


「どこに行く？」


「狼おおかみ塚づか！　すぐ戻もどるよ！」


　モルダの問いに手を振ふって答え、少女の姿すがたは森の中に消えた。


「ほんに、ええ娘に育ったのぉ」


　鶏の羽を毟むしりつつ呟つぶやかれたエマソンの言葉に盗とう賊ぞく一同は揃そろって微笑ほほえみ、頷うなずいた。


　あれから、もう十五年経たつ。


　少女が消えた森の向こうを眺ながめる仲間たちに反発するように、モルダは唇くちびるをへの字に曲げた。


「いい娘？　まだまだガキンチョだ」


「モルダは恐こわいんじゃろ。最近のルビーは綺き麗れいになってきたからのぉ。どっか、よその男に搔かっ攫さらわれるんでないかと心配でそんな心にもないことを言いよる。……しかしのぉ、あの子の幸せを考えたら……」


「今はまだいいじゃないか、長老。なぁ、モルダ？──あぁ、そうだ。あいつ狼塚に行くんなら、ついでに水汲くみも頼たのめばよかったな。しくじった」


　年寄り特有の、語りだしたら止まらない現げん象しようが始まったのを悟さとったディーゴが話題転てん換かんを試みる。いや、ディーゴ自身がその問題から目を逸そらしたかった。


　十五年前、モルダが連れ帰ってきた赤ん坊ぼう。それが彼女だ。


　落ちているものを何でもかんでも拾ってくる癖くせのあったモルダの、度ど肝ぎもを抜ぬく拾しゆう得とく物ぶつ。しかも妙みような剣けんとワンセット。


　赤ん坊に付ふ属ぞくしていたのは目がちかちかするような装そう飾しよくの長剣で、売ればいい値ねが付くだろうにと誰もが思ったけれど、それは出来ない。あの剣は所有者である彼女にしか持てないのだ。


　他の者が持とうとすると、地面にへばりついて離はなれない。彼女のそばにいる時に持てば羽根のように軽いのに、三歩も離れれば馬ば鹿かみたいに重くなる。なんだかもう、わけがわからなくて、盗賊たちは正直なところ気味が悪くて仕方なかった。


　けれどモルダはまったく気にしなかった。むしろ面おも白しろがっていた。肝きもっ玉が太いというか、器うつわがでかいというか、何も考えてないというか。


　それでも盗賊たちが逆さからわずに赤ん坊の世話をしたのは、モルダが仮かりにも彼らの頭かしらだからだ。


　盗賊団だんブラッディ・ファング。


　北の国グラディウスの北方、十数年前に人の引き払はらったレターナという古い鉱こう山ざん跡あとが彼らの根ね城じろであった。


　山の斜しや面めんにいくつもの横よこ穴あなが掘ほられており、戦利品の貯ちよ蔵ぞう庫こから食料庫まで様々な利用法がある。何より雨風が凌しのげることがありがたかった。目と鼻の先には滝たき壺つぼに落ち込む川もあり、水の心配もない。周辺の深い森は目め隠かくしになり、盗賊団の住まいとしてはこれ以上ないほどの好こう物ぶつ件けんだった。


　決して贅ぜい沢たくはできない生活だけれど、少女はここで心豊ゆたかに育った。よく笑うし、駆かけ回る。とにかく元気で明るい。それもこれも、養母の教育がしっかりしていたおかげだ。


　彼女の養母は白はく狼ろうヴィアンカ。人間の赤ん坊に乳ちちを飲ませ、自分の産んだ子こ供どもと一いつ緒しよに分け隔へだてなく愛あい情じようを注いだ慈じ母ぼ。彼女もまた、モルダに拾われた命だ。


　ヴィアンカがいたからこそ、少女はこうして生きている。盗賊たちだけなら赤ん坊の扱あつかい方など知らず、きっと死なせてしまっていただろう。


　はじめこそ赤ん坊を邪じや険けんに扱あつかっていた盗賊たちであったが、慣なれてくるとなかなか可愛かわいい。奇き妙みような剣のことなんか、時間が経てばどうでもよくなった。害がないならそれでいいやと、モルダに倣ならって楽らつ観かん視しすることにしたのだ。


　一度割わり切ってしまうと、彼らはすっかり赤ん坊の虜とりこだった。娘や孫まごができたみたいで、取り合うように世話をした。甘あまやかすとモルダかヴィアンカに怒おこられてしまうので、猫ねこ可愛がりはしなかったけれど。


　まだまだ子供だと思っていた。けれど十五歳さいになり、体つきはどんどん女らしくなっていく。身内の贔屓ひいき目めを差さっ引ぴいても、綺麗に、魅み力りよく的に育っている。


「あいつの幸せを考えるなら、俺たちはいつでも見送れるように覚かく悟ごをしておく。そうだろ、長老？」


　ディーゴの気を知ってか知らずか、モルダは話を蒸むし返す。


　仲間たちと揃いの、狼おおかみを模もした紋もん章しようを彫ほりこんだ手が、血の結けつ晶しようのような赤い鋼こう石せきを拾い上げた。戦利品として、ディーゴがモルダの前にばら撒まいた宝ほう石せきだ。


「けどな、やっぱムカつくんだよ。せっかくここまで育ててきたのに、なんで他よ所その野や郎ろうにやらなきゃならねぇんだ。俺と勝負して勝てるような奴やつになら、譲ゆずってやってもいいがな」


　ここには、少女の年ねん齢れいに見合う男はいない。年とし頃ごろになればいつでも盗賊団を去れるようにと、ブラッディ・ファングの団員を示しめす紋章は彼女には刻きざまないままだ。


　モルダの言葉を受けてエマソンは笑った。歯の抜けた口で、間抜けな笑い声を立てる。


「そんなこっちゃあ、あの子は年とし増まになってしまうのぉ」


　盗賊たちは一緒になって笑った。ディーゴも笑った。そうすることで、いずれ訪おとずれるかもしれない別れから目を逸らしたかった。


　唯ゆい一いつ、自分に正直なモルダだけは憮ぶ然ぜんとして手の中の宝石を弄もてあそんでいた。


　真しん紅くの石。狼の牙きばに滴したたるような、血の色をした輝かがやき。
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　土が小高く盛もられた塚つかの前でルビーウルフは膝ひざを折る。道すがらに摘つんできた遅おそ咲ざきの白い雛ひな菊ぎくを編あんで輪にし、塚の頂いただきに置いた。彼女の養母が、ここに眠ねむっている。


　モルダに拾われた当時、ヴィアンカはすでに身重だったという。群むれからはぐれ、怪け我がをしているところを助けられて以来、ヴィアンカはモルダを慕したっていた。


　ヴィアンカは二年ほど前に亡なくなった。病気でも怪我でもなく、老ろう衰すいだった。実に安らかな死であった。共に育った乳ち兄きよう弟だいや、他ほかの亡くなった狼も、ヴィアンカと共にここで眠っている。


　狼の寿じゆ命みようは人のそれよりはるかに短い。それでも十五年近く生きたヴィアンカは大だい往おう生じようと言っていいだろう。ルビーウルフはそんな彼女が誇ほこりだった。


　ルビーウルフ。赤毛赤せき眼がんの、狼の子。


　そんな意味を持つ自分の名前も誇りだった。


（ルビー、寂さびしい？）


　声に弾はじかれ、そちらを向く。ヴィアンカの曾ひ孫まごにあたる砂すな色いろの雌めす狼、ケーナがいた。


　ルビーウルフは拾い子だ。それは自分でも知っている。赤ん坊の頃モルダに拾われ、狼の兄弟たちと共にヴィアンカを母として育った。


（寂しいなど、あるものか。俺がいる）


　別の白い雄おす狼が言った。ヴィアンカの孫、フロストだ。


「そうだよ、ケーナ。皆みんながいるじゃないか」


（皆？　俺おれだけでは不足か）


　フロストの言葉にルビーウルフは苦く笑しようし、甥おいの頭を撫なでてやった。


　ルビーウルフは狼の言葉を理り解かいし、彼らの言葉を話すことができる。狼を介かいせば他の獣けものの意思も知ることが出来る。狼の子として育ち、狼の兄弟姉し妹まいを持つが故ゆえの特とく殊しゆ能のう力りよくだった。


（帰ろう）


　ケーナが促うながし、他の狼たちも急せかすように鼻をふんふんと鳴らしている。


　盗とう賊ぞくである自分が誇りだ。出自など気にならない。仲間は皆、兄であり父であり祖そ父ふだった。狼たちも自じ慢まんの家族だ。


「うん、帰ろう」


　頷うなずいて立ち上がる。駆け抜ぬける風に触ふれ、葡ワ萄イ酒ンの色をした短い髪かみが奔ほん放ぽうに揺ゆれていた。





　　　　†




「なぁモルダ。あたしにも刺青いれずみ彫ほってよ」


　酒で顔を赤く染そめたモルダに間かん隙げきありと見て、ルビーウルフはおねだりをした。


　仲間の右手の甲こうには揃そろいの刺青が彫られている。狼を模したブラッディ・ファングの紋章だ。けれどルビーウルフはそれを持たない。成長過か程ていの彼女にはまだ早いというのがモルダをはじめとする仲間たちの言い分だった。本当の理由は彼女には知らされていない。


「こいつが飲めるようになったらな」


　言って意地悪く笑い、モルダは手にしていた酒さか瓶びんを振ふる。ルビーウルフは露ろ骨こつに顔を顰しかめた。彼女はかつて、その酒を一口飲んだだけで度数の強さに噎むせたという苦い経けい験けんを持っていたのだ。小さく舌した打うちしてルビーウルフは引き下がり、憮然として鶏とりの香こう草そう蒸むしをかじる。


「まぁまぁ、機き嫌げん直しねぇ。ほれ、ルビーにはこれじゃ」


　皺しわだらけの顔をさらに皺くちゃにして笑い、エマソンが杯さかずきを差し出した。安酒を蜂はち蜜みつ湯ゆで薄うすめたジュースのような代しろ物もの。宴うたげの席でルビーウルフに振る舞まわれるのはいつもこれだった。嫌きらいではないが、その甘あまったるさが子こ供ども扱あつかいされているように思えて溜ため息が出る。


（ルビーウルフ）


　呼よびかけに振り返る。狼の群むれも宴に呼ばれ、馳ち走そうを振る舞われていた。けれど今、彼らは一様に緊きん張ちようした面おも持もちをしている。ルビーウルフには、その微び妙みような表ひよう情じようの変化を読み取ることができた。


　予感は次の瞬しゆん間かんに来た。ざらりと肌はだを撫なでるような悪お寒かん。


（何か来る）


　その声に頷く。何か良くないことが起こる気がした。狼おおかみの子として培つちかわれた獣の感覚が彼女にそう告げる。狼たちの鼻はな筋すじに皺しわが寄より、数頭が低い唸うなり声を上げた。


「モルダ」


　神経を巡めぐらせながら呼ぶ。いつになく張はり詰つめた声に、馬ば鹿か騒さわぎを始めていた盗賊たちが、しんと静まり返った。


「狼たちが」


「何て言ってる」


「何か来るって。あたしも感じる。嫌いやな匂においが来るよ」


　ルビーウルフの言葉に、めいめい得物を手に取る。足を痛いためているモルダと年寄りのエマソンを囲むように展てん開かいした。


　彼らはルビーウルフの能力を知っている。狼の言葉を理解することも、彼女自身が獣じみた感覚を持ち得ていることも。


　人間と狼の入り混まじった盗賊団だんの先頭に歩み出て、ルビーウルフは剣けんの柄つかに手をかける。体を傾かたむけ、いつでも抜ばつ刀とうできるように構かまえた。


「迷まい子ごなら回れ右をしな、命は惜おしいだろう。死にたいのなら出ておいで。ブラッディ・ファングが相手をするよ」


　凜りんと張り上げた声が大気を震ふるわせる。しばしの間があった。


「お探さがし申し上げました。殿でん下か」


　綾あやのように折り重なった木の陰かげから姿すがたを現あらわしたのは若わかい男だった。二十前後に見える。黒い髪は短く整えられ、ルビーウルフを値ね踏ぶみするように青い双そう眸ぼうを彼女の全身に這はわせていた。


　硬こう質しつな匂いの漂ただよう、軍服のような紺こん青じようの装しよう束ぞくがいやに鼻につく。


「討とう伐ばつにでも来たか？　ご苦労なこった」


　口角を上げてルビーウルフは笑えみの形を作る。けれど目は笑っていない。射い殺ころすような鋭するどい視し線せんを男に投げかけている。


　ここはグラディウス領りよう土どだ。国内において盗賊が出しゆつ没ぼつした場合、それは国によって討伐されなければならない。他国からの商人や旅人が被ひ害がいにあえば、その責せき任にんを問われるのは国だからだ。ちょっとした民間のいざこざから国こく際さい問題に発はつ展てんすることなど、ざらなのである。それを恐おそれて、国家はこうして時折、討伐隊を派は遣けんする。記録は文書として残るから、何かあった時にはそれを掲かかげて『努力はした』と訴うつたえるのだ。


　よって、本気で命を張って盗とう賊ぞくの討伐に勤いそしむ軍人や兵などいない。今までも、軽く脅おどしをかけただけであっさりと引き下がっていった。狼の群むれを伴ともなった盗賊団という異い様ようさに恐れをなした、ということもあったのだろうが。


　けれど、この男。


　一向に引く気配はない。それどころか、薄うすい笑みを浮うかべたまま構えも取らずに突つっ立っている。──笑んだ唇くちびるが動いた。


「貴女あなたの身み柄がらを保ほ護ごいたします」


　何を。


　その言葉が出る直前。


（来る！）


　狼の叫さけびがルビーウルフの耳を突き刺さした。切せつ羽ぱ詰つまった、危き機き感の漂う声。


「散れ！」


　とっさに指し示じを下した。同時にルビーウルフも飛び退すさる。彼女の反はん応のうは、身のこなしは、それを回かい避ひすることが出来た。獣けものの感覚を持っていたから。


　刃やいばのような風が盗賊と狼たちの間を渦うず巻まいて通り抜ぬけた。その場のすべてを押おし退のけ巻き上げ、引き千切る風。湧わき起こる悲鳴と苦鳴。


　血けつ臭しゆうが大気に広がる。噎むせ返るほどの、その臭気。ルビーウルフの目に、飛び散った肉にく片へんが映うつった。


　刺青いれずみの彫ほられた右手。臓ぞう物もつの飛び出した狼の下半身。──モルダの首。


「…………！」


　悲鳴とも怒ど声せいともつかぬ叫さけびが喉のどに張り付いた。五感のすべてが感覚を失ったように現げん実じつを拒きよ絶ぜつする。


（ルビーウルフ！）


　頰ほおを打ち据すえるように咆ほえたのは、年老いた狼のギルフィスだった。見れば、彼の他ほかにも数頭の生き残りがいる。盗賊たちも地に伏ふしているが、生きている者が呻うめいていた。


（右前方！　風の刃はそこから出た！）


　ギルフィスの示しめした場所を感覚で探さぐる。茂しげみの中に、確たしかに人の気配がした。仲間のものではない。どこか硬質な、嫌いやな匂い。


「貴き様さまかぁ！」


　姿の見えない相手に咆え、忍しのび刀を投げ飛ばす。濃のう緑りよくの陰の中で、ぎゃっと鋭するどい悲鳴が上がった。


（他にもいる！　囲まれた！）


　怯おびえたような声をケーナが発した。人間になおすと、まだ年若い娘むすめだ。仲間の無残な死に様に、完全に動転している。他の狼おおかみ達たちも呑のまれてしまっていた。


　ルビーウルフが咆える。己おのれの身を守れ、余よ裕ゆうのある者は負ふ傷しよう者しやを守れという指示を狼の言葉で下した。弾はじかれたように狼たちが展開する。それを確かく認にんすると同時、彼女は正面に向き直って変わらず微び笑しようしている男に対たい峙じした。


　こいつだ。こいつがこの惨さん劇げきを連れて来た。


　抜刀し、赤い髪かみを逆さか立だたせる。殺意の籠こもった瞳ひとみをぎらつかせ、人間を超ちよう越えつした瞬発力で躍おどりかかった。──しかし。


　獣並なみの反応速度を誇ほこる彼女は失念していた。憤ふん怒ぬという足あし枷かせの存そん在ざいを。


　男が何かを囁ささやき、その右みぎ拳こぶしに収しゆう束そくしていく光が見えた。男の薄ら笑いが濃のう厚こうになる。


「殿下、いけません！」


　突とつ然ぜん、横合いから金きん髪ぱつの男が飛び出してルビーウルフの進路を塞ふさいだ。感かん情じようの暴ぼう走そうで、その接せつ近きんを察知できなかったのだ。


　鳩尾みぞおちに男の膝ひざが入った。杭くいを打たれたような痛いたみに呼こ吸きゆうが止まる。わずかばかり体が宙ちゆうに浮き、地面に叩たたきつけられた。取り落とした剣けんが、がしゃんと耳みみ障ざわりな音を立てる。


　目の前が弾けるような感覚に負けじと唇くちびるを嚙かみ締しめた。手をついて立ち上がろうとした瞬間、両手を後ろにねじり上げられる。上体を起こして立膝の体たい勢せいにさせられ、もがくことさえ出来ない。


「アーディス様、何を考えておいでか！　守しゆ護ごすべき殿でん下かに対し、攻こう撃げき魔ま法ほうとは……！」


　金髪が黒髪を睨にらんで言葉を吐はく。黒髪の男は正当防ぼう衛えいだと言って肩かたをすくめた。


「ルビー！」


　右みぎ脚あしの膝から下を失ったディーゴが叫んだ。うつ伏せに這はってルビーウルフに手を伸のばす。


「女の子なんだ！　まだ十五歳さいなんだ！　酷ひどい真ま似ねはしないでくれ！」


　ディーゴがそう訴うつたえかけたのは、ルビーウルフの動きを封ふうじる金髪の男に対してだ。ルビーウルフの腕うでに、わずかな動どう揺ようが伝わる。


　足を失った痛いたみなど忘わすれてしまったかのように、ディーゴは必死でルビーウルフに這い寄よる。その背はい後ごに人が立った。


　黒髪や金髪と同じ服を着た別の男がディーゴの背せに手を翳かざす。殺さつ戮りくに酔よった笑えみを顔に張はり付かせ、その男は炎ほのおを放った。


　断だん末まつ魔まを、ルビーウルフは雄お叫たけびで搔かき消した。耳を塞ぐことが出来ないから、正気を保たもつために。
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　次の瞬しゆん間かん、ディーゴを焼き殺した男が地面に引き倒たおされた。赤茶の狼が肩に食くらいつき、ギルフィスが喉のど笛ぶえを嚙み砕くだいた。男はわずかに痙けい攣れんし、螺ね子じが切れたように動かなくなる。


　血を浴びた二頭がその場を離はなれる直前、別方向から飛び来た光の鞭むちがギルフィスの胴どうを薙ないだ。跳とび退すさったもう一頭をも鞭は追い、頭を砕く。


　一呼吸する間に屍しかばねは増ふえていく。血臭はすでに死臭だった。人だったもの、狼だったもの、その肉片が散って大気を血ち腥なまぐさく汚お染せんしていく。


　阿あ鼻び叫きよう喚かんの中で一ひと際きわ鋭い悲鳴が上がった。もはや何も見たくないと胸むねの奥おくで願い始めたルビーウルフであったが、その目は自然とそちらを向く。


　やはり揃そろいの服を着た男が、エマソンの頭を踏ふみしだいていた。硬かたいブーツの踵かかとが、こめかみにギリギリと食い込こんでいく。男の唇が呪じゆ文もんを紡つむぎ、その手に光が溜たまりはじめた。


「嫌いやだ、やめろ……やめろ！　やめろ」


　ルビーウルフの叫びは虚むなしく轟とどろいた。身をよじって拘こう束そくを逃のがれようとするが、腕はがっちりと摑つかまれていて、びくともしない。──閃せん光こうがエマソンの胸を焼き貫つらぬいた。


「盗とう賊ぞく団だんの一いつ掃そう、終しゆう了りよういたしました」


　浅く、荒あらく呼吸を繰くり返して叫び続けるルビーウルフの耳にそんな言葉が飛び込んできた。見れば、見知った顔はすべて人ではなくなっていた。どれが誰だれの足で、誰の腕なのか判はん別べつすることも出来ない。


「狼が数頭残っていますが、いかがいたします？」


「殺せ」


　エマソンを殺した男の問いに、黒髪の男がにべもなく答える。その、いっそ現げん実じつ味みの薄うすい声が、逆ぎやくにルビーウルフに活を入れた。


　高く、二度の咆ほう哮こう。最悪の事じ態たいにおいて、仲間を見み捨すてても逃にげろ、という合図だった。けれど残った狼たちは躊躇ためらうようにルビーウルフを見やる。


「命令だ！　行け！」


　弾き飛ばすような彼女の声に、狼たちは駆かけ出した。わずかに逡しゆん巡じゆんした一頭が打たれて倒れる。残りの二頭を狙ねらった追つい撃げきの炎は森の枝えだ葉はを焼いたに過すぎなかった。


「逃げたか、まぁいい。しょせん獣けものだ。仇かたき討うちなど考える頭もあるまい」


　言い、黒髪の男が薄い笑みを浮かべてルビーウルフの前で片膝をつく。


「殿下、大事なきこと嬉うれしく存じます。このような汚けがらわしい賊ぞく徒との囚とらわれの身となっても、よくぞ諦あきらめずに生き延のびてくださいましたね。大変お辛つらかったでしょう。つきましては──」


　つらつらと口上を述のべる男の顔めがけ、ルビーウルフは唾つばを吐きかけた。憎にくしみをたっぷり込めて。


「ぶっ殺す……！」


　鼻はな筋すじに皺しわを寄よせて唸うなる。少女とは思えぬほど、苛か烈れつ極きわまる殺意が紅こう玉ぎよくの瞳ひとみに宿っていた。


　部下らしき者たちがおろおろとする中、頰ほおを汚よごした唾だ液えきを拭ぬぐって黒くろ髪かみの男は悠ゆう然ぜんと立ち上がる。金きん髪ぱつの男に押おさえ込まれているルビーウルフの傍そばへ、すぃと歩み寄り──何の躊躇いもなく首筋に手刀を振ふり下ろした。


「っ……」


　わずかに呻うめき、ルビーウルフは意い識しきを失いかける。くたりと力の抜ぬけた体を金髪の男に支ささえられ、朦もう朧ろうとする世界で彼らのやりとりを聞いた。


「アーディス様!?」


「殿でん下かはご乱らん心しんでいらっしゃる。暴あばれて自じ傷しようなどということになれば、押さえているお前が責せき任にんを問われるところだぞ、ジェイド。感かん謝しやしろ」


　金髪の非ひ難なんに黒髪は淡たん々たんと答えた。冷れい笑しようさえ向けられ、金髪は黙だまり込む。


「では、早々に引き上げよう。民たみは殿下のご帰き還かんを心待ちにしている」


「隊の死傷者はいかがいたしましょう」


　踵きびすを返して背せを向けた黒髪に、壮そう年ねんの男が問うた。その言葉通り、盗賊や狼おおかみの反はん撃げきによって怪け我がをした者、さらには命を落とした者までいる。しかし黒髪の男は振り返ることもなく、単調に言葉を吐はいた。


「捨て置け」


「し、しかし、治ち療りよう魔ま法ほうを使えば助かる者も……」


「盗賊風ふ情ぜいに劣おとる者などガーディアンに必要ない。いい機会じゃないか、足手まといを切り捨てるには。文もん句くがあるのなら、ロベール、君も隊を去れ」


　冷淡に笑う、その声に壮年の男は唇くちびるを引き結んだ。救いを求めるように金髪の男に目線を移うつし──首を左右に振られた。逆さからうな、ということか。


　壮年の男は諦あきらめたように、失礼しましたと言って引き下がる。他の男たちは彼と金髪の男を交こう互ごに見み比くらべ、互たがいに目配せをして嘲ちよう笑しようを漏もらした。


「ジェイド、〈導みちびきの剣けん〉を鞘さやへ。殿下を運んでさしあげろ」


　つぃ、と顎あごを上げて黒髪の男が言う。言われた通り、金髪の男はルビーウルフを片かた腕うでに抱だいたまま剣を拾って、ルビーウルフが背負った鞘に収おさめた。


　力の抜けた人間は平へい常じようより重く感じるものだが、金髪の男はルビーウルフを軽々と抱かかえ上げた。瘦そう身しんに見えて、鍛きたえられている身体からだが服越ごしにルビーウルフに伝わる。


「皮肉なものだな、ジェイド。ゲイリーが拐かどわかした殿下の御おん身みが、今はお前の腕の中とは」


　嘲笑を含ふくんだ黒髪の言葉に、彼は唇を嚙かんで俯うつむく。


　そこでルビーウルフは、完全に意識を手放した。




　第２章　ガーディアン







　がたがたと体を揺ゆする断だん続ぞく的な振しん動どうの中、ルビーウルフは目を覚ました。どれほどの時間眠ねむっていたのか見当がつかない。周囲は薄うす暗ぐらかった。


　この揺れ方は馬車だろう。木もく製せいの車輪が砂利じやりを踏ふむ感かん触しよくが、横たえた体に伝わってくる。アーチ状じようの骨ほね組ぐみに布ぬのを張はっただけの簡かん素そな幌ほろ馬ば車しやだ。降おり場の垂たれ布も引き下げられているので、その隙すき間まから差し込む光だけがわずかな光こう源げんになっている。座ざ席せきもなく、普ふ段だんは荷馬車として使用しているのだと知れた。


　起き上がろうと身をよじり、両手が後ろ手に拘こう束そくされていることに気づいた。さらにもがき、背に硬かたいものが当たる。どうやら剣は取り上げられていないらしい。当然だとルビーウルフは思い、同時に安あん堵どした。


　どういう理由でか、この剣はルビーウルフ以外を拒こばむ。彼女のすぐ傍にいれば持ち上げることは可か能のうだが、三歩も離はなれれば巌いわおのように重量を増まし、どんなに屈くつ強きような男にも鞘さえ動かすことは出来なかった。彼女には紙切れのように軽く感じるというのに。


　不思議には思っていたが、深く考えることはしなかった。軽くて切れ味のいい便利なものだ、で済すませてしまえば、それで終しまいだった。こういう性せい格かくはモルダの影えい響きようだと自覚している。


　──モルダ──


　思い出す。転がった彼の首。


　彼は立りつ派ぱな父であり、尊そん敬けいすべき統とう率そつ者しやだった。決して頭がいいわけでもなく、ただ腕っ節が強いだけの男であったが、陽ひの匂においのする人ひと柄がらに誰もが惹ひかれ、慕したった。そうして集つどったのがブラッディ・ファングなのである。


　彼は弱者を虐しいたげることを何より嫌きらった。襲おそうのは評ひよう判ばんの悪い金満家や豪ごう商しようといった連中ばかりで、それでも特別抵てい抗こうされなければ殺したりなどしなかった。


　そのような男が、なぜあんな死に方をせねばならなかったのか。他ほかの仲間や狼おおかみたちにしてもそうだ。みんなルビーウルフの家族だった。大家族だ。それを連中は奪うばったのだ。


「お目覚めですか」


　ふいに近くから声が聞こえた。目線を巡めぐらし、その姿すがたを探さがす。金きん髪ぱつの男が片かた膝ひざを立て、隅すみに寄よって座すわっていた。


「申し訳わけないが拘束させていただいた。暴あばれられては困こまるので見張ることをお許ゆるしください。舌したを嚙むような素そ振ぶりがあれば轡くつわを嚙んでいただく。よろしいですか」


　淡たん々たんと、感かん情じようを押おし殺したような声だった。ルビーウルフは鋭するどい眼まな差ざしで男を注ちゆう視しする。


　男といってもまだ若わかい。十八か十九、そこらだろう。長い金髪は緩ゆるく後ろで結び、例の硬こう質しつな匂においのする装しよう束ぞくを纏まとっている。薄暗くて判はん別べつしづらいが、獣けものに近い暗視能のう力りよくを持つルビーウルフには彼の瞳ひとみが翠みどりであると知ることが出来た。整った顔立ちをしているけれど、どこか湿しめっぽい暗さを背せ負おった青年だ。目にかかる長い前まえ髪がみが鬱うつ陶とうしそうで、そう思えたのかもしれない。


　男を視界に捉とらえたまま、ルビーウルフは上体を起こす。両手が使えないので多少苦労しつつ、両膝を立てた状じよう態たいで幌に背を預あずけた。


　獣の目は闇やみの中でも輝かがやく。同じようにルビーウルフの双そう眸ぼうも輝いていた。今にも牙きばを剝むきそうな怒いかりを秘ひめた赤に見つめられ、男は軽く目を伏ふせた。


　静かにルビーウルフは言う。


「見くびるな。自害なんて馬ば鹿かな真ま似ねをする盗とう賊ぞくがいるか。少なくとも、あたしたちブラッディ・ファングはそうだった」


　驚おどろいたように男がルビーウルフを見つめた。目を瞬しばたたかせ、そして大きな溜ため息をつく。


「まともに返答をいただけるとは思っていなかった。……お仲間をあのような目に遭あわせてしまったことは本当に申し訳わけないと思っています。けれど私にはアーディス様を止めることは出来ない。殿でん下か、あなたのためにも……」


「やめろ」


　男の言葉を遮さえぎり、ルビーウルフが低く唸うなる。


「人ひと違ちがいも大たい概がいにしろ。あたしに殿下なんて呼よばれる謂いわれはない。あたしはブラッディ・ファングのルビーウルフだ」


　ルビーウルフの睨にらみを今度は真っ向から受け止め、男は再ふたたび嘆たん息そくした。


「わかっています。知らないのが当たり前だということは。けれど、あなたは知らなければいけない」


　姿し勢せいを低くしたまま、男はルビーウルフににじり寄る。反はん射しや的に彼女は身を強こわ張ばらせ、男が間合いに入った瞬しゆん間かん、ヴン、と風を唸らせて片足を振り上げ──ふいに馬車が大きく揺れた。片側の車輪が石か何かを踏ふんだのだろう。男の顔面を狙ねらったルビーウルフの蹴けりは彼の頰ほおを掠かすめて宙ちゆうを切る。


　思うままに動けないルビーウルフをあっさりと押さえつけ、男は腰こしに携たずさえたサーベルを抜ぬき放って頭上に掲かかげた。薄闇の中にあって尚なお、ぬらりと輝くその刀身。


　胸むな倉ぐらを摑つかまれ、白はく刃じんを目にしてもルビーウルフは怯ひるまない。射い殺ころすような眼差しで牽けん制せいし、決して顔を背そむけようとはしなかった。


　男の目つきが鋭いものに変わる。そして声をひそめた。


「暴れるな、と言った。足場を切り崩くずすことになるぞ。──ブラッディ・ファングのルビーウルフ」


　男が刃やいばを振り下ろし、ルビーウルフの顔のすぐ傍そば、目線の高さで幌ほろに切れ目を入れた。人差し指程てい度どの隙すき間まから外光が差し込こむ。


「よく見ておくといい。グラディウスの荒こう廃はいを」


　男は刃を収おさめ、もといた場所に戻もどって腰を下ろした。命じられ、従したがうのは気に食わなかったが、だからと言って彼をひたすら睨んでいるのも馬鹿らしい気がする。彼の口調から虫むし唾ずが走るような慇いん懃ぎんさが消えたのも手伝い、ルビーウルフは大人しく隙間から外を覗のぞいた。


　馬車に並ならんで歩く馬には制せい服ふくの男が跨またがっている。馬の蹄ひづめの音が複ふく数すう聞こえるので死角にも騎き乗じようした連中の仲間がいるのだろう。


　目線を遠くに移うつした。高山の、起き伏ふくに富とんだ稜りよう線せんが映うつる。高い頂いただきには白い雪が斑まだらに被かぶっていた。あれらは万年雪で、一年中溶とけることはない。グラディウスの国土の半分近くが、この高山地帯なのだということはルビーウルフも知っている。森暮ぐらしだったので、むしろ都市に近い里の知ち識しきのほうが乏とぼしい。限かぎられた平地に広がる麦畑は、彼女にとっては見み慣なれない光景だった。今はグラディウスの短い夏で、青々とした若い穂ほが風に揺ゆれて波打っている。


　その麦畑の傍で手押し車を押していた農夫が、剣けん呑のんな眼差しで馬車を囲む一いち団だんを睨みつけていた。他にも何人かの農夫がいたが、同じような目でこちらを見つめている。


　ルビーウルフは眉まゆ根ねを寄よせて彼らを凝ぎよう視しした。年寄りばかりで若者がいないのだ。


　都市へ出で稼かせぎに行っている、というのならわかるが、それにしたって少なすぎる。彼らの中には力仕事など無理だと思えるほど腰の曲がった老人や老女の姿すがたもあった。


　若い姿を見かけ、いるのか、と思ったら子こ供どもだった。まだ十にも満たないような子供が汗あせみずくになって働いている。それも皆みんな、不健康に瘦やせていて、服にもつぎはぎが目立っていた。平民の暮らし振りなど決して良いものではないが、これはあまりにも貧まずしすぎる。飢き饉きんにでも見み舞まわれたかのようだ。


「どいつもこいつも辛しん気き臭くせぇ目してやがる。ああいう不ふ幸こう面づらは大だい嫌きらいだ」


　ふん、と鼻を鳴らしてルビーウルフは吐はき捨すてた。それが気に障さわったのか、男がわずかに語気を荒あららげて言う。


「彼らのせいではない。すべては国の責せき任にんだ」


　目線を幌の隙間から男の顔へと移うつし、ルビーウルフはその表ひよう情じようを窺うかがう。彼の瞳ひとみの奥おくには何か強い決意があると読み取れた。馬車の周囲を固める連中とは、どこか異い質しつな感じだ。


「お前らと国と、どういう関係がある」


　訊たずねられ、男はわずかに外の気配を窺った。声が外に漏もれるのを警けい戒かいしてか、再びルビーウルフに這はって近寄る。


「俺おれたちはグラディウスの国軍魔ま導どう騎き士し部ぶ隊たい、通つう称しようガーディアンだ。本来は王族の守しゆ護ごを務つとめとしているが、今は要人保ほ護ごを主な仕事としている」


「じゃあ、今は本来と違ちがうことをしてるってことか？」


「そうだ。城しろには王族がいないからな」


　なぜ、と問いかけてルビーウルフは口を噤つぐんだ。ガーディアンを乗せた馬が馬車に幅はば寄よせをしてきたのが、幌の切れ目から見えたのだ。何事かと思った次の瞬間、がくんと馬車が大きく揺れて振しん動どうが滑なめらかなものになる。高く分ぶ厚あつい壁かべの門をくぐり、石いし畳だたみで整地された道に変わったらしい。門の傍で門兵らしき男たちがこちらに向かって敬けい礼れいしていた。


「ベイタス──城じよう下か都市へ入った。もうあまり話さないほうがいい。外の連中には俺の心しん証しようはよくないから、話を聞かれるのはまずい」


　かすかな声で言って男はルビーウルフの傍を離はなれる。こいつ何かしでかすな、と悟さとってルビーウルフはわずかに口角を吊つり上げた。この異分子には利用価か値ちがある。


「お前、名は？」


　ルビーウルフが問う。幌の切れ目から差した光を弾はじき、男の片かた目めが前まえ髪がみの奥で光った。


「ジェイド。ガーディアンの副隊長だ」
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　ベイタスと呼よばれた町は外と比くらべて幾いく分ぶん活気があった。大通りの両りよう脇わきには商店や露ろ店てんが軒のきを連ね、客引きや値ね段だん交こう渉しようの声が飛び交かっている。けれど彼らも外の農夫たちと同じように、馬車が近づくと避さけて遠とお巻まきに眺ながめていた。露ろ骨こつに嫌けん悪おを表情に出すことはないが、複ふく雑ざつそうに周囲の者と目を見交わしている。


　よほど嫌われているらしい。それはガーディアンだけなのか、軍か、はたまた国家に対するものなのかはルビーウルフにはわからない。ジェイドに問おうにも、彼は先ほどから腕うで組ぐみをしたまま俯うつむいて会話を拒きよ絶ぜつしているように見えた。しかたなくルビーウルフは一人で外を眺め続ける。


　しばらくすると周囲の雰ふん囲い気きが一変した。生活水すい準じゆんの高そうな屋や敷しきが建ち並び、すれ違う人々が着る服も仕立ての良い高価そうなものばかり。何より今までと違うのは、一団に対する彼らの態たい度どだ。揃そろいも揃って媚こびるような笑えみを浮うかべて恭うやうやしく頭を下げる。


　皆、貴き族ぞくや諸しよ侯こうなのだろうか。誰だれの瞳にも出世欲よくと下々の民たみを蔑さげすむ色が滲にじんでいた。


　そこからまた光景が変わった。何もない広々とした石畳の上をがらがらと進んで行く。体たい勢せいを変えて馬車の行く先を覗のぞいて見ると、白はく亜あの殿でん堂どうが見えた。塔とうが幾つも連なり、渡わたしで繫つながっているものもあれば各棟とうごとに独どく立りつしているものもある。それが一つの大きな建けん造ぞう物となって高い塀へいの中に収おさまっているのだ。手前中央にある一ひと際きわ高い塔の中心にはテラスが見える。この大きな広場は集会や祭事に人が集まるためのものか。


　巨きよ大だいな門が開いて、一団は敷しき地ち内へ踏ふみ入った。門から中央の塔までは、さほど遠くはない。それでも美しく剪せん定ていされた庭木や植え込みは、きっと来らい訪ほう者しやの目を楽しませることだろう。


　馬車が止まった。垂たれ布ぬのが上げられ、黒くろ髪かみの男が降おり口の前に立って一礼する。


「殿下、お目覚めでしたか。数々のご無礼、お詫わび申し上げます。けれど、すべては殿下のためを思えばこそ。どうかお気をお鎮しずめになり、私どもの話を聞いていただきたい」


　ジェイドがアーディスと呼んだのは、この男なのだろう。丁てい寧ねいな言葉使いであるが、こちらに向けられる感情は決して相手を敬うやまうようなものではない。かと言って、敵てき意いや殺意は感じられない。もっと何か、別の嫌いやなものを彼に感じた。切れ長の青い瞳に見つめられ、ひどく不ふ快かいに思った。


　ルビーウルフの野性じみた本ほん能のうが告げる。


　こいつは敵だ、と。


　座すわったままじりじりと後あと退ずさり、ルビーウルフはアーディスをねめつける。


「殿下、どうかお立ちください」


　口調が丁寧なものに戻もどったジェイドが片かた膝ひざをついて言う。その瞳には有う無むを言わさぬ圧あつ力りよくがあった。何か意図があるのだとルビーウルフは悟り、舌した打うちをしながらも立ち上がる。アーディスは満足げに頷うなずき、どうぞこちらへと馬車の外へルビーウルフを促うながした。


　しかめっ面つらのまま馬車を降りる。台で足場が作られていたから、難なんなく地面に足をつけた。続いてジェイドも馬車を降りる。彼はアーディスに向かって敬けい礼れいをすると、ルビーウルフの後方についた。そのまた後ろに、隊列を組んだガーディアンの面々が並ならぶ。


「では、参りましょう」


　薄うすく笑ってアーディスは身を翻ひるがえした。その背せをきつく睨にらんだまま、ルビーウルフは歩き出す。ガーディアンを従したがえて。
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　広間を突つき抜ぬけ、その先にあった幅はば広ひろの螺ら旋せん階かい段だんを登る。壁かべや床ゆかはすべて白い、磨みがきぬかれた石であったが、長く伸のびた緋ひの絨じゆう毯たんが全員の足音を吸きゆう収しゆうしていた。


　階段の先は長い回かい廊ろうで、明り取りの窓まどからは陽ひ射ざしが斜ななめに入り込んでいる。窓がないほうの壁には等とう間かん隔かくに唐菖蒲グラジオラスの彫ちよう刻こくが施ほどこしてあり、時折タペストリーや絵画も見かけた。


　進むうち、ここにも硬こう質しつな匂においが漂ただよっていることに気がついた。ガーディアンたちに感じた匂いとまったく同じものだ。ここの匂いが彼らに染しみ付いたのか、それとも彼らがここをこの匂いにしたのか。とにかくルビーウルフはこの匂いが嫌きらいだった。


　匂い、と言っても実じつ際さいに嗅きゆう覚かくを刺し激げきするものではない。意い識しきの末まつ端たんに感じる危き機き感、嫌悪、なにかしらの予感や、あるいは好意。数時間後に降ふる雨を嗅かぎ取ったような感覚に似にているから、ルビーウルフはそれを匂いと呼んでいる。


　アーディスが足を止めた。回廊の突き当たりに現あらわれた大きな扉とびらの前だった。そこに立っていた二人の兵が彼に向かって敬礼をする。


「開けよ。殿下のご帰き還かんだ」


　その言葉に二人の兵は揃って目を瞠みはる。そしてルビーウルフを見やり、慌あわただしく慇いん懃ぎんな礼を彼女に送ってから扉を開けた。


　アーディスに促され、ルビーウルフは扉をくぐる。すれ違いざま、後ろ手に縛しばられた彼女の両手を見て、兵たちが当とう惑わくしたように目を見み交かわすのが視し界かいの端はしに映うつった。


　緋の絨毯は扉の向こうまで続いていた。まっすぐ伸のびた行き着く先は五段ほどの階で、その上に堅けん牢ろうで厳おごそかな佇たたずまいの椅い子すがあった。


　布ぬの張ばりは緋。縁ふち取どりは金。売ったら高そうだな、という考えが浮かんでしまうのは盗とう賊ぞくの職しよく業ぎよう病かもしれない。


　広いホールだった。床面積から考えて、階下にあるのは先ほど通り抜けた広間だろう。右手の壁は大きく切り取られてテラスが設もうけられている。外から見えたテラスなのだとわかったが、そう思うとずいぶん遠回りさせられたような気になった。


　テラスから差し込んだ陽ひ射ざしが壁と床、そして高い天てん井じようから下がるシャンデリアのクリスタルに当たって空間に光を撒まいている。


　アーディスに何か指し示じを受けたガーディアンが一人、駆かけ足でホールから出て行った。しばしお待ちを、というアーディスの言葉を受け、仏ぶつ頂ちよう面づらで待つこと数十分。誰もが無言の気まずい空間の中へ、ガーディアンに連れられた数人の男たちが姿すがたを現した。


　その中央に立つ男に対し、アーディスは深く礼をする。


　灰はい色いろの髪を総そう髪はつにし、黒い服を纏まとっている男だった。四十後半に見える顔には皺しわが深く刻きざまれ、口くち髭ひげが上うわ唇くちびるを覆おおっている。瞳ひとみは冷たい青だ。その目をルビーウルフに向け、男は訝いぶかしそうに眉まゆ根ねを寄よせた。


「なんだ、アーディス。その汚きたならしい小こ娘むすめは。ここはそのような胡う乱ろんな輩やからに踏ふみ入らせていい場所ではないぞ」


　その言葉に周囲の男たちも然しかりと頷うなずく。


　アーディスは苦く笑しようし、ルビーウルフを示しめして言った。


「何をおっしゃいます、宰さい相しよう閣かつ下か。この方がお持ちになられている剣けんこそ、かの〈導みちびきの剣〉ではないのですか？　シャティナ王女殿でん下かでございます」


　彼が言いも終わらぬうちに、男たちはざわつき始める。遠くから覗のぞき込こむようにルビーウルフと剣を検けん分ぶんし、驚おどろいたように頷き合った。


「なんと……奇き跡せきだ！　失われた王女がお戻りになられた！」


「ああ、よく見れば亡なき王おう后こう陛へい下かに似にた面おも差ざしをしておられる」


「汚らしいなどとは失礼千せん万ばん。どうか無礼をお許ゆるしください」


　我われ先さきに駆け寄って膝をつき、男たちは恭うやうやしく礼をする。口々に賛さん美びをわめくものだから、何を言っているのかさっぱり聞き取れない。ただでさえ苛いら立だっているのに、これはもう我が慢まんならなかった。だんっと音高く足を踏み鳴らすと、男たちは目を丸くして黙だまり込んだ。


「やかましいんだよ、お前ら全員。殿下だの王女だの、誰に向かって言ってる。シャティナなんて名前でもない。あたしは盗賊団だんブラッディ・ファングのルビーウルフ。狼おおかみヴィアンカの乳ちちを飲んで育ったルビーウルフだ」


　それが誇ほこりだ。だからそれを否ひ定ていする言動は決して許さない。何があってもルビーウルフは盗賊で、ヴィアンカの娘なのだ。


　宰相と呼よばれた男は呻うめいてよろめく。他の男たちも絶ぜつ望ぼうじみた表ひよう情じようで、哀あわれむような、またあるいは嫌けん悪おに満ちた目をルビーウルフに向けていた。


「盗賊、ですと？　狼の乳を飲んで育ったなどとは、なんということ……。アーディス、どういうことなんだ」


　救いを求めるように宰相が言う。アーディスは変わらず冷れい淡たんに笑えんで懐ふところから筒つつを取り出した。蓋ふたを開け、中から巻まいた紙を抜き取る。


「殿下と閣下、諸侯の皆みな様さまに御ご納なつ得とくいただけるよう、文書にまとめてございます」


　そうして彼は愉ゆ快かいそうに口角を吊つり上げ、紙をジェイドに差し出した。


「読み上げて差し上げろ。副隊長」


　背はい後ごでジェイドが当惑したのが気配でわかった。けれど彼はわずかに逡しゆん巡じゆんしただけで、大人しく従したがう。紙を受け取り、前へ歩み出た。


「発ほつ端たんは十五年前──」


　紙を広げ、文を読み始めたジェイドが息を呑のんだ。悔くやしげに唇を嚙かみ締しめ、屈くつ辱じよくに耐たえるが如ごとく頰ほおに茜あかねが差している。


「どうした、お前は文字も読めないのか」


　アーディスが笑みを深めて彼を罵ののしった。ルビーウルフの背後に控ひかえるガーディアンたちの間にも失笑が沸わく。ひどく気分が悪い。胃いの腑ふに毒が溜たまっていくような感じだ。この場の匂においは吐はき気がする。


「私が代読を……」


　声がして、ルビーウルフはそちらを見た。壮そう年ねんのガーディアンが一歩前に出て胸むねに手を当てている。それをアーディスは鋭するどく睨にらんだ。


「構かまわない、ロベール。私の仕事だ」


　静かに言い、ジェイドはロベールを退ひかせる。ためらいつつも従い、けれど彼はジェイドに対して痛いたましそうな視線を向けていた。


　ジェイドは再ふたたび文頭から読み上げる。


「発端は十五年前。ゲイリー・コルコットなる謀む反ほん人にんの手によって第一王位継けい承しよう者しやシャティナ・レイ・スカーレット・グラディウス王女殿下が、このグラディウス城じようより拉ら致ちされた。その当時、先王王后はすでに亡くなられ、我わが国はシャティナ殿下のご成長を待ち、戴たい冠かんしていただくべきであったものを、かの痴しれ者は王位を簒さん奪だつすべく幼おさなき姫ひめに魔ま手しゆを伸のばした。追手の毒矢を受けたコルコットの亡なき骸がらはレターナ鉱こう山ざん近くの森にて発見したが、殿下の御おん身みと、共に盗ぬすみ出された〈導きの剣〉は行方ゆくえ知れずとなる。以来、続けられた捜そう索さくの果て、殿下と思わしき少女が盗賊団に囚とらわれているとの情じよう報ほうを得たため、国軍魔ま導どう騎き士し部隊一同全力をもって救出する所しよ存ぞんである。──以上です」


　紙を元通り丸め、感情を押おし殺した表情でジェイドはアーディスにそれを返す。アーディスはそんなジェイドに嘲ちよう謔ぎやく的な笑みを送っていた。いや、彼だけではない。宰相たちとガーディアン、皆揃そろってジェイドを小こ馬ば鹿かにしたような笑いを漏もらしていた。この場で笑っていないのは当のジェイド、ロベール、そしてルビーウルフの三人のみだった。


　ジェイドがアーディスに敬けい礼れいし、ルビーウルフの背後に立ち位置を戻もどす。彼が纏まとう湿しめっぽい暗さの一いち因いんがわかったような気がして、ルビーウルフはさらに気分が悪くなった。


　宰相らは文書の内ない容ように納得した様子であったが、ルビーウルフは違ちがう。文書による事こと柄がらと己おのれの記き憶おくを組み合わせて出来上がった答えはあまりに受け入れがたいものだった。


「あたしがその誘ゆう拐かいされた姫さんだって言いたいのか。何を根こん拠きよにそんなことを。たしかにあたしは拾い子さ。本当の親なんか知らない。だけどそんな子こ供どもは山といるだろう？」


　その言葉を受けてアーディスが微笑ほほえみ、ルビーウルフの背せ負おう剣を目線で示す。


「その〈導みちびきの剣けん〉はグラディウス王家の者にしか扱あつかえません。その御ご佩はい刀とうこそ、あなたがシャティナ姫である証あかしなのです」


　これにはルビーウルフも否いなとは言えなかった。豪ごう腕わん自じ慢まんのモルダにさえ持てなかったこの剣を自分は片手で振ふるえる。腕力で言えば仲間内で最も非ひ力りきな小こ娘むすめであったのに。


　一ひと呼こ吸きゆうして、考える。王家だとか姫だとかいう問題は、この際さいルビーウルフには関係なかった。思い出すのは仲間のことだ。


　この奇き妙みような剣も、それを物心ついたころから引き摺ずり回していた自分も、受け入れて育ててくれた陽気な盗賊たち。だからこそ自分が特別だなんて考えたこともなかった。それが当たり前だったからだ。


「その文書に書かれていること全部が正しい記録で、その姫さんが仮かりにあたしを指すものだったとしても、一つだけ訂てい正せいさせてもらう。あたしは盗賊に囚われてなんかいなかった。あたし自身が盗賊だったんだからな。誰がそんな間違ったことを言ったんだ」


「お迎むかえに上がる前、レターナの森周辺における盗賊被ひ害がいの記録を洗あらい直してみたのです。すると二、三年前までのものには共通点がありましてね。『狼を伴ともなった赤毛の少年を含ふくむ盗賊団に荷を奪うばわれた』と。恥はずかしながら、こんな簡かん単たんなことに誰一人として気がつかず、十五年も経たってしまったのです。今の殿下は女性としての魅み力りよくが開花なされて、少年と勘かん違ちがいされることがなくなったのでしょう。年とし若わかい美しい女じよ性せいがあのように悪あく辣らつな者どもの中にいらっしゃれば自然目立ちますから、良家の令れい嬢じようが囚われて協力を無む理り強じいさせられていると思った被害者がわざわざ城しろへ届とどけ出てくれたのです」


　かすかな笑えみはそのままに、アーディスが穏おだやかな調子で言う。けれどルビーウルフは不ふ愉ゆ快かいそうに目じりを吊つり上げた。


「ブラッディ・ファングは、盗ぬすみはしても殺しは好まなかったんだ。悪辣だって言うなら、あんな残ざん忍にんに振ふる舞まえるお前たちのほうがよっぽど悪辣じゃないか」


「盗賊というものは世の汚けがれですよ。税ぜいも払はらわず、他者の財ざいを奪い取り、平気で生きている者は罰ばつせられて当然なのです」


「だったらあたしも殺せよ。汚れなんだろ？」


　きりきりと弓ゆん弦づるを引き絞しぼるように空気が張はり詰つめる。ルビーウルフの眼まな差ざしは鏃やじりのように鋭い。


「モルダは……モルダは足を傷いためていたんだ。動けなかった。長老は年とし寄よりで、得物も振るえなかった。ディーゴは最さい期ごまであたしを守ろうと手を伸ばしてくれた。他ほかの皆みんなにだって、殺されるほどの理由はなかったじゃないか。狼おおかみたちに至いたっては、あたしの命令を聞いていただけなのに」


　腹はらが立つ。許ゆるせない。アーディスやガーディアンたちも憎にくいが、仲間を守れなかった自分が何より情なさけなかった。


　ルビーウルフが黙だまり込むと、今までおろおろと様子を眺ながめていた宰さい相しようが言葉を挟はさんだ。


「なんとおいたわしい。王おう城じようで姫としての年月を過すごされればこのようなことにはならなかったでしょうに……。辛つらいことなどお忘わすれください。貴女あなたはグラディウスの姫君なのです。貴女がお戻りになられたと民たみが知れば、どれほど歓かん喜きすることか……。わたくしどもを頼たよりなさいませ。然しかるべき教育をもって玉ぎよく座ざへとお導きいたします。申し遅おくれましたが、わたくしは宰相を務つとめさせていただいております、ウォルク・マリンベルと申します」


　ウォルクが名乗ると、他の男たちも思い出したように名乗りを上げた。なんとか伯はく爵しやく。なんちゃら将しよう軍ぐん。覚えようとも思わない。


　いずれ女王となる少女に少しでも心しん証しようを良くしようという媚び情じようがありありと感じられ、ルビーウルフは彼らをきつく睨にらむ。それに気け圧おされ、彼らは揃って押おし黙った。


「玉座だって？　あの階かい段だんの上にある派は手でな椅い子すのことか？」


　問うと宰相が答える。


「さようでございます。美しいでしょう」


「そうだね、売ったらいい値ねがつきそうだ。けど、あたしはあんなものに座すわるなんてまっぴらごめんだよ。尻しりが腐くさりそうだ」


　言い捨すて、ふん、と鼻から乱らん暴ぼうに息を吐はいた。その口くち汚ぎたなさに、ウォルクらは啞あ然ぜんと目を見開いて顎あごを落とす。──アーディスが声を張り上げた。


「どうやら、殿でん下かのご帰き還かんを民に知らせるには時間が掛かかりそうですね。戴たい冠かん式しきはさらに遠いでしょう。殿下、あなたには王女たる自覚を持っていただきます。良い教きよう師しを手配致いたしますので、作法から学ばれると宜よろしいでしょう。お部屋をご用意致しておりますので、今日からそちらでお休みください」


　アーディスの指し示じを受けたガーディアンが、エスコートするようにルビーウルフの肩かたに触ふれる。


　ジェイドじゃない。


　ざわりと走った嫌けん悪お感にそう悟さとった瞬しゆん間かん、ルビーウルフは身を反転させてその手に嚙かみついていた。高く鋭するどい悲鳴が上がる。嚙みつかれた男はとっさに残ったほうの手を振り上げたが、仲間によって押さえつけられた。王女に手を上げれば身の破は滅めつだ。


　ウォルクと諸しよ侯こうらは竦すくみあがって後あと退ずさった。顔を背そむけて震ふるえている者までいる。


　そうする間にもルビーウルフの歯は男の手に食い込こんでいく。ちょうど親指の付け根あたりだ。皮はとうに裂さけ、血が床ゆかに滴したたり落ちていく。別のガーディアンがルビーウルフを後ろから抱かかえ込み、どうにか離はなさせようとするが、獣けもののような唸うなり声を上げたまま彼女は男の手に食らいついていた。
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　爆はぜるような鈍にぶい音がした。一ひと際きわ大きく呻うめいて男は身をよじる。骨ほねを嚙み砕くだかれたのだ。


　ジェイドがサーベルを鞘さやごとベルトから外し、その鐺こじりをルビーウルフの口へ差し込む。こじ開けられ、ようやく男の手を解かい放ほうした彼女の口元は血で凄せい惨さんに彩いろどられていた。


　後ろから抱えこんでいる男をも身をよじって振り払はらい、ルビーウルフはアーディスを睨み据すえた。このような事じ態たいになっても薄うすっぺらな笑みを浮うかべている彼の足元に、血ち混まじりの唾つばを吐く。


「おやめください、殿下！」


　縛しばられた手をジェイドが押さえる。唇くちびるをルビーウルフの耳元に寄せ、彼は早口で囁ささやいた。


「それくらいにしておけ。逃にげ道なら用意している」


　ルビーウルフは内心ほくそ笑んだ。当たりだ。彼はこの組そ織しきに背そむく気でいる。


　周囲に悟さとられぬよう頷うなずき、ジェイドの足を蹴けりつけた。いきなりだったので彼もひるんだが、加か減げんをしたので痛いたくはないはずだ。彼が逃とう亡ぼうの協力者であると疑うたがわれては後々動きにくくなるだろうから、ここでは反発心を見せつけたほうがいい。ジェイドも承しよう知ちしたようだった。


「離せってんだ！　仲間殺されて大人しく従したがう盗とう賊ぞくがいるもんか！」


　喚わめいて適てき度どに暴あばれる。けれど言った言葉は本心からの叫さけびだった。必ず仇かたきは取る。そのためにも、ジェイドは最さい大だい限げん利用するべきだ。


　じたばた暴れるふりをして騒さわぐので、ジェイド以外のガーディアンはルビーウルフに触ふれようとはしなかった。仲間の手が無残に嚙み砕かれた光景を目まの当たりにしては、当然かもしれない。唯ゆい一いつロベールが歩み寄り、ジェイドが外したサーベルを持って従う。アーディスに命じられ、他ほかに二人のガーディアンが遠とお巻まきながらついてきた。


　玉座の間を去り際ぎわ、蹲うずくまって呻いている、親指が変な方向へひしゃげてしまった男の周囲に仲間が集まって魔ま導どう治ち療りようを施ほどこしているのが見えた。その様子を恐おそろしげな眼まな差ざしで眺ながめていた何なに某がし公こう爵しやくが何事か呟つぶやく。その言葉を、性せい能のうの良いルビーウルフの耳は鮮せん明めいに聞き拾っていた。


「恐ろしい……。猛もう獣じゆうのような娘むすめだ」


　そいつぁ光栄な言葉だ、とルビーウルフは血まみれの口元に弧こを描えがいた。
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　長い回かい廊ろうを歩かされ、何度か階段を上がったり下がったりしてようやく目的の部屋へ辿たどりついた。


　白を基き調ちようとした家具の揃そろえで、明るい印象の部屋だった。二間続きで天てん井じようが高く、子こ供どもを数人持つ一家が快かい適てきに過すごせそうな広さ。最さい奥おうの大きなベッドには紗しやの天てん蓋がいまで取り付けられていた。


　壁かべに埋うめ込まれた鏡台の縁ふちは金の透すかし彫ぼりで、鏡の反はん射しやと共に光を撒まき散らしている。天井のシャンデリアもきらきらと眩まぶしい。窓まどは一つあるが今は閉とざされていて、それでも部屋の中は明るいので不思議に思っていたら、シャンデリアに放光という魔法を施しているのです、とジェイドが教えてくれた。ベッド脇わきの壁に小さな魔方陣じんが描かれていて、それに触れると点つけたり消したり出来るらしい。


「では、我われ々われはこれにて」


　そう言って敬けい礼れいし、ジェイドらガーディアンたちは部屋を退たい出しゆつする。腕うでが縛られたままで下しもの用とかどうすんの、と言いかけると、彼らと入れ替かわるように女が三人入ってきて礼をしつつ、自分たちは世話役の女官であると告げた。そして顔を上げた瞬間、三人揃って絶ぜつ句くした。そりゃあ、目の前に顔中血だらけの少女が立っていたら誰だれだって驚おどろく。ちょっとした怪かい奇き現げん象しようだ。


「血、血ぃ！」


　ルビーウルフと同年代の、若わかい女官が真っ青になって喚わめいた。その間に残りの二人は素す早ばやく行動を開始する。


「あらあらまぁまぁ、大変。どこかお怪け我がを？」


　湯に浸ひたした布ぬので丁てい寧ねいに血を拭ぬぐいながら、ルビーウルフの顔に傷きずがないかと、心配そうに言ったのは肥ひ満まん気味の中年女官。彼女はアーリアと名乗った。


「よかった、どこにも傷はないようですね。鼻血だったのかしら」


　なんだか変な解かい釈しやくをされた。でもいちいち説明するのも面めん倒どうなので黙だまっておく。アーリアは話を続けた。


「ご安心くださいね、わたしたちは姫ひめ様さまの味方です。古ふる株かぶの女官は皆みんな、亡なき王おう后こう陛へい下かをお慕したいしているんですもの。姫様がお戻もどりになったと聞いて、みんな泣いて喜びましたよ。──宰さい相しよう閣かつ下かの言いなりになってはいけません。あの方は民たみを家か畜ちくと勘かん違ちがいしておられるのです」


　ぽっちゃりした頰ほおを揺ゆらし、そう熱ねつ弁べんする。


　ルビーウルフの腕を縛いましめる縄なわを解ほどきながら、アーリアの言葉に何度も頷うなずいたのはエルミナという背せの高い女官だった。一見若く見える細ほそ面おもてだが、垂たれ下がった目め尻じりには烏からすの足あし跡あとのような小じわが刻きざまれている。


「わたし、姫様がお生まれになった日のことを昨日のことのように覚えておりますわ。この部屋も、十五年間ずっと姫様をお待ちしていたのですよ。──長く子こ宝だからに恵めぐまれず、ようやく授さずかった姫様をお抱だきになって、あれほど喜んでいらっしゃった国王陛下が突とつ然ぜん病やまいに伏ふすなど……。王后陛下まで後を追うように……。簒さん奪だつを目もく論ろんでいたのはコルコット様ではないわ。マリンベル宰相閣下よ」


　唇くちびるを嚙かんでエルミナは目を伏せた。


　ようやくショックから立ち直ったらしい若い女官の少女は、ベッドに寝ね巻まきやドレスを並ならべる作業中、ちらちらと窺うかがうようにルビーウルフを見ていた。年はルビーウルフより少し下だろうか。栗くり色いろの巻まき毛げとそばかすが可愛かわいらしい、キャスというその少女は意を決したように言葉を紡つむいだ。


「あ、あの。わ、わた、わたし、王族の方とお会いするのは初めてで、その、国王陛下や王后陛下のことは存ぞんじ上げませんけれど、とてもお優やさしかったと聞いて、あの、あの……おこがましいかもしれませんが、年の近い女同士ですし、どうぞ良ろしければお話し相手に……」


　顔を真っ赤にして、しどろもどろで言うものだから、たまらずルビーウルフは吹ふき出した。失しつ笑しようを買った恥はずかしさに、キャスは両手で頰を覆おおってぺこぺこと頭を下げる。それもなんだか発ぜん条まい人形のような動きだったので見ていられなくなった。


「うん、情じよう報ほう提てい供きようもかねていろいろ話してよ。あんたらはいい匂においがするから、あたしの敵てきじゃない」


　匂い、という妙みような単語に三人はきょとんとした。キャスは慌あわてて自身の腕を鼻に寄よせ、匂いを嗅かいでみるが、当たり前だが特にこれといってきつい臭しゆう気きはしない。


「あぁ、深い意味はないから。それよりあんたら、あの宰相とかいう奴やつのこと相当嫌きらいみたいだね。どういう奴なんだ？」


　久ひさ々びさに自由になった両手を振ふって調子を確たしかめつつ、ルビーウルフは問うた。この三人は見ていて実に楽しい。男所帯で育ったルビーウルフには新しん鮮せんな光景だった。


　投げかけられた話題に飛びつき、きゃわきゃわと話を広げる様はまるで入れ食いだ。ルビーウルフは彼女らと目が合った時に相あい槌づちを打つだけだが、それでも姦かしましいのは止まらない。税ぜいが高くなったうえに俸ほう給きゆうが減へったとか若い女官に手を出すとか、ちまちました愚ぐ痴ちが飛び交かったのち、ふいにアーリアが声をひそめた。つられるようにエルミナとキャスが彼女に額ひたいを寄せる。


「あまり大きな声では言えないのですけれどね、閣下はトライアンに侵しん略りやく戦争をしかけるとの噂うわさがあるんですよ」


　エルミナとキャスが目を見開いて息を呑のんだ。そして視し線せんを交わす。二人には初耳の話だったらしい。


　トライアンはグラディウスの南に接せつする国だ。土ど壌じようが肥ひ沃よくで、農のう耕こうで栄えているというが、そのくらいのことしかルビーウルフは知らない。隣りん国ごくのことなど知らなくても、盗とう賊ぞくは生きていけるのだ。


「わたしが言ったなんて言わないでくださいね、あくまで噂なんですから。でも、ここ最近は国中の男を徴ちよう兵へいしているそうじゃないですか。この国は一昔前まで金の採さい掘くつで栄えい華がを極きわめたけれど、それが採とれなくなって久ひさしいですし、良い畑になるトライアンの黒土を欲ほしがっているらしいんです」


　顎あごに手を当て、ルビーウルフは考え込む。彼女が育った鉱こう山ざんは確たしかに金の採掘跡あとだった。けれど、今は砂さ金きんの一ひと粒つぶも出ない。人の寄り付かなくなった廃はい鉱こうだからこそ、盗賊団だんが住み着いたのだ。


　加えてグラディウスの国土は半分近くが高山地帯。わずかな平地で麦を育てているものの、標高の高い山地は農耕地にするにも作物は育たないし、山脈を越こえた向こう側は荒あら海うみだと聞く。それに対してトライアンは平地に富み、耕作に適てきした黒土の土壌というのだから、確たしかに廃はい退たいの影かげがちらつき始めたグラディウスにとっては侵略してでも欲しい土地かもしれない。それに──


「ここへ来る途と中ちゆう、妙なものを見たよ。年寄りばっかで畑の手入れしててさ、女子こ供どもが手伝ってたけど、妙だと思ったんだ」


　若者が徴兵され、麦畑を離はなれなくてはならなかったのだとしたら納なつ得とくがいく。農夫たちの剣けん呑のんな眼まな差ざしも、息子むすこや夫を兵に取られたという不満の表れだったのだろう。


「まぁ、では噂は本当……？」


　エルミナが青い顔で呟つぶやく。隣となりではキャスがおろおろと落ち着きない様子でルビーウルフを見ていた。


「戦争になるんですか？　そんな、そんなの嫌いやです！　兵がたくさん死んでしまう……！　殿でん下かが戴たい冠かんなされば国は良くなるのだと思っていたのに……。シャティナ様、どうかグラディウスを守ってください！　民たみを死なせないでください！」


　今にも泣き出しそうなキャスをアーリアとエルミナがなだめる。けれど咎とがめはしなかった。二人もキャスと同じことを考えているのだとルビーウルフは悟さとって溜ため息をつく。


「困こまったな。あたしは王女だ殿下だ戴冠しろなんて言われても実感ないし、むしろそんな役はやりたくない」


　はっと顔を上げたキャスの顔には悲ひ壮そう感かんが漂ただよっていた。一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとなり、ついに顔をくしゃくしゃにして泣きだしてしまった。


「この子の父親と兄は兵卒なのです。わたしの息子も……」


　重い声でエルミナが言う。表には出さないが、ルビーウルフに対する責せめつけの念が含ふくまれているのは明白だった。


　正直なところ、ルビーウルフはうんざりしていた。盗賊として生きてきて、これからもずっとそうだと思っていて、なのに仲間を惨ざん殺さつされた挙あげ句くに本当は王女様なんだから国をどうにかしろだなんて理り不ふ尽じんにもほどがある。だから女王になんかなる気は一いつ切さいない。けれど──


「勘かん違ちがいしないでね。あたしは何もしないなんて言ってない。仲間殺されて黙だまってるんじゃ、盗賊の名折れってもんだ」


　言うと三人は目を丸くした。キャスも泣き止やみ、赤くなった目をルビーウルフに向ける。


「盗賊？　シャティナ様が？」


　信じられないといった表情だ。確かに自分たちが姫ひめと仰あおぐ娘むすめの経けい歴れきが盗賊だと言われたら驚おどろくのも無理はない。そのくらいの分別はルビーウルフにもある。けれど、それを引け目に感じることがない自分もまた誇ほこりだった。


「そう。普ふ通つうの娘が縛しばられてたり顔が血まみれだったりして、おかしいって思わなかったのか？」


「気が立っているようだから気をつけるようにと言われましたし、血は鼻血……」


「違う違う。お願いだから丸めた布ぬのを鼻に突つっ込こむのはやめてね」


　アーリアは不思議そうに目を丸くする。彼女の脳のう内ないでは、ルビーウルフは鼻血を派は手でに噴ふき出したことになっているらしい。


「では、どうして顔が血だらけだったんです？　姫様にお怪け我がはなかったようですけど」


　エルミナが言って、三人はルビーウルフに注目する。その視線を真っ向から受け、ルビーウルフはけろりと言い放った。


「嫌いやな匂においのする奴やつが触さわったから、手の骨ほね嚙かみ砕くだいてやったんだ」


　しばし沈ちん黙もくが流れた。三人は啞あ然ぜんとして口をぽかんと開けている。


「まぁ、それはなんとも……丈じよう夫ぶな歯と顎あごでいらっしゃる……」


　言葉に窮きゆうしながらも、なんとか褒ほめ言葉らしきものを吐はいたのはアーリアだった。


「どってことないよ。狼おおかみに育てられたんだから、それくらいできて当然さ」


「おおかみ、ですか」


　エルミナの声に力はなかった。どうにも信じられないといった表ひよう情じようでルビーウルフを眺ながめている。唯ゆい一いつキャスだけが興きよう味み津しん々しんと身を乗り出してきた。さっきまで泣いていたのが噓うそのように、瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせている。


「それなら、シャティナ様は狼王女ですね。きっとお強いんですよね」


　どうやらキャスはルビーウルフに、物語の女英えい雄ゆうの幻げん想そうを抱いだいているらしい。けれど、ルビーウルフには彼女の期待に応こたえる気はない。気に入らない連中──ウォルクやアーディスを潰つぶしたら、あとは国がどうなろうと知ったことではないのだ。


　そうは思ったが、言うとまた場がややこしくなりそうなので言葉にはしない。代わりに苦く笑しようしてみせた。


「そのシャティナっての、やめてくれないかな。あたしは十五年間、ずっとルビーウルフだったんだ。殿下だの姫だのも、むず痒がゆくて気持ち悪い。せめて、あんたらだけでもルビーウルフって呼よんでよ」


　あんたらだけでも。


　この言葉は強力だった。殿下にとって自分たちは特別なんだと思わせるには充じゆう分ぶんな効こう果かがあった。すぐさま三人の口元が笑えみの形に歪ゆがむ。誇らしげな笑みだった。


「では、わたしたちはルビーウルフ様とお呼びしますわ」


　アーリアの言葉にエルミナとキャスが頷うなずいた。それを見てルビーウルフはこっそり息をつく。別の名前で呼ばれることが、これほど苦く痛つうとは知らなかった。


　この三人もジェイド同様、何かの時には利用する。もちろん、死なせたりはしない。それはモルダの、ブラッディ・ファングの信念に反するからだ。情じよう報ほう提てい供きよう者しやとして、彼女らには働いてもらうことにする。


「それでは、わたしたちはこれで失礼いたしますね。上からの命で、お部屋に鍵かぎを掛かけさせていただきますけれど、でも──」


　退たい出しゆつの挨あい拶さつをしたアーリアが、急に真しん剣けんな眼まな差ざしになった。見ると他の二人も同じような目でルビーウルフを見つめている。声をひそめ、外に声が漏もれるのを警けい戒かいして言う。


「ジェイド様が今夜こちらへいらっしゃいます。あの方を信じてくださいませ。必ず殿でん下か……いえ、ルビーウルフ様のお力になってくださるはずです。なぜなら彼は──先の宰さい相しようコルコット様のご子息なんですもの」


　ルビーウルフは思わず片かた眉まゆを跳はね上げた。意外なところで出てきたジェイドの名もそうだが、たしかコルコットというのは王女を城しろから連れ出したという男の名ではなかったか。


　などと考えを巡めぐらせていると、女官たちは礼をして早々に出て行ってしまった。まぁいい。なかなかいい情報を落としていってくれた。


　ジェイドは女官たちをすでに共きよう謀ぼう者しやにしていたのだ。彼女らに何をどこまで伝えていたのかは知らないが、根回しの良さは評ひよう価かしよう。


　思いつつ、ルビーウルフは背せ負おっていた剣けんを鞘さやごと降おろした。幼おさない頃ころからの相あい棒ぼうを胸むねに抱だきたくなったのだ。


　両手で持ち、すぐに異い変へんに気づいた。柄つかと鞘に亘わたって妙みような赤い印がつけられていたのだ。封ふう緘かんに使う蠟ろうのようにも思えた。馬車に乗る前、気き絶ぜつしている間にやられたのだろうか。


　顔を顰しかめて手で拭ぬぐってみるが取れないし、爪つめで擦こすっても同様だった。せっかくの綺き麗れいな細工が台無しじゃないか、と腹はら立だたしくなる。調子を確たしかめようと柄に手を掛けた瞬しゆん間かん、さらに胸が震しん撼かんした。──抜ぬけない。


　どんなに力を込めても、鞘が溶よう接せつされたように動かない。ぎり、と歯嚙みしてルビーウルフは赤い印を見つめる。まさしくこれは封緘なのだ。ルビーウルフの傍そばにいなくては誰だれにも持てないが、かといって使用可か能のうな状じよう態たいで持たせてくれたなら敵は愚おろかとしか言えない。この剣はもはや棍こん棒ぼうや杖つえに使う以外に価か値ちのないものだった。見ていると気落ちしそうなので、諦あきらめて背負いなおす。


　アーディスたちはこれを〈導みちびきの剣〉と呼んだ。


〈導きの剣〉。なるほど、王が持つ剣に相応ふさわしい名だ。


　王族にしか使えないのだという言葉が本当なら、自分は間ま違ちがいなくグラディウスの王女なのだろう。認みとめたくはないが。


　思いながら嘆たん息そくし、ベッド脇わきの窓まどに歩み寄よった。


　部屋の広さに対し、窓は小さい。縦たて幅はばは肩かたから頭の上程てい度どで、横幅は両りよう肘ひじを張はったくらい。冬が長く、雪深いグラディウスの建けん造ぞう物ぶつにはこれが当たり前だ。室内の熱を逃のがしては凍こごえてしまう。


　唐菖蒲グラジオラスの彫ちよう刻こくが施ほどこされた雨避よけの板戸を左右に開き──唇くちびるをへの字に曲げた。壁かべを刳くり貫ぬいた窓の上下に鉄の格こう子しが四本嵌はめ殺しになっていたのだ。戸や壁にはわずかに風化の跡あとが見て取れる。女官が言ったように、ここは十五年近く以前から王女のために用意されていたらしい。けれど格子は真新しい鉄だ。最近になって取り付けられたように見える。


　盗とう賊ぞくに囚とらわれていると思っただなんて、噓うそだ。初めからルビーウルフが盗賊であると予よ測そくし、このような措そ置ちを取った。逃とう亡ぼうを阻そ止しするために。


　腹の底がむかむかして、どうしようもなくて唇を嚙かんだ。憎にくしみが首をもたげてくるのを抑おさえることができない。


　格子を摑つかんで外を眺ながめた。見み渡わたす限かぎり高山の帯で、影かげの濃のう淡たんがくっきりと見える。その稜りよう線せんの向こうへ、太陽は沈しずもうとしていた。山の端はが金色に輝かがやく。


　この部屋はずいぶん高いところにあった。地面が遠い。外がい壁へきには足場も見当たらないし、その上格子までつけられているのだから、その徹てつ底ていぶりが窺うかがえる。


　ふん、と鼻から息を吐はき、乱らん暴ぼうに板戸を閉しめた。とにかく今はジェイドを待つしかない。まずはそれからだ。逃にげ道を用意していると彼は言った。ならば、それ相そう応おうの準じゆん備びをして身み構がまえている必要がある。


　ざっと部屋を見渡し、使えそうな物に目をつけた。大きく頷うなずき、鏡台の前に立ってみる。


　大きな鏡に映うつされた姿すがたは紛まぎれもなくブラッディ・ファングのルビーウルフだった。よれよれの上着、だぼだぼのズボン、編あみ上げブーツ、剣を背負うために襷たすきにかけた革かわ製せいの剣帯、そして剣。どこをどう見ても王女になど見えない。それを確かく認にんして、心底ほっとした。


「あたしは盗賊。ブラッディ・ファングのルビーウルフ。王女じゃないし、女王になんか絶対ならない」


　鏡の中の自分に向かって宣せん言げんした。望みはただ一つ。仲間の仇かたき討うちだ。




　第３章　神国と神具







　ガーディアンにはそれぞれ、城しろの中に自室が与あたえられていた。けして広くはないが、唯ゆい一いつ落ち着ける自分だけの場所。三年前からずっとここがそうだった。


　窓まどから差し込こむ陽光が途と絶だえる。太陽が没ぼつした。


　窓を閉しめて暖だん炉ろに灯ひを灯ともす。放光の魔ま法ほうで作られた灯あかりより、炎ほのおの揺ゆらめきのほうがジェイドは好きだった。けれど、今夜はそれを見ると気が滅め入いる。これから行う苦行を思うと、なおさら。


　ジェイドに両親はない。父は彼が三歳さいの時に亡なくなった。王殺しという汚お名めいを着せられ、毒矢を受けて。


　謀む反ほん人にんの妻と罵ののしられ、母は心を病やんで自ら命を絶ってしまった。遺のこされたジェイドは遠とお縁えんの親類に預あずけられ、そこで魔ま導どうを学んだのだ。ガーディアンとなり、父の無念を晴らすために。


　父、ゲイリーは宰さい相しようだった。王の信しん頼らいも厚あつかったと女官たちから聞いている。現げん在ざい宰相をしているウォルクは当時、国軍魔導騎き士し部ぶ隊たい隊長──ガーディアンの長だった。今のアーディスがいる立場だ。


　王と王おう后こうが立て続けに世を去り、ウォルクは遺された王女を乳う母ばから取り上げた。良い王に育てるには生なま半はん可かな教育ではいけない。王族を守ることがガーディアンの務つとめなのだから、私がお育てする。それが両陛へい下かへの忠ちゆう誠せいの証あかしだ。そう言って。


　当然、ゲイリーはそれを許ゆるさなかった。ガーディアンの長は宰相と並ならぶ権けん限げんを持っていたが、王の代行は宰相の務め。事実上、当時の最高権力者はゲイリーだった。


　ゲイリーはウォルクの思惑おもわくに気づいたのだ。王女に自分を慕したうよう教え込み、女王として玉ぎよく座ざに据すえ、いいように操あやつる。そんなことはあってはならないと声を大にしてゲイリーは主しゆ張ちようしたが、その時にはすでに、ウォルクは諸しよ侯こうらを飼かい慣ならしていた。


　彼らはゲイリーの主張をそのまま彼に返し、ゲイリー・コルコット宰相こそ簒さん奪だつを目もく論ろむ逆ぎやく賊ぞくとして叩たたいたのだ。追い詰つめられたゲイリーはウォルクの手から王女を救うべく、〈導みちびきの剣けん〉を伴ともなって王おう城じようから連れ出した。その逃とう亡ぼうの最中に追っ手の毒矢を受けたが、それでも彼は逃にげた。数日後に発見されたゲイリーの遺い体たいの傍そばには王女の姿すがたはなく、〈導きの剣〉も消え失うせていたという。


　それから十五年を経へた今日、その王女は戻もどって来た。とんでもない猛もう獣じゆうに育って。


　彼女が盗とう賊ぞくであるとアーディスは知っていた。だからあの文書には偽いつわりがある。彼女のために用意されていた部屋にも、新たに鉄てつ格ごう子しを取り付けさせていた。けれど、その職しよく人にんの手配がジェイドに回ってきたのは幸いだった。グラディウスに住む年とし嵩かさの職人の多くはゲイリーを今でも慕っているコルコット派はの人間で、格子にちょっとした細工をさせることが出来たのだ。


　壁に取り付けられた姿見の前に立つ。上着を脱ぬいで、上半身が露あらわになった姿が鏡に映うつっていた。右みぎ肩かたの刺青いれずみも、はっきりと。


　ジェイドのガーディアン入隊を、その時すでに宰相の椅い子すに座すわっていたウォルクは激はげしく拒こばんだ。難なん関かんの試験を突とつ破ぱした才さい能のうがあるとはいえ、謀反人の息子むすこを王城に上げることなど認みとめない、と。実じつ際さいはゲイリーの仇かたき討うちを恐おそれたのだろうが。


　魔導師しは名を偽ることが出来ない。魔法の発動に、名は大きく関かかわるからだ。


　そんなジェイドの入隊を許きよ可かしたのがアーディスだった。アーディス・マリンベル。ウォルク・マリンベルの実の息子。


　アーディスはジェイドの入隊を許す条じよう件けんとして、彼の肩にこの刺青を彫ほった。ジェイドがどこにいるのか、すぐさま察知できるという縛ばく印いんの刺青を。


　行動を監かん視しできれば何ら問題ないとして、ウォルクは息子を褒ほめ称たたえた。そして十五の年に入隊して以来、ジェイドは彼らの陰いん湿しつ極きわまる苛か虐ぎやくに耐たえてきたのだ。


　あの文書を皆みなの前で読ませ、ジェイドの口からゲイリーを罵ののしる言葉を吐はかせたのもそういうことだ。わざわざ副隊長の任にんに就つかせ、部下に謗そしられる苦く痛つうを与えるのも。マリンベルはそうやって、コルコットの首を真ま綿わたで絞しめ殺そうとしている。簒奪の邪じや魔まをされた恨うらみをジェイドにぶつけて楽しんでいるのだ。


　王女は見つかった。必ず、あの父子は王女に手を出すだろう。それを阻そ止しするため、三年間耐えたのだ。彼女は自分が救ってみせる。


　思い、なんだか可お笑かしくなった。あの少女は他人に救われるような可愛かわいらしい性せい格かくではない。自分から檻おりを破やぶって逃げ出すような目をしていた。


　初めて見た時は本当にこれが王女なのかと啞あ然ぜんとしたが、けして人に屈くつしない強い眼まな差ざしは実に頼たのもしい。どうにか説得して、こちら側に引き込めればしめたものだ。


　世話役を命じた女官に伝言を頼んだので、彼女は待っているはずだ。城内に潜ひそむ協力者たちも。早く準じゆん備びを整えねばならない。


　意を決し、ジェイドは髪かみをきつく束ね直した。暖炉の炎で赤く焼いた銅板を金かな鋏ばさみで摑つかみ出す。


　日が落ちて涼すずしくなったとはいえ、今は夏。暖炉から立ち上がる熱気は部屋にこもって息苦しいほど暑い。ジェイドの細い顎あごから汗あせの雫しずくが滴したたり落ちる。


　鏡で刺青の位置を確かく認にんし、畳たたんで厚みを持たせた布ぬのを口に押おし込んだ。そして──





　　　　†




　人の気配がないのを注意深く確認し、王女の寝しん室しつの前に立った。用意しておいた合あい鍵かぎを使って素す早ばやく開け、中に滑すべり込む。


「入ってくるなら声こえ掛かけくらいしたらどうなんだ」


　そう言ってジェイドを出で迎むかえた王女は、けれど不ふ敵てきに笑っていた。


「その様子では、俺おれの気配に気づいていたな。なら、声掛けなんて必要ないだろう」


「まぁね」


　肩をそびやかして王女──ルビーウルフは答える。ずいぶん肝きもの据すわった様子だ。


　彼女の出いで立たちが妙みようなことに気づき、ジェイドは眉まゆ根ねを寄せた。白い布を胴どうにぐるぐると巻まきつけていたのだ。


　ふとベッドに目を移うつすと、シーツの無残な切れ端はしがあった。どうやらシーツを何かで──たぶん歯で切り裂さき、長く繫つなげたらしい。何に使うのかはわからないが。


「お前、その格好のほうが似に合あってるじゃないか」


　ルビーウルフが言った。虚きよを衝つかれ、ジェイドは一いつ瞬しゆん何のことかわからなかった。けれどすぐ、彼女の言葉を理り解かいする。


　ジェイドは今、ガーディアンを示しめす紺こん青じようの制せい服ふくを着ていない。代わりに旅人のような軽けい装そうをしている。防ぼう具ぐは一いつ切さいなく、唯ゆい一いつの武装はサーベルだけだ。小こ脇わきには巻いたロープを抱かかえている。


「その格好なら嫌いやな匂においはしない」


　匂い、と言われて思わず袖そでを鼻に寄よせる。それを見たルビーウルフは人間ってけっこう似たような行動するんだなぁと小さく呟つぶやいた。


「そういう意味の匂いじゃないんだけど。まぁいいや。逃げ道っての、教えてよ」


　促うながされ、ジェイドは窓まどに歩み寄った。板戸を開けると、格子が露になる。


「まさかそこから、そのロープで降おりようって言うのか？　そんな隙すき間ま通れないよ」


　後ろからルビーウルフが覗のぞき込んでくる。彼女の言った通り、格子の隙間は狭せまくて頭も通りそうにない。普ふ通つうに考えれば壊こわすのも難なん儀ぎだろう。けれど。


「こうする」


　言って、四本ある格子の、右から二番目に手をかける。わずかに上に持ち上げ、捻ひねるとあっさりそれは外れた。感心したようにルビーウルフが瞠どう目もくし、手を差し出したので格子だった鉄の棒ぼうを渡わたしてやる。彼女がそれをためつすがめつしている間に、ジェイドはもう一本、真ん中の格子を同じように外した。


「これで通れるだろう」


　言いながら、残った端の格子にロープを結びつける。


「内側を通って出るの、やっぱ無理かな」


「誰だれかに鉢はち合あわせしたければ、それもありだが」


　ルビーウルフの問いに、ジェイドの答えはにべもない。城しろで働いている人間の数は千を越こえる。中には当然、マリンベル派はの人間もいる。その全員と会わずに外へ出るには、よほどの運が必要だ。ルビーウルフもそれはわかっていたらしく、言ってみただけと言って肩かたをすくめた。


「俺おれが先に出る。高いところは平気か？」


「問題ない」


　力強い答えに頷うなずき返し、ジェイドは窓の外を窺うかがった。下には誰もいない。闇やみ夜よの中で見えた下生えの茂しげみは背せが高く、黒々としている。身を隠かくすには充じゆう分ぶんだ。


　確認して外に滑り出る。ロープを手に絡からめ、壁かべに足をついて音を立てないよう降こう下かしていく。地に降り立って上を見上げると、同じように、いや、ジェイドより数段滑なめらかな動きでルビーウルフが降りてきた。着地も見事だ。


「こっちだ。城外へ出る」


　小声で促し、背を低くして歩き出す。けれどルビーウルフは首を横に振ふった。


「どうした」


「あのアーディスとかいう奴やつ、ぶっ飛ばす。そのために外へ出たんだ。あいつの所へ行く」


　赤い瞳ひとみが闇の中でぎらついていた。獣けものの眼め。静かなる殺意がそこにある。


「この剣けんの妙みような印、誰がやった？　お前なら、今すぐどうにかしろ。お前は殺さないでやるから」


　物ぶつ騒そうなことを言い出した。ジェイドは嘆たん息そくし、言う。


「それはアーディス様──いや、アーディスの施ほどこした封ふう印いんだ。本来は術じゆつ者しやにしか解とけない。殺してしまっては二度と封印は解けないぞ。あの性格では脅おどしても口は割わらないだろうしな。だが、俺の老師なら可か能のうだ。だから老師のもとへ行く。それがないと、戦えないだろう？　それに、老師のもとには俺の仲間も集つどっているはずだ。彼らと合流する」


　ルビーウルフはしばし黙もくし──舌した打うちしてジェイドに従したがった。並んで小走りに駆かけ出す。月明かりを〈導きの剣〉が弾はじいていた。


　城には大たい概がい、戦争などで攻せめ入られた際さいに使う逃とう亡ぼう用の出口がある。当然見つかりにくい造つくりになっているので、その一つを利用するのだ。


　垣かき根ねに隠かくされた戸を開くと、地下に延のびる階段が現あらわれた。灯あかりは一いつ切さいなく、階段の先は闇に飲み込まれている。


「あたしはなんとか見えるけど、お前はどうするんだ。転ぶぞ」


「灯りを作る。先に入ってくれ」


　ルビーウルフを促し、ジェイドは呪じゆ文もんを唱えた。


「夜を照らすは月の影かげ。影から出いずるは月の鱗りん粉ぷん──」


　唄うたうように、ジェイドの唇くちびるから音が流れ出す。胸むねの前に翳かざした両手が淡あわく輝かがやいていた。


「導くのはジェイド・コルコット。呼よばれしものは月光の胡こ蝶ちよう」


　ジェイドの手から、ぼんやり輝く一頭の蝶が舞まい上がった。先導するように通用口の中へ入っていく。狭い階段がくっきりと照らし出されていた。


「走るぞ」


　中に入って戸を閉しめ、ジェイドは階段を駆け下りる。並んで走るほどの幅はばはないので、ルビーウルフは数歩後ろに従った。


　階段の下は長い通路だった。もともと逃亡用なので、追っ手を攪かく乱らんするために不要な分かれ道が途と中ちゆうにいくつもあった。けれどジェイドは迷まよわず正しい道を走る。王族の守しゆ護ごを本来の務つとめとするガーディアンにとって、逃亡経路の確かく保ほは必ひつ須すなのだ。


　ルビーウルフは黙だまってついて来る。あまりに大人しいので、ジェイドはちらりと後ろを窺い見た。蝶の光に照らされ、葡ワ萄イ酒ン色の短い髪かみが揺ゆれている。息の乱みだれはまったくない。本当に獣けもののような少女だ。


「何を見ている。人の顔をじろじろと」


　ほんの一瞬見ただけのつもりだったが、気づかれた。走りながらも明めい瞭りような声でルビーウルフは不満を漏もらす。


　ジェイドは迷った。言うべきかどうか。


「怒おこられるかもしれないが……。あんたに後ろを走られると獣に追われる獲え物ものの気分になる」


　その答えにルビーウルフは笑った。


「それは悪かったね。──あたし、お前だからついて来たんだ。もしもお前があたしのこと、ずっと殿でん下かだの姫ひめだのって呼んでたら、間ま違ちがいなくシカトだったよ。まぁ、利用できそうだった、ってのはもちろんあるけど」


　言って悪びれることもなくきゃらきゃら笑う。けれど嫌な気にはならなかった。むしろ、この砕くだけた物言いは心地ここちいい。王城で息の詰つまる生活をしていたせいかもしれない。


　いくらほど走ったか。判はん然ぜんとしなくなったころ、ようやく出口が見えた。階段を駆け上がり、跳はね上げの扉とびらを持ち上げた。上に被かぶせられていた土がばらばら散る。


　城じよう下か都市ベイタスの隔かく壁へきが、闇やみの中で白く浮うかび上がっている。街の下を走り抜ぬけ、人里からも遠く離はなれた森の入り口だった。


　近づく人の気配があった。ルビーウルフが、さっと身み構がまえる。


「ジェイド様」


　声をひそめ、木立の陰かげから現あらわれたのはロベールだった。馬具を整えた黒くろ鹿か毛げの馬を牽ひいて歩み寄よってくる。


「指し示じ通り、厩舎うまや番ばんの者が駿しゆん馬めを用意してくれました。どうか殿でん下かをお守りください。ゲイリー様の無念をお晴らしください」


　懇こん願がんするように眉まゆ尻じりを下げ、皺しわの目立つ口元を震ふるわせていた。


　ロベールは宰さい相しようだったゲイリーを慕したっていた。ロベールだけではない。民たみも城しろに仕える者も、ゲイリーを知る者の多くは彼を王の忠臣として慕っていたのだ。それをウォルクと諸しよ侯こうらが妬ねたみ、ゲイリーを排はい斥せきしてグラディウスの政せい権けんを奪うばった。己おのが私し欲よくのために。


　警けい戒かいしているルビーウルフを手で制せいし、彼は味方だと告げた。なんとか構えを解いたものの、彼女はロベールより紺こん青じようの制せい服ふくが気に入らないらしく、不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを引き結んでいる。


「すまない、ロベール。迷めい惑わくを掛かけた。厩舎番の者にも礼を言っておいてくれ。──父を慕うその気持ち、本当に感かん謝しやする。だが、俺はこの件けんで本物の謀む反ほん人にんとなった。つらいだろうが、人前ではコルコットを支し持じするような言動は避さけろ。罵ののしってくれてかまわない」


　何かを言おうとしたロベールの声を消すように、被せてジェイドは言い含ふくめた。


「まず何より、細君と子こ供どもたちのことを考えてくれ。……俺の母や、俺のような思いをさせてはいけない」


　ジェイドはロベールに笑ってみせる。けれどそれはひどく悲しそうで、ロベールは正せい視しすることが出来なかった。詰まった声で、はい、と呟つぶやくのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「どうか、道中お気をつけて」


　ロベールの敬けい礼れいに敬礼で応こたえ、ジェイドは騎き乗じようした。ルビーウルフを後ろに乗せ、手た綱づなを繰くる。森の中へ消えていく馬上の二人をロベールは敬礼で見送っていた。その姿すがたが見えなくなるまで、ずっと。





　　　　†




　馬の鼻先を光る蝶ちようが飛ぶ。


　木の間を縫ぬい、長く伸のびた下生えの茂しげみを踏ふみ分けて馬を走らせた。街かい道どうはもちろんあるが、逃とう亡ぼうの身。そのような往おう来らいを堂々と通れるわけがなかった。


「どこへ行くんだ。お前の老ろう師しってのはどこに住んでる？」


　背はい後ごからルビーウルフが問う。背せ中なかに彼女の胸むねが押おし付けられているので、声が振しん動どうになってジェイドに伝わる。


「トライアンへ向かう。老師は国こつ境きように住んでいるんだ」


「ずいぶん遠いな。それまで剣けんが使えないなんて……」


　顔を見なくても頰ほおが膨ふくれているのがわかる。それほど不機嫌な声だった。その声が突とつ然ぜん、引き締しまる。


「……何か変だ」


「え？」


　ルビーウルフの呟きにジェイドが問い返す。


「馬の足が鈍にぶくなった。呼こ吸きゆうも荒あらい」


「疲つかれたんじゃないのか？」


　答えてから、ジェイドも妙みようだと思った。厩舎番には駿馬を用意させたはずだ。走り出してからそんなに時間は経たっていないし、木々を縫って進むから、それほど早くも走れない。二人を乗せているとはいえ、普ふ通つうの馬でもこれくらいで息が上がるはずはないのだが……。


　深しん閑かんとした森の中で馬の荒い息いき遣づかいが響ひびく。ゆるゆると歩調を緩ゆるめ、ついに足を止めてしまった。


「飛び降おりろ！」


　ルビーウルフが叫さけぶ。と同時に馬上から飛び降りた。ジェイドもとっさに彼女に従したがった。


　ずん、と重い音を立てて馬が横よこ倒だおしに伏ふす。腹ふく部ぶが上下し、痙けい攣れんする口元からは泡あわが漏もれていた。目にも力がない。


「一体どうしたんだ……」


　少しでも楽になるように、ジェイドは馬具を外してやる。けれど助かるようには見えなかった。もはや瀕ひん死しだ。


「泡を噴ふいてる。毒にやられたんだ。たぶん遅ち効こう性せいの、激はげしく運動すると体中に毒が回るような、そんな薬だ。酷ひどいことをする」


　馬の様子にルビーウルフはそう判断した。瞳どう孔こうが開いて天を仰あおいだ馬を哀あわれむように、そっと手を添そえて瞼まぶたを閉とじてやる。


　唇を嚙かみ締しめ、ジェイドは俯うつむいた。誰がこんな……。


　ロベール？　いや違ちがう。違うと信じたい。ならば──厩舎番？


　そうだ、そう考えると納なつ得とくがいく。馬に詳くわしいのは当然、厩舎番だ。厩舎番が協力者のふりをしたマリンベル派はだったのだ。


「おい、これ何だかわかるか？」


　ルビーウルフの声にジェイドは顔を上げてそちらを見る。編あんで垂らした鬣たてがみに隠かくされていた馬の首くび筋すじに、焼印のような跡あとがあった。見覚えのある印。──アーディスの縛ばく印いんだ。


　間違いない。馬に毒を仕込んだのはマリンベル派の人間だ。アーディスが直々に縛印を施ほどこしているということは、彼は今夜、ジェイドがルビーウルフを連れ出すことを知っていたのだ。


　アーディスに情じよう報ほうを漏らしたのはジェイドが計画を打ち明けた城しろの者。女官たちには逃とう亡ぼうのことまでは言っていないし、ロベールでなければ厩舎番に決まりだ。


「まずい。向かう方角を知られた。追っ手がかかるぞ」


「なら、走ろう。足あし跡あとは残さないほうがいい。地上に張はり出した根や石の上を通れ。木の枝えだも折るな。──できる限かぎりでいい」


　手近な木の幹みきに触さわってルビーウルフは方角を確たしかめる。昼間は陽ひが当たって、苔こけの少ない方が南だ。


　駆け出したルビーウルフを追ってジェイドも走り出す。蝶ちようはルビーウルフの傍そばを飛ばせることにした。


　ルビーウルフの脚あしは速い。それに加え、森を走るのに慣なれている。ジェイドはついていくのが精一杯だったが、わずかに距きよ離りが開くと彼女は歩を緩ゆるめてジェイドを待つ。その繰くり返しだった。


　走りながらジェイドは口の中に苦いものが広がるような気がした。


　マリンベルの思惑おもわくは大方予想がついた。ジェイドは泳がされていたのだ。王女の部屋に取り付ける格こう子しの手配がジェイドに任まかされたのも何もかも、反発因いん子しを燻いぶり出すため。……ロベールは無事だろうか。


　雑ざつ念ねんを振ふり払はらい、今は走ることに専せん念ねんする。右みぎ肩かたに痛いたみを感じたが、それも気力で打ち消した。この痛みは覚かく悟ごの上だ。


　もう何度目か、木の枝で頰を切った時、前を走るルビーウルフが足を止めた。触ふれると痺しびれそうなほど、緊きん張ちようを全身に漲みなぎらせている。何を警けい戒かいしているのか、問うまでもなかった。


「嫌いやな匂においが来る」


「近いのか？」


　匂い、というのが何のことなのかジェイドには今ひとつわからなかったが、どうやら彼女には動物的な勘かんが備そなわっているらしい。なかなか頼たよりになりそうな能のう力りよくだ。


　ジェイドの言葉にルビーウルフは少しばかり困こまったような顔で言葉に窮きゆうした。


「まだ少し余よ裕ゆうはある。けど、異い様ように速い。人なんだけど、人じゃないような……。とにかく、やり過すごせるなら一いつ旦たん隠れよう。お前、剣けんの腕うでは？」


「訓練での成せい績せきは悪くはなかった。だが実じつ戦せんでの経けい験けんはほとんどない」


「なら、そのサーベルあたしにちょうだい。今は丸まる腰ごし同然なんだから。お前には魔ま法ほうがあるだろう？」


　承しよう知ちし、ジェイドはサーベルを外した。受け取ったルビーウルフは素す早ばやく装そう着ちやくして、猿さるのような身軽さで手近な木へよじ登る。梢こずえの合間から手が差し出されたので、それを頼りながらジェイドも木の上に身を隠した。足を乗せた太い枝が軋きしむ。足場を確かく保ほできたので蝶は消した。あたりが真の闇やみになる。


「うまくやり過ごせればいいんだけど」


　囁ささやいて、それきりルビーウルフは黙だまり込こむ。


　追っ手の気配は、もうジェイドにもはっきりわかるほど近い。茂みを搔かき分け、じわじわと月明かりに慣れはじめたジェイドの視野内に現あらわれた三人は、紺こん青じようの制せい服ふくを纏まとう見慣れた部下の顔だった。


　息を詰つめ、心を静めて極力気配を殺す。隣となりではルビーウルフも息を潜ひそめていた。手にはいつの間にか抜ぬき身のサーベルが逆さか手てに握にぎられている。狩かりをする獣けもののような密ひそやかさだ。視界から外れると、まるでそこから消え失うせたような錯さつ覚かくに陥おちいるほど。思わずジェイドは舌したを巻まく。これが十五の少女とは。


　三つの人ひと影かげはきょろきょろと辺りを見回している。その姿に、ジェイドは妙な胸むな騒さわぎを感じた。


　自分たちは途と中ちゆうまで馬を使った。馬を失ってからもルビーウルフの先せん導どうで、獣道でも滑なめらかに進むことが出来た。けれど相手は徒と歩ほだ。馬を連れている様子もない。これほど早く追いつかれることがあるだろうか。


　ルビーウルフは言った。『人なんだけど、人じゃないような』。その言葉が無む意い識しきに反はん芻すうされる。人であって、人でないもの……。


　思い至いたり、ジェイドは震しん撼かんした。あれはガーディアンではない。


　ふいに人影の一つが目線を上げた。呼吸音さえ聞こえそうな近さで、その眼めはまっすぐ、こちらを見ている。


　舌打ちと共にルビーウルフは飛び出した。手には逆手のサーベル。相手が一声発して仲間を呼ぶより先に、喉のどを搔き切って口を封ふうじるつもりだ。けれど──


「だめだ！　斬きるな！」


　ジェイドは叫さけび、地に降り立ったルビーウルフの後を追った。紺青の制服を着た人影と対面し、彼女は踏ふん張って勢いきおいを殺す。


　人影の顔には、あまりに表ひよう情じようがない。──敵てきがおもむろに口を大きく開けた。


　振りかざしたサーベルの切っ先が敵の喉に届とどく直前、ジェイドはルビーウルフを抱だきかかえて茂しげみに転がり込んだ。大きく開いた敵の口から液えき体たいが吐はき出され、ルビーウルフのいた場所を焼く。


「酸さんだ！　斬ればもっと大量の酸が飛び散るぞ！　離はなれていろ！」


　ジェイドは言い置き、飛び出した。ルビーウルフは答えない。茂みの中に身を隠し、気配も殺している。了りよう承しようと解かい釈しやくした。


　彼らはアシッド・ドール。体の内側に酸を溜ため込こんだ、人型の魔ま導どう兵へい器きだ。死んだ人間の肉をこねて作るので、実在の誰だれかに似にせることも出来る。けれど、その製法が道徳に反するとして、製せい造ぞうを禁きんじられている兵器だ。


　製法を開発したのはガーディアン時代のウォルク。彼はこのような魔導兵器研究を好み、心血を注いでいたのだ。現在も年に一度グラディウス王城で行われる魔導研究評議会を主しゆ催さいしている。


　この人形たちに自じ我がはない。主人の命令を聞く、完かん璧ぺきな操あやつり人形なのだ。接せつ近きん戦で斬られても、酸を浴びせて相打ちを狙ねらうので迂う闊かつに近づけない。だからジェイドはルビーウルフを止めたのだ。


　茂みから飛び出したジェイドに人形たちの視線があつまる。部下に似せた顔。


　その口が開き、酸を吐き出すより早くジェイドは術じゆつを放った。


「導みちびくのはジェイド・コルコット！　呼よばれしものは疾風はやての槍やり！」


　螺ら旋せん状じように凝ぎよう縮しゆくされた風が槍となり、先頭に立っていた人形の胸を刺さし貫つらぬいた。途と端たん、人形の体が爆はぜ割われて四散する。辺りに酸が飛び散り、じゅぶじゅぶと草木の焦こげる音が響ひびいた。


　残り二体になった人形がジェイドに酸を吐く。横へ跳とんで難を逃のがれたジェイドは距きよ離りをとるため大きく後ろへ駆かけた。一体が追いすがる。


　人形の動きは人間を超ちよう越えつしていた。そのように設せつ計けいされている。開いた距離はすぐに縮ちぢまり、ジェイドは人形の射しや程てい距離に捉とらえられた。


　右肩に痛みが走り、全身から嫌いやな汗あせが噴ふき出たのを感じた瞬しゆん間かん、横合いの茂みから飛んできた白い何かが人形の頭に衝しよう突とつした。人形が吹ふっ飛び、白い何かは茂みに引き戻もどされる。
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「斬らなきゃいいんだろ、要は！」


　言ったのはルビーウルフだった。手には白い帯状のもの。シーツを裂さいて繫つなげた帯だ。その先せん端たんには石でも包んでいるのか、重そうに結び目が引きつれている。


　茂みに体を半分埋うめつつ、ルビーウルフはその鈍どん器きをぐるぐると振ふり回していた。あれで殴おう打だされれば、かなりの衝しよう撃げきがありそうだ。


　目線だけで礼を言い、ジェイドは倒たおれている人形に、螺旋の風を叩たたき込んだ。酸が散る。


　最後の一体がジェイドに迫せまっていた。それを背後に回ったルビーウルフが簡かん易い鈍器で殴打する。前のめりに倒れた人形がジェイドの前で膝ひざをついたが、今度は衝撃が弱かったのかすぐさま立ち上がった。ぐるりと首を巡めぐらせて、標的がジェイドからルビーウルフに変へん更こうされる。ルビーウルフは素早く茂みの中に身を隠したが、人形は彼女に飛び掛かろうと跳ちよう躍やくの体たい勢せいに入った。


「導くのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは息い吹ぶきの楔くさび！」


　ジェイドが手近な木の幹みきに手をついて叫び、その場を離れる。とたん、彼が先ほどまで立っていた地面から幾いく筋すじもの木の根が伸のび、人形を背中から串くし刺ざしにした。人形が弾はじけ、酸に焼かれた根の木き肌はだからは煙けむりが立ち、ぼろりと途中から折れて朽くちる。


「なんなの、こいつら」


　一息つき、茂みから顔を出したルビーウルフが言った。布ぬのの包みから石を捨すて、帯を胴どうに巻まきながら。


「アシッド・ドール。人に似せた魔導兵器だ」


　ジェイドの答えにルビーウルフは胡う散さん臭くさそうな目で焼け跡あとを眺ながめた。


「こいつら、あたしにも酸を浴びせようとした。アーディスとかいう奴やつは人のこと殿でん下かだなんだと言いながら、あたしを殺す気なのか？」


「殺されたほうがましかもしれない」


　呟つぶやいてジェイドは歩き出す。右肩がひどく痛むが、一いつ刻こくも早く老ろう師しのもとへ着きたかった。歩きながら再ふたたび月光の胡こ蝶ちようを呼び出す。


　半歩遅おくれてついてきたルビーウルフは不ふ機き嫌げんそうに柳りゆう眉びを吊つり上げていた。蝶の淡あわい光の中で、紅こう玉ぎよくの瞳ひとみが炎ほのおのように揺ゆらめく。


「死んだほうがまし？　どういうことだ」


　黙もく秘ひは許ゆるさないといった声こわ色いろだ。もとよりジェイドは隠す気などない。ルビーウルフが普ふ通つうの少女であれば傷きずつけないように言葉を選びつつ慎しん重ちように応おう対たいしただろうが、この盗とう賊ぞく娘むすめは鋼はがねの精せい神しんを持ち合わせている。苛か烈れつな眼まな差ざしがその証しよう拠こだ。下手に怒おこらせさえしなければいい。それも大変かもしれないが。


「連中が欲ほしいのは姫ひめでも未来を担になう女王でもない。〈導みちびきの剣けん〉を掲かかげる信しん仰こうの対象だ」


「この剣のことか。こいつが一体なんだって言うんだ。たしかにあたしにしか持てないし、切れ味は文もん句くない。だけど、それだけだ」


「ロゥヴァースを知っているか？」


　唐とう突とつなジェイドの質しつ問もんに、ルビーウルフは眉まゆ根ねを寄せた。そして首を左右に振る。


「ロゥヴァースは創そう造ぞう神しん。この世を造つくり、愛したが、その力があまりに強大であるために世界を滅ほろぼしかねなかった。だからロゥヴァースは四し肢しを引き千切って四つの神具に変え、四人の子こ供どもにそれを与あたえて世界を守るように命じたんだ」


「神話か。それとこの剣と、どういう……まさか、その神具の一つが？」


　いかにも胡散臭いとでも言いたげな声だ。けれどジェイドは前を見み据すえたまま、然しかりと頷うなずいた。歩調は緩ゆるめない。


「右みぎ腕うでは〈導きの剣〉。左腕は〈栄光の宝ほう冠かん〉。右脚あしは〈守しゆ護ごの盾たて〉。左脚は〈裁さばきの天てん秤びん〉。その四つの神具をそれぞれグラディウス、コロナード、サルヴロース、トライアンと名づけた子供に託たくした」


「その名前って……」


「そう。国の名だ。ロゥヴァースの子供たちはこの四つの国の初代王と言われている。よってこの四国を神国と総そう称しようすることもある」


　ルビーウルフは深い溜ため息をついた。顔を顰しかめ、歩きながら頭をがりがりと搔かいている。


「っていうことは、何？　あたしは神様の子孫だとでも？」


「そういうことになる」


　肯こう定ていの言葉にルビーウルフは再さい度ど溜め息をついた。苛いら立だたしげに呟つぶやく。


「笑えない冗じよう談だんは勘かん弁べんしてよ」


「伝承として文ぶん献けんに残っているのだから仕方がない。それに〈導きの剣〉も持っているしな。さっきあんたはその剣を切れ味がいいだけの剣だと言ったが、岩さえ切り裂さくと知っての言葉か？」


　これにはルビーウルフも絶ぜつ句くした。振り向いて顔を見てみると、大きな瞳ひとみをさらに大きく見開いている。


「その顔では知らなかったようだな」


「剣で岩をぶっ叩たたく馬ば鹿かがどこにいる」


「たしかに」


　ジェイドはわずかに笑った。


「古代の王たちは〈導きの剣〉をもって山を切り、金脈を掘ほり当てたという。今ではその金も採とり尽つくしてしまったが」


「知ってる。レターナも廃はい鉱こうだった。──で、最初の質問に戻もどるけど、死んだほうがましってどういうことなんだ」


　笑われたのが癪しやくに障さわったのか、ルビーウルフの声に含ふくまれる不機嫌の色が濃こくなった。もしくは剣の能力を知らなかったことに拗すねているのかもしれない。


「〈導きの剣〉はグラディウスの血を引く者、もしくは代理の人間が剣の主の傍かたわらにいる時にしか扱あつかえない。逆ぎやくに言えば、所有者が王の資し格かくを持つ者なんだ。民たみは神具を掲げる王に絶対的な信しん頼らいを寄せる。マリンベルはその信仰心を利用して国を治めようとしているんだ」


「マリンベル……あぁ、ウォルク」


「アーディスもだ。アーディス・マリンベル。ウォルクとアーディスは親子なんだ」


　絶句とまではいかないものの、今度もルビーウルフは驚おどろきで黙だまった。見ると眉を吊り上げている。


「それに貴き族ぞくたちも。マリンベルが撒まいた餌えさに群むらがり、飼かわれた連中をマリンベル派はと呼んでいる。民の血けつ税ぜいを吸すい上げて私し腹ふくを肥こやし、それでも飽あき足らずにトライアンを侵しん略りやくしようなどと考えている連中だ。最初はあんたも飼い慣ならすつもりだったようだが、性せい格かくを見て無理だと思ったのだろうな。酸さんで顔を焼いて二度と人前に出られないようにする──もしかしたら、手足と舌したを切せつ断だんしてやろう、くらい考えているかもしれない」


「えぐいこと言うのな、お前。てか、何のためにそんなことすんの」


　そう言いながらもルビーウルフの声は平然としたものだ。やはりこの少女の精せい神しんは鋼はがねの装そう甲こうらしい。


「連中が欲しいのは〈導きの剣〉を掲げる信仰の対象と言っただろう？　十五年前、赤ん坊ぼうだったあんたを育てて洗せん脳のうしようとしたことを繰くり返すつもりなんだ。あんたに子供を産ませてな」


「こども」


　相当嫌いやそうな声だった。歩きながら足をばたばたと踏ふみ鳴らしている。


「うああ、気色悪い。あんな奴やつらのお相手なんかお断ことわりだよ、鳥とり肌はだが立つ」


「ということは、俺おれの予想が当たる可か能のう性せいは高いな。扱いにくい猛もう獣じゆうを大人しくさせるには動けないようにしてしまえばいい。手足を奪うばって舌も切り、話せない、自害も出来ないようにしてしまえば思い通りになる。あんたには子を産む能のう力りよくさえ残っていればいいんだ。生まれた王子か王女をいいように育て、民心を操あやつって他国への侵略行こう為いにも無む謀ぼうな戦争にも国民を駆かり出す。そんなところだ」


「たしかに、そりゃあ死んだほうが世のため人のためってなもんだね。だけどあたし、死ぬ気はないよ。死にたくない」


　強いな。正直にジェイドはそう思った。


　死にたくないというのは弱さではないのだ。仲間を殺され、捕つかまれば地じ獄ごくを見ると知っても物もの怖おじしない、その強さ。もちろん状じよう況きようを理り解かいしていないわけではない。頭の切れる少女だ。先ほどの戦い振ぶりを見てもわかる。


「まぁ、あたしはそのマリンベル派ってのをぶっ潰つぶせれば溜りゆう飲いんが下がるわけだけど。──その前に、ひとついい？」


　ルビーウルフが立ち止まって問うた。その改まった様子に、わずかに緊きん張ちようが走る。


「まだ追っ手がいたのか？」


「いんや、気配も匂においもない。しばらくは歩いてても大だい丈じよう夫ぶだろうね。そうじゃなくてさ、お前その肩かたどうしたの？」


　ジェイドは思わず息を呑のんだ。痛いたみを表ひよう情じように出したつもりはない。


「隠かくしたってね、わかるんだ。歩き方とか戦い方が、絶ぜつ対たいどっか変になるから」


　なんとも目め聡ざといものだ。ジェイドは溜め息をつく。


「……大したことはない。すぐに治る」


「下手に我が慢まんされるとこっちが迷めい惑わくなんだ。見てて気分悪い。ちっと見せてみな」


　言いながらルビーウルフはジェイドの襟えり元もとに摑つかみかかった。無理やり脱ぬがせる気だ。


「よせ！──自分で脱ぐ！」


　手を振り払はらっても諦あきらめる様子がないので妥だ協きようすることにした。上着を脱いで上半身を晒さらす。森の空気は思った以上に体を冷やした。


　肩に巻まいた包帯を取り払ったルビーウルフは顔を顰めた。そしてジェイドをきつく睨にらむ。


「何、この火傷やけど。水みず脹ぶくれになってる。焼いた鉄でも押おし当てたのか？　角度からいって自分でやったみたいだけど、お前ってそういう性せい癖へきでもあるの？」


「馬ば鹿かを言うな。俺の肩にもあの馬と同じ、動向を監かん視しするための縛ばく印いんがあったんだ。ガーディアン入隊の条じよう件けんとしてアーディスに刻きざまれた。消すためには、皮ひ膚ふを剝はぎ取るか焼くしかない」


「魔ま導どう治ち療りようは？」


「それでは縛印まで復ふつ活かつしてしまう。自然治ち癒ゆさせれば傷きず跡あとが縛印の形を崩くずすから効こう力りよくを取り戻もどすことはない」


　ジェイドの答えにルビーウルフは呆あきれたように溜め息をつく。赤く爛ただれて水が溜まり、痛々しく膨ふくれた火傷の中、たしかに何かの印が見て取れた。歪ゆがんで形が崩れている。


「放ほうっておいたら化か膿のうして腐くさるよ。……しょうがないな」


　呟きを漏もらしてルビーウルフは身を翻ひるがえす。駆かけ出そうとしたのを察し、ジェイドは慌あわてて彼女の腕を摑んだ。


「逃にげやしないよ。薬草を探さがしてくる。お前はここで待ってな」


「逃げられるなんて思っていない。目の届とどかない場所に行かれるのが不安なんだ。もしガーディアンの追っ手が現あらわれたら、あんた一人で勝てるのか？」


　ルビーウルフはわずかに驚おどろいたようだった。目を瞬しばたたかせ、そして笑う。


「心配してくれるんだ？　そりゃあどうも。けど、そんな定かでないこと心配して、目の前の怪け我が人ほったらかしにするのは主しゆ義ぎじゃないんだよ」


　諭さとすような口調だった。確たしかにルビーウルフは人ひと並なみ外れた勘かんを持っているようだったが、やはりまだ十五の少女。何かあったらと思うと手を離はなすことはできない。


　深く、長く、ルビーウルフは息を吐はく。困こまったように頭を搔かき、おもむろに〈導きの剣〉を革かわの剣帯ごと外した。その行動の意味がわからずジェイドが眉まゆ根ねを寄せると、ルビーウルフは微笑ほほえんだ。そして彼に向かって〈導きの剣〉を投げつける。


　ジェイドはとっさにルビーウルフの腕から手を離して跳とび退すさった。〈導きの剣〉が体の上に伸のし掛かかってくれば地面にへばりつくことになる。


「預あずけたよ」


　抗こう議ぎする暇ひまもあらばこそ、ルビーウルフは言い置いて走り去った。追おうとしたが、一呼こ吸きゆうする間もなく彼女の姿すがたは闇やみに消えた。光の蝶ちようはジェイドの傍そばを飛んでいる。完全なる闇の中へルビーウルフは飛び込んだのだ。


　大きく溜ため息をついてジェイドはその場に座すわり込こむ。彼の脚あしではルビーウルフの本気の走りについて行くことなどできない。彼女にしか持てないとわかっているが、〈導きの剣〉を放置するわけにもいかなかった。


　なんと不ふ甲が斐いないことか。王女を救ったはずなのに、いつの間にか救われている。先ほどの戦いでもそうだ。ルビーウルフの援えん護ごがなければ酸さんで焼かれていただろう。


　一呼吸置き、ズボンのポケットからペンダントを取り出した。トップは金の浮うき彫ぼりのロケットで、『ジェイド』を示しめす翡翠ひすいが一粒つぶはめ込まれている。中にはジェイドが三つばかりの頃ころの肖しよう像ぞう画がが収おさめられていた。ジェイドはいつも、このロケットに祈いのりを捧ささげる。


　父の墓はかはない。罪ざい人にんは国のどこかに葬ほうむられ、墓ぼ標ひようを持つことを許ゆるされないのだ。ゆえにジェイドは父の墓に花を供そなえることすらできない。


　遺い体たいが収しゆう容ようされ、検けん分ぶんされたのちにロベールがジェイドに会いに来た。母も亡なくし、親類のもとへ預けられることになったジェイドに彼はこのロケットを渡わたしてくれたのだ。


「父君の御ご遺い品ひんです。これだけしか持ち出せず、申し訳わけありません」


　そう言って頭を下げた十五年前のロベール。幼おさなかったジェイドにも、彼の優やさしさは心の底まで染しみ渡った。


　ロケットを握にぎり締しめ、彼の無事を祈る。


　このロケットはジェイドにとって戒いましめでもあった。必ず父の無念を晴らす。王女はきっと生きていて、戻もどって来た時はマリンベルの魔ま手しゆから守ってみせると自分自身に誓ちかっていた。


　風が吹ふいた。髪かみを束ねた紐ひもが緩ゆるんで草の上に落ちる。ロケットをしまって紐を拾い、髪を束ね直している最中にルビーウルフは戻ってきた。手には細長い肉にく厚あつの葉が数本握られている。


　彼女は軽く手を上げて挨あい拶さつし、胴どうに巻まいていた帯を取り外す。さらに結び目を一つ解といて、端はしの一枚まいを分ぶん離りさせた。それから座すわってサーベルを抜ぬき、葉の表皮を削そぎ落としていく。中から現れた半透とう明めいな葉肉をルビーウルフはジェイドに差し出した。


「食いな」


　言いながら、自身も一本を齧かじる。毒がないことを証明したつもりらしい。礼を言って受け取り、ジェイドもそれを口に含ふくむ。わずかな苦味の中に瑞みず々みずしい甘あまさがあった。


　葉肉を二人で平らげ、削ぎ落とした表皮をルビーウルフは帯から分離させた布ぬのの中に包んだ。それを平らな石の上に載のせ、丸い石で打って潰つぶす。白い布がすぐさま緑に染まった。


「少し痛いたいよ。歯ぁ食いしばれ」


　言うなりルビーウルフはサーベルを構かまえた。火傷やけどによって皮下に溜まった水を抜ぬき取るためだ。悟さとり、ジェイドは頷うなずいた。


　刃やいばが閃ひらめいて肩かたに痛みが走る。わずかに眉を歪ゆがめたが、呻うめくことはなかった。


　傷きず口ぐちから水が溢あふれ出す。搾しぼり出し、ルビーウルフが葉の表皮を包んだ布をジェイドの傷口に押し当てた。緑色の液えき体たいが布から滴したたり、肌はだを伝う。しばらくの間そうしたのち、シーツの帯を裂さいて細くしたものを包帯の代わりに巻いてくれた。てきぱきとして、実に手て際ぎわのいい処しよ置ちだった。


「これで悪化することはないはずだよ。でも、無理はしないほうがいい。効ききはじめは熱を持つから」


　残った布を再び胴に巻きつけ、〈導きの剣〉を背せ負おい直しつつ言ってルビーウルフは片かた膝ひざを立てて座った。たしかに彼女の言葉通り、右腕全体がわずかな痛みを伴ともなうほどに熱い。しばらくここで休息をとることになりそうだ。


「手て馴なれているんだな」


「これぐらいできなきゃ森でなんか暮くらせないよ。仲間が怪け我がをした時、一番近くにいる奴やつが手当てする。それが鉄てつ則そくだから」


　目線をどこか遠くに移うつし、答えたルビーウルフの声は沈しずみ気味だった。一いつ瞬しゆんだけ不思議に思って、はっとする。仲間のことを思い出させてしまった。


「仲間のことは、本当に申し訳ない。俺には止める術すべがなかった」


「謝あやまられたって死んだ者は生き返らないよ」


　いっそ恨うらみ言をぶつけられたほうがましだと思った。それほどルビーウルフの声は虚むなしかった。家族を失うつらさを知っているだけに、ジェイドは胸むねが塞ふさがる想おもいがして何も言えなくなる。


　沈ちん黙もくが流れた。風に梢こずえが揺ゆれ、枝えだ葉はの擦こすれ合う音が響ひびく。長い前髪が目にかかったが、払はらうこともできなかった。


　ふいにルビーウルフが言葉を発した。


「……モルダはさ、人を殺すことが嫌きらいだったんだ。変だろ、盗とう賊ぞくなのに。それでも、どうしても殺さなきゃいけない時ってあるんだ。そうしなきゃ自分が死ぬかもしれないって時がさ。だから、あたしも殺しの経けい験けんはあるよ。何度かね。けど、モルダは絶ぜつ対たいいい顔しなかった。しかめっ面つらで『俺おれはそういうのは好きじゃない』って言うんだ。でさ、あたしがしょげてると必ず笑って言ってくれる。『何はともあれ、お前が生きててよかった』って」
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　ジェイドはただ聞いていることしか出来ない。何を言っても慰なぐさめにすらならないことくらい、わかりきっていた。


「頭は悪いし、変な物拾ってきて自じ慢まんするし不細工だし、酔よって踊おどって挙あげ句くに転んで捻ねん挫ざなんかする馬ば鹿かなんだけど、それでもあたしはモルダが好きだった」


　ルビーウルフは微かすかに笑った。『好きだ』という感情が、彼女の胸を占しめているのだ。


「長老っていってさ、歯がほとんどなくて、よく聞かないと何言ってんだかわかんない爺じいさんがいたんだ。長老が作ってくれる蜂はち蜜みつ酒しゆ、あたし好きだったんだけど、なんでか子ども扱あつかいされてる気になっちゃって。あの時も作ってくれたんだけど、結局飲まなかったな。──もう二度と飲めないのに」


　淡たん々たんと思い出を反はん芻すうする彼女の姿すがたに、ジェイドの胸はきりきりと痛んだ。王女を救うなど、奇き麗れい事ごとだ。父の無念を晴らすため、この少女を利用しようとした。真に恨まれるべきは自分だという思いが湧わき起こり、どうしようもなく苦しい。


「それに、ディーゴ。仲間の中で、一番あたしのこと可愛かわいがってくれた。あたしが十二歳さいになるまで肩車したがってさ。恥はずかしいから嫌いやだって言ってんのに」


　くすくすと声を漏もらして笑う。その様子がさらに物悲しかった。


「みんな好きだった。服が破やぶけたら繕つくろってくれる奴がいたり、本を読み聞かせしてくれる奴がいたり……。剣でも弓でも、自分が得意にしてる武ぶ芸げいを競きそうように教えてくれてさ。楽しかったな。狼おおかみたちもあたしを慕したってくれてたし」


　もう戻らない日々。ガーディアンがそれを奪うばった。


「女官たちに聞いたよ。お前の親父おやじさんが、あたしのこと助けてくれたんだってね。仲間に会わせてくれたことには礼を言いたい。でも、あたしが盗賊にならなきゃ、みんな死ぬことはなかった。感かん謝しやすべきか恨むべきか……いや、今さら何を言っても仕方ないな」


「申し訳わけない……」


　辛かろうじて声は絞しぼり出せた。しかしルビーウルフの顔を直ちよく視しすることはできない。彼女は変わらず静かな声で言う。


「何に謝る？　あたしに？　あたしの仲間に？　親父さんの代だい弁べん？──違ちがうね。お前は罪つみの意い識しきから逃のがれるために謝しや罪ざいの言葉を吐はいてるだけだ」


　何も言い返せなかった。そう思われても仕方がない。いや、実じつ際さいその通りなのかもしれないが、今のジェイドには自分の思いを表現する術はなかった。


　ふいにルビーウルフは笑いを漏らす。


「とまぁ、そんな感じで悩なやんでくれ。それで許ゆるしてやるよ、あたしはね。仲間たちがどう思うかはわからないけど……。お前にだって、よほどの覚かく悟ごと事じ情じようがあったみたいだし。何より、あたし一人じゃどうしようもない。──お前、親父さんの無念を晴らしたいんだろ？　違うか？」


　ジェイドは驚おどろき、そして頷く。彼女に噓うそや黙もく秘ひなど通用しない。そんな気がしてきた。


「そうだ。大逆という虚きよ構こうの罪で貶おとしめられ、死んだ父に代わってマリンベルの支し配はいからグラディウスを解かい放ほうする。そのために、あんたには王女として振ふる舞まってほしい。民たみは神具を持つ王を切望している。民心の支ささえになってもらいたい」


「なら、お互たがい様だ。お前はあたしを利用して、あたしはお前を利用する。持ちつ持たれつ、仲良くやろう」


　この時になって、ようやくジェイドはルビーウルフの顔を見ることができた。彼女は笑っていた。穏おだやかなようにも、したたかなようにも思える笑えみだった。


「ビビらせて悪かったな。でも、そのくらいは背負ってよ。あたしも仲間を守れなかった罪、背負って生きるから。二人でなら、少し楽になると思わないか？」


　本当にしたたかだ。思い、ジェイドは苦く笑しようを堪こらえることができなかった。それに、『二人で』とは。その言葉が何な故ぜか強く反芻されて、胸がこそばゆい感じがする。


　風が唸うなった。その音の中に何かを感じたのか、ルビーウルフは跳はねるように立ち上がる。あまりに突とつ然ぜんでジェイドは体の芯しんが凍こおりつくような気になった。


「追っ手か……!?」


「違う、聞こえた……。ケーナとフロスト、あいつら生きてた！　あたしを探してる！」


　暗くら闇やみで微び光こうを見み出いだしたような、喜びに満ちた笑顔だった。けれどジェイドには彼女の言葉の意味がわからなかった。眉まゆ根ねを寄よせる。


「狼だよ。あたしの家族。逃にげ延のびたんだ、良かった……」


　ジェイドの表情を読み取ってか、ルビーウルフが言った。


　狼。そういえば、あの場から二頭ほど逃げたのを思い出す。逃げたというよりルビーウルフが逃がしたといった感じだったが。


「だが、ここはレターナとは方角が逆だ。どうやってあんたの居い場ば所しよを知ったんだろう」


　レターナはグラディウスの北方に位置する森だ。今はトライアンとの国こつ境きように向かっているから、中心の城じよう下か都市より南の森にジェイドたちはいる。


「さぁ、わからない。でも、あたしも勘かんで仲間の居場所当てたり、しょっちゅうだったよ。帰主本ほん能のうってのがあるらしいけど、それかな」


　遠い土地へ越こした飼かい主を、はぐれた犬が探し当てたという話をジェイドは聞いたことがあった。それと似にたようなものだろうか。


　やはり彼女は根本の部分が獣けものなんだ、とジェイドが妙みように感心しているとルビーウルフが突然に雄お叫たけびを上げた。いや、遠とお吠ぼえと言ったほうが正しいかもしれない。


　たまげて眼めを見開く。止めようかとも思ったが、これを人の声と思う者はまずいないだろう。訊たずねずとも仲間を呼んでいるのだとわかったからジェイドは黙だまって待つことにした。


　咆ほえ、ルビーウルフは耳を澄すます。ジェイドには風の唸りとしか思えない低い音が遠くから微かすかに届とどき、呼こ応おうして再ふたたびルビーウルフが叫さけぶ。それが何度か続いた。


「トライアンとの国境に向かうと伝えた。明日には合流できそうだ」


「獣の言葉が話せるのか？」


「あたしは狼ヴィアンカの娘むすめだよ。親兄弟の言葉を理り解かいできないほうがおかしい」


　さも当然といった調子でルビーウルフは言う。たしかに実際、彼女が狼を統とう率そつしている姿も見ているし、首を捻ひねりながらもジェイドは納なつ得とくした。


　応答を終え、ルビーウルフは笑顔で腰こしを下ろした。仲間と合流できる目め処どがついた安心感からか、肩から力が抜ぬけたのがジェイドにもはっきりわかった。思わず安あん堵どする。この少女には笑っていて欲ほしいと胸の底で願いはじめていた。きっと万民を幸福に導みちびく笑顔だと、そんな気がする。


「少し眠ねむろう。あたしが先に見み張はりをするよ」


「そうはいかない。自分で言うのもなんだが、俺おれはあまり役に立っていないから少しくらい働かせてくれないか」


　わずかばかり冗じよう談だんめかして言うと、ルビーウルフは声を立てて笑った。そして頷うなずく。


「わかった。じゃあ任まかせるよ。しばらくしたら起こして」


　木の根を枕まくらに、ルビーウルフは横になる。男の傍そばで無む防ぼう備びだなと思ってジェイドは少し呆あきれ、そして妙なことが気になりだした。自分は信しん頼らいされているのか、それとも警けい戒かいに値あたいしない男なのか。


　前者ならいいなと思いつつ、もっと筋すじの通った説に思い至いたる。彼女は獣だ。ジェイドが少しでも変な気を起こしたら、飛び起きて何の躊躇ためらいもなく嚙かみつくのだろう。


　己おのれの狼おおかみたる感覚を信じているからこそ、彼女はこうして眠れるのだ。


　そうすると結局、信頼されているのかいないのかわからなくなってジェイドはなんだか悶もん々もんとしてしまった。おかげで眠気には襲おそわれずに済すみそうだった。




　第４章　狼おおかみ







「手紙、のようなものだ」


　歩きつつ、ジェイドは魔ま導どうをそのように譬たとえた。


　何度か交代で寝ね起おきしてのち、朝日が昇のぼってすぐ出立した。ずいぶん歩いて、太陽はすでに天てん頂ちように近い。


　歩くのに飽あきたルビーウルフが魔導について訊たずねてきたので理り論ろんを並ならべて説明をした。そうしたら、ワケわかんねぇもっと嚙み砕くだいて言えないのかと怒おこられたのでジェイドなりにわかりやすく譬えたのが『手紙』である。


「呪じゆ文もんは宛あて先さきの住所だ。手紙の中には『何々を送って欲ほしい』と書いてあるとする。しかし差出人がわからなければ品物は届とどかない。だから名乗る。送って欲しい物は最後の一節──『呼ばれしものは』で指定する」


　ルビーウルフは少しだけ首を斜ななめに傾かたむけながらも、なんとか頷いた。目をジェイドに向けて、残った疑ぎ問もんをぶつける。


「じゃあ、その品物を送ってくれるのは誰だれ？」


「精せい霊れいだ。ロゥヴァースが神具を作るために四し肢しを引き千切った時、飛び散った血が万ばん物ぶつに宿って精霊になったという。その精霊に呪文で交こう渉しようし、力を認みとめられてはじめて魔法が発動する」


「発動しないことってあるんだ？」


　ジェイドは頷いた。


「偽ぎ名めいを使えばまず無理だ。精霊は噓うそを嫌きらう。それから、魔導理論を半はん端ぱにしか理解していない者や才さい能のうのない者は精霊にそっぽを向かれる。逆ぎやくに才能溢あふれる者には精霊はこぞって奉ほう仕しをしたがる。だから私は最強なのだと老ろう師しが常つね々づね言っていた」


「わぁ、自信家」


「そういう人なんだ」


　言ってからジェイドは深く溜ため息をついた。老師のことは尊そん敬けいしている。けれど心の片かた隅すみには常に恐きよう怖ふ心があった。あれはもはや人間でないような気さえする。本人の前では口が裂さけても言えない……いや、本人がいなくても憚はばかられる。完全な心ト的ラ外ウ傷マだった。


「元気出しなよ、そのうちいいことあるって」


　ジェイドがあまりに沈しずんだ様子に見えたのか、ルビーウルフは励はげましの言葉をかけてくれる。しかし棒ぼう読よみだった。木の上に何かを見つけたらしく、注意がそちらに行っている。一いつ瞬しゆんきらりと彼女の目が光った。


「な、腹はらへったと思わない？」


「え？　まぁ、それは……」


　朝に食べたのはジェイドが持っていたわずかな携けい帯たい食だけ。そのために彼女がひもじい思いをしていることに、ジェイドは申し訳なく思った。だから謝あやまろうとしたのだが。


「あいつ美う味まそう」


　言うが早いかルビーウルフは足元の小石を拾って木の上の繁しげる葉の中へ投げ飛ばした。高い悲鳴ののち、梢こずえを揺ゆらして軽いものが落ちる音。その落下地点へルビーウルフは喜々として駆かけて行った。茂しげみを搔かき分ける。


　いきなりのことで動けなかったジェイドのもとへ戻もどって来たルビーウルフの手には一羽の鳩はとが捕とらえられていた。首を摑つかまれ、暴あばれる様子もない。もう死んでいるようだった。


「すごいな。一いち撃げきか」


「苦しませるのも寝覚め悪いしね。木の枝えだ集めて火ぃ熾おこして。あたしが捌さばくから」


　言いながら彼女はサーベルを抜ぬく。そして眉根を寄せた。


「ねぇ。こいつ足に何かつけてるよ」


　示しめされ、ジェイドも鳩の足を見た。たしかに小さな筒つつのようなものが革かわのベルトで鳩の足に括くくりつけられている。


「伝書鳩じゃないか」


　驚おどろいたのと申し訳ないのとで、ジェイドは声が上ずった。鷹たかなどの外がい敵てきに襲おそわれることを想定して、同じ文書を数羽に運ばせるものなので通信を途と絶だえさせてしまうことはないだろうが、誰かが飼かっていた鳩なのは間ま違ちがいないのだ。


　しかしながらルビーウルフを責せめることはできない。悪気は一いつ切さいないのだし、ジェイド自身も空くう腹ふくだった。


「どうりで丸々太って毛け艶づやがいいと……。でもまぁ、殺やっちまったもんは食うしかないよ」


「そうだな……」


　とりあえず、ジェイドは筒の中を検あらためることにした。蓋ふたを開けて小さく畳たたまれた紙を取り出して広げ──息を飲む。


　文書の内ない容ようは、王おう城じようから逃とう亡ぼうした謀む反ほん人にんを捕らえ、連れ去られた少女を保ほ護ごせよと伝えるものだった。グラディウス王城から各町村にある兵の詰つめ所へ飛ばされた鳩だったのだ。


「覚かく悟ごはしていたが……。この先、人里では苦労しそうだ」


　この文書には捜そう索さくの旨むねしか書かれていないが、おそらく二人の特とく徴ちようなどを記した文書も飛ばされているだろう。食料調達が難むずかしくなりそうだ。しかし──


「多少の難なん儀ぎは仕方ないだろ。脱だつ走そうしたんだし。それよりさっさと火ぃ熾してよ」


　鳩の喉のどをサーベルで搔き切って血を抜き、羽を毟むしりながらルビーウルフは言った。彼女に食糧の調達問題は、あまり関係ないようだ。むしろ盗とう賊ぞくとして生きてきたから兵に追われることなど日にち常じよう茶さ飯はん事じといったところか。


　結局のところ、気き鬱うつになっているのはジェイドだけなのだ。先のことばかり懸け念ねんして、体の中に重い石を飼っている。これではいざという時、俊しゆん敏びんに動けないはずだ。


　それに比くらべ、ルビーウルフの肝きもっ玉の太いこと。もしかしたら彼女は本当に女王たる器うつわなのかもしれない。血ち筋すじは間違いなく王族だが、育ちの特とく殊しゆさがこのような現象を引き起こした。不ふ謹きん慎しんながら面おも白しろいと思ってしまう。


　ルビーウルフが鳩を解かい体たいする様子を目の端はしで捉とらえながら、ジェイドは木の枝を搔き集めて魔法で火を熾した。そして同じように魔法で氷の飛礫つぶてを出し、携帯していた水すい筒とう代わりの革かわ袋ぶくろに詰める。ルビーウルフは細かく切り分けた肉を枝で串くし刺ざしにして、焚たき火の周りに刺していく。


「せめて塩でもあればいいんだけどなぁ」


　ルビーウルフはそんなことを呟つぶやきながら、肉が焼けるのを待つ。同じく肉が焼けるのを待ちながらジェイドはルビーウルフをぼんやりと眺ながめた。


　木こ漏もれ日を受け、葡ワ萄イ酒ン色の髪かみが仄ほの紅あかい光を帯びている。幼おさな子ごのように瑞みず々みずしい唇くちびるをきゅっと引き結び、髪と同色の睫まつ毛げが縁ふち取どる大きな瞳ひとみに炎ほのおの揺ゆらめきを映うつし込こんでいる。


　あの唇に紅べにを引き、髪や首や耳に宝ほう石せきを飾かざってドレスを着たら、きっと驚おどろくほど綺き麗れいだろうと思う。


　昨夜、彼女に『許ゆるしてやるよ』と言われてから、ジェイドは幾いく分ぶん気が楽になった。今朝からも、取りとめもない話をして笑ってくれる。それがなんだか嬉うれしかった。


「いや、でも鳩肉にはやっぱ胡こ椒しようかな。なー、どう思う？」


　目線を肉からジェイドに移うつし、紅こう玉ぎよくの瞳を瞬まばたきで煌きらめかせる。その様子が実じつ際さいの年ねん齢れいより幼く見え、可お笑かしく思った。


「レモンなんかはどうだろう。臭くさみが消える」


「あぁ、ありかも。んー、でもなぁ、今は塩な気分かなー。って言っても塩も胡椒もレモンもないんだけど」


　そんなことを話しながら、二人で焚き火を見つめる。ようやく肉が焼けた。表面がかりかりと狐きつね色になり、肉にく汁じるが滴したたっている。


　一口食べて、確かに塩気は欲しいと思った。味付けのない肉は想そう像ぞう以上に喉を通らない。ジェイドが四苦八苦している間に、ルビーウルフは自分の分を平らげてしまった。少々の粗そ食しよくには慣なれているらしい。


　宰さい相しようの息子むすことして生まれ、師しのもとで育ち、王城に上がったジェイドのほうが王女であるルビーウルフより舌したが肥こえているというのは、いかんともしがたく妙な心地ここちだった。


　ルビーウルフはまだ食べたりなかったのか、山鳥をさらに二、三羽捕ってきて捌いた。もちろん今度は伝書鳩ではなく、野生の鳥だ。せっせと解体しては肉を焼き、火に薪たきぎをくべる。


「町にはいつごろ着くかな」


「夕方までには人里に着くはずだ。喉が渇かわいたのなら、ここに氷が」


　味のない肉にく片へんを飲み下してジェイドは答え、革袋をルビーウルフに渡わたした。彼女は溶とけかけた氷を取り出し、美お味いしそうに舐なめる。その姿すがたに胸むねが痛いたんだ。


　ルビーウルフは決して『暑い』とは言わない。グラディウスは北国で、割わり合あい過すごしやすいとはいえ今は夏だ。森の中では涼りようを感じるが、昼間は歩けば汗あせばむ。それで渇きを感じないはずはない。事実、先ほど火の傍そばに顔を寄せていた時、彼女は何度も額ひたいの汗を拭ぬぐっていた。ジェイドに気を遣つかわせないため、なんでもないふりをしているのだ。


　謝あやまりたいが、それでは彼女の気き遣づかいを無む駄だにしてしまう。甘あまえるようだが、ここは気づかないふりで感謝を示しめすことにした。


　肉を胃に詰つめ込むため、ジェイドが奮ふん闘とうしている間にルビーウルフは火の始末をし、鳩の羽う毛もうや残ざん骸がいを草で隠かくした。人がいた形けい跡せきを消すのが盗とう賊ぞくの常じよう識しきなんだと言いながら。


　ジェイドが食べ終わると、今度は包帯を新しく替かえてくれた。赤い腫はれが残っているが、もう痛みはほとんどない。薬草と清せい潔けつな包帯のおかげだが、シーツの帯はすっかり短くなって、もう簡かん易い鈍どん器きとしては使えなさそうだ。


「布ぬのって一枚まいあると便利なんだ。ああいう使い方も出来るし、こうして包帯にもなる。水に浸ひたして絞しぼったものを叩たたきつけると、けっこう痛いしね」


　シーツを持ち出したのはそういうことだったらしい。


　言動こそ男じみているが、ルビーウルフは意外と甲か斐い甲が斐いしかった。盗賊団だんという大家族の中で育ったせいか、細やかな心配りが実に自然なのだ。人に傅かしずかれることを当たり前と思っている貴き族ぞくの娘むすめより、彼女のほうが一いつ緒しよにいて楽と感じるのはそのためかもしれない。本来なら貴族の娘を引き合いに出すことすら憚られるような身分であるのだが。


　思うと自然に笑えみが零こぼれた。つられたようにルビーウルフも笑った。そういう瞬しゆん間かんがある度たび、胸の奥おくがちりちりと焼け付く。痛くはなく、くすぐったい感覚だった。


「胃は落ち着いたか。そろそろ先へ進もう」


　言ってルビーウルフが立ち上がる。倣ならってジェイドも腰こしを浮うかした瞬間、ルビーウルフの表情が険けわしいものに変わった。痺しびれるような殺気を迸ほとばしらせる。


　それが何を意味するのか、すぐさま察知した。彼女が向く方を見み据すえ、構かまえる。


「おかしいな。気配は完全に消したのに」


　葉を擦こする音すら立てずに濃のう緑りよくの中から現あらわれたのは、紺こん青じようの服を着てサーベルを携たずさえた男が二人。大きいのと小さいの。軽けい薄はくな笑みを浮かべて言ったのは茶ちや髪ぱつを逆さか立だたせた小さいほうだった。


　豪ごう胆たんに笑ってルビーウルフは言う。


「あぁ、完かん璧ぺきだったさ。だけど相手が悪かったね」


　サーベルを抜ぬき、すでに臨りん戦せん態たい勢せいだ。ジェイドはもう一人の大きいほうに目線をやる。


「ずいぶん逃にげ足が速いじゃないっすか、副隊長。探すのに骨ほねが折れちまいましたよ。親父おやじと同じ罪つみを犯おかすとは、もう救いようもないですぜ」


　筋きん肉にく質しつの、巌いわおのような体から出る声は地を這はうように低い。二人とも、歳としはジェイドより十ばかり上だったと記き憶おくしている。


「ディズレーリ、マクレイ。君たち二人だけか？」


　我われながら愚ぐ問もんだとジェイドは思った。けれど今のはガーディアン二人への問いではない。ルビーウルフに向けたものだ。仮かりに伏ふく兵へいが潜ひそんでいても彼女は確かく実じつに見抜く。偽いつわるのは自由だが、無意味なことだ。


　ディズレーリ──小さいほうが言う。


「俺おれらだけさ。諸しよ侯こう方がガーディアンを手放したがらなくてね。そちらのお姫ひめ様さまがビビらせてくれたもんだから」


　その口調に、もはや王女という権けん力りよくに対する遠えん慮りよも敬けい意いも見られない。人目さえなければ何をしてもいいと、そういうことだろう。


　ジェイドの視し野やの端はしでルビーウルフが小さく頷うなずいた。彼の言葉に噓うそはないようだ。


「あんたの顔を見てると手が痛いたむぜ、お姫様。この獣けもの女おんなめ」


　強く握にぎった拳こぶしを突つきつけ、ディズレーリが吐はき捨すてる。ルビーウルフは一瞬だけ眉まゆ根ねを寄せ、そして合点がいったように笑った。昨日、自分が嚙かみ砕くだいた手の持ち主が彼だとようやく気づいたらしい。


「昨日の、お前か。魔ま法ほうで綺麗に治ってるからわからなかった。──悪いね。あたし馬ば鹿かだから、どうでもいい奴やつの顔覚えてるだけの記き憶おく力りよくないんだ」


　明らかな挑ちよう発はつにディズレーリが憤いきどおった。顔に朱しゆが昇のぼる。けれどいきなり飛び掛かってくるような真ま似ねはしない。


「隊長殿どののお許ゆるしが出たんだ。ジェイド・コルコットは生死を問わず。シャティナ・レイ・スカーレット・グラディウスは生け捕どり。──ただし、手足の二、三本はなくてかまわないってな」


　ジェイドは辟へき易えきした。予想通りだが、当たって嬉うれしいものではない。


「お前の言った通りな」


　隣となりでルビーウルフが囁ささやいた。彼女も同じことを考えたらしい。


「君たちはマリンベルがトライアンへ侵しん略りやく戦争を仕し掛かけると知っているのか」


　知っていてマリンベルへ荷か担たんするなら容よう赦しやはしない。知らないなら、動どう揺ようを誘さそうことができる。後者であることを願ったが──


「知ってますよ、もちろん。公然と人を殺せて報ほう奨しようまで頂いただけるなんて、ガーディアンやっててよかった、ってなもんじゃないすか」


　低く喉のどの奥で笑って大きいほう──マクレイが言った。血を見るのが楽しくて仕方がないといった笑みだ。


「マクレイ、あんたは副隊長を頼たのむ。お姫様は俺に譲ゆずれや」


「もともと、そのつもりっす。姫君を間ま違ちがって殺しちまったら、俺が隊長殿に殺される」


　ディズレーリはルビーウルフに恨うらみがある。マクレイは純じゆん粋すいに殺しを楽しみたい。二人の意見が合がつ致ちしたようだった。


　両者の視線がすれ違った次の瞬間、戦せん渦かは巻まき起こった。


「導みちびくのはジル・マクレイ！　呼よばれしものは爆ばく裂れつの地ち殻かく！」


「導くのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは光波の盾たて！」


　二人は同時に術じゆつを放った。地面が盛もり上がって破裂した土の飛礫つぶてがジェイドとルビーウルフに襲おそい掛かる。それを波は紋もん状じように広がる光の盾が防ふせいだ。しかし──


「姫君を庇かばってる暇ひまなんかないっすよ、副隊長！」


　飛礫と共に突とつ進しんしてきたマクレイの拳がジェイドの目前に迫せまっていた。とっさに身を捻ひねってかわす。


「ジェイド！」


　ルビーウルフが援えん護ごに駆かけ寄る。が、すぐに大きく跳とび退すさった。青白い電でん撃げきが彼女のいた場所で炸さく裂れつし、火花を散らす。引き離はなされた。


「あんたの相手は俺だぜっ、お姫様！」


　叫さけびつつ、ディズレーリが剣けん戟げきを繰くり出す。ルビーウルフは頭上にサーベルを翳かざして受け止めた。


「猛もう獣じゆうを調教するには、鞭むちで打って痛めつけるのが一番なんだってな」


　ぎちぎちと鋼はがねの嚙みあう音を立ててディズレーリがルビーウルフを押おす。ルビーウルフはわずかに腰を落とした。たとえ獣並みの身体能力でも、筋きん力りよくだけは十五歳さいの少女が大の男を凌しのぐことは不可能に近い。


　マクレイと並ぶと小さく見えるディズレーリだが、ルビーウルフよりは遥はるかに大きな体たい軀くをしている。そのうえディズレーリには魔法もある。明らかにルビーウルフの不利に見えた。


「あんたみたいな獣でも、痛い目見りゃあ多少はしおらしくなるかねぇ？」


　勝利を確かく信しんした笑みがルビーウルフの全身を撫なぜる。交わる刃やいばの下もと、ルビーウルフは真まっ直すぐに敵てきを睨にらみつけた。


「冗じよう談だんキツイね！」


　言葉に乗せて気を吐はき、柔じゆう軟なんなばねを利用してディズレーリの刃を打ち払はらった。硬かたい音と火花が散る。


「あたしは誰だれにも飼かわれない！　それが盗賊ってもんだ！」


　大きく後ろへ跳んで間合いを取り、ルビーウルフは咆ほえた。けれど今までのような余よ裕ゆうの笑みはない。


　護まもらねば。


　ジェイドが思った次の瞬間だった。またしても大地が爆はぜて飛礫に襲われる。今度は盾の魔法を呼ぶ間もなく、腕うでで顔を庇かばいながら横合いへ飛んでかわした。


「よそ見してると危あぶないっすよ。頼みますから、即そく死しなんていうつまらないことだけは勘かん弁べんしてくださいね」


　粘ねばっこい薄うすら笑いを浮かべてマクレイがにじり寄る。たまらない焦しよう心しんにかられた。ルビーウルフを護りたい思いの前に、巨きよ漢かんが立ち塞ふさがって邪じや魔まをする。


　容よう赦しやはしないと決めた。早々にけりをつけ、ルビーウルフの援護に回らねば危き険けんだ。


　部下へ放つ魔法を呼ぶ、ジェイドの呪じゆ文もんに淀よどみはない。翠みどりの眼まな差ざしに闘とう志しの光が宿った。


「導くのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは鳴なる神かみの粛しゆく清せい！」


　落らく雷らいがマクレイの脳のう天てんに突つき刺ささる──はずだった。命中すれば電撃が全身を巡めぐり、心しん臓ぞうを焼くという術じゆつであったが彼は避よけた。それどころか、落雷の衝しよう撃げき波はに乗って一気に間合いを詰つめてくる。


「いいねぇ！　本気の殺し合いだ！」


　突進してくるマクレイの拳は黒い光を纏まとっていた。拳を鋼の強度に変化させる術を、すでに施ほどこしていたらしい。あれで殴なぐられれば骨など軽く砕くだけてしまう。避けるしかなかった。


　視界の端に、常つねにルビーウルフの姿を捉とらえながらマクレイに対たい峙じする。剣戟の攻こう防ぼうは互ご角かくのようだ。力ではディズレーリが上だが、ルビーウルフには素す早ばやさと柔軟性がある。しかしながらディズレーリには余裕があった。彼は遊んでいる。ルビーウルフを疲ひ弊へいさせ、隙すきが見えた瞬間に魔法を叩たたき込むつもりだ。時間がない。


　襲い来るマクレイの拳を数度にわたって避け続け、足を引いた瞬間よろめく。石を踏ふんだ。すかさず拳が切り返され、ジェイドの頰ほおをかすって前まえ髪がみを数本引き千切った。


　噴ふき出した脂あぶら汗あせが体を冷やす。頰が浅く切れ、血が出ていた。危あやうく顔を叩き潰つぶされるところだ。いや、そんなことより──


　ジェイドは瞳ひとみの闘志に怒いかりの色を滲にじませた。憤いきどおりを抑おさえることが出来ない。


「綺き麗れいな顔に傷きずをつけられて、そんなに悔くやしいっすか？」


　ジェイドは答えない。無言のまま、ただ相手を睨にらみ据すえる。彼の逆げき鱗りんに触ふれてしまったことに、マクレイは気づいていなかった。


　ジェイドは高速で呪文を唱える。


「導くのはジェイド・コルコット！　呼ばれしものは氷結の驟しゆう雨う！」


　空気中の水分を集結させ、凍こおらせる。細かな刃となったそれらは剃刀かみそりのような切れ味をもってマクレイに降り注ぐ。


　氷の刃に肩を浅く裂さかれたものの辛かろうじて避けたマクレイの笑みが濃こくなった。危機の中にあって、なお嬉うれしそうに。


「はっはぁ！　もっと大おお技わざ使っていいっすよ！　派手にやりましょうや！」


　命の交こう渉しように酔よいきったように叫さけぶ。そこには確実に間かん隙げきがあった。突ければ勝てる。


　対たい峙じして機を狙ねらう。その時だった。剣戟の最中、鋼の弾はじかれる音が響ひびく。


　白はく刃じんが弧こを描えがき、ジェイドの足元に転がり落ちた。ジェイドがルビーウルフに譲ゆずったサーベルだ。見れば、丸まる腰ごしになったルビーウルフの目前でディズレーリが剣を振ふり上げている。


　とっさにジェイドはサーベルに手を伸のばす。早く彼女の手に武ぶ器きを戻もどさなければ。けれどマクレイの拳を避けるたびにサーベルから遠ざかってしまう。


　再び鋼の嚙かみ合う音が響いた。武器を失ったはずのルビーウルフの手には細い金きん属ぞくの棒ぼうが握にぎられている。それを頭上にかざし、ディズレーリの剣を受け止めたのだ。


　金属の棒は、王女の部屋の窓まどに嵌はめられていた格こう子しだった。あの時にくすねていたらしい。さすがは盗とう賊ぞくと言うべきか。


　けれど、そんなものではこの先が持たない。それはルビーウルフもわかっていたらしく、すぐさま大きく飛び退のく。


　ディズレーリは笑った。逃にげる獲え物ものを追う犬のように。そして唱えた呪文を放つ。


「導くのはノーマン・ディズレーリ！　呼ばれしものは緊きん縛ばくの蔦つた葛かずら！」


　勘かんで危険を察したのか、ルビーウルフは一いつ旦たん茂しげみの中に身を隠かくそうとした。濃緑の中へ飛び込み──


「──っ！」


　飛び込んだ藪やぶの中から、蔓つる草くさが生物のように飛び出してくる。慌あわてて軌き道どう修しゆう正せいしようとしたルビーウルフだったが、手足を絡からめ取られて木の幹みきに背せを叩たたきつけられ、そのまま捕ほ縛ばくされてしまった。


「ルビーウルフ！」


　思わずジェイドは彼女の名を呼んだ。目の前にいる敵のことを、一瞬だが完全に忘わすれて。


　その間隙を敵が見み逃のがすはずがなかった。一気に間合いを詰めたマクレイが、気づけば目前。足をすくわれ、仰あお向むけに倒たおれる。その上から、マクレイが馬乗りに伸のし掛かかってきた。呪文を唱えられないよう、顎あごを押おさえつけられる。


「油ゆ断だん禁きん物もつって言ったでしょ。──さて、どうやって死にたいっすか？　あぁ、そうだ。あの世の親父おやじに、姫ひめ君ぎみの悲鳴がどんなだったか、土産みやげ話をしてやってはどうっすか」


　マクレイが見やると、ディズレーリは頷うなずいた。サーベルをこれ見よがしに振り、木に磔はりつけにされたルビーウルフへ切っ先を向ける。


「手と足と、どこから斬きってほしい？　それくらいは選ばしてやるよ。舌したを切り取る前に希望を言っときな」


　ひきつけのように喉のどを鳴らしてディズレーリは笑った。


「安心しな、死にゃあしない。傷きず口ぐちはすぐに塞ふさいでやるから。──もっとも、その先には死ねない地じ獄ごくが待ってるがな」


　ジェイドが予想した最悪の未来がルビーウルフに迫せまっていた。手足と舌を奪うばわれれば自害も不ふ可か能のうだ。マリンベル派はの誰かに強ごう姦かんの如ごとく抱だかれ、孕はらんで子が生まれれば彼女は用無しになる。いや、むしろ邪じや魔まだろう。となれば、確実に殺される。


　ジェイドは必死にもがいた。ルビーウルフをそのような目に遭あわせたくない。父の遺い志しとは関係なく、彼女を傷つけられるのが許せなかった。


「おっと、大人しく見学しましょうよ。姫君が斬り刻きざまれる様なんて、なかなか見られないっすよ」


　マクレイの言葉に全身が焼かれたように熱くなった。そんなことはさせない。許さない。


　しかしどんなにもがいても、マクレイの巨体は動かない。転がっているサーベルにも、もうすぐ手が届きそうだというのに。焦あせりと情なさけなさで胃が煮にえるようだった。


　ルビーウルフが高く細い声を上げた。悲ひ痛つうな、紛まぎれもなく悲鳴だ。ディズレーリは愉ゆ快かいそうに哄こう笑しようする。


「今さら女らしい声出しやがって！　そうすりゃあ許してもらえるとでも思ったか！」


　ジェイドの中に一つの感情が生まれた。殺意という名の激げき情じようが。身動きの叶かなわない体の中で、怒ど濤とうの如く暴あばれ回る。


「やっぱり、はじめは手がいいな。人の痛みを知りやがれ」


　言ってディズレーリが刃を振り上げ──ルビーウルフは笑った。


「女いたぶって喜んでる下げ衆すが偉えらそうに」


　拘こう束そくされても堂々たる紅こう玉ぎよくの瞳ひとみに射い抜ぬかれ、ディズレーリに動どう揺ようが生まれた。


　ルビーウルフはもう一度声を上げる。高い悲鳴のようなそれは──咆ほう哮こう。


　彼女が背にした木の後ろ、深く繁しげった藪の中から白い影かげが飛び出した。影はディズレーリに伸し掛かり、耳に食らいついて引き千切った。本物の悲鳴が上がり、白い狼おおかみの被ひ毛もうに血が散る。もう一頭、現れた砂すな色の狼がルビーウルフを拘束する蔓草を食い千切った。


「フロスト！　あとはあたしがやる！」


　自由になったルビーウルフが猛もう然ぜんと駆かけた。白い狼の襲しゆう撃げきから逃のがれたディズレーリが片かた膝ひざを立てて呻うめいている、その場へ。


　一いつ瞬しゆんの出来事だった。


　ルビーウルフが振りかぶった棍こん棒ぼうに側頭部を殴おう打だされ、ディズレーリは横向きに飛ばされる。ルビーウルフの手の中で棍棒──鞘さやに収まったままの〈導みちびきの剣けん〉が木こ漏もれ日を弾はじいて光っていた。


　地上へ張り出した木の根に頭をぶつけたディズレーリはぴくりとも動かなくなる。


「ディズレーリ！」


　あまりの展てん開かいにマクレイが動揺した。ジェイドの顎あごを押おさえていた手の力が緩ゆるんだことに、気づいていない。ジェイドは必死に手を伸のばし、サーベルの柄つかを摑つかんだ。白刃を翻ひるがえす。


　ジェイドの動きに気づいたマクレイが目線を戻もどした時、すでにその腹ふく部ぶは深々とサーベルに薙ながれていた。震ふるえる手で傷口を押さえ、マクレイは仰向けに倒れる。血の泡あわを吹ふいて動く様子はない。彼の生死を確かめる気持ちの余よ裕ゆうは、今のジェイドにはなかった。


　立ち上がり、ジェイドは服の土つち埃ぼこりを払はらう。ふぅ、とルビーウルフが息を吐はいたのが聞こえた。額ひたいの汗あせを拭ぬぐって微笑ほほえみ、両腕を広げる。


「フロストっ、ケーナっ、遅おそかったじゃないか！　心配したぞ！」


　彼女の腕に二頭の狼が飛び込んだ。尻尾しつぽを振り、全身で喜びを表現している。


「ルビーウルフ」


　低く、ジェイドはその名を呼んだ。苛いら立だたしげなその声にルビーウルフは眉まゆ根ねを寄よせ、狼たちが警けい戒かいして唸うなった。


「どうした？　機き嫌げん悪わるそうだな」


「わざと、だったのか？」


　サーベルを失った時に、〈導きの剣〉ではなく鉄の棒を使ったり、蔓草が伸びてくる茂みに自ら飛び込んだり、冷静になって考えてみれば妙みような話だった。


　問いに、躊躇ためらいなく彼女は頷うなずく。


「そうさ。こいつらが近くに来てること、匂においでわかったから」


「もう、二度とするな」


　強く押さえつけるように言われ、今度はルビーウルフが機嫌を損そこねた。唇くちびるを尖とがらせ、きつくジェイドを睨にらむ。


「どうしてさ。いいじゃないか、相手を油ゆ断だんさせるには弱いふりをするのが一番なんだよ」


「心配したんだ。身が砕くだけるほど」


　声を絞しぼり出すように言うとルビーウルフは怯ひるんだ。狼たちを抱だいたまま、ばつが悪そうに言葉に窮きゆうしている。


　深く、ジェイドは息を吐く。左手で顔を覆おおい、俯うつむいた。


「すまない、八つ当たりだ。力が及およばず、護まもれなくて……」


「いや、ごめん。あたしも悪かった、かも」


　非ひを認みとめても、語ご尾びで曖あい昧まいにしてしまうのが彼女らしいと思った。さっぱりしているようで、慣なれた相手に対しては甘あまいところを見せる少女だ。


「けど、護るとか考えないほうがいいよ。下手に気ぃ張ってると、何もかも鈍にぶくなる。──少しでいいから、あたしを信じてみない？」


　その言葉に、頰ほおを叩かれたような衝しよう撃げきを受けた。獣けもののようだと強さを認めていながら、女だから護ってやらなければいけないと思い込んでいたのだ。もちろん、それは間ま違ちがってはいないと思う。魔ま導どう師しであるガーディアンに、彼女が正せい攻こう法ほうで勝てるはずがないのだから。


　しかし、それはルビーウルフにとって侮ぶ辱じよくされたも同然なのではなかろうか。盗とう賊ぞくとしての彼女の誇ほこりは、あまりに気高い。本来なら、馬ば鹿かにするなと激げつ昂こうしていいところを容よう認にんしてくれていたのだ。


「すまない」


「すぐ謝あやまる癖くせも直せな」


　ジェイドは口を噤つぐんだ。また謝りそうになったから。それを見たルビーウルフが笑う。


　自分は間違っていたと、この笑顔を見て思った。唇に紅べにを引くより宝ほう石せきやドレスで飾かざりたてるより、このままのほうがきっとずっと綺き麗れいだ。


　潑はつ剌らつとした笑顔のままで彼女は言う。


「急ごう。次の追っ手が来たらいろいろと面めん倒どうだ」
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　二頭の狼おおかみは、始めはジェイドを気に入らないようだった。ルビーウルフを捕とらえたのが彼だと、覚えていたらしい。ルビーウルフが、こいつは敵てきじゃないからと言い含ふくめてやっと警戒を解といてくれた。けれど彼女にぴったり寄より添そって歩く二頭はジェイドよりよほど騎き士しらしく見え、なんだか悔くやしい気もする。


「ところでお前、懐ふところ具ぐ合あいはどうなの？」


「金なら多少多めに持っている。食事で不自由はさせないし、町に着いたら変へん装そうもしてもらう」


　ジェイドが答えると、ルビーウルフは満足げに頷うなずいた。


「それなら話は早い。ちょいと屈かがんで」


　手て招まねきされ、訝いぶかりながらも従したがった。彼女の前で腰こしを落とし──呼こ吸きゆうが止まる。何の予告もなしに彼女が抱きついてきたのだ。


　頭が真っ白になり、宙ちゆうを搔かいた手を彼女の腰に回すべきかどうか迷まよった瞬しゆん間かん、後ろ髪がみをきつく引っ張ぱられた。次いで、ぶちぶちっと嫌いやな感かん触しよくが頭皮に伝わる。


　まさか、と思った瞬間、解かい放ほうされた。ジェイドから離はなれたルビーウルフの右手にはサーベル、左手には金の糸の束があった。それを茂しげみの中へ、隠かくすように捨すてる。


「これでよし」


「よくない！　なんてことを……！」


　絶ぜつ望ぼう感にジェイドは虚きよ脱だつして膝ひざをつき、両手で土を搔く。俯いた拍ひよう子しに、切られたばかりの毛先が首くび筋すじに触ふれてちくちくした。


「だって長いままだと目立つだろ。いくら変装したって、それじゃ意味ないし。だいたいにして、男が髪なんか惜おしんでんじゃないよ。丸まる刈がりにしてやらないだけましだと思いな」


　丸刈りとか、なんて酷ひどい。


　思ったけれど声は出なかった。人間、怒いかりを通り越こした絶望の淵ふちでは一声発するのさえ困こん難なんなのだ。


　ジェイドがあまりに凄すごい落ち込みようのなので、ルビーウルフもさすがに訝ったらしい。しゃがんでジェイドの顔を覗のぞきこみ──


「あぁ」


　ジェイドの前髪に触れ、彼女は呟つぶやいた。そしてキツイ言葉を放つ。


「お前、デコ面積広いんだ。もしかして若わかハゲ気にしてんの？」


　今、何をしても許ゆるしてあげると言われたら、この女握にぎりこぶしで殴なぐってやる。


　俯いたまま、そんな感情を押し殺す。


「けどさ、髪伸のばしたってどうにもならない問題だと思うよ。ハゲたらハゲたで潔いさぎよく光らしとけ。七三通り越して八二とかで隠すのは見てて哀あわれになるからやめろ」


「……ルビーウルフ！」


　ようやっと出た声には怒ど気きが含まれていた。ほとんど涙なみだ目めで彼女をねめつける。


「そんな怒おこらなくても。それにあたし、ハゲは嫌きらいじゃないよ。仲間の中にも髪の薄うすい奴やつが何人かいたから」


「ハゲじゃない！　俺おれは！」


「気にしてるってことは認めてんじゃないか。違うって言うなら、堂々と胸むねを張れ」


　言ってルビーウルフはジェイドの頭をべちりと叩たたく。


「やめろ叩くな！　抜ぬける！」


「気合い入れてやったんじゃないか」


　憮ぶ然ぜんと腕うでを組み、そっぽを向いてしまう。彼女としては何も悪いことを言ったつもりはないのだが、行動が裏うら目めに出ていると悟さとったのだろう。ジェイドに向けた背せ中なかは明らかに拗すねていた。


　しばしの間そうしていて、先に沈ちん黙もくを破やぶったのはジェイドだった。


「もういい、済すんだことは。今は先を急がなければ」


　溜ため息をついて立ち上がる。こんなところで仲なか違たがいしていても詮せん無ないことだ。


　狼を従えて歩き出した彼女はまだ少し機き嫌げんが悪い様子で前を見み据すえている。隣となりに並ならんだジェイドの耳に、彼女の微かすかな呟きが届とどいた。


「髪なんかなくたって、いい匂においがするんだからそれでいいのに」


　また、謝あやまりたい気分になった。




　第５章　憧どう憬けいの残ざん骸がい







　トライアンに程ほど近ちかい物流の町の名はロークフィークといった。近ちか頃ごろ不ふ穏おんな空気が漂ただよい始めたグラディウスの中にあって、かろうじて豊ゆたかさを保たもっている。


　けれど彼は不安だった。本来、王が治めるべき神具を持つ国であるのに、王おう城じようには王族がいない。宰さい相しようが治世を敷しくようになってからというもの、国の荒あれ様が酷ひどいのだ。それに国は最近、若わか者ものを兵として募つのっている。場合によっては無む理り強じいをしてでも連れて行くらしい。


　戦争でもおっぱじめる気じゃないのか。そんな噂うわさが流れていた。


　山脈に取り囲まれたグラディウスが戦いくさを仕し掛かけるとしたら、南に接せつするトライアンくらいしか考えられない。あの国の土ど壌じようは肥ひ沃よくだ。


　そのようなことになれば、このロークフィークは戦場となるかもしれない。想そう像ぞうして、身み震ぶるいした。縁えん起ぎでもない。


　彼はこの町で小さな食事処どころを経けい営えいしている。店を手放したくはない。数年前に妻つまが他界して以来、ずっと独りで守ってきた店だ。立ちっぱなしの仕事は老体には堪こたえたが、旅人の多いこの町では客の話を聞くことが楽しい。先ほども、見ていて飽あきない客が来た。


　長い布ぬの包づつみを背負った背の高い金きん髪ぱつの男と、長い髪かみも瞳ひとみも朝焼けのような色をした娘むすめの男女二人連れで、微笑ほほえましくもずっと手を繫つないでいた。


　店の隅すみの席に着いてからも、それは変わらなかった。四人掛けの席でわざわざ隣となり合わせて座すわり、肩かたを寄よせ合っていたのだ。


　注文の料理を運んでいった時も、


「頼たのむから、もう俺の傍そばを離はなれないでくれ」


「いや、ごめん。悪気なかったんだよ、マジで。だからお前もあたしの手ぇ離さないでね」


　などと甘あまい会話が聞こえてきた。でもきっと、将しよう来らいは女によう房ぼう天下になるんだろうなと気の強そうな娘を見て思う。妻を思い出させる少女に思わず頰ほおが緩ゆるんだ。


　彼らが店を辞じしてからしばらくして、これまた珍めずらしい客が来た。しかし、今回はあまり喜べた客ではない。


　三人の男たちは揃そろいの制せい服ふくを着ていた。深い緑の軍服。グラディウスの軍人や兵士を示しめす色だ。これが紺こん青じようになると国軍魔ま導どう騎き士しを示すものとなる。


「長い金髪の男と、短い赤毛の娘を知らないか。娘は長ちよう剣けんを持っている。男は十八、娘は十五のはずなのだが」


　厨ちゆう房ぼう前のカウンターまで歩み寄って、兵士の一人が言う。後ろに控ひかえた二人は部下のようだ。


　彼はさきほどの客を思い出した。たしかに男は十八か十九に見えたし、娘も男よりは幼おさないようだった。けれど剣──あの布包みがそうなのだろうか──それを背負っていたのは娘ではなく男だったし、何より髪型が違ちがう。髪が短かったのは男のほうで、娘は胸むねのあたりまである髪を揺ゆらしていた。長い髪は切れば短くなるが、短い髪を伸のばすには時間がかかる。あれはかつらには到とう底てい思えなかった。


　彼は無言で首を左右に振ふった。兵士たちの尋たずね人に心当たりはなかったから、当然だ。


　男女の特とく徴ちようを訊たずねた兵士は溜め息をついた。


「知らぬなら、いい。邪じや魔まをして申し訳わけない」


　一礼し、三人は店を出て行った。思いのほか引き際ぎわがいいので、拍ひよう子し抜ぬけしたほどだ。


　戦争でもおっぱじめる気じゃないのか。そんな噂が頭に浮うかんだ。


　兵士とて人の子だ。国に殉じゆんじて死にたいなどと思っている者はほとんどいない。特に、地方治安のために駐ちゆう在ざいしている末まつ端たん兵などは。


　傾かたむきゆく国の民たみは愛国心を失っていく。その筆頭が兵だ。戦争で捨すて駒ごまになると自覚しているからこそ、兵は民よりも大きな憤ふん懣まんを国に抱いだく。


　あの兵士たちには覇は気きがなかった。倦けん怠たい感を漂わせていたようにも思う。兵が国を疎うとむようになったらいよいよ危き険けんだ。思って、彼はまた身震いをする。嫌いやな考えを振り払はらい、祈いのった。


　この国には行方ゆくえ知れずの姫ひめがいる。戦の噂と共に、まことしやかに囁ささやかれるのが行方不明になった姫君の帰き還かんだった。曰いわく、国の荒こう廃はいを憂うれえた重臣が姫を隠かくし、王城にのさばる凶きよう賊ぞくを討うつために武ぶ芸げいを学ばせているだとか、町娘として育った王女は自分が姫とは知らずに今もどこかで生きているだとか。眉まゆ唾つばものではあるが、不安を紛まぎらわすには充じゆう分ぶんな噂話だ。


　姫様、姫様、どうかお戻もどりください。残った王族はあなただけなのです。国を救う〈導みちびきの剣〉を振るえるのは姫様だけなのです。だから、どうか──
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　彼は深い溜ため息をついた。二人の部下も同様に、うんざりとして肩をすくめる。


「こんな曖あい昧まいな情じよう報ほうだけで、人が見つかるもんか」


「まったくだ。お偉えらいさん方は城しろの上でふんぞり返っているから、下々の苦労なんか見えやしないのさ」


「やめないか」


　不満を漏もらす部下たちを彼は窘たしなめた。しかしそれは国への忠ちゆう誠せい心しんなどではない。


「どこで誰だれが聞いているとも知れん。めったなことは言うものではない」


　二人は一様に口を噤つぐんだ。それを見て、彼は再ふたたび溜め息をつく。


　今日の昼を少し過すぎた頃ころ、王おう城じようからの伝令を運ぶ鳩はとが数羽、町の詰つめ所しよへ飛び込こんできた。


　緊きん急きゆうである旨むねと共に、愛あい想そもなく書かれた尋たずね人の特徴。小さな紙面に細かな字で書かれていたが、情報としては微び々びたるものだ。尋ね人の似にせ絵でもない限かぎり、捜そう索さくは困こん難なんを極きわめると目に見えていた。正直馬ば鹿からしいと思うが、仕事だから仕方がない。


　詰所で座り込んでいたら怠たい慢まんだが、出回っていたら任にん務むをこなしていることになる。この国には、長くそういった意い識しきが浸しん透とうしていた。兵へい役えきの誰もが己おのれの役目を疎んじている。


　王が世を去り、宰相による治世が始まって早十五年。グラディウスは急速に傾きつつある。神具をも失い、もはや神国とも呼よべないと嘆なげく者もいる。ロゥヴァースの右みぎ腕うで──〈導きの剣〉は王女と共に消えた。


　王女が生きているのなら、まだ望みはあるだろうか。


　ぼんやりと、そんなことを考える。王女の帰還を囁く噂うわさは、民心の不安が生んだ御お伽とぎ話ばなしのようなものだと彼は思っている。けれど今は、その御伽話にすがりたい。


　兵を募つのる国。地方は加速して貧まずしくなる。


　戦いくさの足音を、彼は感じ取っていた。
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　ロークフィークは豊ゆたかな町だった。トライアンから来る商人が持ち込む物品を各地へ流す物流の町ゆえ、枯こ渇かつを知らない。トライアンによって救われている町と言っても過か言ごんではないとジェイドが教えてくれた。


　町に入る前、ケーナとフロストには森での待機を命じた。彼らに与あたえる食糧も調達しなければならない。


　ロークフィークに入ってまず最初にしたことは変へん装そうだった。といっても、大したことはしていないが。


　ルビーウルフはズボンをそのままに、上から巻きスカートを巻いて町まち娘むすめを装よそおっている。サーベルは売り払い、服の中に隠せる短剣に買い換かえた。シーツの帯は短くなって、もう使えそうにないので処しよ分ぶんした。


　短かった髪かみには付け毛を施ほどこした。細い束をいくつか用意し、髪の根元に編あみこんで長く見せかけたため、一見しただけでは地毛と判はん別べつはつかない。


　ジェイドもざんばらになった髪を整えた。服も血で汚よごれてしまったので取り替かえ、布ぬので包んだ〈導きの剣〉をルビーウルフに代わって背せ負おっている。


　せっかく変装をしても、長剣などという町娘にそぐわないものを背負っていたら明らかに不ふ審しん人物だ。けれど男なら、雇やとわれの護ご衛えいや賞金稼かせぎなどで帯刀している者も多く、違い和わ感はない。金の細工や房ふさ飾かざりは目立ってしまうが、布を巻いて隠せばいいことだった。


　手を繫つないで歩きながら、ルビーウルフはジェイドの横顔を見上げる。


　変装後、離はなれなければ大だい丈じよう夫ぶだと思っていたのだが甘あまかった。ブーツの紐ひもの緩ゆるみを直そうとルビーウルフが屈かがんだ瞬しゆん間かん、ジェイドは気づかず前進して〈導きの剣〉に引っ張ぱられ、地面に後頭部を強打したのだ。それ以来、めったなことではジェイドは手を離してくれない。


　大おお柄がらなモルダに見み慣なれていたせいで気づかなかったが、ジェイドは意外と背が高い。至し近きん距きよ離りから顔を見ようとすると、なかなか首が疲つかれる。──こちらを向いたジェイドと目が合った。


「どうした？」


「いんや、別に。短いほうがすっきりしてて、男前になったなぁ、と思って」


　お世せ辞じでも何でもなく、正直な感想を述のべた。前髪も切って鮮あざやかな翠みどりの眼めが露あらわになり、以前より断だん然ぜん、清せい潔けつ感がある。


　何気ない褒ほめ言葉に、ジェイドは顔を背そむけた。照れているらしい。


　ふと、ルビーウルフは彼に対する狼おおかみたちの評ひよう価かを思い出した。


　ケーナは内気な性せい格かくだが甘えたがりでもあるので、わりとすぐジェイドに馴な染じんだ。彼が頭を撫なでてやると、気持ちよさそうに目を細める。けれどフロストは違ちがった。いくらルビーウルフが言い聞かせても、ジェイドがルビーウルフに近ちか寄よると不ふ機き嫌げんに唸うなる。今、二人が手を繫いで歩けるのも狼たちを森に待機させているからだ。


　群むれの中でも、もともと気き難むずかしい性格だったが、盗とう賊ぞくたちには決してそんな態たい度どを見せなかったのでルビーウルフも困こん惑わくしている。理由を訊たずねても『気に入らない』の一点張りだ。


　ケーナがこっそり耳打ちしてきた言葉によると、フロストはジェイドに嫉しつ妬としているとのこと。それを聞いた時は思わず笑ってしまった。何を妬やくことがあるのだろう。


　たしかにジェイドはガーディアンとして、仲間たちの蹂じゆう躙りんに荷か担たんした。ルビーウルフの腹はらを蹴けり、拘こう束そくしたジェイドはフロストにとって許ゆるしがたい存そん在ざいなのはわかる。けれどあの時、ジェイドが止めなければルビーウルフはアーディスによって手て酷ひどい傷きずを負わされていたはずだ。アーディスの目的は姫ひめ君ぎみの保ほ護ごなどではなく、公おおやけの場に出られない傀かい儡らいの王が欲ほしかったのだから。


　ジェイドのことは嫌きらいではない。彼自身は自分が役に立っていないと思っているようだが、そんなことはない。ジェイドの助けがなければ、ルビーウルフはここまで来ることはできなかった。


　それに、豪ごう快かいな盗賊たちに慣れていたルビーウルフにとって生き真ま面じ目めなジェイドは付き合いにくいと思いきや、そうでもない。何気ない問いにも嫌いやな顔一つせず答えてくれるし、何よりからかうと面おも白しろかった。


　そういったわけでルビーウルフはジェイドを気に入っているし、幸い彼も好意的に見てくれている。匂においでわかるのだ。


　干ほし肉や乾かん燥そう豆を最さい小しよう限げんだけ買い、食事も済すませて狼たちの所へ戻もどろうとしたその時、二人同時に足を止めた。往おう来らいの向こうに、馬に騎き乗じようした紺こん青じようの制せい服ふく。


　緑色の制服を着た兵に何か問いただしているようだった。こちらには気づいていない。振ふり仰あおぎ、ジェイドに目配せをした。さり気なく進路を変え、表通りの露ろ店てん街を外れて日の当たらない路地へ入った。獣けものの感覚を研とぎ澄すませ、ケーナとフロストの居い場ば所しよを探さぐる。町の外へ出る道を探さがすのだ。ルビーウルフは昔から、勘かんで仲間を探すことができた。


　迷路のような路地を進むうち、ジェイドが足を止めた。表ひよう情じようを曇くもらせ、逡しゆん巡じゆんして言う。


「この先は、あまりよくない」


「けど、表に出るわけにはいかないだろう。あたしの勘だと、この先を行けば町の外の森に出る」


　周囲の建物は壁かべが崩くずれ、人の住んでいる気配はない。風が通れば上から瓦が礫れきが降ふってきそうな感じではあったが、ルビーウルフは自分の勘に自信があった。てっきりジェイドも信じてくれていると思っていたのだが……。


「危き険けんだとか、そういうことではないんだ。……いや、いい。行こう」


　腹を括くくったようにルビーウルフを促うながしたジェイドは、しかし渋じゆう面めんだった。不審に思いながらも、問いただしている暇ひまはないので先へ進む。


　表通りをわずかに離れただけで、そこはもう廃はい墟きよの群れだった。他の町村より豊ゆたかとはいえ、ロークフィークにも荒こう廃はいが迫せまっている。


　路地の片かた隅すみ、袋ふくろ小こう路じの陰かげで何かが動いた。日の当たらない闇やみの中から這はい出してくる。


　それは瘦やせ細った女だった。髪かみは乱みだれ、服も汚れて擦すり切れている。ぼろ布を纏まとっている、と言ったほうが正しいかもしれない。


「……ください。食べ物を、パンを……一切れだけでいいんです……この子に……」


　掠かすれた声で言って、女は腕うでに抱だいた黒っぽい人形に頰ほおを寄せる。ルビーウルフは眉まゆ根ねを寄せて人形を凝ぎよう視しし、息を飲んだ。


　女が抱いていたのは人形などではない。赤ん坊ぼうだった。皮ひ膚ふは黒ずみ、裂さけている。閉とじられた瞼まぶたの縁ふちや鼻、口の周りといった柔やわらかい部分には蛆うじ虫むしが湧わいて、死んでからずいぶん経たっていると知れた。女が近寄るにつれ、腐ふ臭しゆうが濃こくなる。


　眼がん窩かが窪くぼんで虚うつろな女の双そう眼がんには、もはや正気は見えない。ただ、丸く飛び出すようになった眼がぎらつき、生への執しゆう着ちやくだけが強きよう烈れつにルビーウルフを射い抜ぬいている。


　何もいないように見えた路地のあちらこちらから、闇が盛もり上がって人が這い出してきた。ルビーウルフの勘が嗅かぎ取れないほど、彼らの生気は脆もろく、弱かった。女の行動を皮切りに、飢うえた人々は食べ物やはした金を乞こいながらルビーウルフとジェイドににじり寄る。


「……走れ」


　苦々しく呟つぶやき、ジェイドはルビーウルフの手を引いて走り出した。人々は後から後から溢あふれ出て二人に追い縋すがるが、瘦せて筋きん肉にくの衰おとろえた足では到とう底てい追いつけるわけもない。ルビーウルフも勘を頼たよりに、町を出る道を探す。


　町を囲む塀へいの一いつ郭かくが崩くずれていた。どうやら路地の人々はここを通って町に入ってきたらしい。二人は迷まよわずそこから外へ抜ぬけ出した。


　遠とお吠ぼえで呼よび合い、狼おおかみたちとはすぐに合流できた。人目がないので〈導みちびきの剣けん〉をルビーウルフの背せに戻し、フロストの視し線せんが痛いたいのか、ジェイドはルビーウルフから距きよ離りを取った。


「なんなの、あの連中」


　ルビーウルフは呟いた。表情が強こわ張ばっているのが自分でもわかる。胸の悪くなる思いに吐はき気がしたけれど、それはあの人々に対する嫌けん悪おなどではない。矛ほこ先さき不明の怒いかりが体中を満たしていた。


「ロークフィークはトライアンからの物流によって他の町村より潤うるおっている。言うなれば、現げん在ざいのグラディウスにとって数少ない光こう輝きだ。その光に誘さそわれて、住む場所や耕たがやすべき畑、財ざい産さんを失った者が集まってくる。夫や息子むすこを徴ちよう兵へいされ、働き手をなくして畑を潰つぶした者がほとんどだな」


　言ってジェイドは息を吐いた。悔くやしそうに眉を顰しかめている。


「国の責せき任にんだ。彼らにはどうすることもできない。トライアンとの戦争になれば、彼らにはもう身を寄よせる場所もない」


「あんなに酷ひどいなんて、思わなかった」


　ベイタスへ行く途と中ちゆうに見た麦畑。あそこにいた人々も、このままでは路地の住人になるというのか。


「俺おれはあんたにグラディウスの国情を知ってもらいたいと思っていたが、あれはあまりに……」


　そこまで言って、ジェイドは唇くちびるを引き結ぶ。彼の心中を察し、ルビーウルフは頷うなずいた。


「いや、知ってよかった。あたしは大だい丈じよう夫ぶ。そんなヤワじゃない。──お前、あの人たちの命を全部一人で背負い込こむ気だったんだね」


　ジェイドは俯うつむき、声を搾しぼり出す。


「俺は、別にそんな……」


「あたしにはそう見えるんだ。馬ば鹿か真ま面じ目めに、誰一人として見み捨すてられないんだろう？」


「……悪いのか」


　ルビーウルフをねめつけ、ジェイドは唸うなった。ルビーウルフはわずかな笑えみを彼に返す。


「ちっとも。あたしは馬鹿が好きだから。あたし自身、馬鹿だからね。──本気でお前に協力したくなったんだ」


　怒りの矛先はルビーウルフ自身に向いていた。理由はわからない。王女である事実を拒きよ絶ぜつして、彼らの期待を裏うら切ぎろうとしたことへの後こう悔かいかもしれないが、そんなことは今さらどうでもいい。あれを見て、知らぬふりをしたのなら、あの世のモルダになんと言われるだろう。


　赤ん坊だったルビーウルフをモルダは拾ってくれたが、その恩おん義ぎを果たせぬまま彼は逝いってしまった。ならば、せめて彼の信念を貫つらぬくのが道理。小さな子こ供どもが飢えて死ぬなど、モルダや仲間たちは決して許ゆるさないはずだ。


「協力というなら、もう充じゆう分ぶんなほどだが」


「やるなら徹てつ底てい的にだ。あたしを本気にさせといて、ただで済すむと思うなよ」


　言ってルビーウルフはにまりと笑った。


（それでこそルビーウルフだ）


　尾おを悠ゆう然ぜんと揺ゆらし、フロストが言った。ケーナも控ひかえめに尾を振ふっている。


　ようやくジェイドも笑みを見せた。苦く笑しようだったが。


　頼たのもしいな、と呟いて彼は歩き出した。ここから西南に行った山の中に、彼の老ろう師しは住んでいる。





　　　　†




　先発としてアシッド・ドールと共に送り出した二人の部下は消息を絶たった。おそらく返り討うちに遭あって死んだか、生きていても戻もどってはこないだろう。敗北者に対し、アーディスが無む慈じ悲ひに死の制せい裁さいを与あたえるのを彼らは知っている。


　本来ならどこへ逃にげようと見つけ出し、逃とう亡ぼうと造ぞう反はんの罪つみで刑けい場じように引き出しているところだが今はそうも言っていられない。王おう城じようにとどまっているガーディアンは、アーディスを含ふくめてわずか四人になっている。もとは十五人の隊だったのが、盗とう賊ぞく団だんとの戦いで三人が死し傷しようし、今回二人が消えた。副隊長のジェイドは王女を拐かどわかし、逃亡中。そのジェイドを追い、さらに四人を追つい跡せきに向かわせた。


　これが限げん界かいだった。父に与くみする諸しよ侯こうらが、姿すがたの見えない猛もう獣じゆう姫ひめを恐おそれてガーディアンを手放したがらない。近くに潜ひそんでいるわけがないと、いくら言っても聞き入れようとはしなかった。


　王城の最下か層そう。そこに、罪ざい人にんが処しよ遇ぐうの通告を待つ冷たい牢ろう獄ごくがある。父、ウォルクが十年ほど前に造つくったものだ。無む機き質しつな石いし壁かべに四方を囲まれ、光こう源げんはまったくない。


　地下独どく特とくの黴かび臭くささと腐ふ臭しゆうの混こん在ざいした房ぼうの前を素す通どおりし、月光の胡こ蝶ちようの光を頼たよって歩を進める。並ならんだ房の最さい奥おう、そこは魔ま導どう師しを拘こう束そくするための独房だった。床ゆかに大きく、魔導を封ふうじる印が描えがかれている。


「気分はどうかな、ロベール」


　薄うすい笑みを浮うかべ、アーディスは牢の中の男を見下ろした。残るもう一人の部下を。


　纏まとった紺こん青じようの制せい服ふくは彼自身の血で汚よごれ、黒く変色している。顔中に紫むらさきの痣あざが散り、やはり血がこびりついていた。拘束される際さい、同どう僚りようたちによって浴びせられた暴ぼう行こうの痕こん跡せきだ。


　傷きずの痛いたみを堪こらえ、ロベールは気き丈じようにも姿し勢せいを正し、座ざした状じよう態たいでアーディスを迎むかえた。


「良くも悪くもありません。──いくら問われても、私には副隊長の居い場ば所しよなどわからないのです。無む駄だなことですよ、公こう務むにお戻りくださいませ」


　口内が切れ、喋しやべりにくいのか、いささか不ふ明めい瞭りような声でロベールが言った。


　厩舎うまやで馬の世話をしていた者の通告で、ロベールがジェイドの協力者であることが判明した。もとより、ゲイリーを慕したっていた彼がマリンベルに反感を抱いだくのは当然の成り行きで、造反の危き険けん性せいがあると警けい戒かいしていたから捕とらえるには良い機会だった。


　城内はじめ、国中にコルコット派はが潜んでいる。それらの人々を率ひきいているのがジェイドで、副官とでもいうべきなのがロベールだった。この二人を謀む反ほん人にんとして正当に裁さばき、市し井せいに屍しかばねを晒さらせば対する勢せい力りよくは萎なえて衰すい退たいする。燻くすぶる火種は残るだろうが、それは鼠ねずみを駆く除じよするようなもの。大層な労力は必要ない。


　しかしながら、世の中とはそうそう巧うまく事が運ばないものだ。わざと泳がし、ジェイドが助けを求めるであろう仲間の居場所を探そうとしたのだが、部下から芳かんばしい報ほう告こくは入ってこない。ジェイドも王女も、目立つ容よう姿しのわりに雲くも隠がくれが巧こう妙みようなようだった。盗賊育ちの王女の知ち恵えかもしれない。
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　けれど、この程てい度どの不ふ測そくは考こう慮りよのうえだ。一度動き出した以上、ジェイドは必ず仕し掛かけてくる。父親の無念を晴らし、トライアンへの侵しん略りやくを止めるために。


　焦あせる必要はない。どう見てもマリンベルに分があった。


「私は殿でん下かの身が心配でたまらないのだよ、ロベール。あの方にはいずれ女王として国を担になっていただくゆえ、今すぐに連れ戻して王族たる振る舞まいを身につけていただかなければ。これ以上、下げ賤せんな下々の民たみとの馴なれ合いは殿下のためにならない」


　アーディスの言葉に、ロベールは苛か烈れつな眼まな差ざしで彼をねめつけた。


「民を下賤とおっしゃるか。彼らの耕たがやした畑で実る、作物を食くらうその口で」


「君こそ何を言っている。グラディウスの瘦やせた土ど壌じようで育ったものが、王侯貴き族ぞくの食しよく卓たくに並ならぶとでも？　父上も諸侯方も、トライアンから取り寄せた物しか口に合わんようでな」


「……ゆえに欲ほつしているのですか。かの土地を」


　苦々しく呟つぶやいたロベールに、アーディスは冷笑を向ける。


「〈導みちびきの剣けん〉さえあれば他国を掌しよう握あくするなど容易たやすいこと。それに、トライアンは一年ほど前に先王が王子に王位を譲ゆずったばかりで治世が脆もろい。新王の兄弟も病弱な妹姫がいるだけで頼りにはならんだろう。我わが国の古い王は金脈を掘ほり当てるために〈導きの剣〉を使ったというが、剣とはもともと戦いくさ道具だ。それを神から与あたえられたのなら蹂じゆう躙りんもまた天意。神国がそうでない国より貧まずしく、劣おとるなどあってはならないことなのだ」


「身分の差はあれど、人が人として世にあるうえで優ゆう劣れつなどございません。それと同じく、国もまた等しく尊そん重ちようされるべきです。それに、トライアンも神国ですぞ。それを侵おかすことは天意に背そむくのではないのですか」


「トライアンの神具は、たしか〈裁さばきの天てん秤びん〉だったな。あれほど不要なものはない。人の世には法があり、法に律りつされてこそ人間だ。法がある以上、天秤など必要ない。意味のない神具を持つ国が、はたして神国と呼よべるかな」


「……屁へ理り屈くつを」


「たしかに。しかし、父上や諸侯方には納なつ得とくしていただけた。──奪うばってまで得た権けん威いに溺おぼれ、それで満足している姿は見ていてもどかしくてね。助言を差し上げなければ、戦に臆おくして足あし踏ぶみばかりなさっていただろう」


　ロベールは弾はじかれたように膝ひざ立だちになった。けれど傷に障さわったのか、再ふたたびうずくまる。それでも声を絞しぼり出し、問うた。


「権威を奪ったとは……。では、やはり閣かつ下かが国王王おう后こう両りよう陛へい下かを……」


　さてね、というアーディスの声は笑いを含ふくんで響ひびいた。


「私はその頃ころ、五つか六つだった。覚えていると思うか？」


　歯は嚙がみし、ロベールは唸うなった。アーディスに向けられた憤ふん怒ぬの眼差しには、確かく信しんの色が濃こく滲にじんでいる。


「なんという恐おそろしいことを……！　ならば、まさか姫ひめ殿下までも手に掛けようと……」


　色めき立つロベールに、アーディスは笑えみを深める。それはいつの間にか、嘲ちよう笑しようへと変わっていた。


「あの娘むすめも哀あわれなものだ。何も知らず、王おう城じようで育っていれば五体満足でいられたものを。私とて、勿もつ体たいないと思っているんだ。大人しくさえしていれば、なかなか見目良い姫だったからな。どうせ抱だくなら醜みにくく顔の焼け爛ただれた女よりも美び姫きのほうがいいに決まっている」


　あまりの言葉に、ロベールは蒼そう白はくになって喘あえいだ。両手の爪つめを腿ももに食い込ませ、かろうじて我われを保たもっている。


「殿下に対し、なんと無礼な！　いいえ、それ以前に人として恥はじを知りなさい！」


「あれはもう、姫や女王としては使いものにならん。それならば、せめて〈導きの剣〉を持つことの適かなう新たな王族を産うみ落としてから死んでもらわねば」


「とんだ下げ郎ろうだ、あなたは……！」


　掌てのひらを返したようなアーディスの態たい度どに、ロベールは怨えん色しよくを深めた。それを見てアーディスは笑う。低い天てん井じように反はん響きようして、その哄こう笑しようはロベールの耳を劈つんざいた。


「では、その下郎にむざむざ囚とらわれた君はどのような目に遭あっても文もん句くは言えんな」


「死はもとより覚かく悟ごの上です」


　真まっ直すぐで力強い眼差しがアーディスを捉とらえていた。けれど、彼の笑みは消えない。


「いい心がけだ。ジェイドが戻もどって来ることがあれば、奴やつの前で君の首を切り落としてやろう。──いや、それでは足りんな。ロベール、君の細君の名はなんといったか」


　愉ゆ快かいげに口角を吊つり上げ、斜しやに構かまえたアーディスは目の端はしでロベールの血の気が失うせていく様を眺ながめていた。


　傷きずの痛いたみを失念したように、ロベールは立ち上がって格こう子しにしがみついた。怒いかりと怨えん嗟さと絶ぜつ望ぼうを表ひよう情じように張はり付かせて。


「おやめください！　妻つまは……タニアは関係ありません！　見せしめの晒さらし者にしたいのならば、私一人で充じゆう分ぶんではありませんか！」


「そうだな、哀れな女じよ性せいだ。夫が謀む反ほんに荷か担たんしたばかりに、不ふ名めい誉よな死し罪ざいを受けるとは。御ご子し息そくと御息女もかわいそうなことだ」


　声を残し、アーディスはロベールに背せを向けた。


「せめてジェイドの向かった先に心当たりでもあれば見み逃のがしてやらんこともないが。困こまったことに、ジェイドは縛ばく印いんを皮ひ膚ふごと剝はぎ取るか焼くかして、居い所どころが摑つかめないのだ」


　かつかつと靴くつの底を鳴らして表へ向かう。その背に、悲鳴混まじりの叫さけびが掛かかった。


「ジェイド様は……ジェイド様は老ろう師し殿どののもとに向かっておられる！　トライアンとの国こつ境きように！　私は本当に、それだけしか知らない！」





　　　　†




　地下から上がって奥おく庭にわに出ると、守しゆ衛えいの兵が二人、敬けい礼れいでアーディスを見送った。


　入り組んだ様相のグラディウス王城で、最も奥まった位置にあるのがこの奥庭だった。地ち下か牢ろうへの門や、魔ま導どうに使用する薬草毒草の栽さい培ばい場じようも設もうけられている。


　棟とうに囲まれた一いつ郭かくで、夏の陽光が柔やわらかく差し込こんでくる。片かた隅すみには寂さびしげな様子でひっそりと繁しげる薔ば薇らの垣かき根ねがあった。白い薔薇の花が、ぽつりぽつりと咲さいている。


　十五年前まで、ここは王おう后こうが茶をたしなむ場所としていた薔薇園だった。その名残なごりだ。


　奥庭を抜ぬけて城内へ戻り、緋ひの絨じゆう毯たんの上を歩く。


　自室へ向かう途と中ちゆう、ウォルクと出くわした。階かい段だんの踊おどり場に飾かざられた骨こつ董とう品ひんを手にとって眺ながめ、満足そうに微笑ほほえんでいる父と。


「おお、戻ったかアーディス。コルコットの息子むすこと姫は見つかったのか？」


「いいえ、今のところは」


　それだけ言って口を噤つぐんだ。噓うそは言っていない。向かう先の目星がついただけだ。けれど正直にそれを言えば、ウォルクはアーディスの思惑おもわくを踏ふみにじる。わかっているから黙だまっていた。


　ウォルクは十五年前、王と王后に毒をもって暗殺し、政せい権けんを奪だつ取しゆした。


　あの頃ころは、まだ金の採とれる鉱こう山ざんがわずかながら残っていた。それを欲ほうした凶きよう行こうだったが、すべての金鉱が涸かれて久ひさしい。けれども手を打つこともなく、漫まん然ぜんと贅ぜいを尽つくす姿すがたを見ていると胸むねの悪くなる思いがした。それが実の父であっても。


　トライアンへの侵しん略しやくを、ウォルクははじめ、乗り気ではなかった。グラディウスは神国として諸しよ国こくから敬うやまわれていたため、戦いくさらしい戦の経けい験けんがなかったということもあるのだろうが、それはただの臆おく病びようだとアーディスは思っている。


　国を滅ほろぼしてはならない。貧まずしさから国を救うには、他国から土地と土民を奪うばうしかないのだ。


　父はしばし目線を彷徨さまよわせ、やがて再ふたたびこちらを見た。何か、迷まよっている態ていだ。


「アーディス。実は先ほど皆みなで話し合っていたのだが、トライアンへの侵略は、やはり無む謀ぼうではなかろうか」


「父上、何をおっしゃいます。兵は有り余あまるほど徴ちようしております。負けはしません」


　微笑ほほえみながら、アーディスは辟へき易えきしていた。今さらになって尻しり込ごみするなど、何を考えているのか。大義名分もくれてやったというのに。もう後戻りできるほど、グラディウスに残された時間などないというのに。


「しかし、いくらトライアンから土地を奪えても、他の国々から睨にらまれるような結果になっては……」


「ご心配には及およびません。私にお任まかせを」


　言ってアーディスは敬けい礼れいし、父に背を向けた。逃にげた、と言ったほうが正しいかもしれない。


　ウォルクは小物だ。彼に尻尾しつぽを振ふる貴き族ぞくたちも。相手をするのさえ煩わずらわしい。


　一度納なつ得とくしたことを、何度も懸け念ねんしては尻込みする。言い包くるめて一いつ旦たんは黙だまらせても、また別のことに怯おびえて騒さわぎ立てる。どれだけ潰つぶしても、彼らの不安は家か畜ちくにつく蚤のみのように湧わいて出るのだ。


　国を豊ゆたかさへ導みちびけない支し配はい者しやは、国にとって毒だ。


　緋の絨毯に足音は吸きゆう収しゆうされる。その静けさが、より一いつ層そう心の声を響ひびかせた。胸きよう中ちゆうで思った言葉がアーディスの中で暴あばれている。


　役立たずは、いらない。
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　英えい雄ゆう譚たんに憧あこがれていた。


　子こ供どもの頃ころの話だ。


　滅めつ亡ぼう寸すん前ぜんの国を救い、最後には王女との愛を成じよう就じゆさせた騎き士し。


　今思えば子供騙だましの夢ゆめ物語で、単たん純じゆんな童話だ。けれど子供だったアーディスにとっては、それは絶対的なものだった。現げん実じつにそのような英雄がいたのだと信じていた。自分も同じような英雄になれるのだと、信じていた。


　王女が生まれたと聞いた時、確かく信しんは強固になった。やはり自分は英雄になるべく生まれてきたのだと、王女と結ばれる運命にあるのだと、ただ無む邪じや気きにはしゃいでいた。


　子供だった。


　愚おろかだった。


　王女の誕たん生じようによって起こり得うる権けん力りよく者しや同士の摩ま擦さつなど、その頃のアーディスには想そう像ぞうすらできなかった。己おのれが、渦うず巻まきはじめた嵐あらしのただ中にいたというのに。


　当時の王と王おう后こうは長く子こ宝だからに恵めぐまれず、王后はこの時すでに齢よわい三十五を越こえていた。妾しよう腹ふくでもよいから後こう継けい者しやをと臣下たちが王に訴うつたえはじめた頃の吉きつ報ぽう。国中が歓かん喜きした。


　しかし王后の年ねん齢れいを考えると、これより先に子が生まれる可能性は低い。そして王にも兄弟がなかった。つまり、生まれたばかりの姫ひめが次期国主だと、ほぼ確定したのだ。


「マリンベルとコルコット。王はどちらをお選びになるのだろう」


「アーディス様とジェイド様、姫君の心を射い止とめるのはどちらかしら」


　城じよう内ないはそのような囁ささやき声で溢あふれていた。


　宰さい相しようの息子とガーディアン隊長の息子。そのどちらかが王女の伴はん侶りよとして選ばれることは当然のなりゆきだった。


　神国であるグラディウスは自国の血けつ統とうに誇ほこりを持っている。国内で家いえ柄がらの良い者や優ゆう秀しゆうな者から、国主は夫ないし妻つまを選ぶのが慣かん例れいとなっていた。


　年下のジェイドなど、アーディスの眼がん中ちゆうになかった。だって自分は英雄になるのだから。王女に慕したわれる運命にあるのだから。


　無む条じよう件けんにそう信じ込んでいた。


　幼おさない頃の、記き憶おく。
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　執しつ務む室しつを兼かねた自室の扉とびらを閉しめ、アーディスは本ほん棚だなの前に立った。分ぶ厚あつい辞じ書しよや魔ま導どう書、軍学書を手に取り、次々に床ゆかへと投げ落とす。毛足の長い絨毯が、重い音を包み隠かくしてくれる。


　邪じや魔まなものを取り払はらった棚の奥おくから現あらわれたのは、汚よごれて煤すすけた薄うすっぺらな本。それを手に取り、今にも取れてしまいそうな表紙を慎しん重ちように開いた。


　中のページは破やぶり取られていた。それを丁てい寧ねいに修しゆう復ふくし、貼はり合わせた痕こん跡せきが痛いた々いたしい。それに子供の手で糊のりづけされたから、文字がずれてしまい、とても読めたものではない。文章に添そえられた挿さし絵えに描かかれている二人の人物も、首と胴どう体たいが切れて斜ななめにずれてしまっている。


　そっと、アーディスはその傷きず跡あとを撫なでた。己の心の傷に、触ふれるかのように。


　挿絵の人物は物語の英雄と王女。アーディスが憧れた大だい団だん円えん。英雄の騎士は地位も名めい誉よも愛する女性も、すべて手に入れた。


　何度も読み返し、表紙もページも手て垢あかで汚れてしまった本。母親からの贈おくり物ものだった。


　アーディスの母は体が弱く、出産を機に体調を崩くずし、彼が物心ついたころに亡なくなった。記き憶おくの中での母はいつも微笑ほほえんでいて、この物語を読み聞かせしてくれた。母を失ってからのアーディスにとって、この本は母と自分を繫つなぐ唯ゆい一いつの思い出だった。


　アーディスが五歳さいの頃、この国に次期国主となる王女が誕生した。誰だれもが諸もろ手てを上げて歓かん喜きする中、ウォルクだけが焦しよう燥そうを募つのらせていた。常つねに苛いら々いらとして、周囲に当たり散らす。自分より弱い者に対して、平気で暴ぼう力りよくを振ふるう人だった。


　父の機き嫌げんを損そこねないようにと、アーディスは大人しく、同年代の子のような悪戯いたずらをしない、良い子でいた。部屋で一人きり、大好きな物語だけを読んで過すごしていた。


　けれどウォルクにとっては、それさえ気に入らなかったらしい。めったに訪おとずれないアーディスの部屋に押おしかけ、本を取り上げて破り捨すてた。


「こんなものばかり読んでいたら、馬ば鹿かになる！　女官たちが噂うわさしているのを知らないのか？　お前は気き難むずかしいから、王女に気に入られるのはコルコットの息子むすこだと、好き勝手なことを。いいか、アーディス。コルコットの息子に負けるな。王に、王女に選ばれるんだ。誰よりも強く、賢かしこくなれ。いいな、父の言うことが聞けるな」


　アーディスは、ただ頷うなずいた。そうすることしかできなかった。


　ウォルクは満足したように微笑んで、アーディスの小さな手に分ぶ厚あつい軍学書を押し付けて出て行った。あとに残ったのは、絨じゆう毯たんの上に散った英えい雄ゆう譚たんの残ざん骸がいと、冷たくて硬かたくて重い、戦争の方法を記しるした本だけ。


　幼い夢ゆめは打ち砕くだかれた。そして同時に、生まれたものは父への憎にくしみ。


　望みどおりにしてやろう。どこまでも良い子を演えんじよう。そして最後に蹴け落おとしてやる。


　自分は何がなんでも国を救う。


　たとえどんな方法であっても、『英雄』になるのだ。




　第６章　白い魔ま女じよと狼王女







　ロークフィークから西南に進み、数日が経たった朝。すでに小山を三つ越こえ、四度目の登りに挑いどんでいる。この山を越えるとトライアンの町を俯ふ瞰かんできるんだ、とジェイドが教えてくれた。


　この短期間でここまで来れたのは、鍛たん錬れんを重ねていたジェイドと獣けもの並なみの運動能のう力りよくを持つルビーウルフの体力があったからこそ。普ふ通つうの人間ならば倍以上はかかっていただろう。


　ここへ来るまでに小さな村をいくつか通り過ぎたが、なかなか悲ひ惨さんな状じよう態たいだった。生きている者さえいない村もあり、屍し骸がいがそのまま放置されて烏からすに突つつかれていることもあった。他の村人たちはトライアンへ逃にげたのだろうとジェイドは言う。


　どの村にも畑はあったが作物は瘦やせていて売り物になりそうではない。自足としても充じゆう分ぶんではないだろう。


　連なった墓ぼ標ひように刻きざまれた、幼おさない年ねん齢れい。それを見る度たびに湧わき起こる吐はき気のような怒いかりを腹はらの中に抑おさえ込み、ひたすら足を動かす。


　藪やぶから立ち上がる草いきれに汗あせを滲にじませ、枝えだ葉はを搔かき分けて斜しや面めんを登る。時折休んでジェイドが作った氷を口に含ふくんだ。


　トライアンに近づくにつれ、わずかではあるが気温は上がっていた。グラディウスの北方であるレターナで育ったルビーウルフと狼おおかみたちは、それだけで余よ分ぶんに体力を奪うばわれる。対してジェイドは平然としたものだった。育った土地なので慣なれているのだろうが、なんだか悔くやしいような気がする。


　彼が見ていない時にこっそり襟えりを摑つかみ、はためかせて服の中に風を送った。汗の雫しずくが流れる胸むねの間に清せい涼りような空気が触ふれ、その瞬しゆん間かんだけ溜ため息が出るほど心地ここちいい。けれどしばらくすると、また汗が滲んで服が肌はだに張はり付くようになり、気持ちが悪い。


　もちろん我が慢まんできないことはないが、なまじ鼻がいいだけに汗あせ臭くさくなるのは勘かん弁べんだ。こう暑いと、滝たき壺つぼの冷たい水に飛び込んで涼をとっていたのが懐なつかしくてたまらない。


「もう少しだ。がんばってくれ」


　背せを向けたまま、ジェイドが言う。こういうタイミングの良さにルビーウルフは感心しきりだった。まるで心を読まれているようで肌がむず痒がゆくなり、同時に同じ匂においを感じる。


　彼の態たい度どは常つねに真ま面じ目めで真しん摯しなものだから、多少疲つかれた程てい度どでは我わがままを言う気も起きない。だから今回も、


「あいよ」


　と極力明るい声で答えたのだった。


　そういうことを何度も繰くり返すうち、陽ひは天てん頂ちようを過すぎてわずかに傾かたむく頃ころになっていた。これは今夜も野宿だろうか、と思い始めた時だった。待ちに待った言葉をジェイドが発したのは。


「着いた。あれだ」


　つい小走りになってジェイドの隣となりに立った。けれど家らしきものは見当たらない。眉まゆをひそめて刮かつ目もくし、それをみとめて絶ぜつ句くした。


　木の間に見え隠かくれする丸い巨きよ岩がんは山の一部と思いきや、扉とびららしきものがあった。よく見れば煙えん突とつも窓まども。門もん扉ぴの近くには筒つつ井い戸どもあり、人の住んでいる気配があったが、ルビーウルフはこんな奇き抜ばつな人家を見たことはない……いや、ある意味よく見知った様相かもしれなかった。レターナ廃はい鉱こうの、あの粗そ野やな住じゆう居きよに似にた雰ふん囲い気きを持っている。


　けれども森の中にごろりと転がった岩の家はやはり奇き妙みようだった。岩いわ肌はだがそのままになっているのに窓や門扉は異い様ようなほど豪ごう奢しやで、きらきらしい。こうなるとセンスがいいのか悪いのか、ルビーウルフにはわからなかった。


　傍かたわらを見れば、フロストは明らかに不ふ機き嫌げんな顔で警けい戒かいしているし、ケーナは怯おびえてルビーウルフの背はい後ごに隠れてしまっている。同じくルビーウルフも、できれば近ちか寄よりたくないような気がしていた。嫌いやな匂いがするわけではないが、畏い怖ふを感じる。


　けれど行かないわけにはいかないので、しかたなしにジェイドの後を追う。ルビーウルフを含む三頭の獣が悄しよう然ぜんとしているのを疲ひ労ろうのためと思ったのか、ジェイドは気き遣づかうように何度も声をかけてくれた。だが、そのジェイドの表ひよう情じようもどこか暗い。一行は明らかに元気がなかった。


　蔦つたに絡からめ取られた門扉をくぐり、玄げん関かんの戸に取り付けられた、これまた奇抜な蛇へびを模もしたノッカーをジェイドが叩たたく。けれども反はん応のうはない。


「おかしいな。老ろう師し？」


　首を傾かしげつつドアノブを握にぎる。あっさりと回った。


「老師」


　戸を開けてジェイドは中を覗のぞきこむ。狼たちを中に入れていいものかわからないので、家人が出てくるまでルビーウルフは外で待つことにした。


「老師……ぅあ!?」


　三度目の呼よびかけのすぐあと、ごがんっという鈍にぶい音がして、家の中に踏ふみ込こんだジェイドが呻うめいて仰あお向むけに倒たおれた。一瞬のことで、何が起きたのかわからない。


「ジェイド！　どうした？」


　駆かけ寄り、彼が押さえている額ひたいを診みる。血は出ていないが、赤く腫はれていた。これはこぶになるかもしれない。


「その呼び方はやめなさいと何度も言っているでしょう！　ほんとにもぅ、覚えの悪い子ね！」


　苛いら立だたしげな声に、ルビーウルフは家の中に目線をやる。そこには女が立っていた。


　二十四、五と思われるその女は白い細身のドレスに身を包み、仁に王おう立だちでこちらを見下ろしていた。裾すそに散りばめた色とりどりの宝ほう石せきが輝かがやき、目に眩まぶしい。けれど大きく開いた襟えり元もとは豊ほう満まんな胸を強調し、深いスリットからは艶つやめく脚あしが覗いていて、宝石よりもそちらに目が吸すい寄せられてしまう。手にした杖つえにも宝石があしらわれていて、いかにも豪ごう奢しやだ。どうやらこの杖でジェイドを殴なぐったらしい。


　そして更さらに印象的なのが彼女の容よう貌ぼうだった。腰こしまで達する髪かみは一点の曇くもりもない白。雪の、グラディウスの冬の色だ。同色の睫まつ毛げが影かげを落とす切れ長の瞳ひとみは菫すみれ色いろで、唇くちびるは肉にく厚あつな薔薇の花弁のように艶めいている。


「しかし、老師……」


「言い訳わけするんじゃないわ！　だいたいね、あなたが出て行ってから部屋が散らかり放題で大変なの！　さっさと掃そう除じして……あら」


　この時になってようやくルビーウルフの存そん在ざいに気づいたのか、女は目を丸くする。


「もしかしてあなた、シャティナ？　王女にしては随ずい分ぶんちんちくりんねぇ」


　容よう姿しやなんかを悪あく評ひようされて激げつ昂こうする神しん経けいをルビーウルフは持ち合わせていないが、他の人間なら間ま違ちがいなく敵てき意いを抱いだくことだろう。この女がこんな山やま奥おくに隠れるようにして住んでいるのも、わかるような気がした。


「生まれた時はシャティナかもしれないけど、今はルビーウルフだよ。王女じゃなくて、盗とう賊ぞく団だんブラッディ・ファングのルビーウルフ」


　ジェイドを助け起こしつつ、ルビーウルフは名乗った。


　女は一いつ瞬しゆんあっけに取られたように口を開け──すぐ愉ゆ快かいそうにころころ笑った。上品かつ優ゆう雅がな素そ振ぶりで。


「盗賊？　本当なの？　ぜひ話を聞かせてちょうだい。お茶を淹いれるから中に入って」
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　女の名はエリカ・ブルーノといった。魔ま導どうに携たずさわる者ならば知らぬ者はいない、『魔導の女め神がみ』という通り名を持つ人だそうだ。


「老師なんて言うから、爺じいさんか婆ばあさんだと思ってた」


　ルビーウルフが言うのに、本を本ほん棚だなに戻もどしながらジェイドが声をひそめて答える。


「老師は師し匠しようという意味だ。けれど、あの人は間違いなく老師だが」


「どういう……？」


　問いかけ、ルビーウルフは首を傾かしげた。ジェイドの師匠にしては、エリカは若わかすぎる。


「あの人は俺おれの母方の祖そ母ぼの従い姉と妹この夫の姉にあたる人だ」


「あああん？　さっぱりわからん。てか、それ親しん戚せき？　そもそもあの人、歳としいくつさ」


「知らないほうが身のためだ」


　言ったジェイドの声には苦いものが混まじっていた。哀あい愁しゆうさえ漂ただよわせ、大きな背を丸めてしまっている。


　と、扉とびらに仕切られた向こうからエリカがジェイドを呼んだ。本をその場に放置し、一目散に駆けて行く。そのあまりに滑なめらかな動作に、ここでのジェイドの生活が偲しのばれた。


「弟で子し、つーか下しも僕べでやんの」


　ルビーウルフの呟つぶやきに、床ゆかに伏ふせていた狼おおかみたちが同意して頷うなずいた。


　狼たちを家に入れるのを、エリカは拒こばまなかった。細かなことに頓とん着ちやくする性せい格かくではないことは部屋の中を見てもわかる。


　外観からは予想できないほど、家の中は立りつ派ぱだった。テーブルも椅い子すも金きん属ぞくの骨ほね組ぐみに、やたらと発色鮮あざやかな空色の薄うすい板で出来ている。板の素材は謎なぞ。わずかに透すけ感があるが、硝子ガラスではない。ルビーウルフが見たことのないものだった。


　それに、締しめ切った部屋なのに涼すずしい風が巡めぐっている。天てん井じよう近くの壁かべに長方形の白い箱が貼はりついていて、その箱に空いた横長の穴あなから涼風が出ているのだ。ジェイドによると、エリカが作った魔ま導どう具ぐだそうだ。


　小さな窓まどを飾かざるカーテンは総そうレースだし、枠わくにはめ込まれた硝子には傷きず一つない。天井のシャンデリアも球体で珍めずらしいものだった。


　けれど床には本や衣服が散らばり、四よ隅すみには埃ほこりが溜たまっている。ジェイドが黙もく々もくとやっていた掃そう除じを引き継つぎ、本を数すう冊さつ拾い上げた時だった。


「あら、いやだ。そんなことジェイドにやらせればいいのよ。座すわっていなさい」


　茶器や焼き菓が子しを載のせた盆ぼんを持つジェイドの背はい後ごから顔を出し、杖をついたエリカが微笑ほほえんで言った。


　テーブルの上に盆を置いたジェイドは溜ため息を零こぼして掃除に戻ろうとした。が、


「あとにしなさい。埃が立ったらお茶どころではないでしょう」


　やれと言ったりやるなと言ったり、本当に我わがままだ。けれどジェイドは文もん句くも言わずに席に着く。この二人にとって、きっとこれが当たり前なのだろう。本を床に放置し、ルビーウルフも席に着いた。


　エリカは金きん縁ぶちのカップに茶を注ぎ、狼たちには温めたミルクを振る舞まってくれた。無頓着なのではなく、狼たちを気に入ってくれたらしい。いい毛皮ねぇ、こんなコートが欲ほしいわとか呟いていたけれど、そこは聞き流すことにした。


「それにしたって、よくジェイドについて来る気になったわね。この子、頼たよりないでしょ」


　ことの成り行きを荒あら削けずりながら説明し、エリカが最初に言ったのがそれだった。


　華きや奢しやなカップを割わらないよう丁てい寧ねいに両手で持ち、熱いのでちびちびと飲んでいたルビーウルフは苦く笑しようして首を左右に振る。


「そんなことはない。ずいぶん助けられたよ。ただ、気にしすぎるとこは良くないけど」


「そうなのよ。私が軽い冗じよう談だんで『デコッパゲ』なんて言ったら本気で禿はげると思い込んじゃって。女め々めしく髪かみを伸のばして見苦しいったらなかったわ。ジェイドの髪、あなたが切ったんですってね。すっきりしたわ、ありがとう」


　ジェイドの抜ぬけ毛恐きよう怖ふ症しよう、この人が原げん因いんか。


　隣となりで小さくなっているジェイドをちらりと見て、なんだか哀あわれに思えてきた。


「だけどウォルクも馬ば鹿かよね。小物は小物らしく地べたを這はっていればよかったのに。不出来な人間ほど欲よく深ぶかいんだから嫌いやになるわ」


「ウォルクを知ってるのか？」


「もちろんよ。あの青二才、悪あく趣しゆ味みな魔ま導どう兵器ばかり作るくせして私の魔導具を役に立たない、なんてこき下ろしたのよ。まぁ、向こうの魔導兵器にも散々悪あく評ひよう叩たたきつけてやったけどね。そういえばあれ以来、魔導研究評議会に出てないわ」


　ウォルクを青二才ときた。やはり彼女、外見と年ねん齢れいが比ひ例れいしていないようだ。しかし、若わか作づくりにしても無理がある。


「エリカさん、だっけ？　歳はあえて訊きかないけど、ずいぶんお姉様なんだね。それも魔法なわけ？　魔導の女め神がみなんて呼よばれるだけあって、すごいね。そんな魔法知ったら、世の女たちは飛びつくだろ」


　際きわどい言葉にジェイドが身み震ぶるいする。エリカは肩かたをすくめた。


「エリカ、でいいわ。私もルビーと呼ぶから。──魔導の女神、ね。白魔女なんて呼ぶ奴やつもいるけど……。歳については黙もく秘ひだけど、想そう像ぞうに違たがわないと思うわ。でも、自分のために編あみ出した術じゆつだから普ふ通つうの女には効きかないわね。私の才さい能のうがあって初めて成立するの。私は精せい霊れいに祝福されているんだもの」


　言ってエリカは哄こう笑しようした。いつかジェイドが言っていた通り、相当な自信家だ。


「それより老ろう師し、見ていただきたい物が。──ルビーウルフ、〈導みちびきの剣けん〉を」


　今まで黙していたジェイドが機を見いだして口を開いた。『老師』と呼ばれたことにエリカは一いつ瞬しゆん頰ほおを引きつらせたが、ジェイドの真剣な眼まな差ざしを見て抑おさえたらしい。黙だまって対たい座ざした二人を見ている。


　ここへ来た目的は剣にかけられた封ふう印いんを解といてもらうためだ。思い出し、下さげ緒おごと外してテーブルの上に載のせる。


「これが〈導きの剣〉……。トライアンの神具に比くらべたら、ずいぶん派手だわ。──封印されているのね」


「トライアンの神具をご覧らんになったことが？」


　ジェイドが問うのに、エリカは頷うなずいた。けれどこちらを見ようとはしない。〈導きの剣〉を整った指先でつつきながら、もう片かた手てで顎あごの先に触ふれている。


「一年ほど前、城しろに呼ばれたの。大した用事ではなかったけど……嫌ね、この赤い印。触れるだけで反発するわ、生意気。術者は誰だれ？」


「ガーディアンの隊長、アーディス・マリンベル。ウォルクの息子むすこです」


「なるほど、親子して根こん性じよう悪わるなのね」


　苦笑し、エリカは唇くちびるを引き結んだ。菫すみれ色いろの両りよう眼めが火花を散らせると思えるほどに、力が高まっている。


　ぞくりとした。この感覚は明らかな畏い怖ふだ。けれど、恐おそろしいけれど、彼女から目を離はなせない。不思議な高こう揚よう感だった。


〈導きの剣〉に両手で触れたまま、エリカは瞼まぶたを完全に閉とじている。手て探さぐりで何かを探さがしているような、そんな感じだ。


　ふ、と息を吐はき、彼女はおもてを上げる。唇は不ふ機き嫌げんに歪ゆがんでいるが、瞳はいかにも愉ゆ快かいそうだった。難なん解かいな知ち恵えの輪を与あたえられた子こ供どもの顔だ。


「なかなか強ごう情じようそうだわ。解とくには一ひと晩ばんかかるかも」


　髪をかきあげ、こちらを見たエリカは微笑ほほえんだ。女神と呼ばれるに相応ふさわしい美しさで。


「というわけだから、今夜はここでゆっくりしていきなさいね、ルビー。ジェイド、あなたの部屋、残してあるから掃そう除じして彼女に使わせてあげなさい。あなたは物置で充じゆう分ぶんでしょう？　それから晩ばん御ご飯はん作ってちょうだい。でも、その前にお風ふ呂ろね。二人とも臭におうわ」


　逆さからうという選せん択たく肢しを持たないジェイドは頷くしかない。


　いくらなんでもかわいそうなので掃除は手伝ってあげようとルビーウルフは思った。





　　　　†
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　掃除といっても、溜たまった埃ほこりを拭ふき取るくらいだった。三年前に辞じして以来そのままになっている、とジェイドは苦笑した。


　岩の家の中は二階建てになっていた。階上にはジェイドとエリカ、それぞれの部屋と洗せん面めん所じよがあり、あとは白しら壁かべの通路と階かい段だんがあるだけだった。


　飾かざり気のない机つくえにベッド、カーテンや本ほん棚だな。味気なくて狭せまいし、いかにも男部屋といった感じだが、城しろで見た『王女の部屋』より断だん然ぜん印象が良かった。華か美びなのは好きでないし、何より男の──ジェイドの匂においが染しみ付いているのがいい。盗とう賊ぞくたちと違って粗そ野やな匂いではなく、爽さわやかというか上品な感じがしたが、それでもルビーウルフにとって男おとこ臭くさい空間は過すごしやすい。


　掃除のあと、念願の風呂に入れたのは本当に嬉うれしかった。しかも、沸わかさなくても湯が出るなど、さすがは魔導師の自じ宅たくだ。


　ルビーウルフにとって風呂といえば、夏場は滝たき壺つぼでの水浴び、冬場は沸かした湯をたらいに入れて仲間に背せ中なかを流してもらっていたのが普ふ通つうだったから、見るものすべてが珍めずらしかった。殊ことに長い管の先から如じよ雨う露ろのように湯を出す道具は便利だった。管の尻しりは壁に埋うめこまれているのにどうして湯が出るのか不思議だったが、エリカが作ったものらしい。理り論ろんは聞いてもわからないので、それだけで納なつ得とくしておいた。


　その後すぐに二人で夕食の準じゆん備びに取り掛かかった。ジェイドが鮮あざやかだけれど繊せん細さいな包丁さばきを見せるのにもどかしく思いつつ、ルビーウルフは目分量の豪ごう快かいな味付けを施ほどこした。それを見てジェイドは真っ青になっていたが盗賊の料理はそんなものだ。エリカにも好こう評ひようで、実じつ際さい美味おいしかったから問題はない。


　そんな一日を終え、ルビーウルフは寝ね支じ度たくを整えていた。ジェイドの部屋だ。


　付け毛のない頭が軽く感じた。風呂に入る前に外したのを机つくえの上に置いてある。


　寝ね巻まきとしてエリカが提てい供きようしてくれた化け粧しよう着ぎは紗さ綾やで、ルビーウルフが着ると胸むな元もとにずいぶん余よ裕ゆうがあった。寝苦しくならずにすみそうだ。


「狭くて申し訳わけないのだが」


　床ゆかに毛もう布ふを敷しきながらジェイドが言う。毛布は狼おおかみたちの寝ね床どこだ。二頭は今、部屋の隅すみで寄より添そって伏ふせている。ケーナはぼんやり眠ねむそうだが、フロストは相変わらず不機嫌だった。


「いや、至いたれり尽つくせりで文もん句くも言えない。狼たちが一いつ緒しよなら安心して眠れるし」


「それは良かった。では、また明日」


「待ちなよ」


　部屋を退たい出しゆつしようとしたジェイドをルビーウルフは引き止めた。彼は振ふり返り、首を傾かしげている。


「別に出ていかなくても。ここで一緒に寝ればいいじゃないか」


　もともとこの部屋の主はジェイドだ。それを物置に追いやって自分がベッドで眠るのは、さすがに後ろめたい。


　けれどジェイドは絶ぜつ句くした。しばらく無言でいたかと思うと、片かた手てで顔の半分を覆おおい、困こまったような恨うらめしそうな、言い表しようもない感情のこもった眼まな差ざしを向けてくる。


「あんたは時々、本当にとんでもないことを言う……」


「どうして。雑ざ魚こ寝ねなんか普ふ通つうのことじゃないか。野宿の時と何が違ちがうって言うんだ」


　そういう問題ではない、とジェイドは呟つぶやく。


「よく考えてくれ。盗賊は……あんたの仲間はあんたを娘むすめや妹だと思っていたんだ」


「当たり前だ。家族なんだから」


「それなら俺と彼らの違いもわかるはずだ。──頼たのむから、紳しん士しでいさせてくれ」


　苦く笑しようして、ジェイドは今度こそ出て行った。


「なんだよ、そんなに師し匠しようの言いつけが大事なのか？　それとも盗賊差別？」


（それはきっと、違う）


　彼が去ったドアに向かって言うと、ケーナが控ひかえめに呟いた。ジェイドが敷いた毛布の上に移い動どうして、腰こしを下ろしている。


「何がさ」


（彼は優やさしい。ルビーも、それはわかっているよね。彼が優しすぎるから混こん同どうしてしまうのはわかるけれど、それでは彼がかわいそう）


「何が言いたいのさ」


　床に腰を下ろし、ケーナと目線を合わせる。ヴィアンカの面おも影かげが残る、柔やわらかな顔立ちだ。


（ルビーはジェイドをモルダたちのように思っているのじゃない？　あなたに決して危き害がいを加えないと、匂においで知っているから。けれど感かん情じようはどうあれ、彼にとってルビーは女なの）


　ベッドの縁へりに寄よりかかり、ルビーウルフは天てん井じようを仰あおいだ。放光を施ほどこした硝子ガラスの球が目に入る。溜ため息が漏もれた。


「だよねぇ。なのに『紳士でいさせてくれ』だとよ。気取り屋め」


　ケーナは驚おどろいたように目を見開く。


（彼の言葉の意味、知っていたの？　では、困こまらせて楽しんでいたのね？）


　ルビーウルフは顔を背そむけた。窓まどの外には闇やみが広がっている。


（隠かくしても駄だ目めよ。匂いでわかるわ）


　とうとう観念してルビーウルフは笑い出した。転げるようにベッドへ這はい上がり、枕まくらを抱かかえて可お笑かしそうに言う。


「だって、からかうと面おも白しろいんだ。あいつ」


（意地悪なのね。彼、かわいそう）


　そうは言うけれどケーナは苦笑していた。仕方のない悪戯いたずらっ子を見守る、優しい目で。


（けれど、それで彼が誘さそいに応おうじていたらどうするつもりだったの？）


　少しばかり真しん剣けんになったケーナの問いに、ルビーウルフは肩かたをすくめる。


「どうもしない。あいつにも言ったけど、雑魚寝と一緒だ」


（当たり前だ。あんな男と共寝など許ゆるさない。あいつが誘いに応じていたら、俺おれはあいつの喉のど笛ぶえを嚙かみ砕くだいていた）


　部屋の隅で伏せていたフロストが苛いら立だたしげに吐はき捨すてた。ジェイドが用意した毛布の上で眠りたくないらしい。


「フロストはなんだって、あいつを毛け嫌ぎらいするんだ？　たしかにジェイドはガーディアンだけど、あたしを助けようとした結果、ああなったんだ。もちろん、あたしだってモルダたちが死んだことは悲しいし、悔くやしい。でも、ジェイドを嫌いにはなれないんだよ」


（俺はルビーウルフの意思を尊そん重ちようする。お前があいつを求めるなら、それも許そう）


　あんまり真剣で、つらそうに言うものだからルビーウルフは笑ってしまった。悪いと思ったけれど。


「そんな真ま面じ目めに考えないでよ。あたしがジェイドを求める？　あり得ない」


　自分で言って、言葉に出したらよけいに可笑しかった。胡座あぐらをかいた膝ひざを叩たたき、声を立てて笑う。ジェイドのことはいい奴やつだと思うが、それだけだ。


「お前、ジェイドに似にてるな。生真面目なところがそっくりだ。似た者同士は反発しあうものなのかな？　磁じ石しやくみたいにさ」


　ルビーウルフが真剣に取り合わないのを悟さとってか、フロストは深い溜め息をついた。わずかに目を伏ふせる。


（俺は悔くやんでいるんだ。命令があったとはいえ、あの場から逃にげ出してしまったことに）


　だから再さい会かいした時、ルビーウルフがジェイドと懇こん意いにしているのが悔しかったと言う。


　今度は笑うわけにはいかなかった。知らず、フロストを傷きずつけていたのを反省しなければならなかった。居いずまいを正し、向き直る。


「命令したのはあたしだ。お前が気に病やむことはない。もしあの時、お前が逃げなかったら一生恨うらんでたよ。お前とケーナが生きていてくれたのがどんなに嬉うれしかったか、わかるか？　あたしたちはたくさんのものを奪うばわれたけど、全部じゃなかったんだ。お互たがいがいる」


　言ってルビーウルフは膝を叩き、おいで、と呼よぶ。二頭の狼おおかみはベッドに飛び乗って、それをルビーウルフは搔かき抱いだいた。少し硬かたい夏毛に顔を埋うずめると獣けもの臭くさくて安あん堵どする。乳ち飲のみ子だった頃ころから、何より安心できる匂いだ。


「昔、よくこうしてヴィアンカに甘あまえた。あたしには、お前たちがいなきゃ駄だ目めなんだよ」


　くぅん、とケーナが甘えた声を出した。フロストは黙だまったまま、目を閉とじている。生きていて良かったと、ルビーウルフは心底実感した。


　戸を叩く音がした。狼たちから身を離はなし、気配を読む。エリカだ。


「どうぞ」


「夜分にごめんなさいね。あなたの服、洗あらったのが乾かわいたから届とどけにきたの」


　入ってくるなり机つくえに向かい、その上に畳たたんだルビーウルフの服を置いた。空気を含ふくんで膨ふくらんでいて、たしかに乾いているようだ。


　ずいぶん乾くのが早いと思ったけれど、エリカなら何か特別な洗せん濯たく方法をしていてもおかしくないので深く考えるのはやめにする。


「ちょっと話をしてもいいかしら」


　言いながらもエリカは机に備そなえ付けられた椅い子すを引き、ルビーウルフに向き合って座すわる。否いなとは言わせない気なのだろう。拒こばむ理由もないので、ルビーウルフは頷うなずいた。狼たちは彼女の意思に従したがう。


「深しん刻こくなことではないのよ。ただ、息いき抜ぬきがしたくて」


〈導みちびきの剣けん〉の封ふう印いんはまだ解とけていないのだそうだ。


　杖つえを膝ひざの上に載のせ、エリカは微笑ほほえむ。


「自じ慢まんではないけど私は天才なのよ。謙けん虚きよにするとよけいに嫌いや味みっぽいから堂々と言うことにしているのだけど、どっちにしたって妬ねたむ奴やつはいるのよね。だから凡ぼん人じんって嫌きらいだわ」


　エリカは肩をすくめた。話が長くなりそうな気がしてうんざりしたが、年とし寄よりは自慢話が好きなもの。適てき当とうに相あい槌づちを打って聞き流そうとルビーウルフは思ったが、エリカの話は意外な方向へ向かっていた。


「そんな私の弟で子しだもの。ジェイドは誰にも負けないわ。だから信じてあげて欲ほしいの」


　一度、彼は追っ手のガーディアンに負けそうになったのだが、あれはルビーウルフが動どう揺ようさせてしまったのだし、告げ口をするのも気が引けたので黙っておくことにした。代わりに微笑んで頷く。


「どうしてかわからないけど、あたしはあいつを疑うたがう気になれないんだよね。匂においで嗅かぎ分けてるのもあるけど、どうもそれだけじゃないみたいだ。育ちがいいらしい」


「あら、意外とお世せ辞じが上う手まいのね」


　エリカが笑ったので、つられてルビーウルフも笑う。しかし、なぜ彼女がそんな話をしようと思ったのか、真意が摑つかめない。ただの息抜きではないということは確たしかなのだが。


　エリカは居ずまいを正し、じっとルビーウルフの目を見つめた。


「〈導きの剣〉が見つからないことで、グラディウスの王女が生きている可か能のう性せいは高いと思われていたわ。あの子も信じて疑わなかった。──あの子は私のもとへ来た直後から『王女を守る』が口くち癖ぐせだったの。私はね、あの子に魔ま導どう師しになれと強要していないのよ。望むから教えただけ。あの子はあなたのために強くなりたいと願ったの」


「あたしのため？」


「そう。父親の遺い志しを継つぐ、というのはあとからついてきたことよ。三つの子こ供どもが理り解かいできないことも、成長すれば当時のことがわかるようになるものね」


　背せが伸のびるにつれて魔導を学ぶ目的が増ふえたのだとエリカは言う。


「あの子があなたを守るのは『ガーディアンだから』じゃないわ。『ジェイドだから』よ。──本当を言うと、あの子がガーディアンに入隊することを私は反対したのよ。あなたには悪いけど、もしかしたら死んでいるかもしれない王女のために、人生を棒ぼうに振ふることなんかないじゃないって思ってしまったの。結局は止められなかったのだけど」


「いいや、あんたは正しい」


　正直にそう思った。だから隠かくさず、そのまま伝える。ありがとう、と呟つぶやいてエリカは笑みを深めた。


「身内の贔屓ひいき目めもあるけど、あの子はとても優やさしいわ。そのぶん頼たよりなく見えてしまうこともあるだろうけど、機会があれば私が鍛きたえなおしてやるから、今は大目に見てやって」


　天てん井じようの球から放たれる光を弾はじき、菫すみれ色いろの瞳ひとみが輝かがやいていた。


　ひどく、それは懐なつかしい。ヴィアンカと同じ柔にゆう和わな輝きだった。


「問題ない。あいつの足りない部分はあたしが埋うめるし、逆ぎやくもまた然しかりだ」


　ベッドの上で胡座あぐらをかいたまま胸むねを反らせた。余よ裕ゆうたっぷりに口角を吊つり上げてみせる。


「王女があなたでよかったわ。あの子も守り甲が斐いがあるでしょうね。親しん戚せき中たらい回しにされてここへ来た時はなんて可哀かわい想そうな子かしらと思ったけれど、そうでもなかったみたい」


　雪色の髪かみを揺ゆらし、エリカは嬉うれしそうに笑った。ひとしきり笑い、杖にすがって立ち上がる。


「そろそろお暇いとまするわ。──私がジェイドを褒ほめてたなんて、あの子には言わないでちょうだいね。甘やかすのは嫌きらいなの」


　わずかに肩かたをそびやかし、彼女は部屋を出て行った。その後ろ姿すがたにひらひらと手を振って見送り、ルビーウルフはごろりと横になる。枕まくら元もとの壁かべにあった印に触ふれると、放光が消えて部屋に闇やみが落ちた。


「ね。やっぱり嫌いになれない。あんな人に育てられた奴をさ」


　笑いを含ふくんで言うと、声が震ふるえた。


　答えるように笑ったのはケーナで、複ふく雑ざつそうに唸うなったのはフロストの声だった。





　　　　†




　幼おさないころの夢ゆめを見た。


　十歳さいになるより以前。春のことだったろうか。雪ゆき解どけのせせらぎと、顔を覗のぞかせた土の匂いを覚えている。


　吹ふく風はまだ冷たかったけれど、日差しは暖あたたかで気持ちは自然と高こう揚ようしていた。いつも、春はそうだった。グラディウスの春は熟じゆく睡すいから飛び起きたように晴れ晴れしく、人も動物も浮かれ気味になる。そして盗とう賊ぞくたちは、いそいそと宴うたげの準じゆん備びに取り掛かかるのだ。何かにつけて酒を飲みたがる、祭り好きな連中だった。


　朝だろうが昼だろうが、かまわずモルダは酒を食くらっていた。もちろん夜は当然といわんばかりに豪ごう快かいに飲んでいた。仲間たちの中心になって、それはもう陽気に。


　そんなモルダに、そっと寄より添そっていたのはヴィアンカだった。幼かったルビーウルフが、一番好きだった光景。


　ヴィアンカは美しかった。胡座をかいたモルダの膝ひざに、ふわりと頭を乗せた姿はたおやかで綺き麗れいだった。


　そして同時に悔くやしくもあった。


　自分は、あの光景の中には入れない。モルダがヴィアンカを見る目はルビーウルフに向ける眼差しと同じく優しかったけれど、それでもどこか印象は違ちがったし、ヴィアンカの純じゆん白ぱくの被ひ毛もうに触れる手つきは、ルビーウルフの頭を撫なでる時とは明らかに違った。


　そしてモルダを見るヴィアンカの微笑ほほえみは、他ほかの誰だれかに向けるものよりずっと優しくて特別だった。大好きなのに、ルビーウルフには決して手に入れられない微笑み。


　それが悔しくて悲しくて、宴のあとに駄だ々だをこねては、よくヴィアンカに甘あまえたものだ。


（あなたは私の自じ慢まんの娘むすめよ、ルビーウルフ）


　ルビーウルフがどんなにひどい癇かん癪しやくを起こしても、ヴィアンカはいつでも微笑みながらそんなふうに言う。ゆったりと細められた空色の瞳を見ていると、べたべた甘えて我わがまま言うのが恥はずかしくなるから不思議だ。それでも温かいヴィアンカに触れて抱だきしめるのは大好きで、甘ったれだとモルダにからかわれても手を離はなしたくはなかった。


（私にはたくさんの子こ供どもたちがいるけれど、あなたは特別。それはあなたが人間だからじゃないわ。あなたは私と彼の娘なのですもの。だから特別、愛いとおしいわ）


　モルダに向けるのとは違う微笑み。けれど、それは充じゆう分ぶんに温かくて、ルビーウルフの心は満たされていく。


（あなたは変だと思うかもしれない。私が女として彼を慕したっているのは、本当はすごくおかしなことよね。けれど、私は彼のそばにいられるだけで幸せなの。彼の役に立てるなら、そんなに誇ほこらしいことは他にないわ。──それだけで充分だったのに、彼が連れてきた人間の赤ん坊ぼうを育てられるなんて……それも、こんなに私を大切に思ってくれる子だもの。本当に幸せよ）


　ヴィアンカはモルダを愛していた。その気持ちがモルダに伝わっていなくても、そばに置いてくれるだけでいいのだと言って絶たえず微笑みを浮かべていた。


「変じゃないよ。だって、あたしもモルダのこと、好きだもん。ヴィアンカも仲間たちも、みんな大好きだよ」


　ルビーウルフのそんな言葉に、ヴィアンカはくすくすと笑う。


（そうね、私もみんなのことが大好きよ。けれど、モルダへの『好き』は少し違うの）


「何それ。わからないよ」


　首を傾かしげてルビーウルフはヴィアンカを見つめた。蒼そう穹きゆうを切り抜ぬいたような、穏おだやかな青い瞳ひとみが優やさしく潤うるんでいた。


（いつかあなたにも、その日はやって来る──いいえ、あなたなら、きっと自分で見つけるのでしょうね。心配いらないわ。だから今はまだ、わからなくていいのよ）


「ふぅん？　まぁいいや。あたしはヴィアンカたちと、ずっと一いつ緒しよにいられたらそれでいいよ」


　相変わらずヴィアンカは微笑んでいた。穏やかに優しく、笑っていた。


　老いて死ぬ間ま際ぎわまで、それは変わらなかった。


　そして、その時が最初で最後。大泣きしてぼやけた視し界かいの中で、ルビーウルフはモルダの頰ほおに流れる涙なみだを見た。





　　　　†




（ルビー、朝よ。起きましょう）


　ケーナの声に目を覚ました。けれど頭はまだ上う手まく働かない。ずいぶん深く眠ねむり込こんでいたようだ。こんなことは珍めずらしい。いつもなら眠気が残ることなんてないのに、少しだけ二度寝ねしたい気分だ。


　枕まくらを抱だいて毛もう布ふに潜もぐり込む。深しん呼こ吸きゆうするとジェイドの匂においがした。それが心地ここち良くて、体から力が抜ける。この匂いとヴィアンカの夢ゆめから離れるのが嫌いやだった。


（ルビー？　どうしたの？）


　もう一度、ケーナの声。窓まどの近くで鳴いている鳥の声もして、日はすでに昇のぼっているらしい。


　毛布を足で払はらいのけ、必要以上に勢いきおいをつけて跳はね起きた。驚おどろいたケーナが飛び上がってベッドからずり落ちる。


「あー……うん。起きた」


　口元のよだれを手で拭ぬぐいながら、少し寝ぼけた声を出す。


（顔を洗あらえ。髪かみにも寝ね癖ぐせがついてる）


　部屋の隅すみでフロストが呆あきれたように言った。


（よっぽど寝心地が良かったのね）


　ベッドの縁へりに前まえ脚あしをかけたケーナがくすくす笑う。さきほど見た夢と重なる微笑み。


「まぁね」


　笑みを返してベッドを降おりる。


　石せつ鹼けんの香かおりがする服に着き替がえ、洗せん面めん所じよで身なりを整えてから階下へ下りた。ことっことっ、と爪つめを鳴らして狼おおかみたちもついてくる。階かい段だんの壁かべにある明り取りの窓から朝日が射さし、目をすがめたら欠伸あくびが出た。


「おはよう。剣けんの封ふう印いん、解とけたわよ」


　階段の下から顔を出したエリカが『パンが焼けたわよ』というような軽さで放った言葉に、出た欠伸が思わず止まった。かくん、と顎あごを元に戻もどす。


「さすが私よね。仕事が早いわぁ」


　胸むねを張はって自身を称たたえるエリカの横をすり抜け、大急ぎで昨日の部屋へ向かった。気が逸はやる。ばたばたと足音を立て、勢いよく扉とびらを開け──


　ルビーウルフは固まった。


　彼女に集まる目、目、目。男ばかりが十数人、それも強面こわもての中年が〈導みちびきの剣〉を置いたテーブルを取り囲むようにして室内にひしめいている。剣がもとに戻った喜びで、この異い常じように気づかなかった。


　ざわめきが波立ったかと思った瞬しゆん間かん、彼らは慌あわただしくひざまずいた。胸に手を当て、奇き跡せきを見るような目でルビーウルフを仰あおぎ見る。


「姫ひめ殿でん下か……！　よくぞご無事で……！」


「お美しくお育ちになられましたな……。王おう后こう陛へい下かによく似にておられる……ううっ……」


　男泣きに袖そでを濡ぬらす者までいて、たじたじするやらうんざりするやらだった。王おう城じようでもウォルクや貴き族ぞくらに同じようなことを言われたが、勢いというか、熱意が違ちがう。少し怖こわいかもしれない。


「皆みんな、立ってくれ。彼女は姫や殿下と呼よばれて仰がれることが嫌きらいなんだと、さっき説明しただろう？」


　声に誘さそわれてそちらを見ると、ジェイドがテーブルを挟はさんだ向かいに立っていた。一気に安あん堵どし、息が漏もれる。


「ルビーウルフ、彼らは俺おれの協力者たちだ。皆、父と親しかった、信しん頼らいできる人たちだから安心していい。疑うたがわしいなら匂いで探さぐってくれ」


　なるほど、とルビーウルフは思った。たしかにジェイドは城しろを抜け出す時、そんなことを言っていた。それに、探らずとも彼らが向ける敬けい愛あいの眼まな差ざしは疑いようもない。


「えと、ジェイドが言ったようにひざまずかれるのは苦手だから立ってくれないか？　あと、テーブルに寄よれないからどいてほしい」


　言うと、彼らは押おし合いへし合い壁に寄り、道を作った。ルビーウルフ、〈導きの剣〉、ジェイドが一直線上に並ならぶ。


　両側の人ひと垣がきが注目する中、テーブルの前まで歩み寄った。そこに横たえられている〈導きの剣〉に、あの刻印はない。


　迷まよわず手に取り、勢いよく抜ぬき放った。抜けた。窓から差し込む光を弾はじき、白銀の刀身が厳おごそかに輝かがやいている。


　途と端たんに歓かん声せいが沸わいた。男たちが手を打ち鳴らし、本物の姫だと言っては歓喜する。


「お祭騒さわぎね。喜ぶのはいいけど、手足をぶつけて物を壊こわしたりしないでちょうだいよ」


　開けたままにしていた扉に寄りかかって傍ぼう観かんしていたエリカが苦く笑しようして言った。


「ありがとう。さすがは女め神がみ様だ」


「ふふん、まぁね」


　彼女は本当に謙けん遜そんという言葉とは無む縁えんのようだ。ここまで高こう慢まんだと、いっそ清すが々すがしい。けれども目元がわずかに疲つかれを見せているのは、きっと徹てつ夜やをしたからだ。


　もう一度深く礼をしてから剣を背せ負おい、ルビーウルフはこちらを注ちゆう視ししている男たちに向き直って眺ながめ渡わたした。誰もかれもが歓喜の中に、隠かくしきれない疲ひ労ろうを滲にじませている。


「ここに集まったのはグラディウスで職しよく人にんとして働き、王城に出入りがあった者たちだ。宰さい相しようだった父の死後すぐにウォルクを糾きゆう弾だんしたのだが、兵を使われてはどうしようもない。多た勢ぜいに無勢で国を追われてしまった。今は皆、この国こつ境きようで身を隠しながら暮くらしている」


　ジェイドが淡たん々たんと説明すると、中の一人が一歩、歩み出た。顔も体も角張っていて、なかなかいい体たい軀くをしている。


「殿下……いえ、ルビーウルフ様。グラディウスをお救いください、あなたしかいないのです。祖そ国こくのためならば、我われらは命をも賭とす覚かく悟ごでございます」


　彼の言葉に男たちが力強く頷うなずいた。


　彼らの言いたいことはよくわかる。だからこそ呆あきれた。頭をがりがり搔かきながら、どこから話を切り出そうかと考えていた、その時。


　表で女の悲鳴が響ひびいた。次いで、男の怒ど号ごうも。室内に一気に緊きん張ちようが走る。


　玄げん関かんの扉を壊れるほどの勢いきおいで押し開いて入ってきたのは、やはり中年の、熊くまのような髭ひげ面づらをした男だった。小こ脇わきに抱かかえた小さな生物──少女がじたばたと暴あばれている。


「ジェイド様っ、エリカ様！　表に妙みような小こ娘むすめが！」


　男は見張りとして外に出ていた者だった。その熊男に抱えられている少女──歳としは十三か十四。ルビーウルフとそう変わらないだろう。鮮あざやかな若わか草くさ色いろのドレスは一目でわかる絹きぬ。緩ゆるく波打つ飴あめ色いろの髪かみを美しく結ゆい上げ、ドレスと同どう系けい色の髪かみ留どめで飾かざっている。


　砂さ糖とうで出来た菓か子し細工のような、嫌いや味みでない華はなやかな美び貌ぼうであった。しかし今は抱えられ、不自然な体たい勢せいになって苦しいのか、丸みの強い琥こ珀はくの瞳ひとみを涙なみだで潤うるませている。


「お放しになって！　わたくしは妖あやしい者ではありませんわ！」


　仔こ猫ねこが鳴くような声で少女は訴うつたえた。


「あら、あなた性しよう懲こりもなくまた来たの？」


「エリカ様ぁ、助けてください！」


「老ろう師しのお知り合いですか？」


　ジェイドの問いを無視してエリカは熊男に歩み寄る。男も少女がエリカの顔見知りとわかると、慌あわててその手を離はなした。


「馬はどうしたの？　護ご衛えいもつけずに危あぶないこと。忠ちゆう実じつな騎き士し様が心配するわよ」


「馬は近くに繫つないであります。騎士のことはお気になさらず。心配することが彼らの仕事ですから」


　解かい放ほうされて安心したのか、少女は微笑ほほえみながらドレスの裾すそについた土つち埃ぼこりを叩たたき落とす。あんな格かつ好こうで山を登ったのかと思うと、ルビーウルフはげんなりした。狩かりの罠わな役やくとしてドレスを着たことが何度かあったが、あれは動きにくくてたまらない。


「で、誰？」


　男おとこ衆しゆうが訊きくのをためらっているので、ルビーウルフが代表して問う。と、少女ははっとしたように目を丸くし、優ゆう雅がな動作で片かた手てを口元へ当てた。


「まぁ、大勢の方がいらっしゃいますのね。どなたかのお誕たん生じよう日び祝いか何かの席にお邪じや魔ましてしまったのでしょうか？　だとしたら、お騒がせして大変失礼致いたしました。申し遅おくれましたが、わたくしの名はミレリーナ・フィリス・トライアンと申します」


「トライアン!?　では、あなたはまさか……」


　沸いたざわめきの中で声を上げたのはジェイドだった。動どう揺ようで口の中が乾かわいてしまったのか、声がわずかに掠かすれている。


「職業はトライアンの王族ですわ。兄が戴たい冠かんして間もないので、わたくしがお助けしてさしあげなくてはなりませんの」


　ざわめきは一いつ層そう膨ふくれ上がった。いいかげんうるさいとルビーウルフが思った瞬しゆん間かん、エリカが杖つえで床ゆかを突つき鳴らして男たちを黙だまらせた。


「静かになさい。こんなことで動揺して、それでよく国に喧けん嘩かを売ろうだなんて言えるわね。あなたたちの姫ひめを御ご覧らんなさい。肝きもが据すわっているようじゃないの」


　彼女の言葉に全員がルビーウルフに注目する。たしかにルビーウルフは落ち着き払はらった様子で腕うで組ぐみをしたまま少女──ミレリーナを目に捉とらえていた。だが、それは決してミレリーナが警けい戒かいに値あたいしないというわけではない。むしろ逆ぎやくだ。この少女に間かん隙げきを見せてはいけないと、ルビーウルフの鼻は嗅かぎ取っていた。


　そんなルビーウルフのわずかな緊きん張ちようを感じ取ったのか、狼おおかみたちが足に纏まとわりついてくる。いつでも臨りん戦せん態たい勢せいになれる構かまえだ。


　大きな獣けものをみとめたミレリーナが手で口元を覆おおい、きゃあっ、と声を上げた。


「かわいらしいですね！　わたくし、大好きなんです、犬！」


「いや、狼ね」


　ルビーウルフの訂てい正せいを聞いているのかいないのか、ミレリーナは駆かけ寄よって狼たちの前でしゃがみ、上目遣づかいで、撫なでても構いませんか？　と訊たずねてきた。


　どうしたものかと思った。油ゆ断だんならないけれども悪い匂においではない。その証しよう拠こに狼たちも困こん惑わくしている。腹はらに一いち物もつあってこちらに危き害がいを加えようとしているのなら獣は間ま違ちがいなく勘かんづいて威い嚇かくをしているはずだが、二頭とも耳をぴくぴく動かして判はん断だんに迷まよっているようだった。


「いいけど、フロスト──白いのは気き難むずかしいからやめときな。ケーナ、触さわらせてやって。いい？」


（かまわないわ。悪い子ではないと思うの）


　ケーナの返事はルビーウルフ以外の者には、くぉん、という鳴き声にしか聞こえなかったことだろう。男衆は黙もくしたまま、少女と獣の戯たわむれを眺ながめている。


　ジェイドが口を開いた。


「トライアンの王女殿でん下かは病びよう床しようにあられて滅めつ多たに人前にはお姿すがたを現あらわさないとか。そのような方が、なぜこんな場所へ？」


　ケーナの胸むな元もとの柔やわらかい毛がいっとう気に入ったらしく、頰ほお擦ずりをしていたミレリーナが立ち上がった。けれど彼女が何かを言う前にエリカが前に歩み出る。


「この子の父親──トライアンの先王が倒たおれた時に私が城しろに呼よばれたの。それ以来ずいぶん気に入られてしまって、こうしてたまに顔を見せるのよ」


「トライアンの国王陛へい下かが玉ぎよく座ざを退しりぞかれたのは病がもとと聞いていましたが……。それほどまでに？」


　娘むすめの手前、悪いのか、とは口に出せないようだ。そんなジェイドの配はい慮りよなど関係ないといった感じでエリカは不ふ機き嫌げんに口元を歪ゆがませる。


「とんでもないわ。たかがギックリ腰ごしでこの私を呼びつけるなんて。そんなもの湿しつ布ぷでも貼はっていれば治るっていうのに、王様業に飽あきたとか言って玉座を息子むすこに押し付けたのよ。私を呼んだのだって、大おお事ごとにして隠いん居きよする口実を作りたかっただけだって言うんだから呆あきれるわね」


「父はそういう人ですもの」


　くすくす笑ってミレリーナが言う。いたって明るい様子だったので、一同は揃そろって安あん堵どした。けれど、次に彼女が発した言葉で全員が凍こおりつくことになる。


「だからこそ、わたくしが国を支ささえなければなりませんの。父は惰だ弱じやくですし兄は朴ぼく訥とつなので頼たよりないですし。母はそんな父と兄に甘あまいので困こまっているのです。それで、ぜひともエリカ様を懐かい柔じゆうしてトライアンに来ていただこうと思いまして。魔ま導どうの女め神がみ様を召めし抱かかえればトライアンは安あん泰たい。他国も我わが国に攻せめ入ろうなどという愚おろかな考えは捨すてるはず。でしょう？」


　全員が息を飲んでトライアンの王女を凝ぎよう視しした。幼おさない顔立ちには不ふ似に合あいの、殺さつ伐ばつとした物言いに啞あ然ぜんとしたというのはもちろんある。けれど、それ以上に驚おどろいたのは──


「グラディウスがトライアンの土地を狙ねらっていると、ご存ぞん知じで……？」


　知られているのなら、おそらく迎むかえ撃うつ準じゆん備びが整っているはずだ。両国の兵と武ぶ器きが増ふえれば増えるだけ民たみの不安は膨ぼう張ちようし、いざ戦いくさとなった時には暴ぼう徒ととなって被ひ害がいを拡かく大だいする恐おそれがある。


　もう、自分たちの手には負えない域いきに、事は達してしまったのだろうか。


　ジェイドの顔には、そのような色が浮うかんでいた。けれどミレリーナはきょとんとして、丸みの強い目をさらに丸くしている。


「まさか、気づいていないと？　グラディウスから流れてくる貧まずしい人々が最近になって急きゆう激げきに増えましたもの。おかしいと思うのが当然ですわ。それで彼らに話を聞いてみれば、夫や息子を徴ちよう兵へいされて暮くらしがままならず、着の身着のまま逃にげてきたと言うではありませんか」


　いつのまにか、琥こ珀はくの瞳ひとみから笑えみは消えていた。表ひよう情じようが硬かたく、どっしりかまえた様子は紛まがう方なく王女の威い厳げんであった。


「あなたがたはグラディウスの方ですね。どうか戦など無む益えきなことはおやめください。忠ちゆう告こくとして申し上げておきます。グラディウスは、決してトライアンには勝てません」


　この言葉に男たちは色めき立った。彼らとて、戦を止めたいと思っている。けれど今のミレリーナの発言を、彼らは祖そ国こくを侮ぶ辱じよくされたと受け取ったのだろう。室内が一気に険けん悪あくな空気に包まれる。それを打ち破やぶったのは今まで黙して様子を見守っていたルビーウルフの哄こう笑しようだった。


「なるほどねぇ、そういう匂においか。こりゃあ食えないや」


　くっくっと笑いの余よ韻いんを残しつつ、ルビーウルフは呟つぶやいた。違い和わ感だったのだ。ミレリーナに感じた奇き妙みような匂いは。


　そう、たとえば中に唐とう辛がら子しの粉ふん末まつを詰つめ込こんだ砂さ糖とう菓が子しの殻からのような。甘い外見に油ゆ断だんして口に含ふくんだ瞬しゆん間かん、のた打ち回ることになる、強きよう烈れつな爆ばく弾だんといったところか。病弱という噂うわさの一人歩きも、わざと放置しているのだろう。もしくは、自ら流した噂か。弱者を装よそおって敵てきを油断させるのはルビーウルフも使う手しゆ段だんだ。


　トライアンに行ったことのないルビーウルフにもわかる。ミレリーナあってのトライアンなのだ。油断ならないと感じても仕方ない。


　男たちやミレリーナはきょとんとしている。『匂い』の意味がわからなかったのか、服の袖そでを鼻に近づける者がいるのは何度か見た光景だったので、もう珍めずらしいとも思わない。


　さんざんルビーウルフの『嗅きゆう覚かく』の鋭するどさを見てきたジェイドは得心したように肩かたから力を抜ぬいていた。エリカも年の功か、泰然としたものだ。


「たしかに、あんたがトライアンにいたんじゃあグラディウスには勝ち目がないね。無む謀ぼうもいいところだ」


　ウォルクをはじめとするマリンベル派はの連中とは、あまりに器うつわが違ちがいすぎる。立ち方や身のこなし、さり気ない動作ひとつひとつからして格かくが違う。色んな意味で十年後が楽しみな少女だ。


「まぁ、お話のわかる方ですのね。さきほどエリカ様に『姫ひめ』と呼ばれてらっしゃいましたが、ご出自をお伺うかがいしてもよろしいですか？」


「盗とう賊ぞくだ。盗賊団だんブラッディ・ファングのルビーウルフ。けど──」


　ルビーウルフは両りよう掌てのひらを天てん井じように向け、肩をすくめた。


「実は血けつ統とう書つきの王族らしい。神具を持てるんだから言い逃のがれはできないそうだ。昔の名前はシャティナ……えぇっと……」


「シャティナ・レイ・スカーレット・グラディウス」


「そう、それ」


　ジェイドの助け舟ぶねで自分の名前を思い出した。けれど昔の名はルビーウルフにとって他人の名も同然だ。やたら長ったらしくて覚えにくいし、『ルビーウルフ』は盗賊たちに貰もらった大事な名前。今となっては形見のようなものなのだ。偽ぎ名めいを除のぞき、これ以外の名を名乗る気は一いつ切さいない。


　ミレリーナはわずかに驚いた様子だった。探さぐるような、幽ゆう霊れいを見るような目でルビーウルフを見つめている。


「……シャティナ殿でん下かは先の宰さい相しようが起こした謀む反ほんにより、幼くして亡なくなられたのでは？」


「違います！　逆ぎやく賊ぞくは父ではない！」


　ジェイドが声を荒あららげた。自分の父親が悪あく党とうだと、他国にも伝わっていることを知って堪たまらない気持ちなのだろう。握にぎった拳こぶしが震ふるえている。


　厳きびしい顔つきになったものの、ミレリーナは何かを悟さとったようだった。一同を見み渡わたし、涼すずやかな声で言う。


「事の次し第だいをお聞かせ願えますか？　内ない容ようによっては、トライアンもあなた方に協力いたします」





　　　　†




　カップをソーサーに戻もどす、その仕草も優ゆう雅がで上品だった。とてもではないが真ま似ねできないとルビーウルフは思う。真似したいとも思わないけれど。


　テーブルに着いているのはルビーウルフ、ジェイド、エリカ、ミレリーナの四人だけ。ルビーウルフがミレリーナ、ジェイドがエリカに対たい座ざする形だ。男たちはルビーウルフとジェイドの後ろに立っている。圧あつ迫ぱく感があるが、椅い子すが足りないので仕方ない。


　エリカが淹いれた茶を上品に飲みながら話を聞いていたミレリーナが口を開いた。


「信じましょう。エリカ様がおっしゃるんですもの、疑うたがうわけにはいきませんわ」


　ジェイドが安あん堵どの溜ため息をついた。父の無実が証しよう明めいできて、気が楽になったのだろう。


「それにしても許ゆるせませんね。民たみあっての国ですのに、それを虐しいたげて平気な顔とは」


　苦々しいミレリーナの言葉に、ルビーウルフは数日前に見た光景を思い出した。死んで腐くさりかけた赤ん坊ぼうを抱だいて食べ物を乞こう、みすぼらしい女。


　トライアンに逃にげた人々をミレリーナは知っているのだ。だからこそグラディウスの国こく情じようを憂うれいている。


「シャティナ様……ルビーウルフ様とお呼よびしたほうがよろしいでしょうか」


「そうしてくれ。ルビーって呼んでくれてかまわない。けど、『様』は気持ち悪いから嫌いやだな」


　ミレリーナは微笑ほほえんだ。


「では、ルビーさん。ルビーさんはどのようにお考えです？　養い親の盗とう賊ぞく方を殺され、いきなり王女と呼ばれては、さぞかし戸と惑まどわれたでしょう？　それでも彼らに協力するおつもりですか？　彼らが望むことを、あなたも望んでいらっしゃる？」


　ちら、と男たちとジェイドに目をやり、ミレリーナが言った。彼女の考えていることを悟り、ルビーウルフは口角を上げてみせる。


　つまり、ミレリーナはこう言いたいのだ。『彼らはあなたが玉ぎよく座ざに着くことを望んでいる』と。


「問題ない。それはあたしなりに考えてるからね。──あたしはね、マリンベル派はとやらが気に食わないんだよ。仲間の仇かたきもとってみせる。だから『協力する』ってのは間ま違ちがいだ。『協力してもらう』が正しい」


　ルビーウルフの堂々たる口ぶりに、男たちの緊きん張ちようが解ときほぐれた。背はい後ごで微び笑しようを交かわす、わずかな気配を感じる。


　細く息を吐はき、ミレリーナはルビーウルフを見つめた。琥こ珀はく色の双そう眼がんを穏おだやかに細め、頷うなずく。


「わかりました。ご協力いたします」


　背後でざわつく歓かん喜きの気配。けれどミレリーナは笑みを深めて言葉を続ける。


「ただし、無む償しようというわけにはまいりませんわ。こちらから、いくつか条じよう件けんを出させていただきます」


「それは、どのような？」


　ジェイドが問う。他の者は無言だ。全員が、爆ばく弾だん発言を吐き出すかもしれないミレリーナの引き締しまった口元に注目している。


「一つは、もし皆みなさんが敗戦した場合のことです。協力するとは申しましたが、共きよう謀ぼう者しやになるつもりはございませんのよ。あくまで、手を貸かすだけです。もし我わが国に危き険けんが及およぶようでしたら、無関係であると主しゆ張ちようします。あなた方が断だん頭とう台に立つことになろうと、いっさい干かん渉しようしませんので。どうか恨うらまないでくださいな」


　言って、優雅に茶を一口。ジェイドは苦笑した。


「それは覚かく悟ごのうえです。ルビーウルフさえ生き残ってくれるなら、命など惜おしくはありません。彼女の安全は死守します」


「あら、すてき。騎き士しの鑑かがみですわ」


　ふふ、と笑うミレリーナの正面で、ルビーウルフはこっそり溜め息をつく。テーブルの下でジェイドの足を蹴けってやろうかと思ったけれど、今は抑おさえることにした。


「では、ふたつめの条件を。──エリカ様に」


　ミレリーナは、隣となりに座すわっているエリカの腕うでに絡からみついた。エリカは仰のけ反って顔をしかめる。


「また何か、無む茶ちやなことを言い出すつもり？」


「そんな、無茶だなどと。以前よりお願いしている件を承しよう諾だくしてくだされば良いのです。どうか我が国の王室付きになってくださいな。エリカ様がいらっしゃれば、たとえ戦いくさにことが発はつ展てんしても枕まくらを高くして寝ねていられますもの。それとも、お弟で子しさんたちをお見み捨すてになります？　わたくし、自国を守るためでしたら武ぶ力りよくをもった防ぼう衛えい線をこの国こつ境きように張はりますわよ」


　最後の一言はまるで悪あく魔まの声。


　エリカは全員の顔を見み渡わたして、顔をそむけた。


「いやよ。私はこの家が気に入っているの。王おう城じようなんかに住みたくないわ。堅かた苦くるしいのは嫌きらいなの」


「そんな、老ろう師し……」


　ジェイドが呻うめいた。


　今ここでミレリーナを敵てきに回したら、グラディウスは完かん膚ぷなきまでに潰つぶされる。この姫ひめは慈じ悲ひ深ぶかくもあり、それでいて冷れい徹てつで、何より狡こう猾かつなのだ。自国の安全と利り益えきを最さい優ゆう先せんに考えている、トライアンの陰かげの指し導どう者しや。


「その呼び方はやめなさい。何度言わせるつもり？──いいこと、ジェイド。人の話は最後までよく聞くのよ。私はただ、こちらからも条件を出したいだけ」


　エリカはミレリーナを横目で見ながら不ふ承しよう不ぶ承しように言った。


「あなたの城しろの広い敷しき地ち内に、この家を移い築ちくしてくれるのなら引ひつ越こしてもかまわないわ。召めし使つかいが勝手に部屋に入ってきて、掃そう除じされるのが嫌いやなのよ」


　ジェイドには掃除させるくせに。


　思ったけれど、ルビーウルフは黙だまっていた。エリカは実は、激はげしい人見知りなのかもしれない。だから山の中に引きこもっているのかも。難むずかしい性せい格かくだ。


「ありがとうございます、老師……うぐっ」


　性しよう懲こりもなく老師と呼よんで、ジェイドはエリカの杖つえで頰ほおをぐりぐり小こ突づかれた。とばっちりを食らわないよう、ルビーウルフはさり気なく身をかわす。


「では城に戻もどり次し第だい、兄に事じ情じようを説明します。必要でしたら兵もお貸ししましょう。この人数では、さすがに分ぶが悪いでしょうから」


　エリカの腕を解放したミレリーナは満足そうに微笑ほほえんでいた。


　たしかに彼女の言うとおりだ。たかだか十数人で国を相手に戦うなど自殺行こう為いでしかない。ただし、それは真っ向勝負をする場合だ。


「どうして皆、そう真ま面じ目めなのかな。あたしは盗とう賊ぞくだからさ、少しばかり卑ひ怯きような手も使いたいわけ。それに、ここにいる連中に戦わせる気もないしね」


　再ふたたび、背はい後ごの男たちに緊きん張ちようが戻った。ざわつき、動どう揺ようが手に取るようにわかる。


「ルビーウルフ様、それはどういう……？」


　男たちの一人が言った。戸と惑まどいと疑ぎ心しんが綯ない交ぜになった感情を含ふくんだ声で。


　ルビーウルフは立ち上がり、男たちに向き合った。テーブルの下に伏ふせていた狼おおかみたちがすかさず従い、足元に纏まとわりつく。


「あんたら職しよく人にんなんだろう？　大工なら大工道具、彫ちよう刻こく家かなら鑿のみ。あんたらの手に、それ以外の道具はふさわしくない。ましてや大事な商売道具を血で汚よごすなんてもってのほかだ」


「ルビーウルフ、そんな奇き麗れい事ごとを言っている場合では……」


「誰だれが奇麗事なんて言ってるか。デコッパゲは黙だまってな」


　口を挟はさんだジェイドは返り討うちにあい、ついでに急所を突かれてがっくりと肩かたを落とした。それを見た男たちの、髪かみが激しく後こう退たいしている数人が思わず目め頭がしらを押おさえたが、無む視しして話を続ける。


「ジェイド、お前さっき言ってたよね。命が惜しくないだって？　あたしを死守する？　ふざけんじゃないよ、死んでどうなるってんだ。お前たちも同じだよ。『命をも賭とす覚悟』だって？　冗じよう談だんじゃないね。あたしだけ生き残ったって意味ないだろうが。敵てきを全ぜん滅めつさせた後の血ち腥なまぐさい国をあたし一人に押し付けて『あとは任まかせた』ってんじゃあ、ちっと無む責せき任にんなんじゃないの？」


　男たちは何も言わない。いや、言えないのだろうか。唇くちびるを引き結び、俯うつむいてしまっている。


　わずかな沈ちん黙もくを挟み、ルビーウルフは笑った。穏やかに、そして豪ごう然ぜんと。


「あたしは頭が悪いんだ。読み書きだってまともに出来ないし、政まつりごとなんかさっぱりだ。だから助けがいる。今も、これからもね。さて、その場合、誰があたしを助けてくれる？」


　ルビーウルフが言わんとしていることを悟さとり、男たちはおもてを上げた。誰の顔にも誇ほこりと自信が浮うかんでいる。


　ジェイドが立ち上がって男たちの先頭に立った。ルビーウルフに向かって騎き士しらしく一礼する。


「すまなかった。考えなしに、不ふ快かいな思いをさせてしまって。──どうか俺おれと……俺たちと共に、生き残ってくれ」


「何を今さら」


　にかっ、と笑ってルビーウルフはジェイドの胸むな板いたを拳こぶしで叩たたいた。けっこうな力で叩いたのに、びくともしない。これだけ鍛きたえてあるのだからもっと自信を持っていいのに、と思ってしまう。


　そんな自じ己こ評ひよう価かの低い弟で子しを育てた、自信家な師し匠しようが高こう慢まんにふんぞり返って言う。


「つまり、武ぶ力りよく行使はしたくない、ということなのね。そう言うからには何か考えがあるのでしょう？」


　さすが、長く生きているだけのことはある。我わが意を得たりとルビーウルフは頷うなずいた。


「こけ脅おどしさ。集しゆう団だんを作って城しろを取り囲めばいい。武器も必要ない。ただ、人の数が揃そろえばいいんだ。兵が出てきて剣けんを振ふり回すようなことがあれば、一目散に逃にげろ。戦おうなんて考えるな」


「しかし、集団と言いましても……」


　男おとこ衆しゆうの中から湧わいた声を、ルビーウルフは肯がえんずる。


「そうだね。今のままじゃあ、ちっと足りない。そのための人集めをしてもらいたいんだ。協力者は揃いの何かを身につけるってのもいいかもね。同どう胞ほう意い識しきが高まるから。『皆みんなでやれば怖こわくない』ってやつさ」


　何を身に付けるかはあとで考えるとして、と言って、ルビーウルフは作戦のすべてを語って聞かせた。





　　　　†




　エリカが溜ため息をついた。呆あきれたような、感心したような溜め息だった。


「驚おどろいたこと。あなたの度ど胸きようはまさしく女王様にふさわしいわ」


「そりゃあどうも。あんまり嬉うれしくないけど」


　肩かたをすくめ、おどけた口調で答えた。隣となりではジェイドが難むずかしい顔で唸うなっている。


「危き険けんではないのか。ふとした拍ひよう子しにばれることだってあるかもしれない。いや、隠かくし通すことのほうが難しい」


「わかってるさ、そんなこと。それも計算のうちだよ」


　黙だまったものの、まだジェイドは納なつ得とくがいかないようだ。ルビーウルフの身を案じているのだから、少し申し訳わけない気もする。


「心配するな。巧うまくやる」


　腰こしに手を当て、昂こう然ぜんと言った。虚きよ勢せいを張はっているのではなく、本当に自信があるからだ。


「用意するものは馬一頭。できるだけ大人しいやつだね。あとは顔料か……。まぁ、それはあんたらのほうでよろしく頼たのむよ。さっき教えた図ず柄がら、そんなに難しくないだろう？」


　男たちは頷いた。ジェイド同様に不安の隠し切れない顔だが、納得はしてくれたようだ。


　正直なところ、彼らには傍ぼう観かん者しやでいてほしい。慣なれていない者に戦場をうろつかれると邪じや魔まになるのと同じことだ。そして、もしもルビーウルフたちが失敗をやらかした時、ミレリーナが言うように無関係を装よそおって逃げられるところにいてほしい。


　そんな気持ちを隠しつつ、ルビーウルフは話を進める。


「それから……これは私わたくし事ごとで申し訳ないんだけど、頼みたいことがある。誰か、レターナの廃はい鉱こうに行ってあたしの仲間を弔とむらってやってくれないか。本当ならあたしが行きたいんだけど、そんな余よ裕ゆうはないし、だけど野ざらしってのは忍しのびないから」


「では、私が」


　挙手し、身を乗り出したのは鬢びんに白いものが混まじった背せの低い男だった。


「私は彫ちよう刻こくを生業なりわいとしています。立りつ派ぱな石せき碑ひを建こん立りゆういたしましょう。ルビーウルフ様を十五年護まもり抜ぬいた豪ごう傑けつとして、彼らはきっと伝説となるでしょうから」


　厳おごそかな調子で男が言うものだから、ルビーウルフは吹ふき出した。柳りゆう眉びを歪ゆがめ、困こまったように髪かみを指に絡からめる。


「やだな。そんな豪ごう勢せいなことされちゃ、あいつら恥はずかしくて悶もん絶ぜつしちゃうよ」


　そうは言うけれど彼の申し出は嬉うれしかった。ずっと気に掛かかっていたことだから、胸むねのつかえが取れて自然と体から力が抜けた。けれど己おのれを律りつし、今度は背はい後ごのミレリーナに問う。


「最後にミレリーナ、確かく認にんしておきたい。トライアンの神具は……」


「ええ。国主は兄ですが、もちろんわたくしにも使えます」


「よし、なら大だい丈じよう夫ぶだ。あとはあたしたちの演えん技ぎ力りよく次し第だいだね」


　ちらりと横目でジェイドを見やる。諦あきらめたように彼は溜め息をついた。苦く笑しようし、ルビーウルフは目の前に居い並ならぶ屈くつ強きような男たちを眺ながめ渡わたす。紅こう玉ぎよくの瞳ひとみを好戦的に輝かがやかせ、唇くちびるに弧こを描えがいて言い放った。


「覚かく悟ごはいいか。──国ひとつ、盗とりにかかるぞ野や郎ろうども！」


『応おう！』




　第７章　お姫様ごっこプリンセス・ゲーム







　王おう城じようの階かい段だんをアーディスは駆かけ下りた。


　そんな馬ば鹿かな。


　頭に浮うかぶのは否ひ定ていの言葉ばかりだった。


　王女がジェイドによって連れ出されてから、すでに半月以上経たっていた。ロベールが言うジェイドの師しについても名がわからず、彼らが向かった先に住む魔ま導どう師しを虱しらみ潰つぶしに捜そう索さくしている状じよう況きようだった。


　魔導に携たずさわる者の多くは貴き族ぞくの出身。教育に莫ばく大だいな費用が掛かるからだ。けれど、見返りとして優ゆう秀しゆうな者は王城に召めし抱かかえられる。没ぼつ落らくした貴族などは、こぞって子女を魔導師に育てあげ、再さい興こうする機会を窺うかがっているわけだ。実じつ際さい、ガーディアンに所しよ属ぞくする魔導師たちも全員が立派な家いえ柄がらの出身者ばかりだ。


　よって、その筋すじで探さがしていけば洗あらい漏もれなどあり得るはずがない。あり得るはずがないのに進しん展てんが見えないのは、なぜなのか。


　今日も自室としている執しつ務む室しつで部下の報ほう告こく書に目を通していた昼過すぎのこと。伝令兵は敬けい礼れいするなり口早に言った。『王女殿でん下かを名乗る少女が城門でお待ちです』と。


　一階の広間を抜け、前庭に出る。城門の前で衛えい兵へいに囲まれている娘むすめの姿すがたには、確たしかに見覚えがあった。葡ワ萄イ酒ン色の短い髪かみと紅玉の瞳。


「いよぅ。久ひさしぶり」


　こちらの接せつ近きんに気づいた娘が軽く手を上げて言った。にへら、と笑った顔からは以前に見た険けわしさは感じられない。


「どうした。あたしが戻もどって来たの、そんなに不満？」


「まさか、そのような。私がどれほど殿でん下かの身を案じたことか……。ご無事でなによりです」


「いやいや、心配かけてごめんねぇ」


　小こ柄がらな娘の無む防ぼう備びな笑え顔がおに薄うす気き味み悪さを感じつつ、それでもアーディスは相手を探さぐった。戻ってくるはずのない彼女が戻ってきたということは、何か思惑おもわくがあるに違ちがいない。


　娘には連れが四人いた。一人は馬の口取り縄なわを牽ひいた白い服の女。容よう姿しは若わかく美び麗れいだが、銀ぎん髪ぱつというには純じゆんすぎる真っ白な長髪だ。手には宝ほう石せきをあしらった豪ごう奢しやな杖つえを持っている。


　他の三人は戦士姿だった。栗くり毛げの優やさしげな青年と、白銀の髪かみを逆さか立だてた壮そう年ねんの威い丈じよう夫ふ。そして砂すな色いろの髪を肩かたで切りそろえた若わかい娘だ。


　その他に連れが見当たらず、アーディスは眉まゆ根ねを寄よせた。


「殿下、この者たちは？　ジェイド・コルコットは一いつ緒しよではなかったのでしょうか」


「こっちの三人は雇やといの護ご衛えいだよ。女だけで旅なんてしてたら、盗とう賊ぞくに襲おそわれる。あたしが言うんだから間違いない」


　言ってグラディウスの王女は笑った。盗賊に育てられたことを誇ほこりに思っている、奇き妙みような少女だ。獣けものじみた行動をするため、どうにも扱あつかいにくい感がある。


　次いで王女が白服の女を目線で示しめした時、衛兵に呼よばれた若い厩舎うまや番がやってきた。女が牽いていた栗くり鹿か毛げの馬の口取り縄を受け取り、城内の厩舎へ牽いていく。鬣たてがみは伸のび放題で手入れもあまりされていない馬だ。


　縄を強く引かれたのを不ふ快かいに思ったのか、いきなり馬が暴あばれて厩舎番の男に頭ず突つきを食くらわせた。馬の、怒いかりの籠こもった眼まな差ざしに一いつ瞬しゆん気け圧おされた男だったが、獣に気負けしてはこの仕事は勤つとまらない。また乱らん暴ぼうに口取り縄を引き、服ふく従じゆうさせようと試みる。しかし。


「あたしの馬だよ。丁てい寧ねいに扱あつかってよね。怪け我がなんかさせたら許ゆるさない」


　強い口調で王女に言われ、厩舎番は怯ひるんだ。幸い、さきほどの一いち撃げきだけで馬は大人しくなり、牽かれるままに厩舎へ向かっていった。


「どうぞ、城内へ。お話は歩きながらでも」


　王女と連れの四人を促うながし、アーディスは歩き出した。王女と白服の女を先頭に、護衛の三人が左右と後方を護まもるように並ならんでついてくる。


「そうそう、紹しよう介かいしないとね。この人はエリカ・ブルーノっていって、魔導師のすごい人なんだってさ」


　その名にアーディスは聞き覚えがあった。魔導の女め神がみと呼ばれる、伝説に近い女魔導師の名だ。彼女の数多あまたある偉い功こうは、さまざまな国で記録に残されている。


　大陸のはるか南、砂さ漠ばくの国にて国民の四割わりが命を落とすという疫えき病びようが流は行やった。病原菌きんの媒ばい体たいとなる害虫を特定し、駆く除じよと特とつ効こう薬やくの開発を行った魔導師の名がエリカ・ブルーノだというのは有名な話だ。それこそ、まさに英えい雄ゆう譚たん。


　けれど、その疫病が彼女によって根こん絶ぜつされてからすでに五十年が経っている。杖を使っているものの、この女の外見はせいぜい二十五前後。それに、どうしてそんな魔導師が王女と共にいるのか説明がつかない。


　そんなアーディスの心のうちを見み透すかしたように、女はくすりと笑った。


「はじめまして。ガーディアン隊長のアーディス・マリンベルさん、よね。あなたのお父様には以前、とってもお世話になったわ」


　父が魔導の女神と面めん識しきがあったなど、はじめて聞いた。一瞬生まれた焦あせりに鳩尾みぞおちのあたりが熱くなったが、表ひよう情じようには出さずに振ふり返り、女に向かって微笑ほほえんでみせる。


「そうですか。あなたのような美しい女じよ性せいと父が知り合いとは、驚おどろきです」


「でしょう？　この姿に戻る術じゆつを開発するのは本当に大変だったわ。あなた、魔ま導どう研究に興きよう味みはあって？　よければ教えて差し上げるわ。うちの馬ば鹿か弟で子しが迷めい惑わくをかけてしまったお詫わびに、授じゆ業ぎよう料りようは無料よ」


　女の言葉にアーディスは素す早ばやく反はん応のうした。歩調を緩ゆるめ、女の隣となりに並んでその表情を窺うかがい見る。


　姿を変える魔導はある。けれど生なま半はん可かな術者には到とう底てい使えない術だ。しかも彼女の言葉は、この美び貌ぼうは昔の彼女の容よう姿しであって今は老いぼれだ、ということを示しめしているように思った。そして何よりアーディスの気を引いたのが、弟子という言葉。


　王女の逃とう亡ぼうに手を貸かしたのはジェイド。彼が向かったのは魔導の師のもと。そして王女と共に現あらわれた、アーディスに縁えんのある弟子を持つ魔導師。


　ここから導みちびき出される答えは一つしかない。


「もしや、ジェイドの師し匠しよう殿どので？」


「ええ、本当に馬鹿な子だわ。国にたてついて、何になるっていうのかしら」


　神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいた女の隣で王女も不ふ機き嫌げんに眉をしかめていた。


「そうだよ。頑がん固こだし馬鹿真ま面じ目めすぎて付き合いきれないね。──あたしだって、仲間を殺されたことを許ゆるすわけじゃないけどさ……。城しろで暮くらしたら食うに困こまらないよなって言ったらジェイドのやつ、マリンベル派はにつく気かって、すごい剣けん幕まくでさ。ひもじいのは嫌いやだって思うのは当然じゃないか。なぁ？」


　同意を求められ、どう答えたらいいものかアーディスは迷まよった。相手の真意がわからない以上、不用意な発言はできない。


　けれど王女はこちらの返答を求めてはいないようだった。エリカと二人、姦かしましく喋しやべりつづけている。


「長いものには巻まかれろって言葉知らないのかな。たった二人で国に喧けん嘩か売ろうなんて頭悪いよね。あたしはまだ死にたくないんだ」


「ほんと、私の教育が悪かったのかしら。もっと協調性があるとよかったのだけど」


「それで、そのジェイド・コルコットは今どこに？」


　会話に介かい入にゆうし、問うた。そうでもしなければ、いつまでも無む駄だに喋りつづけるような気がしたから。アーディスにとって今、何より欲ほしい情じよう報ほうは謀む反ほん人にんであるジェイドの行方ゆくえだ。


「エリカの家についてから、喧嘩してわかれた。どこに行ったかなんて、わかんないよ」


「私も知らないわ。〈導きの剣けん〉の封ふう印いんを解といて欲しいってことで戻もどってきたのだけど飛び出していってしまったから、仕方なく私が姫ひめ様さまをここまで送ってきたのよ」


　確たしかにエリカの言う通り、アーディスが〈導きの剣〉にかけた封印は解かれている。やはりこの女魔導師、ただ者ではない。


　魔導の発動に大きく関かかわるため、魔導師は名を偽いつわることはできない。同どう姓せい同名でないかぎり、この女は本物のエリカ・ブルーノ──魔導の女神だ。


　まさかジェイドの師が伝説級の魔導師とは。しかもエリカ・ブルーノの出自や過か去こを知る者は少なく、かっこうの隠かくれ蓑みのになる。これは大きな誤ご算さんだった。


「あんな奴やつのことなんか、もういいじゃないか。あたしはあんたの言うこと聞いて、大人しく姫でも女王でもやってやるよ。だから美お味いしい物、好きなだけ食わせてね。作法やなんかの先生はエリカに頼たのむから」


　アーディスはただ、微笑んで頷くしかない。下手に探さぐりを入れたり、相手を疑うたがうような真ま似ねをしては警けい戒かいされる恐おそれがある。


　なおも好き勝手に喋りつづけるエリカと王女に曖あい昧まいな相あい槌づちを打ちながら歩を進めた。緋ひの絨じゆう毯たんを辿たどり、玉ぎよく座ざの間へ向かう。


　王女がこちらに寝ね返がえったなど、信じられるわけがない。あの獣けものの眼まな差ざしは復ふく讐しゆうを誓ちかっていた。魔導の女神という予想外の伏ふく兵へいには驚おどろかされたが、伝説など概がいして一人歩きしているもの。女が二人、どう足あ搔がこうと国家に勝てるわけがない。ジェイドもどこかで、こちらの寝首を搔こうと息を潜ひそめているはずだ。


　引きずり出し、造ぞう反はん者しやは全員まとめて始末してくれる。
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　ガーディアンを引き連れて玉座の間に現れた貴き族ぞくたちは、ルビーウルフとエリカの顔を見た瞬しゆん間かん、顔を青くした。恐きよう怖ふの感情が匂においとなって伝わってくる。


　ウォルクはぼんやり、胡う乱ろんな眼差しをこちらに向けていた。恐怖も焦あせりも嗅かぎ取れない。以前とはまったく違ちがう匂いに思わず眉まゆをひそめたが、これはどこかで嗅いだことのある匂いだ。どこだったか……。


　ルビーウルフが記き憶おくを掘ほり返している間にアーディスが父親に駆かけ寄よった。その身を支ささえるようにして寄り添そう。


「宰さい相しよう閣かつ下か──父も殿でん下かの御おん身みを案ずるあまり、ここしばらく体調が思わしくないのです。お見苦しいとは存ぞんじますが、どうかご容よう赦しやを」


　宰相をわざわざ父と言い直したのに、強調の意図を感じた。まるで父想おもいの息子むすこを印象づけるような……。


「おお、殿下……。よくぞお戻りになられました。十五年前と同じ悪あく夢むに、心しん臓ぞうが張はり裂さけんばかりでございましたよ」


　アーディスから離はなれ、力なく歩み寄るウォルク。抑よく揚ようはついているものの、言葉のどこにも感情は感じられない。嚙かみあわないパズルのピースを持った時のように、腹はらの底が気持ち悪くなる。


　ウォルクはエリカに目線を移うつし、懐なつかしそうに眼めを細めた。


「これはこれは女め神がみ殿どの。相変わらずお美しい──以前お会いしたのは何年前でしたかな」


　一瞬、エリカは驚いたように片かた眉まゆを吊つり上げた。しかしすぐ、艶つややかな紅あかい唇くちびるに弧こを描えがいて会え釈しやくする。


「お久ひさしぶり。二十五年ぶりよ。あなたもすっかり白髪しらがが増ふえたわね」


　二人の穏おだやかな対話に、なぜか貴族らは動どう揺ようを見せた。その動揺を見て、アーディスの表情が険けわしくなる。何かを探っているような、そしてそれを悟さとられまいとする緊きん張ちよう。心が発する匂いをルビーウルフは嗅ぎ取っていた。


「ランサー公こう爵しやくにオストワルト伯はく爵しやく。それからクライス将しよう軍ぐん。あなたたちもお久しぶりね」


　貴族らの名を順番に呼び、エリカは艶あでやかに微笑ほほえむ。女のルビーウルフでさえも無む条じよう件けんに美しいと思ってしまう、その笑み。しかし貴族らはまるで化け物を見るような怯おびえた目をエリカに向けていた。もっとも、彼女の性せい格かくや歳とし不ふ相そう応おうの外見を考えれば、それも不思議でない気はするが。


「昔と、変わりませんな。ブルーノ殿」


　おずおずと言ったのは額ひたいに三本の深い皺しわを刻きざんだ、クライス将軍と呼ばれた初老の男だ。彼らの中では一番背せが低いが、一番度ど胸きようがあるらしい。ウォルクに並ならび、ルビーウルフに恭うやうやしくこうべを垂たれる。


「殿下もご無事で何よりです。しかしながら、どういった縁えんでブルーノ殿とご一いつ緒しよに？　後ろの三人は護衛とお見受けしますが……」


　当然投げかけられるだろう問いに、ルビーウルフとエリカは淀よどみなく答えた。さきほどアーディスに語ったものとほぼ同じ、ジェイドに対する不満や文もん句くを交えた説明を。


「ジェイド・コルコットは親類縁者のもとに身を寄せていたとは聞いていましたが、まさかブルーノ様とは……。いやはや、世間は狭せまいですな」


　言って、軽く笑いを漏もらすウォルク。その笑い声もどこか無む機き質しつで、気味が悪いとすらルビーウルフは思った。


「ところで殿下、疑うわけではありませんが、どうしても検あらためておきたいことが……」


　談話に割わって入り、アーディスはルビーウルフに向き合った。冷たい青の眼差しをルビーウルフの背はい後ご──三人の護衛に向けている。


「護衛のお三方に、失礼とは存じますが右みぎ肩かたを見せていただきたい」


　ルビーウルフの身が強こわ張ばる。エリカの表ひよう情じようから笑みが消える。


「どうしてさ」


　問うまでもなく、理由はわかっている。けれどルビーウルフは訊たずねずにいられなかった。


「姿すがたを変える魔ま導どうというものが存そん在ざいします。密みつ偵ていなどが用いる術すべなのですが、それは術の対象者が常つねに変化する姿を強く念じ続けなければならないのです。しかし大きな傷きず痕あとや火傷やけど痕などは痛いたみの記き憶おくを簡かん単たんに払ふつ拭しよくしきれるものではありませんから、変化後も残ってしまうのです」


「よく知っているわね。若わかいのに偉えらいわ」


　笑みを戻したエリカが賞しよう賛さんした。


「けれど、護衛と何が関係あるの？」


「ジェイド・コルコットは逃とう亡ぼうの際さい、私が行動を監かん視しするために施ほどこしていた縛ばく印いんを焼くか皮ひ膚ふを剝はぎ取るかして消したはず。親子二代に亘わたって殿下を拐かどわかすような者です。護衛に混まじって再ふたたび殿下の御身を狙ねらっているかもしれません」


「なるほど」


　おもわず口角を吊つり上げ、ルビーウルフは呟つぶやいた。予想通り、侮あなどれない男だ。


「よし、わかった。お前たち、ちっと袖そでを捲まくくって右肩見せてみな」


　護衛の三人に声をかけ、こっそりと目配せをする。


　まず、白はく髪はつの屈くつ強きような男が肩を出す。筋きん肉にくの発達した浅黒の肌はだは張りがあり、傷一つない。次いで砂すな色いろの髪かみの娘むすめが肩を披ひ露ろうする。細いけれど鍛きたえられ、それでいて娘らしい滑なめらかな曲線を失っていない肩には、やはり傷など見当たらない。


　最後に、ぼんやりと突つっ立っている栗毛の青年の袖を女護衛が捲り上げる。他の二人に比くらべて幾いく分ぶん貧ひん相そうな体たい格かくではあったものの、それなりに張った上じよう腕わん筋きんは見事なものだ。その肩には傷も火傷もない。


「ついでに、これも見てみるかい？」


　ルビーウルフがおどけた口調で言い、袖をまくって肩を晒さらした。綺き麗れいな素す肌はだだ。エリカなどはわざとらしく、服の胸むな元もとまではだけて一回転。ふわりと髪がひるがえり、艶やかに潔けつ白ぱくを証しよう明めいしてみせた。


　アーディスは細く溜ため息をついた。予想が外れて不満、といったところか。


「失礼致いたしました。取り越こし苦労だったようです」


　深々と頭を下げ、淡たん々たんと詫わびる。なんとも感情の起き伏ふくを嗅かぎ取りにくい男だ。


「ね、ところでさ。あたしの戴たい冠かん式しきって、いつ？」


　声を弾はずませ、明るく言った。ちょっとわざとらしかったかなと内心焦あせる。しかし予想外だったろうルビーウルフの台詞せりふに、誰だれもが言葉に詰つまった。


「なにぶん急なことですから。諸しよ外国よりお招まねきする国こく賓ひんのご招しよう待たい状じようや準じゆん備びを含ふくめて……そうですね、一か月後を予定しておきましょう。ブルーノ様、その期間で殿でん下かに作法のご指南をよろしくお願いします」


「まかせて」


　いち早く対たい応おうに出たアーディスがエリカに頭を下げ、エリカは快こころよく引き受けた。


「他国の賓客ってことは、トライアンの大使も呼ぶんだよね？」


　ここが一番の勝負どころだ。こちらの真意を悟さとられぬよう、表情を柔やわらかくする。


　トライアンの名に貴き族ぞくらは明らかな動どう揺ようを見せた。ウォルクとアーディスは眉まゆひとつ動かさない。アーディスの眼めはルビーウルフの考えを読み取ろうと、鋭えい利りに輝かがやいている。


「もちろん、お招まねきしますとも。隣りん国ごくにして、同じ神国ですからね。しかし、トライアンがどうかなさいましたか？」


「どうかした、ってわけじゃあないんだけど……。トライアンにはあたしと歳としの近いお姫ひめ様さまがいるってエリカに聞いたからさ。会ってみたいと思って。できればトライアンの大使はそのお姫様を指名してほしいんだけど、だめかな？」


　屈くつ託たくなく笑ってみせる。『同世代、同どう性せいの友達が欲ほしい少女』の笑え顔がおだ。


「トライアンの王女といえば、ミレリーナ姫でしょうか？　しかしながら、あの方は深しん窓そうにあられて、トライアンにおける祭事にもお出ましにならないとか。噂うわさではお体が弱く、幼おさない頃ころより臥ふせっていらっしゃると……」


　クライス将しよう軍ぐんがトライアンの姫に対し、言葉を選びながら言う傍かたわら、ルビーウルフは俯うつむいて唇くちびるを嚙かみ締しめた。ちらりと隣となりを見てみれば、エリカも同じようにしている。泣きそうな、情なさけない顔だ。


　そんな二人の様子に貴族らは焦あせった。アーディスまでも柳りゆう眉びを歪ゆがめ、困こん惑わくをおもてに滲にじませている。


　しかし、なんのことはない。二人は笑いを堪こらえているだけだ。あのミレリーナを儚はかなげな姫のように言われては、どうしても可お笑かしさが込こみ上げてくる。


「一いち応おう、招待状はご用意致いたしましょう。ですから、そう気落ちなさらずに」


　取り繕つくろうようにアーディスが言うと、貴族らも頷うなずいて賛さん同どうした。ルビーウルフは内心、ほくそ笑えむ。


　けれど視し界かいの端はしに捉とらえたウォルクには相変わらず奇き妙みような匂においを感じていた。飾かざりのように浮ういた笑みを、ちらりちらりとルビーウルフは覗のぞき見る。


　──思い出した。


　匂いの正体を悟さとった瞬しゆん間かん、戦せん慄りつが走った。きっと、それをやっただろうアーディスに摑つかみかかり、問い質ただしたいのを必死で堪えた。そんなルビーウルフの様子に気づいたエリカが歩み出て、アーディスらの注意を引く。


「それじゃあ、戴冠式に関する諸事は任まかせるわね。私、普ふ段だんが出で不ぶ精しようだから疲つかれてしまったわ。姫ひめ様さまの部屋の近くに私の部屋を用意してちょうだいな。作法のお勉強は明日からにしましょう」


　アーディスは承しよう知ちし、部下に女官を呼よびつけさせた。現あらわれた三人の女官は見覚えのある顔。彼女らはルビーウルフを見たとたん、目を瞠みはって息を飲んだ。感かん情じようの噴ふん出しゆつを堪えているものの、瞳ひとみを覆おおう涙なみだの膜まくは隠かくし切れない。


　彼女らに付き添そわれ、ルビーウルフは王女の部屋へと向かった。別の女官たちが部屋を用意する間、エリカと三人の護ご衛えいも王女の部屋で待つことになる。


　部屋に入り、扉とびらを閉しめたとたんに女官たちは泣き出した。ルビーウルフにすがりつき、涙に咽むせぶ。


「また戻ってきてくださったのですね！　わたし、もしかしたら夢ゆめでも見ていたのではないかと……！　本当はルビーウルフ様は、一度だってお戻りにはならなくて、ただ一日の幻まぼろしだったのだと思っていたのですよ！」


　アーリアが言うのにエルミナとキャスが何度も頷いて同意した。


「お怪け我がはございませんか？　空くう腹ふくではございませんか？　何なりとお言いつけくださいませ」


　エルミナがルビーウルフの顔を撫なで回しながら言い、キャスは何かを言おうとしているけれど、しゃくりあげているので意味の通じる言葉になっていない。


「ごめん、心配かけたね。黙だまって出て行ったことは悪いと思ってるよ。でも、あんたたちもジェイドからの伝言を持ってきてくれたんだ。覚かく悟ごくらい、できてたんだろう？」


　ルビーウルフの言葉に弾はじかれ、女官たちは顔を上げた。張はり詰めた様子でアーリアが問う。


「ジェイド様は……ジェイド様はどうなさったのです？　どうしてご一いつ緒しよではないのですか？　ご無事なのですか？」


　もしや、と言葉を切る。声が詰まって、それ以上喋しやべれないのだ。
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　できるだけ微笑ほほえみを柔やわらかくし、ルビーウルフは言う。


「大だい丈じよう夫ぶだよ、生きてる。すぐに会えると思うけど、これは極ごく秘ひだよ」


　おどけた調子で片かた目めを瞑つむってみせる。女官らは安あん堵どしたように笑みを浮かべて顔を見合わせた。


「あの、あの、私たちにできることがあれば協力させてください！　ルビーウルフ様のお力になりたいんです！」


　嗚お咽えつから脱だつしたキャスが洟はなを啜すすりながら訴うつたえた。十指を胸むねの前できつく組み、そばかすの頰ほおを赤くして。


「もちろん、そのつもりさ。戴たい冠かん式しきまでの一か月、マリンベル派はの連中が大人しくしているとは思えないからね。どうしたって、あんたたちを頼たよらなきゃいけない」


　食事や衣服、その他の世話。マリンベル派の息の掛かかった者が介かい入にゆうすれば、命さえ危あやうい。なにせ今のグラディウス王おう城じようは賊ぞく臣しんの巣なのだ。その巣の中に、ルビーウルフらは無む謀ぼうにも飛び込んだ。


　危き険けんは承知だ。けれど、やらなければならない。売られた喧けん嘩かを買わないとあっては盗とう賊ぞくの名が廃すたる。


　頼りにされて興こう奮ふんし、頰を高こう潮ちようさせる女官らは姦かしましく騒さわぎ立てる。一眠ねむりしたいから、などと理由を並ならべて三人を部屋から出し、ルビーウルフは天てん蓋がい付きのベッドで仰あお向むけに倒たおれた。予想以上に気が疲れてしまう。


　護ご衛えいの三人は床ゆかに座すわり込んで指し示じを待っている。彼らにとって、ルビーウルフの命令は絶ぜつ対たいだ。


「まぁ、靴くつも脱ぬがずにはしたないこと。これからは『女の子らしく』を演えんじなくてはならないのよ、気をつけなさい」


　ナイトテーブルの椅い子すに腰こし掛かけたエリカが苦く笑しようを含ふくんで窘たしなめた。けれど一転、表情を険けわしくさせ、声をひそめる。


「あなた、さっき何かに気づいたわね。もしかして、ウォルクのこと？」


　脚あしで反動をつけ、上半身を起こした。だらけた体たい勢せいで話せるようなことではない。


「エリカも気づいたの？」


「ええ」


「……アーディス、かな」


　問うでもなく呟つぶやいたルビーウルフの言葉に、エリカは瞼まぶたを伏ふせて黙だまった。わからない、という意味か、それとも──


「まぁいい。ここで答えを出したって、すべては推すい測そくの域いきだ。今のところは予定通りにいってる。このまま続けよう」


　そうね、とエリカは頷うなずく。


　戴冠式まで一か月。長い『お姫様ごっこ』が始まった。
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　自室兼けん執しつ務む室へ戻もどる途と中ちゆう、回かい廊ろうの突つき当たりでアーディスは王女と出くわした。今は昼間に着ていた粗そ末まつな服ではなく、正しよう絹けんの光こう沢たくが輝かがやくライラックのドレスを纏まとって姫ひめ君ぎみらしい装よそおいだ。背せ負おった〈導みちびきの剣けん〉も、その繊せん細さいな細工で彼女を飾かざる装そう飾しよく品となっていた。背はい後ごには魔ま導どうの女め神がみと護ご衛えいを伴ともなっている。


「殿でん下か、どちらへ？」


「厩舎うまやだよ。馬の様子が気になってね」


「このような夜分に、ですか？」


　思わず眉まゆ根ねを寄よせ、問いを重ねた。すでに時じ刻こくは深夜に近い。城じよう内ないのほとんどの者は眠ねむりにつき、少しばかりの兵と女官が緊きん急きゆう時じのために起きているだけだ。けれど王女は平然としたもので、両手を腰こしに当て、つぃっとわずかに顎あごを上げる。


「夜だからさ。どうも慣なれない所じゃ眠りにくくてね。獣けもの臭くさいと気持ちが落ち着くんだ」


　言って口角を吊つり上げる。語ご尾びに含みがあったのは、軽い挑ちよう発はつだろう。どんなに表ひよう情じようを隠かくしても、この王女は人の感情を聡さとく読み取るように思う。獣臭いのがいいなんて、というアーディスの胸むねに生まれた一いつ瞬しゆんの嫌けん悪おに彼女は勘かんづいたのだ。


「狼おおかみに育てられたもんだから、しょうがないよ。悪い癖くせだってわかってるし、徐じよ々じよに直していくから今は勘かん弁べんして」


　ちろ、と舌したを出して肩かたをすくめる。上目遣づかいに煌きらめく紅こう玉ぎよくの瞳ひとみは実に美しいが、彼女が猛もう獣じゆうであることを忘わすれて油ゆ断だんしてはならない。


「わかりました。ブルーノ様と護衛もご一いつ緒しよでしたら心配はないでしょう。けれど、夜に徘はい徊かいなさるのは感心いたしません。今後はお控ひかえくださいませ」


　動向は気になったが、厩舎に何があるわけでもない。それに、アーディスは獣臭いのが苦手だった。移い動どうの道具として馬には乗るが、自分で世話をするなど考えられない。異い臭しゆう漂ただよう厩舎に近寄るなど、御ご免めん蒙こうむる。


「そういえば」


　王女は思い出したように言う。


「城しろを出てからガーディアンに襲おそわれたんだけど。しかも、あんたの命令だって」


　アーディスは内心ひやりとした。けれど、いずれ問われるだろうことは予よ測そく済ずみだ。深々と頭を下げ、用意していた答えを述のべる。


「マクレイとディズレーリのことでしょうか。お探さがしするよう命じたのは確たしかです。殿下を害するような不ふ届とどき者を王城に召めし上げていたのは私の監かん督とく不行き届き。深く反省しております。マクレイ、ディズレーリの両名は現げん在ざい行ゆく方え不明ですが、すでにガーディアンから除じよ名めいしております。発見次し第だい、厳きびしく処しよ罰ばついたしましょう」


「そう。隊長さんも大変だね」


「いいえ、仕事ですから」


　丁てい寧ねいに礼をし、王女を見送った。ドレスの裾すそをばさばさと捌さばきながら、赤毛の娘むすめは回廊の向こうに去る。すれ違ちがい様に魔導の女神は優ゆう雅がに微笑ほほえみ、会え釈しやくをよこした。こちらのほうが、よほど気品に満ちている。


　護衛らは礼をするでもなく、無言のままだった。その無礼さに些いささかむっとしたが、所しよ詮せんは雇やとわれの傭よう兵へいか何かだろう。礼金目的の無ぶ頼らい漢かんが礼れい儀ぎを弁わきまえているというのも妙みような話だ。邪じや魔まならば機を見て追い出してしまえばいい。


　いずれ、王女は抵てい抗こうも反はん論ろんもできない生き人形になるのだから。
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　突とつ然ぜんの王女の訪ほう問もんに、厩舎番の男は跳はね上がって驚おどろいた。


「あたしの馬は気き難むずかしいんだ。外に出ててくれない？」


　つんけんと言い、男を厩舎から追い出した。砂すな色いろの髪かみの娘に見み張はりを命じてその場に残し、目的の馬を探さがす。


　よく手入れのされた馬たちは王城仕えの誉ほまれを自覚しているのか、皆みな気高そうだった。堂々と落ち着いた様子で、並ならぶ馬ば房ぼうの前を過すぎ行くルビーウルフらを観察している。そんな中でただ一頭、首を伸のばして蹄ひづめを踏ふみ鳴らした馬がいた。


「よぅ、馬ご苦労」


　ルビーウルフは房の前で立ち止まり、ひょいと手を上げて労をねぎらった。馬は何かを訴うつたえるように頭を揺ゆする。伸のび放題の鬣たてがみに隠かくされた右前まえ脚あしの付け根には焼印のような痕あとがあった。


「あの厩舎番が裏うら切ぎり者だったんだね。頭突き食くらわして、胸むねがすっとしたろ？」


　白はく髪はつの威い丈じよう夫ふが栗くり毛げの青年に服を脱ぬぐように命じている傍で、愉ゆ快かいそうに言うルビーウルフ。その肩に手を置き、エリカが無む理りやり回れ右をさせた。


「さぁさぁ、若わかい娘さんは後ろを向いていなさいね。いいと言うまで振ふり向いてはだめよ」


　言われてルビーウルフは肩をすくめる。男所帯で育ったのだから今さら男の裸はだかなど見て、きゃあだのいやんだの言うわけがないのだが。


　それでも大人しく従したがったのは、当の男の方が恥はずかしがるだろうから。好んで見たいとも思わないし。


　背はい後ごから聞こえるエリカの呪じゆ文もん。唄うたのようで、美しい旋せん律りつ。しばし聞き惚ほれる。


　唄が終わると同時に光が瞬またたいた。まだか、と急せかしたい気持ちをこらえる。こらえてから首を捻ひねった。どうして自分はそんなに焦あせっているのだろう。


　考えながら背後に耳をそばだてる。衣きぬ擦ずれの音がした。栗毛の青年が着ていた服を、彼が着ているのだ。


「ルビーウルフ」


　低く優やさしい声に呼よばれて、エリカの許きよ可かを待たずに振り返ってしまった。この声に呼ばれたのが、どうしてか嬉うれしかった。そんな気持ちも不思議で、また首を捻りたくなる。けれど表ひよう情じようは自然と綻ほころんでいた。


　金糸のような髪。生き真ま面じ目めそうで、けれど柔やわらかく微笑む翠みどりの瞳。彼は間違いなくジェイド・コルコットだった。


　はじめ、ルビーウルフが提てい案あんした作戦ではジェイドは最初から護ご衛えいに変へん装そうして城じよう内ないへ潜もぐり込こむ、ということになっていた。しかしただの変装では危き険けんが大きすぎるとの指し摘てきで断だん念ねんしようと思ったのだが、エリカに救われた。変化後の姿すがたを念じ続けなくてもいい術じゆつを、彼女は開発済ずみだったのだ。


　けれど残ったのは火傷やけど痕あとの問題。こればかりは心に深く関係することだから人の手を下すわけにはいかないとエリカは言った。彼女ならばあるいは可か能のうだったのかもしれないが、弟で子しとはいえ他人の心をいじくるような行こう為いは断だん固ことして拒きよ否ひしたのだ。無む理り強じいはできないし、する気もない。エリカの倫りん理り意い識せきはルビーウルフの満足に足るものだった。


　そしてエリカやジェイドに添てん削さくされつつ仕上がった作戦がこれ。ジェイドを馬に、馬を青年に変え、一いつ旦たんアーディスに縛ばく印いんの痕こん跡せきがないかどうかを確かく認にんさせてから馬の青年とジェイドを入れ替かえるというものだった。一度調べた以上、二度まで肩を見せろということはないだろう、というのはジェイドの言葉だ。


　不問であればそもそも問題はないし、見せろと言うなら見せればいい。ルビーウルフたちの誰だれにも縛印の痕あとなどないのだから。


　しかしあの時、本当にアーディスが縛印の痕を調べたいと言ったものだから少しばかり驚おどろいた。エリカやジェイドの知ち恵えがなければ、あの時点でルビーウルフは負けていたのだ。


　もとの姿に戻もどった栗毛の馬を馬房に入れ、ジェイドがちらりとルビーウルフを見た。そしてなぜか、眼めを伏ふせる。


「何さ？」


「いや……」


　もごもごと言い淀よどむ様子に思わずルビーウルフは苦く笑しようした。


「似に合あわないだろう？」


　脛すねまで隠かくすスカートは脚に絡からみついて歩きにくい。エリカに締しめられたコルセットは緩ゆるめだけど苦しい。踵かかとの高いショートブーツは油ゆ断だんすると転びそうになる。薄うすく化け粧しようされた顔は変に白くて気味が悪いし、膨ふくらんだスカートの尻しりはアヒルの仮か装そうをしているみたいだ。


　鏡に映うつった自分は滑こつ稽けい極きわまりなかったけれど、貴き族ぞくの女はこんなふうに着き飾かざって悦えつに浸ひたるというのだから呆あきれる。狩かりでドレスを着た時にもそう思った。けれどジェイドは慌あわてた様子で首を横に振る。


「そんなことはない。綺き麗れいだし似合っている」


　本心ではない。匂においでそう悟さとる。ルビーウルフはまた苦笑した。


「あたしに噓うそは無意味だよ」


　別に似合わなくてもいい。褒ほめられても嬉うれしくはない。だけどジェイドの顔を見て、自分の言葉を少し後こう悔かいした。──悲しそうだ。


「噓じゃない。綺麗だと、本当に思う。ただ……」


「ただ？」


「着飾るよりも、粗そ末まつな服で堂々と胸を張っているほうが生き生きしていたと思ってしまったんだ。失礼な男だな、俺おれは。すまない」


　本心だ。今度は間ま違ちがいなく。


「ありがとう。最高の褒め言葉だ」


　微笑ほほえんで言うとジェイドも笑みを見せた。


　エリカはくすくす笑う。


　様子を見守っていた白はく髪はつの護衛は不ふ機き嫌げんに口元を歪ゆがめていた。しかし一言も喋しやべらない。喋れないのだ、人間の言葉は。


「さぁ、のんびりしていられないわよ」


　エリカの声が談話を止めた。これでまた、しばらくジェイドの姿は見み納おさめになる。栗くり色いろの髪かみの青年に姿を変えるのだ。ジェイドの額ひたいに触ふれ、エリカは呪文を唄う。


「人に血、流れ。獣けものにも等しく生あれ。君おわすは現うつし世よ、隠こもり世、天地の狭はざ間ま。導みちびくのはエリカ・ブルーノ。呼よばれしものは夢む幻げんの外がい套とう」


　ジェイドの輪りん郭かくがほのかに輝かがやき、歪ゆがんだ。わずかに背せが縮ちぢみ、金の髪は栗色になって、翠の瞳ひとみは鳶とび色いろに変わる。


　我われ知らずルビーウルフは溜ため息を漏もらした。目の前の青年はジェイドだけれど、ジェイドじゃない。目を閉とじて、ジェイドの匂においがして、それで少しだけ安心した。しかし、それを見た白髪の護衛がさらに不機嫌になり、そっぽを向く。


「どうしたの、フロスト。怖こわい顔になって」


（どうもしない。ただ、その男は本当に役に立つのかと思っただけだ）


　うおぉん、と野太い声にはそれだけの意味が込められていた。エリカとジェイドが問いたげに視し線せんを投げてくるが、内ない容ようが内容なだけに笑ってごまかし、翻ほん訳やくはしないでおいた。


　この白髪の男と見み張はりに立てた砂すな色いろの髪の娘むすめ。正体はフロストとケーナである。馬を青年に変えたものと同じエリカの術じゆつで、今は人間の姿すがたになっている。


　狼おおかみたちとの別行動は、正直心細かった。けれど獣の姿のままでは城しろに入れてもらえても、庭に小屋でも作られて鎖くさりに繫つながれかねない。ましてやルビーウルフに伴ともなって城じよう内ないをうろつくなど許ゆるされないだろう。


　この問題もまた、エリカが解かい決けつしてくれた。人間だろうが獣だろうが、彼女が施ほどこす術の前では単なる対象物にすぎない。ただし、対象者が変化後の姿を念じなくていいかわりに術の負ふ担たんはすべてエリカが負うことになるのだが。


　それでも、姿が人間になっても言葉までは話せない。狼たちはルビーウルフと育つことで大まかな人間語は理り解かいできるのだが、話す技ぎ術じゆつまでは持っていないのだ。馬に至いたっては、いつ馬らしい行動が出るか内心冷や冷やしていた。鈍どん足そくだけれど大人しい性せい格かくを厳げん選せんして買ってよかったと心底思う。


「お前もケーナも頼たよりにしてるよ。あたしのことを一番よく理解してくれてるのはお前たちなんだから」


　言いながら、ルビーウルフはフロストの腹ふつ筋きんをぽんっと叩たたいた。体格でいえばモルダによく似ている。フロストにしてもケーナにしてもジェイドにしても、知らない人の顔だけれどそれぞれの匂いがするのはなんとも妙みような感じだ。


「あたし耐たえられるかなぁ」


　本音がぽろりと小声で漏もれた。
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　三日目で、すでに限げん界かいを感じた。


　一番の打だ撃げきが食事の問題だった。座すわり方から始まって、フォークの握にぎり方だとかパンはいつ食べるのだとか、立ち上がる時は脚あしを前後に開いて垂すい直ちよくに立たないと駄だ目めだとか。どうせ本当にお姫ひめ様さまになるわけじゃないのだから少しくらい手を抜ぬいたっていいじゃないかと思ったりするのだが、そういう妥だ協きようはエリカが許さなかった。ルビーウルフにしても『やるなら徹てつ底てい的に』と言った以上、我が慢まんするしかない。


　しかし、きついと思ってしまうのは毎日着せられる綺き麗れいな服。というかコルセット。男物の服を好んで着ていたルビーウルフにとっては拷ごう問もんに近い。エリカはわりと緩ゆるめに締しめてくれるけれど、女官の時は容よう赦しやなくぎゅうぎゅうに締め上げられる。文もん句くを言おうものなら、これが普ふ通つうですと怒おこられる始末だ。


「私もコルセットは苦手なのよね」


　そう言うエリカはコルセットなしで細身のドレスを着て、見事なくびれを見せている。


「そりゃ、あんたなら締める必要ないもんね」


　ルビーウルフの返答は恨うらみがましかった。


　ルビーウルフは決して太っていない。むしろ瘦やせすぎだ。そして女として必要な肉も少々不足がちだった。バランスのいい体格に見せるためには細い腰こしをさらに絞しぼらなければならない。


　コルセットを外したいがためにルビーウルフの就しゆう寝しん時間は毎夜早くなっていった。


　眠ねむる時は変化を解といたフロストとケーナをベッドに入れている。エリカとジェイドは同じ階に、それぞれ宛あてがわれた部屋で休んでいた。


　やるべきことは他ほかにもある。というよりも、作法の勉強は真の目的を隠かくすためにやっているだけだ。


　ロベール・エルカインド。ジェイドの恩おん人じんであり、ルビーウルフらの出しゆつ奔ぽんを手助けしてくれた人物だ。そのために彼の生死はわからなくなってしまった。アーディスに探さぐりを入れてみても、はっきりした答えは返ってこない。独どく自じに調ちよう査さするしかなかった。ジェイドの案内でウォルクが作ったという地下牢ろうへ赴おもむいたのは城に戻もどってから五日後のことである。


　広い敷しき地ちのほぼ中央。ぽつぽつと、どこか寂さびしげに咲さいた白い薔ば薇らの香こうが漂ただよう庭を抜け、辿たどり付いた地下へ続く門の前。門の左右に立つ二人の衛えい兵へいは槍やりを交差させてルビーウルフらの進行を妨さまたげた。


「城内を散さん策さくしてるんだ。あたしはここの城主なんだから、城のどこに何があるか知っておかなきゃだめだろう？」


「申し訳わけありません。お通しするわけにはいかないのです」


「お引取りくださいませ」


　ルビーウルフは顔をしかめた。地下から昇のぼってくるわずかな異い臭しゆうを嗅かぎ取ったのだ。


　腐ふ臭しゆうと汚お臭しゆう。死んだ人間と不衛生な環かん境きようで生きることを強しいられた人間が、この下にいる。ルビーウルフは食い下がった。


「どうしてだめなのさ。あたしに見られちゃ困こまるものでもあるわけ？」


「お答えできない規き則そくです。お許しください」


　答えた衛兵の顔つきは険けわしかった。ルビーウルフが詰きつ問もんの体たい勢せいに入ったのを悟さとってか、もう一人の衛兵が言う。


「これ以上は、どうかご勘かん弁べんを。殿でん下かもご自重なさいませ……いいえ──」


　一度言葉を切り、衛兵は懇こん願がんの眼まな差ざしをルビーウルフに向けた。


「ご自愛なさいませ」


　見せれば彼らは処しよ罰ばつされ、ルビーウルフの身が危あやうくなる。そういうことか。


「……わかったよ」


　一行は引き下がるしかなかった。ただし、諦あきらめたわけではない。


「困こまったな。どうするよ」


　一いつ旦たん自室に引き返し、ルビーウルフは思案顔で呟つぶやいた。その様子にジェイドは急せいて早口になる。


「ロベールは生きているのか？　あの場所にいるのか？」


「さてね、そこまで詳くわしくはわからないよ。だけど、誰かが投とう獄ごくされてるのは間ま違ちがいない。ずいぶん酷ひどい扱あつかいを受けてるかもしれないし」


　ジェイドは悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだ。ロベールを罪ざい人にんにしてしまったのは自分だと、責せき任にんを感じているのだ。


「……俺に考えがある。少し、待っていてくれ」
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「許きよ可かが出た。中に入れて」


　快かい活かつに笑うルビーウルフを、衛兵たちはぽかんと口を開けて見下ろした。そして隣となりに並ならぶ人物へ、慌あわただしく敬けい礼れいを送る。


　一行を引き連れて現あらわれたのは、紺こん青じようの制せい服ふくを着た黒くろ髪かみの青年──アーディス・マリンベルだった。


　衛兵たちは地下へと続く扉とびらを開け、わけがわからないといった顔でルビーウルフとアーディスを通した。そしてエリカと二人の護ご衛えいが立ち止まったまま動かないのに気づいて対たい応おうに困こまる。


「暗所恐きよう怖ふ症しようなの。気にしないで」


「はぁ……」


　エリカの艶あでやかな微笑ほほえみにごまかされ、彼らは護衛の数が一人足りないことにも気がつかなかった。


　扉を内側から閉しめ、ルビーウルフは溜ため息をついた。月光の胡こ蝶ちように照らし出された地下への階かい段だんはじめじめしてかび臭くさい。


　先行して階段を下りはじめたアーディスの背せ中なかに向かって、ルビーウルフは声をかける。


「なぁ、せっかくその顔なんだから、一発殴なぐってもいいかな」


「勘弁してくれ」


　即そく答とうされた。当然だけれど。でも、そういう真ま面じ目めな回かい答とうが彼らしくて安あん堵どする。ここは臭気がきついうえ、今の彼は姿すがたも違うし、ルビーウルフの嫌きらいな制服を着き込こんでいるのだ。わかっていても確かく認にんしたくなる。──彼はジェイドなのだと。


　王おう城じよう内にあるジェイドの自室にはガーディアンの制服が残されたままだった。それを持ち出し、姿をエリカの術じゆつでアーディスに変えた。それだけのことだ。


　見張りにエリカと狼おおかみたちを置いてきたとはいえ、あまりゆっくりはしていられない。足早に階段を駆かけ下りる。


　格こう子しで仕切られた独どく房ぼうが並ならぶ中、人の気配を探さぐって進む。ルビーウルフは無む意い識しきに口元を手で覆おおっていた。かび臭さに混まじる腐臭が濃こい。


　ふいにジェイドが立ち止まり、呻うめいた。その視し線せんの先にある闇やみの中で、たしかに何かが動いた。


　それはこちらに気づいたようで、這はいずりながら格子にしがみつく。瘦やせ衰おとろえた姿が蝶の光に照らし出された。


「頼たのむ……家族には、手を出さないでくれ……！」


「すまない、ロベール」


　ジェイドは格子の前で膝ひざをつき、こうべを垂たれた。その様子に異い変へんを感じたのか、ロベールはびくりと身を震ふるわせた。困こん惑わくの表ひよう情じようで彼を見つめ、ゆっくりと視線を巡めぐらせて──


「殿でん下か……」


　眼がん窩かのくぼんだ眼めを見開き、かすれた声を上げた。ルビーウルフはジェイドの隣となりで膝をつき、格子を握にぎるロベールの手に触ふれる。骨ほねばって、かさついて、垢あかで汚よごれた手だった。


「よく生きててくれた。あたしのために、こんなことになって……ごめん」


「なぜ、殿下がここに？　ジェイド様は……ジェイド様はどうなさったのですか」


　ルビーウルフの手を強く握り返し、ロベールは詰きつ問もんした。ルビーウルフは黙だまって、傍かたわらで俯うつむく男に目線を移うつす。


「俺だ、ロベール。あなたには本当に、すまないことをした。申し訳わけない」


　深々と頭を下げるその姿に、ロベールはようやく彼の正体を察したようだった。ルビーウルフから手を離はなし、力なく床ゆかに手をついた。


「ジェイド様、なのですか？」


　頷うなずき、ジェイドは顔を上げた。蝶の淡あわい光の中、青い瞳ひとみには自じ責せきの念がにじんでいた。アーディスの顔をしているけれど、生真面目で柔やわらかなその表情は間ま違ちがいなくジェイドのもの。ロベールはうずくまって嗚お咽えつした。ジェイドが懐ふところから取り出した水入りの革かわ袋ぶくろを受け取ることもなく、肩かたを震わせて泣いた。


「あなたが生きていることを確認できてよかった。計画通り、〈導みちびきの剣けん〉の封ふう印いんも解とけた。ルビーウルフが王城にいるかぎり、アーディスも下手な動きはできないはず。あなたの家族は俺たちが必ず守ると約束するから、安心してくれ。──さぁ、水を」


　革袋を指し出すジェイドに、なぜかロベールは首を左右に振ふった。


「私は、ジェイド様と殿下を裏うら切ぎったのです。妻つまを殺すと脅おどされて、お二人がトライアンとの国こつ境きようへ向かうとアーディス様に……！　もう、合わせる顔などございません……！」


　ジェイドよりもさらに生真面目な男だ。裏切りの自じ責せきに、ここで餓が死しするつもりだったのだろう。頰ほおがこけ、腕うでも枯かれ木のようになっている。


　ジェイドは困ったように、そして懸けん命めいに笑みを作った。怯おびえて震える野犬を懐へ招まねき入れるような、優やさしい声こわ色いろで語りかける。


「それなら、俺もあなたに合わせる顔などない。父の形見を渡わたしてくれたあなたを、俺は一度だけ疑うたがったんだ。逃とう亡ぼう用の馬に毒を仕込んだのは、あなたかもしれないと」


「いいえ、いいえ違います！　私は決して、そのようなことは！」


　わかっている、とジェイドは穏おだやかに彼をなだめた。


「あなたは捕とらえられたとき、共きよう謀ぼう者しやとして疑われないように情じよう報ほうをすべて吐はいてよかったんだ。だからあえて、俺は多くを語らず出て行った。あなたが気に病やむ必要はない。とにかく、早く水を」


　格子の隙すき間まから差し入れられた革袋を、ロベールはようやく受け取った。一口含ふくんで、あとは一気に飲み干ほす。


「ここの鍵かぎはアーディスが持っているみたいなんだ。本当は早く出してあげたいんだけど」


　ルビーウルフの言葉にロベールは深々と頭を下げた。


「いいえ、殿下のお元気な姿をこの目で確たしかめることができたのです。このような場所にわざわざおいでくださるとは……」


　そこまで言って、ロベールは息を詰つまらせた。慌あわてた様子で周囲を見渡す。


「はやくここからお逃にげください。アーディス様に見つかっては、殿下とジェイド様のお命が。あの方は恐おそろしい方なのです、もはや人間の魂たましいを失っておられる……」


　ロベールはその場でうなだれた。


　立ち上がったルビーウルフは周囲の闇やみに目を向ける。ロベールの独どく房ぼうから少し離れた、別の房。ひどい異い臭しゆうを放つ何かが、そこにあった。腐ふ敗はいが進んで変色し、どこからか入ってきた羽虫がたかっているそれは、かろうじて人の形をしていた。


「あんたは見ていたんだね、何もかも。それで家族を殺すなんて言われたら、そりゃあ恐ろしかったろうね」


　ルビーウルフの言葉にロベールは泣き崩くずれた。その肩に触れようとジェイドは手を伸のばしたけれど、格こう子しに肘ひじが通らず、わずかに届とどかない。仕方なしに、届く範はん囲いに転がっていた革袋を回かい収しゆうするだけにとどめた。


「俺たちは必ず勝つ。あなたをここから出すためにも。だから、あともう少しだけ耐たえてほしい。それも過か酷こくな戦いだが、どうか共に戦ってくれないか」


　泣きながらロベールは頷うなずいた。ルビーウルフらが立ち去る間も、ずっと肩を震わせて。


　地下から出た二人はエリカたちを引き連れてルビーウルフの自室に戻もどり、見たものすべてを報告した。


　鼻の奥おくに腐臭がこびりついていると文もん句くを垂れるルビーウルフのために、エリカが煎いれてくれたのはカモミールの花の茶。林檎りんごに似にた甘あまい香かおりが部屋に充じゆう満まんし、飲むと少しだけ苦い。けれど気分はだいぶ楽になった。


「彼の家族にはルビーウルフの名で国外退たい去きよを命じてくれ。トライアン王家に保ほ護ごしてもらえれば、一番安全なのだが」


「それなら私が口利ききしましょう」


　護ご衛えいの姿すがたに戻ったジェイドの言葉に応おうじてエリカが手紙をしたためる。そんなやりとりを聞きながら、ルビーウルフは茶を一気に飲み干ほした。


「俄が然ぜん、叩たたき潰つぶすのが楽しみになってきたね」


　二人には聞こえない程てい度どの声でつぶやく。聞き拾ったのは狼おおかみたちだけだ。フロストとケーナは顔を見合わせて笑っている。


（あなたの今の顔、モルダにそっくりだわ）


（そういう顔をするときのモルダは容よう赦しやがなかったな）


　懐なつかしそうに、そんなことを言う。気き難むずかしいフロストでさえもモルダには一目置いていた。狼たちにとっても、彼は群むれの頭かしらだったのだ。


（やっぱりあなたは彼の娘むすめね）


　ケーナは嬉うれしそうに笑った。人間の姿だから、その表情の変化はジェイドたちにも簡かん単たんに見分けられる。何事かと目を向けたジェイドとエリカに、ルビーウルフは愛あい想そ笑いを返しておいた。


「ちょっと昔の話をしてただけさ」


　そう、昔の話だ。モルダのように泰たい然ぜんとしてかまえ、堂々とふるまうことができたなら、なんとかなるような気がする。


　だからこそルビーウルフは、決して自信と誇ほこりを失わないのだ。
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　ロベール・エルカインドの妻つまと子こ供どもたちは、謀む反ほん人にんの家族として王女の怒いかりを買い、国外追放となった。というのは表向きの話。


　アーディスに命じて手続きを取らせ、ルビーウルフはロベールの家族と面会した。直ちよく接せつ会って文もん句くを言いたい、などと言って。実じつ際さいはそうすることによって手続きに介かい入にゆうし、アーディスの手からエルカインド一家を守るためだ。


　エリカの手紙をこっそりタニア・エルカインドの懐ふところにねじ込み、追い出すふりをしてトライアンへ向かわせた。トライアンの王おう城じようで手紙を見せれば、ミレリーナが適てき切せつに対たい処しよしてくれるだろう。


　家族をトライアンへ向かわせたと報告するため、そしてロベール自身の無事を確かく認にんするためにルビーウルフらは定期的に地下牢ろうへ通った。今度はジェイドをアーディスに化けさせないでも衛兵は何も言わずに通してくれた。


　アーディスへの漏ろう洩えいを防ぼう止しする策さくとして、食事や水を運び込むことにしていた。中に入るのは許ゆるされているけど、食事を勝手に持っていくのは禁きん止しされてるから黙だまっててね、と衛兵たちには噓うそをつく。今までロベールが食事をほとんど拒こばんでいたことを衛兵たちも知っていたのか、そういうことでしたら、と協力的な態たい度どを見せてくれた。これでルビーウルフたちがここへ来ていることはアーディスに伝わらず、ロベールも食事が摂とれる。一石二鳥だ。


　その後の数日は城内散さん策さくに費やされ、結果、ルビーウルフが入れない場所はいくつも見つかった。敷しき地ちの最さい南なん端たんの一いつ郭かくは特に顕けん著ちよだ。幾いく人にんもの衛兵で、群れて建つ棟とうを護まもっている。衛兵らの中にもマリンベル派はとコルコット派がいるようで、ルビーウルフに対し、明らかな嫌けん悪おを含ふくんだ眼まな差ざしもあれば敬けい意いの籠こもった眼差しも感じる。


　ここは戦いくさに使う武ぶ器きや武具が納おさめられている武器庫だ、というのはジェイドの言葉だ。徴ちよう兵へいした者たちにここの武器を与あたえて捨すて駒ごま兵士とし、トライアンに近い町村で逗とう留りゆうさせているらしい。たしかにここが、城内で最も重々しい空気に満ちていた。これだけ大量の殺人道具をグラディウスは所有しているのだと考えるだけで吐はき気がしてくる。地下牢に勝まさるとも劣おとらない異臭だと、ルビーウルフは思った。


　しかし、どこに行っても変わらないのが城内に漂ただよう匂においだ。ルビーウルフの嫌きらいな、硬こう質しつな匂い。しかも以前より濃こくなっている気がする。


　うんざりしながらも時は経たつ。戴たい冠かん式しきまで半月をきった。




　第８章　ブラッディ・ファングのルビーウルフ







　予定は未定だった。


　各国の大使が到とう着ちやくするまで、式は始められない。一か月後と言われていたルビーウルフの戴冠式予定日は、ずれにずれて半月近くも延えん期きになっていた。夏の短いグラディウスの季節はすでに秋である。農地では金色になった麦の刈かり入れが始まっている頃ころだろう。


　ルビーウルフは到着した各国の大使に挨あい拶さつ回りをせねばならなかった。エリカに習った通り優ゆう雅がに礼をし、優美に微笑ほほえむ。時には恥はじらうように俯うつむき、乙女おとめっぽさを演えん出しゆつする。こういう所しよ作さは狩かりの時にもやっていたので慣なれたものだ。


　大使の多くは宰さい相しよう、または王位継けい承しよう権けんの低い王子だった。ルビーウルフが若わかい姫ひめであることを知り、婿むこ入いりして国交を深めようという腹積もりなのだろう。グラディウスがまだ金きん鉱こう山ざんを隠かくしていると思っているらしい。神国の王が国内での婚こん姻いんを慣かん例れいとしているのを知っていてもこれだ。うんざりする。


　王子らは気に入られようと必死だった。葡ワ萄イ酒ン色の髪かみを褒ほめ、紅こう玉ぎよくの瞳ひとみを賛さん美びし、ドレスの着こなしに感かん嘆たんの声を上げた。


　逆ぎやくに女じよ性せい大使は態たい度どがどこか刺とげ々とげしかった。若わかくて可愛かわいらしいことねとか、お召めし物がお美しいですわとか、明らかに嫌いや味みっぽかった。


　原げん因いんは、たぶんエリカ。侍じ従じゆうとしてルビーウルフに付き従したがっている彼女の服はいつものように体型くっきりなものだ。加えて堂々たる態度。豊ほう満まんな胸むねを反らせて立てば、それだけで高こう慢まんに見える。いや、実際高慢なのだが。


　女性大使の中には直ちよく接せつエリカに嫌味を飛ばす者もいた。けれども彼女の老ろう獪かいさの前には誰だれも敵かなわない。逆に嫌味を応おう酬しゆうされ、客室を辞したあとにルビーウルフはキィィィ！　という悔くやしそうな女の声を何度も聞いた。


　そうした中で、未いまだ到とう着ちやくしていないのはただ一国となった。他ならぬトライアンである。


　待ちぼうけを食らいつつ、今日のルビーウルフは戴冠式用と称しようしたドレスを新調していた。これで三着目だ。ルビーウルフ自身は色だの袖そでの形だの、どうでもいいことなのだが、アーリアたちは面おも白しろがってルビーウルフを着せ替かえ人形にしていたのだった。


　とはいえ、文もん句くは言えない。コルセットなしでも着れるもの、軽くて動きやすいもの等々、ルビーウルフの我わがままをデザインに組み込んでもらっている。多少遊ばせてやらないと申し訳わけない。


　仮かり縫ぬいのドレスに袖を通している時だった。ここ一か月ほどで何度か見た顔の女官がしずしずと部屋に入ってきて、トライアンの大使が到着したことを告げた。


　仮縫いの様子を見ていたエリカと目を見み交かわし、さっそく挨あい拶さつに向かおうとした。しかし。


「動いちゃだめです！　縫い目が裂さけちゃいます！」


「あぁっ、ごめん」


　キャスに怒おこられたので、不自然な体勢のまま静止しなければならなかった。
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　既き製せいのドレスに着替えてから、部屋の外で待機していた護ご衛えい姿すがたのジェイドらを引き連れ、ルビーウルフはトライアンの大使が待つ客室へと赴おもむいた。扉とびらを開けると、パイル織おりのソファに腰こし掛かけた少女が女官や護衛を背はい後ごに従え、優雅に微笑んで出で迎むかえてくれた。


「遅おそかったね」


「お待たせして申し訳ありません。なにぶんトライアンにはわたくしより有能な者がおりませんので、政せい務むが滞とどこおらないよう采さい配はいを振ふるのに必死でした」


　以前と変わらないミレリーナの調子に、ルビーウルフは吹ふき出した。彼女がエリカに懐なついた理由が、なんとなくわかる気がする。


「そりゃあご苦労さん。来てくれて嬉うれしいよ」


「いいえ。大使として正式に他国へお邪じや魔まするのは初めてですから、貴き重ちような経けい験けんになります。トライアンの発はつ展てんにも役立つかもしれませんわ。どうぞ、お掛けになって」


　促うながされ、ルビーウルフとエリカはミレリーナに対座してソファに腰を下ろした。豪ごう華かな客間とはいえ護衛まで座すわるだけの場所はない。ジェイドたちはルビーウルフらの背後に立ったままになる。


　ミレリーナと共にトライアンからやってきた女官が茶を煎いれてくれてから、ミレリーナが口を開いた。


「エルカインド御ご一家はトライアン王おう城じようが保ほ護ごいたしました。皆みなさん、泣いてらっしゃいましたわ。ルビーさんたちに感かん謝しやして」


「そうか。世話かけて悪かったね」


　ルビーウルフの言葉にミレリーナは穏おだやかな調子で、お気になさらないでと微笑んだ。それから話題を変えようと、他の国こく賓ひんと同じようにルビーウルフへの賛さん辞じを述のべる。


「ドレス姿のルビーさんも可愛らしいですけど、わたくしは以前のルビーさんのほうがすてきだと思いますわ。盗とう賊ぞくの首しゆ領りようのようで」


　姫ひめ君ぎみに対しての賛辞とは到底思えない言葉だが、ルビーウルフは破は顔がんした。紅べにを引いた唇くちびるを割わり、大だい胆たんに白い歯を見せる。


「やっぱりそういう褒ほめ方が一番嬉しいな。さすがトライアンの要かなめは見る目が正しい」


「まぁ、要とは身に余あまる光栄です。わたくしなど、せいぜい礎いしずえ程てい度どですわ。──後ろの方々は初めて拝はい見けんするお顔ですが、ジェイドさんとわんちゃんたちですわよね？」


　わんちゃんと言われてフロストは複ふく雑ざつそうに唸うなった。ミレリーナはかまわず微笑ほほえむ。


「エリカ様が術じゆつを施ほどこしただけあって見事な変化ですわ。けれど、ジェイドさんの姿が変わってしまってルビーさんは寂さびしいのではなくて？」


「姫様、はしたのぅございます」


　女官が小声でたしなめたが、トライアンの姫は愉ゆ快かいそうに笑う。


「あら、いいではないの。お姫様にすてきな騎き士しは付き物でしてよ。ねぇ、ロヴィン？」


「さようで」


　ミレリーナの背後で無言、不動のまま控ひかえていた黒くろ髪かみの青年が短く答えた。彼が着る煉れん瓦が色の制せい服ふくの胸むな元もとには、金糸でトライアンの国章が刺し繡しゆうされている。ミレリーナを護まもる騎士なのだろう。


「ルビーウルフ、あまり長居をしては……」


　話が妙みような方向へ流れているのを察し、居い心地ごこち悪く感じたのかジェイドが小声で囁ささやいた。本当の彼の声より、わずかに高い声こえ質しつ。この一月半で慣なれはしたものの、どこか物足りなさを感じてしまうのは否ひ定ていできなかった。ミレリーナの言う通り、寂しいのかもしれない。──ジェイドはここにいるのに寂しいというのもおかしな話だが。


「そうだね。ミレリーナ、あれは？」


「お持ちしています。ここに」


　言ってミレリーナは傍かたわらに置いてあった小さな箱を取り上げた。細やかな銀の彫ほり物で孔く雀じやくの尾お羽ばねを描えがいた蓋ふたを開けると、そこには両手に収おさまるほどの水すい晶しよう玉だまが絹に包まれて鎮ちん座ざしていた。


「これが？」


　眉まゆ根ねを寄せて問うたルビーウルフに、答えたのはエリカだ。


「意外でしょう？　私も初めて見た時は驚おどろいたわ。〈裁さばきの天てん秤びん〉なんていうから、そういう形だと思っていたのだけど」


「たしかに、グラディウスの神具に比くらべれば地味かもしれませんね。ですが、これのおかげでトライアンには凶きよう悪あく犯はん罪ざいなど滅めつ多たに起きないんですのよ」


　言って微笑むミレリーナはどこか誇ほこらしげだった。背後に控える女官も、騎士も。


「それは頼たのもしいな」


「そう言っていただけると働き甲が斐いがあります。鼠ねずみ狩がりの日が楽しみですわね」
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　部屋に戻ったルビーウルフはベッドで大の字になって転がった。


　トライアンの大使が到とう着ちやくし、国こく賓ひんが揃そろったということで式の日取りが決まったのはつい先ほどのことだ。


「三日後だってさ」


　呟つぶやき、体を半回転させてうつ伏ぶせになった。ブーツを履はいたままの足をばたつかせる。


「やめなさい、ルビー。埃ほこりが立つし、下着が見えるわよ」


　茶を淹いれていたエリカに叱しかられ、うぃー、という返事だか呻うめきだかわからない声で答えてルビーウルフは足を止めた。ジェイドはルビーウルフのドレスの裾すそが捲まくれているのを見ないように目を逸そらし、狼おおかみたちはベッドの端はしに腰こし掛かけてくつろいでいる。


「いよいよ、だな」


　エリカが茶器を置く音に、ジェイドの重々しい声が重なった。


「何も仕掛けてこない、というのが逆ぎやくに薄うす気き味み悪いのよね。もしかしたら、式の最中に何か大掛かりな罠わなを用意しているのかもしれない」


　椅い子すに座って愛用の杖つえを膝ひざに置き、片かた手てにカップを持ったエリカが神妙な表ひよう情じようで言う。


　ベッドの上でルビーウルフは身を起こした。胡座あぐらをかき、一同を見み渡わたして口元に不ふ敵てきな笑えみを昇のぼらせる。


「鬼おにが出るか蛇じやが出るか。先のことはわからないさ。けど、どこの世界に負ける気で勝負に挑いどむ奴やつがいる。あたしは勝つよ。絶ぜつ対たいにね」


（それでこそルビーウルフだ）


（信じているわ。あなたならきっと大だい丈じよう夫ぶ）


　うぉんうぉんと狼たちが同意の声を上げた。しばしの間を置き、エリカとジェイドが苦く笑しようする。


「本当にたくましいこと。あなたの肝きもっ玉には私ですら敵かなわないわね」


「確たしかに、ここは鷹おう揚ように構かまえておくべきかもしれない。雑ざつ念ねんを捨すて、身軽でいれば、どんな事じ態たいにも臨りん機き応おう変へんに対応できるだろうからな」


「そういうこと」


　勝算はある。式に参列した人々の前で、マリンベル派はの罪つみを暴あばくのだ。各国の大使には証しよう人にんになってもらう。


　駒こまは揃そろっている。あとはルビーウルフの、采さい配はいの腕うで次し第だいだ。瞼まぶたを伏ふせ、闇やみに浮うかんだ仲間の顔にルビーウルフは声なく語りかけた。


　あたし、勝てるよね。モルダ。みんな。──ヴィアンカ。


　──あなたなら、きっと──


　いつか夢ゆめで見たヴィアンカの声が甦よみがえる。


　彼女がモルダを愛したように、自分もいつか誰かを愛するのだろうか。あまり想そう像ぞうはできない。だけど。


　──心配いらないわ──


　あの穏おだやかな微び笑しようを、いつか自分も誰かに。そのために生きるんだ。


「ここまできたからには、勝たなければな」


「あぁ」


　ジェイドの呟きに相あい槌づちを打ち、にやりと強気に笑ってみせる。今はまだ、こういうのも悪くない。でも、いつかは──
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　城じよう下か都と市しベイタスはここ数年にないほどの賑にぎわいを見せていた。折りしも収しゆう穫かくの季節である。瘦やせた土地の乏とぼしい恵めぐみに、それでも人々は感かん謝しやする。万物の精せい霊れいに敬けい意いを示しめし、そして精霊の母であるロゥヴァースを称たたえて謡うたう。


　しかし今年はそればかりではない。このグラディウスに、新王が誕たん生じようする。十五年前に行方ゆくえ不明となった王女が戻もどって来たのだ。今日は彼女の戴たい冠かん式しきである。


　死し亡ぼう説まで流れていた王女の帰き還かんは、瞬またたく間に国中に知れ渡った。神の血を引くといわれる神国の王族だ。絶望に支し配はいされた貧まずしい者にとって、それは神そのものの降こう臨りんにも思えたことだろう。


　新王となる王女の名はシャティナ・レイ・スカーレット・グラディウス。ただし、それは表向きの名前。王城前の広場に集まった者たちは、彼女の本当の名を知っている。


　見知らぬ者同士、目が合った。そして互たがいの手の甲こうに、赤い顔料で描えがかれた狼の印を見つけ、笑みを交かわす。


「我ら、盗とう賊ぞく団だんブラッディ・ファング」


　その囁ささやきは人が集まるにつれ、徐じよ々じよに広まりつつあった。
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　玉ぎよく座ざの間には着き飾かざった各国の大使、そしてグラディウスの貴き族ぞくたちが煌きらびやかさを競きそい合い、しかしおもてでは微笑みあって談だん笑しようを交わしていた。


　玉座はグラディウスの国花である唐菖蒲グラジオラスで飾りつけられていた。『小さな剣けん』の異い名みようを持つ夏の花であるが、季節はずれで咲さいているのは気温を調節した部屋で栽さい培ばいしたからであろう。花一輪とっても贅ぜい沢たくな空間だ。


　赤や黄、白の花に囲まれた玉座の下には十数人の甲かつ冑ちゆう兵が並ならんでいる。古くは戴冠を妨さまたげる者を排はい除じよする役目であったが、今は形けい骸がい化して厳おごそかな雰ふん囲い気きを演えん出しゆつする飾りの一部になっていた。


「殿でん下か、準じゆん備びはよろしいですか？」


「うん。いつでもいいよ──じゃなくて、いつでもよろしくてよ」


　控ひかえの間で、アーディスの問いかけにルビーウルフはおどけて見せた。ついでにドレスの裾すそを摘つまんで会え釈しやくまでしてやる。


　桃もも色の生き地じに金の刺し繡しゆう、裾すそには白いレースをあしらったドレスが本日の衣い裳しようだ。靴くつは履はき口の浅い白のハイヒール。すでに爪つま先さきが痛いたい。


　女官らは似に合あう似合うと言ってくれたが、ルビーウルフ自身はいつもより濃こい化け粧しようも手伝って軽くヘコんでいた。髪かみに飾られた真しん珠じゆの粒つぶも、ぶっちゃけゴミがついてるみたいだ。今の姿をモルダたちが見たら、豚ぶたに真珠だと大爆ばく笑しようしたことだろう。


　玉座の間には多くの人間が集まっている。そのため、それぞれに許ゆるされた侍じ従じゆうの人数は一人に限かぎられていた。ルビーウルフにはガーディアンがついているから、その他は認みとめられていない。


　つまりジェイドと狼おおかみたち、教きよう師しという名目のエリカは締しめ出しだ。──表向きは。


　慣れない靴によろめきながら、ルビーウルフは玉座の間へ踏ふみ入った。アーディスに教えられた式の段だん取どりを何度も反はん芻すうする。


〈導みちびきの剣〉を胸むねに抱いだき、集まった人々へ挨あい拶さつをしていく。そして玉座の下で司祭に宝ほう冠かんを被かぶせられ、玉座に着いて〈導きの剣〉を掲かかげ上げるのだ。その後は城しろの外に集まった民みん衆しゆうに対し、テラスに出て新王の演えん説ぜつという手て筈はずになっている。


　美しく着飾ったルビーウルフの登場に、大使の王子たちは感かん嘆たんの溜ため息を漏もらす。緋ひの絨じゆう毯たんを取り巻まいて並び、歩を進めるルビーウルフに祝しゆく辞じと賛さん美びを浴びせ掛けた。


「うふふふ皆みなさんどうもありがとうございます、おほほほほ」


　大使たちの前では『自分が王族とは知らずに村むら娘むすめとして育った内気な姫ひめ』を演じていたせいか、気さくさをアピールしようと挨拶ついでに軽く手を握にぎってくる輩やからもいた。今なら、やたら威い嚇かくしてくる護ご衛えいに睨にらまれる心配もないし、まさか当の姫がアッパーカットで殴なぐりてぇとか思っているなど想そう像ぞうすらしていないだろう。


〈導きの剣〉を抱かかえ直すふりをして、握られた手をこっそりドレスの腹はらあたりで拭ぬぐいつつ、玉座へと向かう。


　国賓の群むれは王子たちから宰さい相しよう、少数の将しよう軍ぐん、そして女じよ性せい大使や貴族らと見事に階かい層そう分かれしていた。女たちは若わかくして女王となる娘のこれからの輝かがやかしい未来を思い、妬ねたましげな視し線せんを投げていた。どんなに笑顔で隠かくしても、ルビーウルフには匂においでわかる。


　ちりちりと焼けつくような視し線せんに不ふ快かい感を感じる中、一人の少女が優ゆう雅がに礼をした。精せい悍かんな騎き士しを背はい後ごに従したがえ、勿忘草わすれなぐさ色の青をしたドレスを纏まとい、異い彩さいを放つ美び貌ぼうの姫君。


「ご機き嫌げん麗うるわしゅう、シャティナ様。わたくしのような世間知らずが大切な式にお招まねきいただけるなんて夢ゆめにも思いませんでした。それなのに、わたくしの体調が優すぐれないばかりに式を遅おくらせてしまって……なんとお詫わびを申し上げたらいいか」


「お気になさらないで、ミレリーナ様。市し井せいの娘として育ったわたくしは、国のことなど何もわからない未み熟じゆく者ものです。隣りん国ごくの姫君が同じ年とし頃ごろと知って、お会いしたいと我わがままを言ったのはこちらなんですもの」


　聞こえよがしに挨拶を交かわし、微笑ほほえみ合う。仲良さげに見せかけて、打ち合わせの最終確かく認にんをするために。


「あれは持ってきてるね？」


「袖そでの中に隠かくしています」


　小声の囁きも、周囲には微笑ましい少女たちの語らいに見えたことだろう。もう一度笑みを交わし、二人は離れた。


　玉座の下、ルビーウルフの正面には年老いた司祭が宝冠を恭うやうやしく抱えて待機していた。その周囲に侍はべるのは、全身鎧よろいの兵士たちとガーディアン一同。そして宰相であるウォルク。先ほどまでルビーウルフと共にいたアーディスも直立の姿し勢せいでルビーウルフを見つめていた。その口元には、──かすかな冷笑。


　背せ筋すじに悪お寒かんが走った。


　何だ。


　何をするつもりだ。


　匂においは？


　わからない。いつもの鼻につく硬こう質しつな匂いが、強すぎて。


　動どう揺ようを隠し、歩調を緩ゆるめずに進む。胸むねを張はって堂々と。


　あちらの真意がわからない以上、こちらは予定通りに進めるまで。口火を切るのは戴たい冠かんまでのわずかな時間──今この時だ。ルビーウルフの一声で、すべてが始まる。


　一歩進む間にもタイミングを推おし量はかる。一度大きく息を吸すい、細く長く吐はき出した。その時だった。


　ゆらり、と影かげが動く。


　つい先ほどまで視し界かいの隅すみに捉とらえていたウォルクの姿すがたが、そこにはなかった。


「殿でん下か！」


　アーディスが叫さけび、駆かける。そちらに目を向ければ、眼がん前ぜんにウォルクの姿があった。その手には鋭するどく光る短たん剣けん。


　ルビーウルフは反はん射しや的に足を引き、構かまえを取ろうとした。が、踵かかとの高い慣なれない靴くつが災わざわいして足首をひねり、バランスを崩くずす。


　受身も取れない体たい勢せいだ。このまま倒たおれれば背せを強く打つだろう。その衝しよう撃げきを予よ測そくし、ルビーウルフはぎりっと奥おく歯ばを嚙かみ締しめて──


　衝撃はこなかった。かわりに、硬かたい金きん属ぞくの感かん触しよくがドレス越ごしに体を包む。


「……っ」


　顔を上げ、状じよう況きようを把は握あくしたルビーウルフは思わず小さく呻うめいた。


　甲かつ冑ちゆうを着た兵士に、ルビーウルフは抱かかえられていた。彼女が倒れる寸すん前ぜん、駆け寄って滑すべり込み、抱だきとめてくれたらしい。


　しかし、それより何よりルビーウルフを混こん乱らんさせたもの──アーディスによって取り押さえられたウォルクが、緋ひの絨じゆう毯たんに顔を擦こすりつけながら喚わめき散らしていた。


「閣かつ下か、何を血ち迷まよっておられるのですか！」


「放せアーディス！　私は聞いてしまったんだ！　この娘むすめはグラディウスの王になる気などないのだと！　魔ま導どうの女め神がみと共きよう謀ぼうし、コルコットの息子むすこを城じよう内ないに招まねき入れ、我われらの命を狙ねらっているのだ！」


　ウォルクの叫さけびに、呆あつ気けに取られていた観衆がざわめき始めた。女たちは恐きよう怖ふして悲鳴をあげている。場をとりなすように、アーディスはご安心を、と声を張り上げた。朗ろう々ろうと響ひびくその声に、玉座の間は静せい寂じやくを取り戻す。


「殿でん下かは立りつ派ぱなお方です。それなのに、なぜそのようなことを……。以前より体調が思わしくなかったようですが、どうやら精せい神しんも病やんでおられたのですね」


　気の狂くるった父親を哀あわれむように慈いつくしむように、アーディスは目を伏ふせた。そして気き丈じような態たい度どで、甲冑兵たちにウォルクを連行するよう命じる。


　玉座の間から連れ出されるウォルクから目を逸そらし、アーディスはルビーウルフに向き合った。兵に抱えられ、床ゆかにへたり込んだままの彼女に目線を合わせるように、膝ひざをついて微笑みを見せる。


「お怪け我がはございませんか、殿下」


　ルビーウルフは答えない。じっと正面からアーディスを見み据すえ、〈導きの剣〉を抱く腕に力をこめた。アーディスは困こまったように苦く笑しようし、彼女を抱きかかえる甲冑兵に目を向ける。


「殿下は怯おびえていらっしゃるが、お怪我はないようだ。とっさのことに、よく動いてくれたな。感かん謝しやする」


　兵に頭を下げるアーディスの姿に、観衆から賞しよう賛さんの声が上がった。部下の功こう績せきを正当に評ひよう価かし、新王に忠ちゆう誠せいを尽つくす騎き士しの鑑かがみだと。彼こそまさしく英えい雄ゆうだ、と。


　大たい逆ぎやくの罪つみを犯おかそうとしたウォルクは、まだこの場にとどまって喚いている。兵士に引きずられていく、その姿とはあまりに対照的なアーディスの態度。観衆の目に、それは清らかな傑けつ物ぶつとして映うつっていた。しかし。


　ゆっくりと、アーディスの口角が吊つりあがる。悪意の匂いを纏まとった冷笑を、彼はルビーウルフと兵士に向けた。


「殿下の御おん身みを守った功を称たたえよう。兜かぶとを脱ぬいで名乗りを上げるといい」


　ルビーウルフを抱える兵士の腕うでがわずかに強こわ張ばる。同時にルビーウルフも歯嚙みした。アーディスは鎧の中にいるのが誰だれなのか、知っていたのだ。


「何をしている。そう謙けん虚きよになるな。名めい誉よなことだぞ」


　嘲あざ笑わらうような言葉。ここで兜を脱がなければ、賓ひん客きやくに対する無礼になる。けれど脱いだなら、その顔を晒さらすことになってしまう。──謀む反ほん人にん、ジェイド・コルコットの顔を。


　式の直前、甲冑を着て参列する予定だった兵士を捕つかまえて入れ替かわり、ジェイドは潜もぐり込んでいたのだ。それも護ご衛えいの姿ではなく、ジェイド本来の姿で。もともとはこの場で、彼が父親の無実を主しゆ張ちようするはずだったのだ。


　しかし、アーディスはなぜ、甲冑兵が入れ替わっていることに気がついたのだろうか。直前までの彼の目線の動かし方、注意を向ける方向などを思い出してみる。それのどれをとっても、はじめから入れ替わりに気づいていたとは思えなかった。


　ならば、考えられることはひとつ。ルビーウルフとジェイドはアーディスの罠わなに掛かかったのだ。


　ジェイドがこの式に紛まぎれ込こんでいると踏ふんだアーディスは、彼をおびき出すためにウォルクを使い、ルビーウルフの命を狙ねらった。もしジェイドが飛び出してこなくても、自分が騎士としてルビーウルフを守ればいい。国賓の前で王女の身を守れば、それだけで名を上げられる。


　そしてジェイドが罠に掛かったら、正体を暴あばいて罰ばつする。そういう筋すじ書がきだったのだろう。


　兜を脱ぐことに躊ちゆう躇ちよしている兵に対し、観衆は不ふ審しんそうな眼まな差ざしを向け始めた。


「さぁ、早く」


　もう一度、アーディスが言う。今度は明らかな嘲ちよう笑しようを含ふくんで。


　観念したように、兵士──ジェイドは兜に手を添そえた。


「待ちな」


　立ち上がり、ルビーウルフは声を張はり上げた。作戦も何もない。ただ、人々の注意をジェイドから自分に移うつすことが目的だ。


「こんな奴やつに助けられなくたって、あたしは自分の身くらい自分で守れた。もっと動きやすい服と靴くつなら楽勝だったのに、嫌いやになるね。何もかも嫌だ。もうお姫ひめ様さまごっこなんて飽あき飽きなんだよ、窮きゆう屈くつでダルくて飯だってたいして美う味まくない。長老の蜂はち蜜みつ酒しゆと料理のほうが、あたしの口には合ってたんだ。もうこんな所にいたくない。女王になんかなりたくない。あたしはやっぱり盗とう賊ぞくなんだ！」


　何も考えずにしゃべり出したら、たまっていた鬱うつ憤ぷんまで吐はき出してしまった。かなりすっきりした。〈導みちびきの剣けん〉を肩かたに担かつぎ、この際だから傲ごう然ぜんと笑ってみせる。


　本ほん性しようを見せたルビーウルフの態度に満場騒そう然ぜんとなった。注意をジェイドからこちらに移すという目的は達せられた。盗賊、盗賊、という囁ささやきが細さざ波なみのように広がる。その中でも一番衝撃を受けているのが王子たちだ。ルビーウルフの可か憐れんな演えん技ぎにすっかり騙だまされていただけに、眩暈めまいを起こして膝ひざを折る者もいる。


「そ、そんな……シャティナ姫が盗賊だなんて、噓うそだ……！」


「シャティナじゃない。あたしは盗賊団だんブラッディ・ファングのルビーウルフ。狼ヴィアンカの娘、ルビーウルフだ！」


　王子の言葉に名乗りを上げる。それでも信じられない王子らは、姫が偽にせ者ものではないのかと囁ささやき始めた。けれどルビーウルフが肩に担ぐのは神具〈導きの剣〉。グラディウスの血を引く者にのみ持つことが許ゆるされるロゥヴァースの右腕だ。


　すぃ、とアーディスはルビーウルフの傍かたわらに歩み寄よる。


「あなたの負けです、殿でん下か。国賓の前で盗賊の名乗りを上げた以上、あなたは王には成り得ない。けれどご安心を。次期王をお産みになるまでは、命の保ほ障しようはいたしましょう」


　アーディスの囁き。それはつまり、次の王を産まされた時点でルビーウルフは廃はい棄きされるということだ。


「式は中止です。大人しくなさってください。痛いたい思いはしたくないでしょう？　そこの兵士にはここにとどまってもらい、改めて話を聞くことにしましょう」


　ジェイドに冷笑を向けつつ、アーディスはルビーウルフを玉ぎよく座ざの間から退たい出しゆつさせようと肩かたに触ふれ──
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「触さわるんじゃないよ、親殺しが！」


　その手を振ふり払はらい、ルビーウルフが叫さけんだ。途と端たん、場は静まり返る。誰もが彼女の言葉の意味を理り解かいできずに、訝いぶかしげな視し線せんを二人に注いでいた。


　一いつ瞬しゆん、アーディスの鉄てつ仮か面めんに動どう揺ようが滲にじんだ。しかしすぐ、それを隠かくすように悲しげな苦笑を浮うかべる。


「一体、どこでお知りになったのか……。たしかに私の母は生まれつき病弱で、私を産んだことがもとになって体を壊こわし、亡なくなりました。親殺しと言われても、否ひ定ていは……」


「誰がお前の身の上話を聞きたいと言った。あたしが言ってるのはウォルクのことだ」


「何をおっしゃいます。父はこのように、生きておいでではないですか」


　言いながら、アーディスはまだ玉座の間にとどまっているウォルクを目線で示しめす。


　ウォルクは無言だ。喚き散らして暴れて兵士を振り払おうとはしていない。兵士たちは何が起こっているのか、このままウォルクを連れて行っていいのかと状じよう況きよう判はん断だんに困っている様子だ。ウォルクはじっとアーディスへ目を向けている。まるで主人の指し示じを待つ、訓練された犬のように。


　ルビーウルフはそんなウォルクを一いち瞥べつする。そして嗤わらった。紅こう玉ぎよくの眼めを煌きらめかせて。


「あのウォルクが本物だったらね」


　アーディスが何かを言う、その前に。


　ルビーウルフは吼ほえた。合図の咆ほう哮こうだ。少々予定は狂くるったが、この程てい度どなら作戦に支障はない。


　玉座の間の扉とびらは勢いきおいよく開かれ、全員の視線に迎むかえられて現あらわれたのは──


「父上……」


　掠かすれた声をアーディスが漏もらした。


　現れた男は確かにウォルクだった。襤ぼ褸ろを纏まとい、足を引きずり、傷きずだらけの体を布ぬので包んだ杖つえに預あずけているが、息子むすこと同じ青い瞳ひとみと灰はい色いろの総そう髪はつは間ま違ちがいなくグラディウスの宰さい相しよう、ウォルク・マリンベルその人だ。彼の進路を確かく保ほするように、二頭の狼おおかみ──フロストとケーナが一同に睨にらみを利きかせる。


　物もの乞ごいが押おしかけて来たような男と猛もう獣じゆうの姿すがたに貴き族ぞくの女たちは悲鳴を上げた。その悲鳴さえも搔かき消すように、現れた二人目のウォルクは声を張り上げる。


「アーディス、なぜだ!?　なぜ父を裏うら切ぎった？　飾かざりの王を据すえた玉座が私の物になれば、いずれお前が国主ではないか！」


　アーディスは答えない。表ひよう情じようの失うせた冷たい目を満身創そう痍いのウォルクに向けている。けれど、彼の細い顎あごから滴したたる汗あせの雫しずくをルビーウルフは見み逃のがさなかった。


「仕し留とめ損そこねてたのか、って顔だね」


　ルビーウルフの言葉に、アーディスは首を巡めぐらせた。氷のような冷たい鋭するどさを持つ青い瞳ひとみが彼女を射い抜ぬく。


「あなただ。盗とう賊ぞくであるあなたが父をあのような目に……！　父が政せい権けんを握にぎろうとしていることを知って……なんと酷ひどい……！」


「じゃあ、そっちのウォルクは偽者だって認みとめるんだね？」


　笑んだ口元でルビーウルフは言った。はっとして、アーディスは式典用の礼れい装そうをしたウォルクを見る。兵士に拘こう束そくされ、それでも彼の指示を待っている男を。


　ふっ、と。アーディスはその口元に笑みを戻した。どこか自じ嘲ちようめいて、なのに余よ裕ゆうを感じさせ、それでいて自じ棄き的な──


　その複雑な匂いが何なのか気づいた時、ルビーウルフは己おのれの失しつ策さくを悟さとった。彼が求めているのはグラディウスの政権でも富でもない。だからこそ、彼は何も恐おそれないのだ。


「ウォルクから離はなれろ！」


　兵士たちに向かってルビーウルフは叫んだ。けれどウォルクは二人いる。混こん乱らんした頭に新たな指示を与あたえられ、兵士たちは動けずにいた。


　そんな兵の様子をもどかしく感じてルビーウルフが行動を起こそうとした、その時。アーディスがぱきりと指を鳴らした。途と端たん、ウォルクが膝ひざを折って崩くずれる。兵たちはとっさにその肩を支えて──


「ひっ……」


　掠かすれた悲鳴を上げて飛びのいた。支えを失ったウォルクは緋ひの絨じゆう毯たんに倒たおれ伏ふす。その絨毯から、ゆっくりと煙けむりが立ち始めた。死体が急速に腐ふ食しよくするように、礼れい装そう姿すがたのウォルクは人の形を失って崩れていく。絨毯と大理石の床ゆかを溶とかしながら。


　甲かつ冑ちゆうを着ていた二人の兵士は慌あわてて鎧を脱ぬぎ捨すてた。酸さんの触ふれた部分が溶けたのだ。彼らが鎧を着ていなければ、今いま頃ごろは大火傷やけどを負っていただろう。


　場には悲鳴が渦うず巻まいた。女たちは卒そつ倒とうし、気の弱い王子たちは腰こしを抜ぬかす。動ける者は逃にげ出そうと出口に殺さつ到とうした。けれど扉とびらの前では狼を従したがえたもう一人のウォルクが立ちふさがっている。


　国こく賓ひんは証しよう人にんだ。そう指示されていた狼たちは誰一人逃がさないよう、牙きばを剝むいて唸うなり、吠ほえる。それをなだめたのは背はい後ごに控ひかえた満身創痍のウォルクだった。


　ウォルクはつまらなそうに何事か囁いた。彼の体を光が覆おおう。


　光が失うせ、そこに立っていたのは女。襤褸の服はそのままに、純じゆん白ぱくの長い髪かみが背に流れる。菫すみれ色いろの瞳ひとみを半はん眼がんにして艶つややかな唇くちびるを突つき出し、拗すねた子こ供どものような顔つきだ。それでもその美び貌ぼうに、観衆からは驚おどろきと感かん嘆たんの溜ため息が湧わく。


「やっぱり予定どおりにはいかないものね」


　エリカの言葉を受け、アーディスは肩かたをすくめた。冷静になって考えてみれば、彼女がウォルクに化けるなど造ぞう作さないと想そう像ぞうできること。一いつ瞬しゆんの動揺を誘さそうことには成功したが、それで彼の余裕を崩すまでには至いたらなかった。


「お見事です、女め神がみ殿どの。臨りん場じよう感かん溢あふれる演えん技ぎ、本当に父上かと思いましたよ」


「あら、ありがとう。劇げき場じようの女じよ優ゆうにでもなってみようかしらね」


　エリカはすっかり投げやりな態度だ。正体があっさりばれてしまって、心底つまらないのだろう。今にも『もう帰る』などと言い出しそうだ。


「しかし、なぜ父が偽者とわかったのです？　こちらとしても、完かん璧ぺきに作ったと自負していたのですが」


「気づいたのは私だけでなく、ルビーもだけど……。彼、私に会った時に私を女神と呼よんだでしょう？　二十五年前のことをあなたが知るわけないでしょうけど、魔ま導どう研究評議会の席で私、彼と口こう論ろんしたことがあるのよ。完全に言い負かされたのがよほど悔くやしかったのでしょうね。彼、私を指差してこう言ったわ。『白しろ魔ま女じよ』ってね。それ以来、その通り名が浸しん透とうしてしまって大迷めい惑わくなの」


「なるほど。それは計算外でした」


　再ふたたびアーディスは自嘲めいた苦く笑しようを浮うかべる。空寒くなるようなその匂においに、ルビーウルフは吐はき気すら覚えた。


「父親の偽者を魔導兵器で作っておいて、よくもそんなこと言ってられるね。どういう神しん経けいしてんだか」


　きつくアーディスを睨にらみ、ルビーウルフはさらに続ける。


「本物のウォルクをどうした？　自分で言えないんなら、あたしが話してやろうか。お前のやったことを、全部」


「そう熱くなることもないでしょう。私はただ、先王と王おう后こう、両陛へい下かを手に掛かけた父を罰ばつしたに過ぎません。宰相を失っては国に混こん乱らんを招まねくゆえ、アシッド・ドールで代理を立てましたが、はたしてそれが罪つみと言えましょうか。父とはいえ、大逆の罪人を罰しないわけにはまいりません。それとも、殿下はご両親の命を奪うばった者に対し、寛かん大だいにも無む罪ざい放ほう免めんを認めるのですか？」


「そういうことを言ってんじゃない。やり口が気に食わないんだよ」


　観衆が見守る中、広い玉座の間に二人の声が反はん響きようする。ほんの少し声を張り上げただけで隅すみ々ずみまで響ひびくのだ。怒気を含んだルビーウルフの声は、痛みさえ伴ともなうほどの鋭さをもって人々の耳に届く。


「では、お聞かせ願えますか？　私がやったということを、すべて。もちろん、証しよう拠こと共に。何もないとおっしゃるのでしたら、それは単なる空想です。盗とう賊ぞくの戯ざれ言ごとですよ」


　見守る人々の心はどちらにも偏かたよらない。父親の偽にせ者ものを操あやつっていたアーディスと、盗賊の荒あら々あらしさを発はつ露ろしたルビーウルフ。どちらも恐おそろしい存そん在ざいだった。


「じゃあ聞くけど、なんで偽者のウォルクをあたしにけしかけたんだ」


「それは殿下もすでにお気づきでしょう？　そこにいる曲くせ者ものをおびき出すためですよ。──お前なんだろう？　ジェイド・コルコット」


　名を呼ばれ、ジェイドは兜かぶとを脱ぬぎ捨すてた。今度はルビーウルフも止めない。もうこれ以上は隠かくしたところで無む駄だだ。


「曲者に曲者呼ばわりされるのは心外だ。こちらはすでに、すべてを把は握あくしている」


　翠みどりの瞳に鋭い光を宿し、ジェイドはアーディスを睨み据える。


「すべてを、か。見てもいないことを堂々と言えるものだな」


　アーディスは余裕の態度を崩さない。そこでようやく、ルビーウルフは笑った。にたりと勝気に。


「だったら、今から見ればいい。──ミレリーナ！」


　ルビーウルフの呼び声に応じ、人海を割わって歩み出たのはトライアンの王女。精せい悍かんな騎き士しを従したがえ、勿忘草わすれなぐさ色のドレスを翻ひるがえすミレリーナの手には虹にじの渦うずを内に抱かかえた水すい晶しようが包まれている。


　ミレリーナが応おうじたということは、彼女の目から見て状じよう況きようは悪くない。最低でも五分五分だ。ルビーウルフらが劣れつ勢せいであったなら、彼女は気き絶ぜつしたふりでもして干かん渉しようを避さけていただろう。


「我わがトライアンの神具はロゥヴァースの左ひだり脚あし、〈裁さばきの天てん秤びん〉。その審しん判ぱんからは誰だれであろうと逃のがれられません。よろしいですね、被ひ告こく人にんアーディス・マリンベル」


　ミレリーナが言うと同時、〈裁きの天秤〉から光が放ほう射しやされ、虚こ空くうに絵が浮うかび上がった。動く絵だ。そこに描えがき出されているのは地下らしき薄うす暗ぐらい場所にいるアーディスとウォルク、そして数人のガーディアンの姿すがた。


『どうしてこやつを生かしておるのだ、アーディス』


　絵の中のウォルクが言う。彼が見つめるその先には、衰すい弱じやくしきった男が鉄てつ格ごう子しの中でうずくまっていた。意い識しきの有う無むは確かく認にんできない。


『確かに、彼は本当にジェイドの師しの名を知らないようです。けれど、だからと言って殺してしまってはつまらないでしょう。ジェイドはいずれ、必ず戻もどって来ます。父親の無念を晴らすために。その時に、奴やつの目の前で彼の首を落としてやれば、志し気きは削そがれると思いますが』


　絵の中で冷れい徹てつに嗤わらう自分を、アーディスは啞あ然ぜんと眺ながめている。国賓と貴き族ぞくを観衆に、絵の中の会話は続いた。


『軍ぐん備びのほうはどうなのだ？　徴ちよう兵へいした者の訓練はどうなっている。本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな』


『滞とどこおりなく。冬には間に合いましょう』


『うむ。我わが国の民たみは雪に強いからな。トライアンの民が寒さに震ふるえているところを襲おそえば簡かん単たんに土地を得られるということだな』


『……そのような消極的なことで、戦いくさに勝てましょうか』


『どういうことだ？』


『父上、あなたが欲ほつするものはいつも小さ過すぎる。十五年前は形ばかりの玉座を望み、王と王后を手にかけた。その結果、傾かたむきかけた国に焦あせり、隣りん国ごくからわずかの土地を削けずり盗とろうとお考えになっている。兵を集め、他国を攻せめると言うのなら、どうしてその領りよう土どすべてを望まないのですか』


　絵の中で、ウォルクは愕がく然ぜんと呻うめいた。そして気づく。ガーディアンたちに詰つめ寄られ、空いた独どく房ぼうの中へ追いやられていることに。


『な……いきなり何を言い出すんだ。いくら若わかい王の国とはいえ、トライアンは我わが国と同じ神国だぞ？　それを潰つぶしては残り二つの神国が黙だまってはおるまい』


『侵しん略りやくも同じことです。他国の圧あつ力りよくを恐あそれていて、何ができましょうか。私は父上の小物ぶりに、辟へき易えきしているのです』


　言って、絵の中のアーディスは独房の鍵かぎを閉しめた。ウォルクとガーディアンを中に入れたままで。


『何をするんだアーディス！　ふざけたことはやめないか！　こいつらは何なんだ！』


　絵の中で、アーディスは嗤う。


『お忘わすれですか？　父上が考案なされた、可愛かわいいお人形ですよ』


　その言葉の意味を察したウォルクは慌あわてて呪じゆ文もんを唱える。ガーディアンの隊長だった彼には鉄の格子を切り裂さくことも出来るはずだったが、何も起こらなかった。そして足元に描えがかれた印に気づき、悲ひ壮そうな声で訴うつたえる。


『助けてくれ、アーディス。お前の言う通りにする。だから……』


　ウォルクの両りよう脇わきをガーディアンたちが固めた。その恐きよう怖ふで、ウォルクは声を詰まらせる。


『父上、あなたが破やぶり捨すてたものの代だい償しようです。お受け取りください』


　言い置き、絵の中のアーディスは歩き出した。ぱきりと指を鳴らす音が乾かわいて響ひびく。


　薄暗い地下では、すぐにウォルクの姿は見えなくなった。その闇やみの中で悲鳴が轟とどろく。じゅぶじゅぶと何かが焼け、溶とける音を混まじらせて。悲鳴はいつしか細くなり──消えた。


　絵は光となった。そして弾はじけ散る。美しいとさえ思えるその光景の中でアーディスはただ呆ぼう然ぜんと立っていた。ミレリーナが朗ろう々ろうと告げる。


「アーディス・マリンベル。あなたは非ひ道どうなる手法によって父親を討うち、あまつさえ我が母国トライアンの領土を蹂じゆう躙りんしようとしましたね。その罪はもはや明白。謹つつしんで罰を受けなさい」


　アーディスは無言で膝ひざを折った。緋ひの絨じゆう毯たんに手をついた彼に、雪を連想させるような光の粒つぶが触ふれては消えていく。


「父、ゲイリーの無実、確かに証明させてもらった。弁べん明めいは法ほう廷ていで聞こう──引き立てろ」


　ジェイドが元部下であるガーディアンたちに命じる。けれどガーディアンたちはためらっていた。もともと彼らはジェイドのことを上司と認にん識しきしていなかった節があるから、仕方ないことかもしれない。


　代わりに動こうとしたのは甲かつ冑ちゆう兵たちだ。彼らは上司も部下も関係なく、事が収おさまったあとに身の安全を保ほ障しようしてくれると踏ふんだほうに従う。蝙蝠こうもりのようだが、それが一番かしこい考え方だ。


　兵の一人がアーディスの肩かたに触ふれようとした、その時。


　狼おおかみたちが猛もう然ぜんと駆かけてきた。獣けものの勘かんが異い変へんを察知したのだ。そしてルビーウルフも気づく。アーディスの手がほのかに光っていた。


　一いつ瞬しゆん遅おくれて気がついたのはジェイドとエリカだ。ルビーウルフにはアーディスが唱えている呪文の正体はわからないが、二人はその道の専せん門もん家か。すでに対たい抗こうする呪文の詠えい唱しように入っている。しかし間に合わない。


　ガーディアンが四人、青ざめた顔でその場から逃げだした。


　アーディスは顔を上げた。口元には弧こを描いて。


「導くのはアーディス・マリンベル！　呼ばれしものは薔ば薇らの鳥とり籠かご！」


　アーディスを中心に、光の文様が床ゆかを走る。魔ま方ほう陣じんだ。蛇へびのように床を這はう光に驚おどろき、観衆は逃にげ惑まどう。


　玉ぎよく座ざの間の半分を占しめる巨きよ大だいな魔方陣だった。その外がい郭かくから紗しやのような薄うすい壁かべが伸のび、天てん井じようまで達して空間を分ぶん断だんする。狼たちが駆け込んだ直後、エリカがたどり着く直前だった。エリカは悔くやしげに舌した打うちする。


　壁の中に閉とじ込こめられたのはルビーウルフとジェイド、狼たち、三人のガーディアン、兵士たち、呆然としたまま動けずにいた高こう齢れいの司祭、そしてアーディス。


「どういうつもりだ！」


　ルビーウルフをその背せに庇かばい、ジェイドが叫さけんだ。フロストとケーナもルビーウルフの足元にまとわりつき、ガーディアンたちを威い嚇かくする。


「あいつ、考えてることが普ふ通つうじゃない。あいつが求めてるのは『今』の名めい誉よじゃないんだ」


　言う間にルビーウルフは靴くつを脱ぬぎ捨てて裸足はだしになり、ドレスのスカートを太ふと腿ももまで裂く。たぶんあとでキャスやアーリアたちが泣きながら説教するのだろうけど、生き残れたのなら喜んで癇かん癪しやくに付き合って、いくらでも謝あやまってやる。


　アーディスはゆっくり立ち上がった。頽たい廃はい的な匂においのする、薄うす汚よごれた笑えみを浮かべて。


「英えい雄ゆう譚たんに憧あこがれていたんだ」


　独ひとり言のように語り始める。その青い瞳ひとみはまっすぐジェイドとルビーウルフに向けられているけれど、きっと今の彼が見ているものは現げん実じつではない。ルビーウルフが感じる匂いは今までにないほど異様だった。


「子こ供どもの頃ころの話だ」


　自じ嘲ちよう的に笑う。アーディスの目の前には、王女であるルビーウルフと騎士のジェイドが立っている。


「愚おろかな夢ゆめ物語だと、わかっていた。なのに、なぜだ。あの頃、私が憧れた所に、なぜお前が立っているんだ。ジェイド」


　理り不ふ尽じんな憎にくしみだ。アーディスの言っている意味がわからずとも、鳥とり肌はだが立つような彼の雰ふん囲い気きにジェイドの緊きん張ちようが高まる。無む意い識しきにアーディスの目からルビーウルフを隠かくそうと立ち位置をずらした。いかにも騎士らしく。──それが着ちやつ火か剤ざいとなった。


　狭せまく切り取られた空間の中で、アーディスはサーベルを抜ばつ刀とうして駆けた。振ふりかざした切っ先はジェイドに向けられている。


　同時に動いたガーディアンたちはルビーウルフに狙ねらいを定めた。全員が抜刀している。ルビーウルフも〈導みちびきの剣けん〉の鞘さやを払はらい、迎むかえ撃うつ。


「フロストっ、ケーナっ、お前たちは動くな！」


　相手は魔ま法ほうを使うのだ。レターナでの記き憶おくが甦よみがえる。あの時、いち早く逃にげるように指し示じを出していたら、死なずに済すんだ仲間もいたかもしれない。ルビーウルフは強く唇くちびるを嚙かんだ。


　アーディスの剣をジェイドが受け、ガーディアンたちの剣けん戟げきの隙すき間まをルビーウルフがすり抜ける。


　妙みようだと思った。ガーディアンたちは得意にしているはずの魔法はいっさい使わず、剣のみでルビーウルフを仕し留とめようとしている。アーディスも、そしてジェイドも呪じゆ文もんを唱える様子はない──いや、慎しん重ちようになっているのだ。密みつ閉ぺいされた空間で殺さつ傷しよう能のう力りよくの高い術じゆつを使ったら、仲間を、そして自分自身を傷きずつける可か能のう性せいがある。


　反撃方法が剣のみというルビーウルフにとってそれは好転材料だったが、同時に急所でもあった。誰かが魔法を放てば、彼女に身を守る術すべはただひとつ。とにかく避よけるしかない。ここには身を隠す場所などないのだから。


　壁の外でも一騒そう動どう起きていた。薄い壁の向こうから、声や物音は筒つつ抜ぬけだ。


　狼という関門を失った出口に人々が殺さつ到とうしている。そこに立ちふさがっているのはトライアンの王女ミレリーナと騎士の青年だ。


「式はまだ終わっていませんわ。ここはグラディウス王おう城じようですわよ。城主の許きよ可かなしに途と中ちゆう退たい席せきとは失礼ではなくて？」


「状じよう況きようを見て発言なさい、トライアンのミレリーナ姫ひめ！　彼らは普ふ通つうではありません。こんな所にいては、我われ々われにも危き険けんが及およびます！」


　どこかの国の将しよう軍ぐんがミレリーナに詰め寄る。今にも彼女の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げそうな勢いに、騎士の青年は二人の間に割わって入る。眉まゆひとつ動かさず、唇は横一文字に結ばれたまま。無感情な表情の中、黒こく曜よう石せきのような漆しつ黒こくの瞳ひとみにだけ強い信念の光が宿っていた。将軍は気け圧おされ、後あと退ずさる。


「おやめなさい、ロヴィン。皆みなさんが怯おびえていらっしゃるわ」


　ミレリーナにたしなめられ、ロヴィンは無言のまま引き下がった。彼女の背はい後ごにつき、それでも臨りん戦せん態たい勢せいは保たもっている。


「ここにお集まりの皆さんは、各国の代表なのでしょう？　わたくしは何も、底意地が悪くて通せんぼしているわけではありません。皆さんと、そして皆さんのお国の名誉を守りたいのです。わたくしは女で、まだ十四歳さいです。それでも、逃げませんわ。皆さんは、どうなさいます？」


　明らかな挑ちよう発はつだった。たかだか二人に道を塞ふさがれたところで、突とつ破ぱするのは容易たやすいこと。


　それでも、誰も動けなかった。国の名誉に関かかわると言われれば、すたこらと逃げ出すわけにはいかない。誰か一人が動けば連れん鎖さして大脱だつ出しゆつとなるのだろうけれど、そういった勇気を見せる者はいなかった。目の前にいる十四歳の少女は、たとえ護ご衛えいの騎士がいなくとも充じゆう分ぶんに威い圧あつ的で恐おそろしい。触れれば一瞬で蒸じよう発はつしてしまいそうで、近寄ることもできない。


「これでトライアンへの畏い敬けいが深まりましたわね。もちろん、状況がこれ以上悪くなるようでしたらエリカ様を引きずってトライアンへ逃げ帰りますわよ」


　ミレリーナの囁ささやきはロヴィンにだけ聞こえていた。こういう性せい格かくだからこそ、ロヴィンは命がけで彼女を守りたいと思っている。わずかに、本当に少しだけ、ロヴィンは口角を吊つり上げた。


　引きずっていくと宣せん言げんされたエリカは魔ま方ほう陣じんの壁かべに杖つえをかざし、呪じゆ文もんを唱え続けていた。杖の先は松明たいまつのように輝かがやき、壁には波は紋もんが広がっている。わずかだが、壁にはひびが入りはじめていた。それでもエリカは憎にく々にくしげに壁を睨にらみつけている。


「まったく、強ごう情じようね。本当に生意気だわ」


　そんな彼女の不ふ機き嫌げんな呟つぶやきを、ルビーウルフは壁の内側で聞いていた。〈導きの剣〉の封ふう印いんを解とくのに一晩ばんかかったのだから、今回ばかりはエリカの助けは期待できない。


　サーベルの切っ先が胸元をかすり、ルビーウルフは大きく後ろへ跳とんで避けた。そこには甲冑を着た兵士たちがおろおろと群むれていて、逃げ道を奪うばわれる。追つい撃げきのガーディアンは正面から来た。仕方なしにルビーウルフは前に飛び出して転がり、追撃を回かい避ひする。


「働く気がないんなら隅すみに寄よってろ！　邪じや魔まだよ！」


　ルビーウルフの一いつ喝かつに兵たちはびくりと震ふるえ、壁かべ際ぎわに寄り──


「だめだ！　この壁に触ふれるな！」


　アーディスと切り結びながらジェイドが叫さけぶ。兵たちは何をどうしていいのかわからなくて、もう動くことができない。


　どういうことなのか問いたいが、それでジェイドの集中を削そぐわけにはいかない。とりあえず忠ちゆう告こくを聞いて壁には触れないようにする。なのに追い詰められているのが現状だ。


　動きやすいようにとスカートを裂さいたはいいが、そのぶん生き地じが足に絡からまって動きを制せい限げんする。これはかなりの痛いた手でだった。ルビーウルフの持ち味は素す早ばやさなのだから。


　三人を相手に、ドレスの足あし枷かせ。さらに刀身の長い〈導きの剣〉では、不用意に振るえば周囲の人間を傷つけてしまう。魔法の使用を制限されているガーディアン同様、ルビーウルフも有利とは言えない状況だ。


　ガーディアンたちはルビーウルフを壁際に追い込もうとしていた。


「マクレイとディスレーリが帰ってこない！　お前が殺したんだろう！」


　切りかかりながら、ガーディアンの一人はそんなことを言った。


　三人が執しつ拗ようにルビーウルフを狙う理由がそれだった。仲間を奪うばわれた憎にくしみ。けれど、その怒いかりはお互たがい様だ。


「だったらどうした！　お前たちがあたしの仲間にやったことは棚たなに上げるってのか！」


　正面でサーベルを振りかぶったガーディアンに切っ先を向け、狙いを定めた。足元ががら空きだ。突つきの攻こう撃げきで相手の大だい腿たい部ぶを深々と切り裂き、悲鳴を上げて膝ひざを折ったところで頭に蹴けりを叩たたき込み、気き絶ぜつさせた。


（ルビーウルフ、後ろだ！）


　背はい後ごに気配を感じると同時にフロストの声が耳に届とどいた。飛び退のきながら振り返ってみれば、手に魔力の光を宿したガーディアンがいた。流れ弾だまが仲間にいかないよう、至し近きん距きよ離りからルビーウルフを仕し留とめるつもりだったらしい。


　フロストは背後からガーディアンに飛び掛かった。狙うのは首。獣けものの狩かりの基き本ほんだ。


　一度喰くらいつかれれば、狼の顎あごの力に人間の骨ほねなど容易たやすく嚙かみ砕くだかれる。それをわかっていたのか本能的に危き険けんを察したのか、ガーディアンは背中を丸めてフロストを払はらいのけた。フロストは軽かろやかに着地する。


　そこへ、甲かつ冑ちゆう兵たちが飛び出してきた。ガーディアンが魔法を使おうとしたことで恐きよう怖ふが頂ちよう点てんに達したのか、雄おたけびを上げ、一ひと塊かたまりになってガーディアンに突とつ進しんする。


　その勢いに怯ひるんだガーディアンは目を見開いて後退った。兵たちはガーディアンに組み付き、勢いのままに壁際へ彼を押していく。魔方陣の壁と自分たちの間に挟はさみこむつもりだ。


「やめろっ！」


　ガーディアンが恐怖の声を上げた。もう一人のガーディアンは仲間を助けようとはしない。悔くやしそうに表ひよう情じようを歪ゆがめているものの、巻まき込まれるのを防ふせぐように、その場を離はなれた。


　兵たちに担かつぎ上げられ、ガーディアンの背が壁に触れ──


　電撃に似にた爆ばく音おんと悲鳴が轟とどろいた。赤い火花と血が散って舞まう。


　この壁の名は『薔ば薇らの鳥とり籠かご』だという。なるほど、あの凄せい惨さんな赤はたしかに薔薇のようだ。


　爆風に吹ふき飛ばされ、兵たちは折り重なるようにして倒たおれ伏ふした。その上には、背中から後頭部にかけて火傷やけどを負ったガーディアンがうつ伏せに覆おおいかぶさっている。衣服は焼け焦こげ、赤く焼け爛ただれた皮ひ膚ふからは血が滲にじんでいた。


　壁の外では怒ど濤とうのような悲鳴が上がる。壁の内側でも、甲かん高だかい悲鳴を上げた者がいた。王の宝ほう冠かんを抱だきかかえたまま、腰こしを抜ぬかして動けなくなっている司祭だ。戦せん闘とうが始まったときから、彼はぎゃあぎゃあと喚わめいて恐怖に慄おののいている。


　その声が耳みみ障ざわりだというように、残った最後のガーディアンは司祭に手をかざして呪文を唱え始めた。慌あわててルビーウルフはそちらに駆ける。


　ガーディアンは口角を吊つり上げた。目線はルビーウルフに向けて。彼女の目の前で司祭を殺し、動どう揺ようを誘さそうつもりだ。


　ガーディアンの手に光が灯ともる。間に合わない。


　ルビーウルフが歯嚙みした時だった。彼女の脇わきをすり抜けて、ガーディアンの腕うでに食らいついたのは──ケーナ。


　温和な性せい格かくのケーナが必死になって司祭を守っている。仲間を殺された心の傷は、若わかい彼女にも深く刻きざまれていたのだ。


　狼の牙きばに捕とらわれた腕を、ガーディアンは懸けん命めいに奪うばい返そうとして引っ張る。けれど引けば引くほどに、牙は食いこんで皮膚が裂けてしまう。恐怖と怒りでガーディアンは雄たけびを上げ、食らいついたケーナを担かつぎ上げた。


　狼の中では小こ柄がらなケーナだが、それでも体重はルビーウルフとたいして変わらない。そのケーナを軽々と持ち上げ、ガーディアンは壁に向かって投げ飛ばした。


「ケーナ！」


　ガーディアンに向かっていたルビーウルフは軌き道どう修しゆう正せいし、ケーナのもとへ駆かける。足に絡むドレスがもどかしい。〈導きの剣〉も邪魔だ。こんな長い刃やいばを握にぎっていては、ケーナを抱きとめた時に彼女を傷つけてしまう可能性がある。


　そう思い至いたった瞬しゆん間かん、ルビーウルフは迷まよわず剣から手を離はなした。どうせ自分以外の者には扱あつかえないのだから、奪われる心配もない。


　身軽になったルビーウルフは空中でケーナを受け止めた。けれど勢いきおいは殺せない。背はい後ごには壁かべが迫せまっている。


　ルビーウルフに迷いはなかった。裸足はだしの右足を差し出し、思いっきり壁を蹴ける。赤い火花と爆音が炸さく裂れつし、ルビーウルフとケーナは床ゆかに叩たたきつけられた。


「ルビーウルフ！」


　悲鳴に近い声を上げたのはジェイドだ。アーディスの剣を受けつつ、こちらの様子を気にかけている。


「馬ば鹿かっ、自分のことに集中しろ！」


　そんな彼にルビーウルフの叱しつ責せきが飛ぶ。


　痛いたみより、衝しよう撃げきのほうが凄すさまじかった。体が痺しびれて動けない。痺れているから痛みが鈍にぶいのかもしれない。足の火傷はなかなか酷ひどい状じよう態たいだ。けれど壁を蹴って離れたぶん、火傷の範はん囲いは最小限に抑おさえられている。膝から下が赤く爛ただれて、つま先が黒く焦こげている程てい度ど。そう、その程度だ。そう思って自分を騙だますしか、意い識しきを保たもつ術すべはない。


　倒れ伏したルビーウルフに剣が向けられた。ケーナを投げ飛ばしたガーディアンだ。腕からは血が溢あふれ、怒いかりに表情を歪ゆがめている。


　無傷だったケーナがすばやく立ち上がって牙を剝むき、唸うなる。


　標的はケーナに変わった。白はく刃じんを翻ひるがえし、ガーディアンは剣を振り上げ──


「っ!?」


　彼は前のめりに倒れ、手をついた。彼の足にフロストが食いつき、引きずり倒したのだ。


　ケーナより断だん然ぜん大きな体たい軀くをしているフロストだ。力も比くらべ物にならない。倒れ伏したガーディアンの首へ、白い牙は食い込んだ。紅あかい飛沫しぶきが白の被ひ毛もうに映はえる。


　ガーディアンが事切れたのを悟さとり、ケーナは気弱そうな声で鼻を鳴らした。耳をぴったりと伏せ、申し訳わけなさそうな目でルビーウルフを見つめる。


（ごめんなさい、わたしのせいね）


　ルビーウルフはかぶりを振った。


「いいや、お前は悪くない。お前が無事でよかった」


　痺れが少しずつ抜けてきて、ルビーウルフはケーナの頭を撫なでてやった。しかし痺れが抜けるのに反比例して足の痛みは増ましてくる。それでもどうにか上体を起こし、周囲を見み渡わたした。


　三人のガーディアンたちに動くものはなく、兵士たちも折り重なって倒れたままだ。司祭はいつの間にか泡あわを吹いて気絶している。


　激はげしい剣けん戟げきの音だけが響ひびいていた。立っているのはジェイドとアーディス、二人だけ。


　ジェイドが大きく後ろへ跳とんだ。アーディスも同じく、間合いを取って機を窺うかがう。


「ルビーウルフ、平気なのか!?」


　目線はアーディスに向けたまま、ジェイドが問う。


「焼き加か減げんでいうとレアとミディアムの間くらいかな」


　軽口で答えたのは決して状じよう況きようを軽く見ているからではない。ジェイドを動どう揺ようさせないためだ。だったら大だい丈じよう夫ぶだと言えば済すむことかもしれないが、それではルビーウルフの怪け我がの具合がわからずに、よけい気になってしまうだろう。ある程度の状況説明は必要だった。


「悪いけど戦線離り脱だつだ。負けんな、がんばれ」


　他人ひと事ごとのような声せい援えんを送る。脈打つ痛みが足から全身に広がって、声を出すのもつらい。今も、ケーナとフロストに支ささえられて身を起こしている状態だ。それでも最後に一声だけ、ジェイドの背中に投げかけた。勝気な笑いを含ふくんで。


「預あずけたよ」


　命運を。そして未来を。


　力強く頷うなずき、ジェイドは隙すきなく構かまえた。


　鎧よろいを着ているぶん防ぼう御ぎよ力はジェイドが勝まさっているが、素す早ばやさに関してはアーディスが上になる。さらに鎧の重みで体力の消しよう耗もうが激しい。どちらが不利でも有利でもない。


　間合いを取ったまま、二人はしばし睨にらみ合った。


「今すぐこの壁を消すんだ、アーディス。これ以上やったところで、お前の罪つみは明白。無む駄だな殺し合いだ」


「無駄なものか」


　ジェイドの説得をアーディスは一いつ蹴しゆうする。


「英えい雄ゆう譚たんに憧あこがれていたと、さっきお前が言っていたではないか。ならば、なぜそのように振ふる舞まおうとしない？　これではまるで……」


「物語に登場する奸かん臣しんか、それとも魔ま王おうか？　私はどちらでもかまわない。たとえ今は悪魔だと罵ののしられようと、百年後の世界では国のために戦った騎き士しとして、グラディウスに富とみをもたらすために苦心した英雄だと呼よばれていればそれでいいんだ」


　それこそが、彼の持つ異い様ような匂においの正体。彼は生き残るつもりなどないのだ。ジェイドを討うち取ったあとのことなど考えていない。計画が狂くるいはじめたときから、相打ちを覚かく悟ごしていたのだ。


　アーディスは駆かけた。同時にジェイドも。二人の刃が交差し、離れる。


　先に膝を折ったのはジェイドだ。肩口、鎧の関かん節せつ部分から血が流れ落ちる。取り落としたサーベルの刀身は真っ赤に染そまっていた。


　ジェイドに遅おくれて膝をついたアーディスは、そのまま床に倒たおれ伏ふした。脇わき腹ばらから流れる血は緋ひの絨じゆう毯たんに吸すわれてどす黒く広がっていく。


　勝敗は決した。


「私は、ただ……この国に富をもたらしたかっただけだ……」


　咳せき込み、血を吐はきながらアーディスは呟つぶやく。


「金も採とれず、瘦やせた土地で……あと何代グラディウスは持つ……？　この国には、もう何も、残っていないんだ。だったら、奪うばうしかない……。他に方法があるというなら言ってみろ、ジェイド……ルビーウルフ」


　血で染まった口元は嘲ちよう笑しようを浮うかべていた。


「そんなこと知るわけないだろう。あたしは一いつ介かいの盗とう賊ぞくなんだ」


　痛いたみをこらえ、ルビーウルフは答える。それから笑った。勝負を挑いどむように。


「賭かけをしようか、アーディス。お前の言う百年後の世界で、あたしたちとお前と、どっちが英雄扱あつかいされているのか」


　アーディスは笑った。血を吐いて咽むせながら、それでも愉ゆ快かいそうに。弱々しく震ふるえていた肩かたは、いつしかその動きを止めた。


　彼は事切れていた。口元には穏おだやかな笑えみを浮うかべて。


「ルビーウルフ、傷きずを見せろ」


　斬きられた肩を押おさえながら、ジェイドが駆け寄る。ずいぶん息が上がっていた。もう限げん界かいが近かったようだ。


「おぉ、自じ慢まんのデコが汗あせでキラリと」


「馬ば鹿かなことを言ってないで、早く見せろ」


　そう言いながらも前まえ髪がみを調整して隠かくそうとするものだから、ルビーウルフは吹ふき出した。観念して大人しく足を差し出す。


「これは……酷ひどいな。よくこれで平気な顔を……」


「平気じゃないよ。痛いよこれ。すんごい痛い。いっそ笑っちゃうくらい痛い」


　冗じよう談だんを言う気力はあるものの、全身から脂あぶら汗あせが滲にじむ。だんだん意い識しきも朦もう朧ろうとしてきた。


「それよりさ、先にこの壁かべなんとかしないとヤバくないか？　空気とかなくなるんじゃないの？」


　エリカが翳かざす杖つえの先から、ひびは広がっているものの、このままでは本当に一晩ばんかかりそうだ。けれど壁に切り取られた空間の空気が、それまで保たもたれている保ほ障しようはない。
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「ルビーさん、〈導みちびきの剣けん〉を使ってください！」


　壁の外からミレリーナが声を張はり上げた。壁に遮さえぎられた声は、少しこもり気味だ。


「岩さえ切り裂さくのがグラディウスの神具の能のう力りよくですわよ」


　トライアンの王女は他の神国の神具について、よく知っているようだ。さすが国益の鬼おに、その知ち識しきは計り知れない。


　ジェイドに支ささえられ、ルビーウルフは〈導きの剣〉を拾い上げた。そしてそれを床へと突つき立てる。


　ばきりぴしりと音が響ひびき、亀き裂れつが大理石の床を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け抜ける。魔ま方ほう陣じんの文様を完全に崩くずし、壁は薄うすまって消えた。


「うわ、これってこんなんだったんだ」


　はじめて見た愛刀の能力に、ルビーウルフは地味な感かん嘆たんを漏もらした。だって能力の派手さでいったらトライアンの天てん秤びんのほうが上だ。外見は向こうのほうが地味なのに。


　亀裂が走って砕くだけた床を慎しん重ちように歩きながら、エリカがそばに寄ってきた。それに合わせてジェイドはルビーウルフを横に寝ねかせる。


　エリカが呪じゆ文もんを唱え、杖の先に柔やわらかな緑の光が灯ともった。


「沁しみるわよ」


　予告した直後、傷へ無ぶ遠えん慮りよに光が当てられた。塩水に突っ込んだような痛みにルビーウルフは飛び上がる。無意識に両手をばたつかせ、手近なところにあったジェイドの手を取って握にぎり締しめ、懸けん命めいにこらえた。


　治ち療りようは短かったけれど、ルビーウルフには長く感じられた。それほど痛かった。ちょっと泣きそうだ。


「消毒と細さい胞ぼうの再さい生せいを同時に、しかも急速にやるにはこの術じゆつしかないのよ。よく我が慢まんできたわね、普ふ通つうの人なら気き絶ぜつしているわよ」


「そりゃあどうも、ありがとう」


　投げやり口調で礼を言い、元通りになった足を撫なでようとして、自分がジェイドの手を握り締めていることに気づく。邪じや魔まなのでさっさと離はなした。ぺいっ、と。


「……まぁ、元気になってよかった」


　なんだか不服そうな声をジェイドが上げたが、とりあえず気にしないでおく。ルビーウルフには、まだやることが残っているのだ。


「どこに行くんだ、貴き族ぞくども」


　ミレリーナの監かん視しを失った出口から抜ぬけ出そうとしていたのは、ウォルクに与くみしていた貴族たちだ。呼び止められ、怯おびえた顔をルビーウルフに向けている。


「わ、我われ々われは関係ない！　マリンベルに脅おどされて、協力を強しいられていただけなんだ！」


「彼ら親子の支配から解とき放ってくださった殿でん下かに、心から御おん礼れい申し上げます！」


　醜みにくい言い逃のがれをはじめる貴族らに、国こく賓ひんの冷ややかな視し線せんが突き刺ささる。ルビーウルフは立ち上がり、ふんっと鼻から息を吐いた。そして意地の悪い笑えみを浮うかべてみせる。


「どこに逃にげようと勝手だけど、無事にこの国から出られるか、わからないよ？」


　ルビーウルフはテラスの外に顔を向ける。射さしこんだ秋の西日が眼めを灼やくほどに眩まぶしい。


　王おう城じよう外がいに集まった、民たみの声が玉ぎよく座ざの間に届とどく。よく耳を澄すましてみれば、同じ言葉を繰くり返し繰り返し、合唱している。


『我ら盗とう賊ぞく団だんブラッディ・ファング！　我らの主はルビーウルフ！』


　その声に、ルビーウルフはかすかに照れ笑いを浮かべた。


「ねぇ、お前たちはここから何を見ていた？　山と森、町や畑の穂ほ。そういうものしか見ていなかったんじゃないか？　その風景の中に人がいて、はじめて国と呼べるんだとあたしは思うよ。どんなに町が整せい備びされて、実りの多い畑があっても、人が幸福でなければ国が潤うるおうことはない」


「……何の解かい決けつにもなっていないな」


　呟つぶやいた男の名は、たしかクライス将しよう軍ぐんだったとルビーウルフは記き憶おくしている。彼らは彼らなりに、国のことを考えていたのかもしれない。だけど。


「それでいいのさ、今は」


「……そうか」


　彼らの身み柄がらは城しろに駐ちゆう在ざいしていた兵士たちに引き立てられた。全員がうな垂だれ、抵てい抗こうする様子もない。


　民衆の声は、尚なおも轟とどろき続けていた。





　　　　†




　吐いた息は白い。軽く身み震ぶるいし、ルビーウルフは外がい套とうを搔かき合わせた。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　問うジェイドに頷うなずいて答える。


　あれからさらに一月経たち、グラディウスには冷たい北風が吹いていた。とうに刈かり入れが終わったあとの麦畑が目に寂さびしい。


　あの件けんで戴たい冠かん式しきはうやむやになってしまった。やり直す状じよう況きようでもなかったし、大使を長く引き止めておくこともできなかったからだが、ルビーウルフにとっては面めん倒どうがなくて好都合だった。


　ミレリーナはトライアンに、エリカを引き連れて帰っていった。少しだけ寂しいけれど、仕方がない。


　起き伏ふくに富とんだ山の稜りよう線せんをルビーウルフは見上げ、目をすがめた。この山脈に遮さえぎられた向こうの世界を垣かい間ま見みようとするように。


「雪が降ふって、解とけたら工事着工だな」


「まったく、女王自ら土木工事の先頭に立つとはな。それに、一体何十年かかることか」


「あはは、あたしが歳とし食ってよぼよぼになっても終わらなかったりして。まぁ、それなら次の代に託たくすさ。『ごめんねー』とか遺ゆい言ごんに遺のこして」


「……次の代ということは、あんたの子か？」


　ためらいがちにジェイドが言うと、ルビーウルフはきょとんとした。そして合点がいったようにぽんと手を打つ。


「ああそっか、〈導みちびきの剣けん〉使えなきゃだめだもんな。えー、でも困こまったな。相手がいない」


　風がふいに強まって、足元を駆かけ抜ぬける。ルビーウルフはしゃがみ込こみ、足元に伏ふせていたフロストとケーナを抱だきかかえた。ふかふかの冬毛が温かい。男物の服はスカートよりましだけれど、吹く風は痛いほど冷たい。


　意を決したようにジェイドは切り出す。


「俺おれでよければ……」


　フロストが牙きばを剝むいて唸うなった。


「……相手探しに、協力する」


　言ってからジェイドは深く溜ため息をつく。自分が情なさけなくてたまらない、といった匂においを感じる。フロストは勝ち誇ほこったように目をすがめ、ルビーウルフはケーナと一いつ緒しよに笑った。


　二人と二頭がこの場に来たのは山をよく見たいから。春には山道を切り開くための工事が始まる。


　きっかけはルビーウルフの一言。アーディスが言ったように、グラディウスには何も残ってはいない。だからルビーウルフは提てい案あんしたのだ。『山を切って海に繫つなげて、そこから恵めぐみをちょうだいしよう』と。


　グラディウスの古き王は〈導きの剣〉をもって金脈を掘ほり当てたという。だから道を切り開くのも同じことだと言ってルビーウルフは笑った。


　山脈の向こうは荒あら海うみと聞く。けれど、それを怖おそれていては何も始まらないのだ。やってみて、結果を見届ける。嘆なげくのはそれからでも遅おそくはない。


　気を取り直したジェイドが言う。


「レターナの森に石せき碑ひが建ったそうだ。今度、花を供そなえに行こう」


「……うん」


　ルビーウルフの失ったものは大きい。そして同時に、一人では抱かかえきれないほどのものを背せ負おい込むことになった。けれど、それでもいいと思えるのは、腕うでの中にいる狼おおかみたちと頼たよれる騎き士しがいるからだ。


「あ、そういやお前さっき女王って言ったな」


「いけないか？」


「当たり前だろ。あたしは女王になんかならない。この国は新生ブラッディ・ファング。そんでもって、あたしがその頭とう領りよう」


　ジェイドは一いつ瞬しゆん呆あきれ、そして笑った。腹はらを抱えて苦しそうに。


「とんでもない屁へ理り屈くつだな」


「でも、理屈は理屈だ」


「そうか……そうだな。──ルビーウルフ。あの件以来、あんたに通り名が付いたのを知っているか？」


「いいや。何？」


「グラディウスに夜明けをもたらす、『暁あかつきの女じよ傑けつ』と」


「そいつぁ大たい層そうだね」


　グラディウスはまだ始まったばかり。たしかに暁と言われれば、その通りだ。


　マリンベル派はの貴き族ぞくらは法で裁さばかれることになる。生き残ったガーディアンたちも同じく。牢ろうから救出されたロベールは、衰すい弱じやくは激はげしかったが命に別状はなく、トライアンから戻もどってきた家族のいる自じ宅たくで現げん在ざいは療りよう養よう中。徴ちよう兵へいされ、国こつ境きようで逗とう留りゆうしていた男たちも全員、故ふる郷さとに帰した。


　現在グラディウスの公こう務むはジェイドが幾いく人にんかのコルコット派と共にこなしている。城内に漂ただよっていた硬こう質しつな匂いも徐じよ々じよに薄うすらいでいっていた。


「ところで、玉座の間の件だが」


「何さ、また小言？　だってあれはミレリーナがやれって言ったんだよ。あたしのせいじゃないよ」


　ルビーウルフが切り裂さいた玉座の間はもう使いものにならない。改かい装そうするといってもルビーウルフが華か美びなものを拒こばみ、結局今も玉座の間には瓦が礫れきがそのまま残されている。


「いいや、玉座の間が必要なのは王だ。だが、あんたは盗賊の頭領だろう？」


　悪戯いたずらっぽく笑ってジェイドは踵きびすを返し、歩き出す。ルビーウルフも潑はつ剌らつと笑い、立ち上がってジェイドの背を追った。狼たちもついてくる。


　ルビーウルフにできることは少ない。けれど、少ないながらやるべきことはある。それは幸せなことだ。


　来年の実りを待つ畑。延のびる道。その先には城下都市があって、王城がある。その風景の中では民たみが生き、生活している。


　ルビーウルフは空を見上げた。低く厚あつい雲は鈍にび色いろ。


　冷たい北風の中に、雪の匂いが混まじっていた。






　あとがき







　皆様、初めまして。淡あわ路みち帆ほ希まれと申す者です。この度は本作をお手に取ってくださり、ありがとうございます。お気に召していただけましたら幸さいわいです。





　本作は第十七回富士見ファンタジア長編小説大賞にて、準入選を頂いた作品です。初めてお電話でその旨むねを伝えられた時、脳のうみそがポップコーンのように弾はじけるかと思いました。リアルに想像するとグロテスクですね。すいません。


　それから数か月経たち、こうしてあとがきを書いているわけですが、いまだに半はん信しん半はん疑ぎだったりします。


　なにせ、王道ファンタジー。るんるんらんらん楽しく書いた、趣しゆ味みに走りまくりの話ですから。それがこうして本になるなんて、人生最大のミラクルです。一生分の運を使い果たしたのではないでしょうか。でもサマージャンボは買おうかな。バラで一枚。


　そしてこの作品、応募時とタイトルが違います。とてもけったいなタイトルで応募したわけです。『盗とう賊ぞく娘むすめはお国のために』ですよ。まじめに考えたタイトルなんですけどね。当時の自分が何を考えていたのか、さっぱりわかりません。応おう募ぼ前に友人数人に読んでもらったのですが、みんな言うことは一いつ緒しよでした。


「あんた、ネーミングセンスどうにかならんの？」


　ほんと、その通りです。しかもウケを狙ねらってるわけじゃない、というのが困りもの。素でやっちゃうあたり、救いようがありません。


　そんなこんなで改かい題だいし、『紅こう牙がのルビーウルフ』となりました。『紅牙』は『ブラッディ・ファング』という意い味みで受け取って頂けるとありがたいです。作中でヒロインが連呼している言葉ですから、これがタイトルにふさわしいかと。





　キャラクター作りに関しては、育そだった環かん境きようが大きく影えい響きようしていると思われます。


　高校・短大と五年間、女ばかりの学生生活だったので。それも、友人は揃そろいも揃って男前なのです。女の子なんですけども。


　特に短大では豪ごう快かいな人が多かったです。キャンパス内の枇び杷わの木によじ登のぼって、実をむさぼり食くってる子たちもいました。十九歳と二十歳が何やってるの。


　講こう義ぎのない空き時間では、プレステ２を空あき教室に持ち込んで遊んだり。女性向け恋れん愛あいシミュレーションゲームの告こく白はくシーンで大だい爆ばく笑しようという、ちょっと間違った楽しみ方をしていました。あと、ホラーゲームをプレイする時は暗あん幕まく引いて電でん気きを消してたり。真っ暗くらな教室の中からゾンビの声とか若い女の「うぎゃあ！　死ね死ね！」とかいう声が聞こえてくるんですから、事情を知らない他の学生さんには、それこそホラーだったかもしれません。申し訳ないです。お菓か子し食べて爆笑しつつ見ていた私もどうかと思いますけど（ゲームは苦手なので、傍ぼう観かん専門でした）。


　あとは、食べ物系のエピソードが多いですね。これまた空き教室にたこ焼き機きを持ち込んで、たこ焼きパーティーやってみたり。スプリンクラーが作動しないようにベランダで焼きましたよ、夏の暑い最中に日ひ傘がさを差さして。たこ焼きはチーズを混まぜると美味です。


　秋には栗くり拾ひろいもしましたね。拾った栗を給きゆう湯とう室しつで茹ゆでて食べました。山の上の学校だったので、そういう遊びしかできなかったのですよ。


　皆さん、女子大ってこういう所です。夢ゆめぶち壊こわしですいません。


　そう考えると、高校時代はまだ女の子らしく生きてた気がします。便べん秘ぴで肌はだ荒あれになって困るわー、とか。バストアップの体操を体育の授業で教えてもらって、ひゃっほうと大喜びで実じつ践せんしたりとか。


　あれ？　女の子らしいけど、なんか……。


　皆さん、女子高ってこういう所です（やっぱりか）。


　こういったことの積つみ重ねで、生まれたキャラクターがルビーウルフだったりエリカだったりミレリーナだったりします。健けな気げで可愛いくて儚はかない女の子なんて、どこ探してもいませんでしたから（また夢のないことを！）。


　でも、いつかそういうヒロインも書いてみたいですね。無む謀ぼうとか言われそうですが。


　ジェイドに関しては、完全に私の趣味で。男前なのにいまいちぱっとしない人って哀れで可愛いと思うんですが、いかがでしょう。





　それでは遅くなりましたが、謝しや辞じを。


　担当様はじめ、編集部の皆様。こんな私に良くしてくださってありがとうございます。先日、編集部へお邪じや魔ました際、せっかくお食事に誘さそっていただいたのにあんまり食べられなくて申し訳ありません。変だなぁと思い、家に帰って測ってみたら微び熱ねつがありました。風か邪ぜを感う染つしてしまってたら更に申し訳ありません……！


　この作品を栄はえある賞に選んでくださった審しん査さ委い員いんの先生方、本当にありがとうございます。二十歳という人生の節目に、大きな記念になりました。いえ、もちろん記念で終わらせず、もっとたくさんの物語を書いていきたいと思います。精しよう進じんします。


　イラストを担当してくださる、椎名優様。担当様からお名前を伺うかがった時、聞き間違いかと思ってしまいました。キャララフを拝はい見けんして、ようやく現実を理り解かいしたほど。ジェイドの男前っぷりには、思わず手を合わせて拝おがんだり家族に自じ慢まんしたり大おお騒さわぎでした。ありがとうございます。


　私以上に本の発売を楽しみにしてくれている家族、親しん戚せき、友人様方。これからも大いに迷惑をかけると思いますが、その海のように大きな懐ふところでドスコイと受け止めてくだされば幸いです。


　そして、最後まで読んでくださった皆様。この物語はいかがでしたでしょうか。笑えたり、どきどきしたり、少しでも何か感じるところがあった、と思ってくださったなら光栄です。できれば今回限りでなく、二度三度とお目に掛かりたいと切に願っております。


　では、またいつかどこかでお会いしましょう。





　　　　　八月一日　よく晴れた蟬せみ時雨しぐれの大阪より




淡路帆希　　







　解説






富士見ファンタジア文庫編集部　　







　──嫌いやな匂においが来る。


　ルビーウルフは、言います。動物的な嗅きゆう覚かくで、敵の接せつ近きんを察さつ知ちして。


　自分に危害を加えてこない人たちから漂ただようのは「いい匂い」、居心地の悪い王城の中で敏感に嗅かぎとった違和感は、「なんだか硬こう質しつな匂い」。そう、ルビーウルフの行動の基き準じゆんになっているのは、「いい匂い」＝好き、「嫌な匂い」＝嫌い、という野性的な直感です。


　そんな、自分の気持ちに正直なルビーウルフの生き方は、潔くてすごく格好いい。


　この物語を読んだ人はみんな、ルビーウルフのことが大好きになってくれたんじゃないかと思います。





　葡ワ萄イ酒ン色の髪かみと紅玉ルビーの瞳ひとみをもつ美少女でありながら、狼たちを引き連れて戦う姿は凜り々りしく、逞たくましく。必要とあらば可憐な乙女を演じる狡こう猾かつさを持ち合わせつつも、根はストレート過ぎるくらい正義感が強くて、仲間思い。


　この物語のヒロイン、ルビーウルフはそんな女のコ。


　もし自分の彼女だったら、扱いがとても大変なじゃじゃ馬タイプ。でも、同じクラスにいたら、間違いなく男のコにも女のコにも人気のリーダー格タイプ。天は二物を与えず──なんてコトバはありますが、「可愛い」だけじゃなくて「強い」、万人に愛される魅力的なキャラクターがここに誕生したのです。





　第十七回ファンタジア長編小説大賞で、本作「紅こう牙がのルビーウルフ（応募時タイトル「盗賊娘はお国のために」）は満場一致の中、準じゆん入にゆう選せんを果たしました。選考会で審査員の先生方から評価された点は、ヒロインのルビーウルフを始め、個性的で生き生きとしたキャラクターたちの造形、物語の中にぐいぐいと読者を引き込んで一いつ瞬しゆんたりとも飽きさせないテンポの良いストーリーテリング、そして読んでいて風景がありありと目に浮かぶ群を抜いた描写力。「とにかく面白くて完成度が高い」との絶ぜつ賛さんを受けました。


「久々に、本当に面白い王道ファンタジーに出会えた」と、編集部も当然、熱く沸わきました。読み終わると、なんだかすごく元気になれて、体中から勇ゆう気きが湧わいてくる。そんな、ありふれているようでなかなか出会うことのできないポジティブな魅み力りよくを、この作品はもっていました。奇を衒てらわずに「王道」を行くという、実は一番難しいコトを、この作品はやってのけているのです。





　ここで、未読の方のために、この物語を彩るサブキャラクターたちの紹介を少々。いやいや、そんなの必要ない！　という貴方は、今すぐ本編を読み始めて下さって構かまいません。





　ルビーの旅の伴ともであるジェイドは、ちょっと頼りないけれど、生き真ま面じ目めで優しい魔ま導どう騎き士し。ルビーがごくたまに見せる女らしさに、分かりやすくドギマギしているジェイドも可お笑かしいけれど、そんな彼の動どう揺ようなんてお見通しの上でからかっているルビーの小こ悪あく魔まっぷりもなかなかのもの。今後、この二人の関係が進展することはあるのでしょうか？


　山奥に住む白髪の美しき老師・エリカも素す敵てきです。いわゆる「姐あね御ご」タイプで自分のことを「天才」と呼んで憚はばからない、そんなサバけた性格に惚ほれてしまう読者は多いはず。


　エリカと対照的に愛らしい容姿なのは、トライアンの王女・ミレリーナ。ルビーが連れている狼たちを見てはしゃいでいる姿は無む邪じや気きそのものですが、ひとたび国政のことを語らせると、打って変わってキレ者の一面が垣間見えて──そんなギャップがたまりません。


　ルビーを赤ん坊の時から育ててくれたのが、盗賊団ブラッディ・ファングの頭・モルダ。盗賊らしい粗野な性格ながら、愛娘のルビーに注ぐ愛は本物でした。だからこそ、モルダが殺されてからも、ルビーは彼のことをずっと慕したいつづけます。


　そして、忘れてはいけないのが、雌めす狼のケーナと雄おす狼のフロスト。彼らはルビーの育て親である雌狼・ヴィアンカの子孫です。時にルビーを優しく諭してくれる細やかなケーナも、ルビーのことが大好きなあまりジェイドに本気で嫉妬してしまうフロストも、いつもルビーの傍らに居て彼女を支えてくれるかけがえのない兄弟なのです。





　最後に、本作の著者である淡路帆希について。初めてお会いした時の印象は、鮮烈でした。こんなダイナミックな物語を書かれたとは、とても想像がつかないような可憐な姿に、担当二人は深々と溜息を漏らしたものです。弱じやつ冠かん二十歳はたちの新星、これからもっともっと成長して、素晴らしい小説を書きつづけてくれるに違いありません。皆さんも、ぜひ熱い応援をよろしくお願いします。感想や、激励のお手紙をどしどしお送りください。




紅こう牙がのルビーウルフ





淡あわ路みち帆ほ希まれ
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